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学会等における活動
Π木内科学会,1議n
日木循喋揣学会円門1
Π本循環器半会'11.門医11山臭枩n会長
Π本心峨射丙学会釧'議n
日<心'"γ会訓τ議n
Π人心不令学会理*
Π木 ME ツ会,十。元n
Π木畷リU1山1!学会,〒。義n
H人脈管学会'J誠H
Π本心1幟りハビリテーシ,ン学会評議員
第 5 回Π不心不全学会学術条会会長 6円戍]34FI0"25H~271])
作1際川]リ墨栓症シンポジウム jn仙台会長(平成15年Ⅱ打 1 Π~ 2 U)
社会における活動
東北ジャーナル刊行会新糾'郁n
持Iui'念医学,k学振興炯団選・5阪n
弼団法人訂本心臓川団,乎議員
宮城↓「ι成人荻検診管即指遵協議会専門部会
(循環器疾悲、竹部会・成人柄登録・Dr価等部会)
財団法人ルq打会訓三議a
地域医療研修セソター、'非剖委U
科ツ'研究普委n会、専門委11
宮城県杵察本部健康管N委H会委員
社団法人東北人、γ阪師会長,理Ⅲ
IU団法人心幟」側上飢究振興会研究委n
則ト」1法人宮城1ι屶1動祥J生医学恊会舸仙」

1.論文(共著書等含む)
和文
1972年
色業怖釈法による僧川、1介逆流の定吊,に関する検討"にCineangiogねmと
の上b皎について
村1、】全,イヰ取暸广宮沢光瑞,立_木惜,石川欽司,羽根山隆,池田
成昭, n上邦リ},林健郎
第2山1 色系稀釈法による循環機能研究会議演集83 1972
E雛Piece色索稀釈出1線による二三尖弁逆流の定量的診断の試み
立木惜,香取瞭,宮沢光瑞,孑i川欽司,羽根田隆,池脚鄭召,内十
邦リ},村口系,林健郎
第2叫色業稀釈法による循喋機能刷究会議演染75 1972
197441、
冠疾態、における冠動脈造影所見について
林健郎,甲〒取瞭,宮ポ光瑞,右川欽司,辺木惜,白上邦屶,本名卓
夫,商橋良・・、,渋谷秀雄,大谷昌平
色系稀釈法による循環機能研究会講演条,4(1):12 昭千叫9午
Comparison of Ante-cubilal and Femの'al vein lnjection sites for Recording
Dye-dilution curve
霄取暸,白士邦屶,村井雅火,」_二杉戀和
T01〕oku J. exp. Med.112:103-109 昭羽149砕
1975年
Isomeれ・ic handgrゆによるノfl*1幾能の訶イ1Ⅲ
'宮沢光瑞,本名孝火,池Ⅱ_1成昭,内上邦屶,商橋良一,渋谷秀雛,人谷昌
平,林健部,立木粘,石川欽司,香取膝
心、臓,フ:657-662 1975
僧帽介狄窄症の入室機能に関する検吋一X線映画造影法による解析
宮沢光瑞,火谷ι、',・平・,由士邦屶,本;名孝大,商橋良',渋谷秀航
心臓,フ:フ78-784 ]975
肺血管原発杵肺滞血ルの肺動脈造影像について
羽桜田降,白上邦男,本名孝大,宮沢光瑞
第13山1 脈管造影法懇二舌会,52:28-37 1975
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肺 来 栓 , 柚 塞 症
澁 島 任 , 白 士 邦 男
C l i n i c  M a g a z i n e , 2 1 : 2 4  1 9 7 5
1 9 7 6 年
I s o m e t r i c h a n d g r i p  e x e r c i s e に よ る 心 疾 患 恕 、 者 の 冠 血 流 M お よ び 心 筋 乳 触 代 謝
林 健 郎
香 取 膝 , 宮 沢 光 瑞 , 池 冊 成 昭 , 白 士 邦 リ } , 村 口
全 ,
心 1 臓 , 8 ( フ ) : 6 8 5 - 6 兜 Ⅷ 杯 怖 1 年 1 上 1
気 管 支 ・ 一 肺 循 環 の 相 互 1 殉 係 :  X 線 に よ る 検 討
白 士 邦 屶 , 宮 沢 光 瑞
芽 Ⅱ 4 1 画 川 醗 〒 造 影 法 懇 話 会 , 6 ( 1 ) : 1 - 1 2  1 9 7 6  ( 昭 不 1 巧 1 イ F 2 月 )
噛 ・ 兆 竹 心 筋 症 に お け る 冠 併 卯 k 洞 血 流 吊 へ の 特 村 詐 上 等 尺 竹 運 動 負 荷 の 影 糾
' 宮 沢 光 瑞 , 羽 根 田 隆 , 白 十 邦 男 , 木 名 孝 火
心 臓 , 8 四 ) : 9 1 1 - 9 1 5  昭 豹 ] 5 1 1 F H I ]
C O T o n a r y  B l o o d  F l o w  a n d  L a c l a t e  M e t a b 0 Ⅱ S m  d u r i n g  l s o m e t r i c  H a n d g r i p
E x e r c i s e  i n  H e a l ' t  D i s e a s e
香 取 除 , 宮 沢 光 瑞 , 池 円 成 昭 , 白 士 邦 屶 , 村 口 至 , 林 武 夫
J a p a n e s e  H e a r t  J o u n a l , 1 7 ( 6 ) : 7 4 2 - 7 5 2  昭 和 5 1 年 ・ 1 1 打
E 丘 e c t s  o f  v a r y i n g  p a c e m a k e r  s i t c s  o n  L e f t  v e n l r i c u l a r  p a ' f o r m a n c e
宮 沢 光 瑞 ,  h _ 上 邦 リ 」 , 羽 根 田 隆 , 本 名 孝 夫 , 荒 井 徹 , , ・ 1 ・ リ 哥 俊 之
T o h o ] く U  J .  e x p .  M e d . 1 2 0 : 3 0 1 - 3 0 8  昭 羽 巧 1 イ F
1 9 刀 年
E a r p i e c e 色 累 怖 釈 仙 線 に よ る 心 中 リ 出 昂 の 測 定 虚 血 椴 1 1 、 法 に っ い て の 検 肘 一
羽 根 剛 隆 , 池 田 成 昭 , 白 士 邦 リ } , 小 ; 名 孝 夫 , 荒 井 徹 , 中 嶋 俊 之 . , 丁 { 浦
拓 二 , 宮 沢 光 瑞 , 沌 島 任
獣 1 学 の あ ゆ み , 1 0 0 四 ) : 6 8 9 - 6 9 2  昭 千 1 1 5 2 年 2  打
E 丘 e c t s  o f  l s o l n e t r i c  H a n d g r i p  E x e r c i s e  o n  c o r o n a r y  s i n u s  B l o o d  F I O W  ] n  l
d i o p a t h i c  c a r d i o m y o p a t 1 1 y
宮 沢 光 瑞 , 羽 根 I U  降 , 仙 士 邦 屶 , 本 名 孝 夫 , 沌 島 任
T o h o k u  J .  e x p .  M e d . , 1 2 2 . 1 - 8 P  1 9 7 フ
R e g i o n a l c o n t r a c t i o n  p a t t e r n s  o f  u 〕 e  L e 丘  V e n t r i c l e  d u T i n g  u e n t r i c u l a r  p a c i n g
宮 沢 光 瑞 , 荒 井 徹 , 白 士 邦 男 , 羽 根 田 隆 , 池 田 成 昭 , 木 名 孝 夫 , 小 嶋
俊 之 , 二 1 油 拓 _ ニ
T o h o k u  J .  e x p .  M e d . , 1 2 2 . 1 6 7 - 1 7 4 P  1 9 7 フ
冠 血 流 波 形 に 関 す る 研 究 一 選 択 的 冠 動 脈 内 薬 剤 注 入 の 影 郷
門 上 邦 屶 , 本 名 孝 夫 , 高 橋 良 ・ , 渋 谷 秀 難 , 大 谷 昌 平 , 宮 沢 光 瑞
脈 管 学 , 1 7 ( 3 ) : 2 1 7 - 2 2 2  n ι 仟 " 5 2 年
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18 Pulmonary Arterial presS山'e F]ow characteristics in Atrial septa] Defed
Comparative study with ventricular sep{al Defect and patent Ductus Ar・
terlosus
宮沢光井',羽根田隆,白士邦リ},立人惜
T01]oku J. exp. Med.,122:375-381 197フ
左心機能ならびに冠循喋に及ぼす心拍数変化の影"に関する実験的研究
广1 1二J3 リ1
"剣趾匠_誌,90:83-100 昭千1152年
1978年
Dynamic Geometry of the Left ventric]e during ventricular pacing: Cの're]a・
tion with cardiac pumping Action
宮沢光瑞,本■孝夫,小什側川難,内Σ1二邦男,^1・.嶋俊と,抗井徹
Tohoku J. exp. Med.,124:2飢一266 1V1ネ1巧3年
Alta、ation of the Left ventricular Deasto]ic pNSSⅡre-segment Length Rela・
tion produced by the pcricardium - EⅡects of cardiac Distention and After・
10ad Reduction ]n conscious Dogs
广11,3リ」, Ralph shabetal, va]mik Bhargava, Dean Franldin
CiTculation,郭(6):11田一H98 川仟隔3イF 6月
1979年
Isometric handgrip exercise11寺の冠動川武同ならびに動}恢血柴ノルエビネフりン
濃度変化
羽根山隆,荒JI・徹,小嶋俊之,二三浦拓二,1tし1二邦リ」,宮沢光瑞,沌月,
仟,他6 名
心1幟,11(6):571-576 畔仟U54年6 ja
1980年
マルチセンサーカテーテルの使用経験
小嶋俊之,羽恨倒隆,山十jU屶,小岩R:部,荒井徹,金沢正岫,小野
寺÷1男,石川健,大江正敏,橋Π良一',神川仁,打郡島仟
Joumal of Cω・diography,10(1):317 昭不Π5彩下 3 打
うっ血性心不今:における P廿etanide の効果
t屯島仟,内1:邦男,羽根川降,荒井徹,,十嶋俊之,金沢1"晴,石川
健,神田仁,橋口良・・,二父知文,小岩六・郎
基礎と島,床,14(13):4081-40蛤昭和5予f
等尺性運動負荷による心機新診断
宮沢光瑞,羽根田隆,白士邦屶,本名孝夫,中嶋俊と,抗井徹,二浦
拓二,金沢正1哘,小野寺*り}
最新医学,35(6):1276-1283 昭不怖54卜 6 jj
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1 9 8 2 年
洲 j 動 脈 入 カ イ ン ピ ー グ ン ス 何 件 斤 か ら 得 ら れ る 恬 縦
羽 根 Π 1  陦 , , ・ 1 ・ 岫 U 俊 と , 抗 井 徹 , 令 沢 」 f 時 , 石 川 健 , 大 1 1 1 仟 敏 , 橋 Π
R - ー , 神 川 仁 , ー { 又 知 文 , 沌 島 仟
U 本 胸 部 疾 悲 、 学 会 傭 轟 よ , 2 0 ( 1 ) : 2 0 - 2 8  昭 1 怖 7 郁  1 円
1 9 8 3 年
心 カ テ ー テ ル 松 マ ル チ セ ン サ ー カ テ ー テ ル に よ る 肺 動 1 脈 流 速 波 形 の 記 録 と
励 血 管 イ ン ピ ー ダ ン ス 仰 件 斤 に つ い て
羽 根 H _ 1  隆 , 石 人 康 文 , 1 ι 1 十 邱 屶
1 翻 床 ; 丙 理 , 3 1 a ) : 1 1 - 1 7  昭 羽 巧 8 午
川 j ■ 1 血 圧 症 に お け る 血 柴 ノ ル エ ビ ネ フ り ン 濃 度 と そ れ に 及 ぼ す 酸 素 吸 入 の 影 糾
小 野 古 一 F 男 , 羽 根 田 隆 , 白 1 1 邱 男 , 小 岩 再 郎 , 荒 井 徹 , 小 1 嶋 俊 之 , 企
沢 I H 啼 , イ i 川 健 , 大 江 正 敏 , 神 田 仁 , 橋 口 良 一 , 丁 1 又 知 文 , 沌 島 任
心 臓 , 1 5 ( 4 ) ! V 杯 U 5 8 年 4 1 1
経 過 観 察 寸 ・ , に 僧 肌 1 弁 逝 流 を 発 牛 し た 1 拓 齢 各 心 房 , 1 ・ , 1 鞘 欠 損 の  H 刎
佐 久 岡 俊 明 , 大 江 正 敏 , く b : 洋 正 岫 ,  h 上 邦 男 , 羽 根 Ⅱ 」 隆 , 沌 幻 , 任
J o u m a l  o f  c a r d i o g r a p h y , 1 2  ( 3 ) : 8 0 5 - 8 0 7
1 9 8 4 年
a . 心 ・ 血 打 力 学 i 則 定 に お け る 観 m 1 的 力 法 の 愆 義
白 士 邦 屶 , 澁 島 任
H 木 1 顎 床 , 芽 列 2 巻 第 1 2 り 岬 仟 Π 5 9 年 1 2 打
1 9 8 5 年
シ ン ポ ジ ウ ム , 1 姉 循 環 ; 心 ・ 心 映 ・ 肺 の " T 馴 開 係
白 ・ 1 二 邦 男
脈 管 学 , 2 5 巻 9  抄  1 9 8 5
2 7
2 8
2 9
3 0
3 1
3 2
/ f 室 機 能 に ヌ 寸 す る 心 映 の 影 糾
白 士 那 屶 , 滝 島 任
内 科 ,  M o o k  : 心 臓 介 膜 症 ,  P . 4 2 - 5 6  1 9 8 6
1 9 釘 年
呼 吸 不 全 の 多 朧 器 陣 害 , 心 , 血 管 系 ( 第 2 6 匝 1 日 人 胸 部 疾 恕 、 ツ 会  a 9 8 6 年 4 1 D
シ ン ポ ジ ウ ム )
内 士 邦 屶 , シ K 像 敬 , 佐 久 瑞 世 町 三 , 沌 富 , 任
Π 本 胸 部 疾 患 学 会 剣 応 占 , 第 2 5 巻 2 号  1 9 釘
呼 吸 器 原 発 竹 肺 商 Ⅷ 圧 症
广 1 士 邦 男 , 滝 島 任
日 ポ 甑 床 , 4 5 巻 ,  P . 4 0 6  1 9 釘
3 3
3 4
1 9 8 6 年
35 心血管造影画像からの左室腔辺縁の冉動抽出とその心機能解析への応則
斎膿恒緋,佐心文明,水越陽・・',白士邦屶,沌島任
修ξjl」確子と生体 11学, V01.25, NO.2, P.1-8 1987
甲状腺機能亢進の既往歴を右する仙旧介逆流症例の検討・症例における心臘力
テーテル所見
加1藤敕,羽根Ⅱ1 隆,1tl+11ξリ},小岩・白・部,金1尺正時,イ〒川健,人rr
止敏,橋1]良・,神川仁,宗像敬,石木康文,池田淳,大1Ⅱ liι,
澁島仟
心1幟,第19巻第9・シナ', P,1083-1087 1987
1989年
36
37 PTMV
广1上邦男
検でfと技術, V01.17, NO.2, P.201-202 1989
肺血栓禦栓症にヌ、1する此一PAnつ一2061)卸脈内成り孤遡太の安企判,および右効
刑量に1刈する検討第11相眺.床,式験一
沌島任, e W心男,'・ト野赳,福地筏之助,1司枝武義
1,rog. Nled.9, P.1137-1151 1989
1990年
阿'地設で長剣Ⅲ1追跡され九原充性岫1布血圧症のf後抗擬固薬,血管払張集
併・用の有効忰の検討
尾形公彦,大イf正敏,伽士邦屶,沌g,任
心、臓, V01.2, NO.5, P.508-514 1990
1991年
38
39
40 舳循喋のモニタリンク
白1邦リ}
呼1吸, V01.10,NO.7 199]
心外膜疾態、の荊態心外膜の1幽卵謝彪
h 1二邦屶
最新内1*γ大系, V01.39,P.3-10 1991
急竹心筋梗塞における血栓群解療法
内十邦屶
宮城県柄桑ニュース, NO.49, P.N-321991
1992年
41
42
43 肺空栓症
ド1Ξ1二邦リ}
n〕edicina, V01.29, NO.1, P.170-1711992
?
64 4
W A L 8 飢 C L ( e p i n a s t i n e ) の 則 」 時 型 1 亢 原 吸 入 誘 発 試 験 と 則 川 寺 型 抗 原 皮 内 反 応 試
驗 に 及 ぼ す 影 糾 ・ 二 市 盲 検 交 父 法 に よ る 検 討
谷 口 毛 彦 , 田 村 弦 , 酒 井 邦 凱 , 木 岡 」 1 1 明 , 1 1 W U 敷 也 , 内  1 二 邦 リ } 1 詫 島 任
晦 H { 医 学 ,  V 0 1 . 8 ,  S U P P I . 1 ,  P . 1 2 7 - 1 3 8  1 9 9 2
狭 心 症 と 心 河 分 粳 塞
前 原 利 乎 , 内 士 邦 男
薬 局 ,  V 0 1 . 4 3 ,  N O . 1 0 ,  P 、 2 1 - 2 6  1 9 9 2
1 9 9 3 年
j 悩 血 栓 塞 栓 症 に ヌ J す る 遺 伝 f 細 換 え ヒ ト t - P A ( T D - 2 0 6 1 ) の 肺 脈 内 畄 回 投 与
法 に よ る 眺 . 床 研 究
澁 島 仟 , 广 1 _ 上 邦 リ , , 北 村 諭 , 榔 U _ 1 哲 朗 , 釡 沢 交 , 吉 良 枝 郎 , 饗 庭 三
代 治 , 福 地 攻 之 助 , 小 野 赳 , 国 枝 武 義 , 小 川 1 暢 也
診 断 と 治 % f ,  V 0 1 , 8 1 ,  N O . 1 ,  P . 1 5 4 - 1 7 3  1 9 9 3
心 と 肺
沌 島 任 , 国 枝 武 義 , 白 二 1 _ 二 邦 男 , 木 令 心
循 環 科 学 ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 3 ,  P . 2 5 2 - 2 6 5  1 9 9 3
冠 靴 縮 と 気 管 支 1 喘 忠 、
慶 往 U " H 上 , 白 二 1 , 3 男
牙 ι 代 医 療 ,  V 0 1 . 2 5 ,  N O . 4 ,  P . 1 1 7 - 1 2 2  1 9 9 3
S O L V D
白 上 邦 男
n w d i c i n a ,  V 0 1 . 3 0 ,  N O . 6 ,  P . 1 0 1 2 - 1 0 1 3  1 9 9 3
慢 竹 剛 塞 性 肺 疾 懲 患 者 に 於 け る 迎 動 負 荷 時 E K G の P 波 応 答
飛 Ⅱ 1  渉 , 田 口 治 , 小 川 浩 正 , 水 洋 心 紀 子 , 岡 都 慎 ・ ー , 迅 愁 千 代 彦 , 的
池 再 博 , 沌 島 仟 ,  n 上 邦 男
厚 生 省 特 定 疾 懲 、 呼 吸 不 全 ヨ a 査 研 究 班 平 成 4 年 度 研 究 縦 告 1 } ,  P . 8 8 - 9 3  乎
成  5  イ f . 3  j l
第 1 回 心 不 全 治 療 研 究 会 重 症 心 不 全 2 例 に お け る ア ム リ ノ ン の 使 用 経 験
杉 止 文 , 慶 従 薪 砥 正 , 関 口 洋 乎 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
J A M A ,  N O . フ ,  P . 5 3 - 5 4  1 9 9 3
特 発 性 胴 絲 宋 剣 伊 詣 に お け る 1 1 r W 泡 構 造 改 築 に 関 芋 す る マ ト リ ッ ク メ タ ロ プ ロ テ プ ー
ゼ 群 の 発 現
山 内 広 平 , 潘 立 華 , 大 谷 明 夫 , 名 介 宏 , 志 村 早 苗 , 白 士 邦 男
厚 生 宅 i 特 定 疾 態 、 び ま ん 性 肺 疾 懲 、 P 1 1 査 研 究 班 平 成  4 年 度 研 究 帆 告 i l _ } 、 ,  P
1 6 8 - 1 7 0  平 成  5 年 7 月
4 5
5 2
4 6
4 7
4 8
4 9
5 0
5 1
53 薬物療法が奏効した原発性肺胞低換気症候群の1症例
田口治,井上汗西,伊藤祐子,桜井誠,後藤淳,朴沢英成,岡部慎
,菊池喜愽,飛山渉,白士邦男
呼吸, V01.12, NO.9, P.1182-1186 1993
ACE阻害薬の臨床応用⑥肺疾患
ソ瀬正和,白士邦屶
循環科学(circu]ation science), VO].13, NO.10, P.1026-1029 1993
オメプラゾールの」加・,テオフィリン濃度におよぼす影響
本間正明,田村弦,丸山修寛,柴崎鵤,白士邦男
臨床と研究, V01.70, NO.10, P.288-290 1993
非閉来性肥大型心筋症から心室中部閉塞性肥大刑心筋症への進展を確認、した1
症例
関口洋平,池田淳,杉正文,澁田有,二宮人報,伊藤祐子,沌島
任,白上邦男,'洞U正之
心臘, V01.25, NO.9, P.1058-1063 1993
白律神経検査
盛田真樹,小岩喜郎,古関義人, h_E邦男
現代医療, V01.25, NO.11, P.117-120 1993
心筋梗塞の治療について
白士邦男
'宮城県医師会縦, V01.575,P,710-715 1993
びまん性汎細気管支炎およぴ気管支拡張症に刈する漢方製剤とマクロライドの
併用療法
羽皿易ミ夫,前田賢美人,西岡きよ,白上邦男
漢ブj診号f, V01.12, NO.11, P.28-32 1993
原窕性,二次肺商血圧症
石出偏π,白士邦屶
リ1代医療, V01.26, NO.1, P.217-220 1993
22年制無症状に経過した外傷性心室中隔穿孔の1例
杉正文,大江正敏,佐藤文敏, g1藤祐f,二宮木縦,山十J3男,俺島任
心、臓, V01.22, NO.5, P.566-570 1993
遅発剛喘息モデルにおける11i削巴満細胞に対する柴朴湯および八味地黄丸の効果
丹野恭大,朱打,大河原難一,飯島秀弥,岡田信司,井上洋1川,白上
邦屶
漢ブjと免疫・アレルギー, V01.フ, P.75-86 1993
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冠 微 小 循 環 動 態 : 薬 理
白 十 邦 男 , 滝 島 任
金 塚
ゴ _ L
, / 1 」 ,
C O T o n a r y ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 2 ,  P . 9 3 - 1 0 0  1 9 9 3
1 9 9 4 年
Ⅱ . 診 晰 の 進 歩  1 . 外 来 で の 心 不 令 診 断
白 上 邦 リ }
日 本 内 科 学 会 消 谿 志 ,  V 0 1 . 8 3 ,  N O . 1 ,  P . 2 2 - 2 6  1 9 9 4
名 年 者 の 練 1 「 げ ■ 心 筋 梗 来 一 フ ォ ロ ー ブ ッ プ に お け る 問 題 魚 、
石 出 信 正 , 均 十 邦 男
名 化 と 疾 悲 ゛  V 0 1 . フ ,  N O . 3 ,  P . 7 8 - 8 1  1 9 9 4
心 哘 分 炎 , 心 膜 炎
池 Ⅱ 1  淳 , 訂 上 邦 屶
氏 学 と 薬 学 ,  V 0 1 . 3 1 ,  N O . 3 ,  P . 6 1 3 - 6 1 8  1 9 9 4
呼 吸 器 感 染 症 に 刈 す る  C e f p o d o x i m e  p r o x e t i l ( C P D X - P R ) の 基 礎 的 , 侍 ' , 床 的
検 討
丹 野 恭 火 , 1 川 岡 き よ , 白 士 邦 屶 , 論 獣 b  任 , 坂 木 正 寛 , 菊 地 死 , 逝 膝 ! ! 1
合 f , 高 橋 誠 , 石 井 宗 彦 , 1 1 ル 判 司 火
化 学 療 法 の 領 域 ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O . 4 ,  P . 1 4 9 - 1 5 4  1 9 9 4
無 症 候 性 心 筋 那 血 に つ い て
打 士 邦 屶
仙 台 市 1 矢 帥 会 繊 ,  N O . 3 5 7 , P . 1 0  1 9 9 4
神 経 原 性 炎 痔
・ ノ 瀬 1 1 1 利 , _ ι 訓 D C 彦 ,  i 冉 H 需 識 全 , 山 仏 ル 叔 1 1 , 小 嶋 安 f ,  f 轍 湾 私 文 , 井 ト
汗 西 , 瓏 島 任 , 六 上 邦 屶
Π 本 胸 部 j 矣 患 学 会 創 1 誌 ,  V 0 1 3 1 ,  P . 1 7 2 - 1 7 5  1 9 9 4
喘 鳴 を 件 わ ず 労 作 不 能 の み を 主 訴 と し 九 気 管 支 1 喘 二 1 、 態 、 名 の ・ イ 列
足 乞 ξ 紀 ,  1 1 1 村 弦 ,  1 _ Ⅱ 内 ル ÷ 、 r , メ L 山 修 寛 , 木 Ⅲ 1 1 f  明 , 大 河 原 雄 ・ ' ,  1 t 1 1
邦 男
ア レ ル ギ ー の 蹄 引 末 ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 1 4 ,  P . 5 6 - 5 9  1 9 9 4
グ ル コ コ ル チ コ イ ド に よ る イ ソ タ ー ロ イ キ ン 5 売 生 川 Ⅲ , ! 1 と そ の 作 用 機 庁
岡 山 博 , 伏 見 敏 明 , 王 薇 , 飯 島 秀 弥 , 1 靭 山 通 子 , 千 葉 健 , 仏 々 人
英 忠 , 1 龍 島 任 , 广 1 士 邦 躬
Π 乎 1 吸 ,  V 0 1 . 1 3 ,  N O . 5 ,  P . 5 1 0 - 5 1 4  1 9 9 4
F l u a c a s o n e  p r o p i o n a t e ( S N 4 1 1 ) 吸 入 用 散 在 の 臨 床 的 検 討 ( 第  7 + 艮 ) 一 気 竹 支
喘 飽 、 に 対 す る 商 用 量 投 り ・ 試 験
田 村 弦 , 山 内 広 平 , 丸 山 修 寛 , 本 剖 正 明 , 星 宏 紀 , 大 河 原 節 . ' ,  n 上
邦 リ }
甑 床 氏 薬 ,  V 0 1 . 1 0 ,  N O , 3 ,  P . 6 6 9 - 6 8 8  1 9 9 4
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73 呼吸器感染症に対する SY5555 の基礎的・1顎床的検討
ノ'1野恭大,西岡きよ,荻原央子,佐藤るり子,前田貴美人,佐藤裕f,内
二に邦屶
CHEMOTHERAPY, V01.42, P.299-306 1994
慢竹閉塞性舳疾悲、患者の呼吸筋酸索消費呈
進肱千代彦,飛田渉,菊地・冉・博,田Π治,三木祐,小川浩正,水澤
啼紀子,海老原覚,洗島任,白士邦屶
厚生省特定疾恕、呼吸不全調査研究班平成5年度側究帳告',99-103P
1994
矧1菌一N姉炎に対する SY55郭と Cefouam hexeU1の薬列ル七較試験成織
丹野恭火,白士邦屶,坂木正寛,他
CHENIOTHERAPY, VO.42, NO.5, P.616-638 1994
狭心症納触薬の使い方
渡辺淳,白士邦屶
medicina, VO].31, NO.フ, P.1391-1394 1994
パルスオキシメーターによる呼1吸器疾患のQOLの評価
田口治,飛田渉,三木祐,菊池再1噂,白上邦男
Π乎吸不全ニューズレター, NO.フ, P.4-5 1994
心不企治療におけるACE阻沓薬の役割
内士邦屶,1U_11*大,堀正_ニ,木全心・ー,小岩喜郎
心不令フォーラム仙台, P.6-8 1994
グルココルチコイドによるインターロイキン5産生川川Ⅲとその作削機片;
岡山博,伏見敏明,i11 薇,飯島秀弥一占村早苗,岡1_U道子,下柴
健,佐々木英忠,瀧島仟,内十邦男
Assodated lnformation of Respiro】ogy AIR, V01.5, NO.3, P.20 1994
虚血性心疾患の臨'床・不安定狄心症一
白士邦男
NEOS, NO.9, P.3-4 1994
あたらしい超音波ドプラー法による動脈硬化の非観血的定姑診断法の開発
小岩・冉郎,本田英行,白士邦男,金井浩
第7 川仞究論文染, P.17-23 1994
虚血性心臓病のりスクフブクター
」Ⅱ'加賀谷 白士邦屶「{丑,.,
侶T1床と研究, V01.71, NO.10, P.26-29 1994
呼吸器感染症における Tazobactam/Pゆe羚C辺in の畍,床的・細菌学的評価
前田貴美人,西岡きよ,丹野恭夫,荻原央子,大野勲,白士邦男,坂本
j^_ 1'f
CHEMOTHERAPY, V01.42, P.324-331 1994
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僧 帽 弁 狄 窄 症
白 士 邦 男 , 杉  f 文
H 本 医 斗 〒 新 桃 「 ジ ュ ニ ア 版 」 ,  N O . 3 3 7 , P 3 - 7  1 9 9 4
僧 帽 介 狭 窄 症
内 上 邦 屶 , 杉 正 文
日 本 医 斗 f 新 卓 長 ,  N O . 3 3 7 ,  P . 3 - 1 4  1 9 9 4
拡 張 期 振 動 入 力 の 冠 循 喋 に 及 ぼ す 影 粋
星 信 夫 , 小 岩 喜 郎 , 高 木 壮 彦 , 菊 地 汁 一 , 木 田 英 行 , 池 田 心 , 杉  i ト
文 , 内 上 邦 甥
医 j 小 E 子 と 件 、 休 丁 ノ 弓 を ,  V 0 1 3 2 ,  N O . 3 ,  P . 3 - 1 5  1 9 9 4
川 i 性 心
广 1 上 邦 男 , 池 Ⅱ 1  淳
循 環 排 疾 患 鰔 新 の 治 療 , 1 9 9 4 , 1 9 鮖
U P D a t a 微 小 循 環 障 害 一 心 : 冠 徹 小 循 環 の 生 理
白 士 邦 屶 , 流 島 任
t - L ゛
金 塚 / U ,
現 代 医 療 ,  V O ] . 2 6 ,  N O . 2 ,  P . 2 5 - 3 0  1 9 9 4
微 小 循 環 の 基 本 的 機 能 と N O
白 十 邦 屶
J 二 ' ニ ゛
金 塚 フ C ,
医 学 の あ ゆ み ,  V 0 1 . 1 7 0 ,  N O . 5 ,  P 3 4 4 - 3 4 8  1 9 9 4
" 左 室 造 影 か ら 何 が わ か る か "
白 三 に 邦 男 , 池 剛 浮
心 1 幟 病 診 療 プ ラ ク テ ィ ス  3  「 心 1 謝 彪 を 知 る 」 ,  P . 1 5 8 - 1 6 3  1 9 9 4
気 管 支 喘 忘 、 に お け る 組 織 再 " i 策 ( t i s s u e 丁 e n ⑩ d e 1 1 i n g ) の 炳 態 解 明 , ・ 増 列 Ⅱ 人 1
子 ( g r o w t h  { a c t o r ) 発 現 の 検 討
大 野 勲 , 打 野 恭 夫 , 1 _ 1 _ 1 内 広 平 , 田 村 弦 , 白 土 邦 リ 」 , 井 上 洋 西 , 沈 島 任
A s s o d a t e d  l n f o r m a t i o n  o f  R e s p i r 0 1 0 g y ,  V 0 1 . 5 ,  N O . 1 ,  P . 8 8 - 9 4  1 9 9 4
呼 吸 器 感 染 症 に お け る  T a z o b a d a m 炉 ゆ e r a C 辺 i n の 臨 床 的 , 細 f 為 学 が ル 判 師
前 田 貴 美 人 , 西 岡 き よ , ナ 1 野 恭 夫 , 荻 原 央 子 , 大 野 勲 , 山  1 , 心 男
C H E M O T H E R A P Y ,  V 0 1 . 4 2 ,  P 3 2 4 - 3 3 1  1 9 9 4
血 小 板 山 来 増 卯 因 子
大 野 勲 , 白 士 邦 男
1 】 乎 吸 器 疾 態 、 - s t a t e  o f  a r t S  1 9 9 5 - ' 9 8
1 9 9 5 年
8 5
8 6
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8 8
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好 酸 球 の T G E V P D G F 売 現
大 野 勲 ,  h 上 邦 男
A S T H M A ,  V 0 1 . 8 ,  N O . 1 ,  P . 6 5 - 6 9
9 1
9 2
9 3
1 9 9 5
95 狭心症治療における梢酸薬の使い方一最近の話題一
渡辺泣,广1+13男
Progress in Medicine, V01.15, NO.2, P.169-174 1995
気管支喘忘、と低触業血症一・ノ勺レスオキシメーターによる検司
山口治,飛田 t歩,菊池下{博,三木祐,飯島秀弥,本1剖正明,田村
弦,白士邦屶
Π木胸訊y矣悲、学会雑誌, V01.32, P.115-120 1995
成人気管支喘息に対するツロブテロール経皮吸収刑製剤(HN-078)の長期投
・ケ1式!強
田村弦,山内広平,本問圧明,星牙絲己,メL山修寛,白上邦男,i龍島任
1岳1,床氏薬, VO].11, NO.5, P.1067-1080 1995
第21回呼吸影肱行研究会(エンドトキシン投与下におけるTNFm RNAの織隔
膜筋での発現について)
進藤千'代彦,飛田沙,菊池喜博,鳳¥畢一,三木祐,小川浩」f,水洋
肺紀子,枇島任,白上邦男
11乎吸, V01.14, NO'6, P.668-669 1995
気管支喘息治療におけるロイコトリエン受容体枯抗薬の意義
幽村弦, E■二邦屶,洗島任
PHYSICIANS THERAPY MANUAL, V01.フ, NO.フ, P.2 1995
呼吸機能成紙からみた肺気1座の胸11雛克とレーザーによる治療効果
三木祐,飛田渉,二針b亡彦,黒澤一,小川浩正,/jq翠亜紀f,及川
まなみ,呉徳男,進藤千代彦,菊池喜博,白士邦男,貝羽義浩,黒川良望
厚牛.省特定疾患呼吸不全朋査研究班平成6年度研究帳告冉・, P.H5-H8,
H7.3 1995
狭心症の診断塾準・柄型分類・重症度
小丸逹也,肉士邦男
内科, V01.75, NO.6, P.1184-1189 1995
肺血栓梨栓症
佐クJ刑聖仁,白士邦男
Geriatric Medicine, VO].33, NO.フ, P.841-844 1995
振動入力による診断と治療
小料喜郎,本田英行,納谷太平,鎌田英一,白上邦屶
刃1代医擴, V01.27, NO.8, P.133-138 1995
身体活動能力からみた心機雄部価
小岩喜郎,白士邦屶
妓新疾学, VO].50, NO.9, P.51-55 1995
96
97
98
99
100
Ⅱ
104
101.
102
103
1 2
1 0 5
循 環 動 態
白 上 邦 屶 , 池 田 丹
旦 ι 代 距 ξ 療 ,  V 0 1 . 2 7 ,  N O . 1 0 ,  P . 2 7 - 3 0  1 9 9 5
心 噺 万 炎 と 心 映 炎
池 田 涼 , Π 士 邦 男
S e l e c t e d A r t i c l e s ,  P . 2 1 3 - 2 2 1  1 9 9 5
↑ 姑 , 主 女 ( 道 鳧 又 染 , 企 に 文 寸 す る  a z i a l t o m y c i n  の 薬 剣 ル b 鞍 試 ! 獣 成 糸 貞 一 c l a r i t h l ' o m y ・
C i n  と の 二 玉 盲 検 試 験 一
白 士 邱 男 , 丹 野 恭 夫 , 他
日 本 化 学 療 法 学 会 剥 歸 志 ,  V 0 1 , 4 3 ,  N O . 8 ,  P . フ 7 5 - 7 9 2  1 9 9 5
心 不 全 治 療 の 新 九 な る 展 朋
白 十 邦 男 , 木 ノ ト 1 F 彦 , メ U J _ 1 , F 夫 , 小 岩 再 郎
第 2  回 心 不 令 フ ォ ー ラ ム 仙 介 , 1 0 . 1 8 , ホ テ ル 仙 台 プ ラ ザ  1 9 9 5
妓 近 の 心 筋 梗 塞 の 治 療
白 士 J ・ 5 男
東 北 循 環 器 , 献 杉 研 究 会 肱 ,  N O . 6 , P . 4 - 1 2  1 9 9 5
心 肺 疾 恕 、 へ の サ イ ク ロ ト ロ ン の 応 用
加 賀 谷 菊 池 再 博 石 出 信 正 , 白 士 邦 男
」 Ⅱ 1
」 { i l . ,
C Y R I C  ニ ュ ー ス ,  N O . 1 9 ,  P . 8 - 1 2  1 9 9 5
呼 吸 器 感 染 症 に 対 す る  b a l o f ] o x a c i n  の 基 礎 的 ・ 揺 副 和 杓 検 討
丹 町 恭 夫 , 西 岡 き よ , 1 剣 東 央 了 , 白 士 邦 屶 , 坂 本 正 寛
Π 本 イ ヒ Υ 療 法 学 会 雜 誌 ,  V 0 1 . 4 3 ,  S - 5 ,  P . 1 8 5 - 1 8 9  1 9 9 5
フ レ ロ キ サ シ ン の 血 寸 ・ . テ オ フ ィ リ ン 濃 度 に 及 ぼ す 影 劉
本 闇 止 明 , 田 村 弦 , 仇 野 公 仁 大 , 星 乞 絲 己 ,  h 上 邦 男
薬 到 ! と 治 療 ,  V 0 1 . 2 3 ,  N O . 1 1 ,  P . 2 3 9 - 2 4 2  1 9 9 5
急 、 イ 生 , し 寸 1 奥 炎
池 田 淳 , 白 上 邦 男
m e d i d n a ,  V 0 1 . 3 2 ,  N O . 1 2 ,  P . 7 1 - 7 3  1 9 9 5
冠 循 環 の 自 己 P " 節 及 び 反 応 性 充 l m の 機 庁 一 K 十 A T p c h a n n e 1 と  G V G 0 蛋 ι ' 1
金 塚 完 , 小 丸 達 也 , 杉 村 彰 彦 , 熊 谷 利 侶 , 白 士 邦 屶
脈 管 学 ,  V 0 1 . 3 5 ( 1 D ,  P . 1 0 6 1 - 1 0 6 6  1 9 9 5
肺 性 心
h  E 邦 男
価 修 医 ノ ー ト ー 医 の 技 法 一 ,  P . 8 5 0 - 8 5 2  1 9 9 5
1 0 6
1 0 7
1 1 4
1 0 8
1 0 9
1 1 0
1 1 1
1 1 5
1 1 2
1 1 3
116肺塞栓
h 上邦男,佐久惜1聖ft
研修医ノートーーf欠_の技法一, P.863-865 1995
舳動脈血栓塞栓症の抽態と冶療対策に関する研究
匡1枝武裟,川、上i窟利,内十邦リ},小工b仲之,古良枝郎,村1田初ι[,安峡人
川口 t",栗1Ⅱ橋と,^1・リ19下r文,山門徹,俣野 1順ニモ
1!1牛名循瑞洲訓丙研究縦告条, P.郭9-560 平成6匂り叟
'宮城県内における肺血栓塞栓症の疫芋耳捌査
凹士邦リ},佐クⅢ1リ壁仁,熊坂祝久
厚牛省循瑞f器病価・究縦告集, P.弱3 干成6年度
興叺ある経過をポした川i血栓塞栓症の2例
熊坂祝久,佐クJ継聖イニ,池山淳,fヨ士邦屶,尾形公彦,橋Π良
Therapeutic Research, V01.16, NO.5, P.31-32 1995
うっ1血性心不令
波辺淳,白上邱屶
1顎床成人1丙, VO].25, NO.11, P.1414-1415 1995
N0による気通炎症の修飾
・・'ノ瀬正和,_'浦元彦,諦汁編敲至,影d_1夏f,戸1埒雅文,大内譲,小5む
逹也,遠心心焚,励戸山文,白士兆男
豺H5師1 Π本アレルギー学会総会シンポジウムⅣ記録集, P.23-28 19鮖
1996年
117
118
119
120
121
13
122N0による気逃炎症の修飢
ーノ瀬止和,二油尤J珍,ι';汁而識至,影山安了・,戸i埒雅文,大内訣,小宅
辻也,途藤直美,増戸康文," 1訓S男
第45印1 門本アレルギー'γ会総会シンポジウムⅣ記録集, P.23-28 1996
4UA76 (エポプロステールナトリウム)の原ず計■抽「島血圧症に対する臨床,平価
河介恕、・・',国枝武裟,白士邦男,上松尋側}券男,山井力樹
1顎床医_薬, V01.12, NO.1, P.33-63 1996
Ⅱ.屯症度の把擢 5.市症度からみた予1芽判定
渡辺淳,广1十邦男
日木1人」科学会綱齢志, V01.85, NO.1, P.44-47 1996
災胞セ峅尿ネk応(cystic fibrosis) 1北界帳告例の遺伝f変yιと"水人 CFTR遺仏
子邸型について
11 薇,岡1_1_1 陣,内士邦リ}
Π」'悔'}太, V01.54, NO.2, P.245-252 1996
123
124
125
N1 2 6
気 通 粘 膜 ド 腺 の 雌 解 質 分 泥 、 機 枇
佐 々 木 司 , 志 村 早 苗 , 广 1 上 邦 屶 , 箔 即 ' 任
A S T H M A ,  V 0 1 . 9 ,  N O . 2 ,  P . 2 - 4  1 9 9 6
心 不 全 の 啼 床
白 上 邦 男
宮 城 県 医 師 会 報 ,  N O . 6 0 2 , P . 2 0 8 - 2 1 2  1 9 9 6
呼 吸 困 難
加 賀 谷 豊 , 白 士 邦 男
循 環 1 斗 学 ,  V 0 1 . 1 6 ,  N O . 4 ,  P . 3 3 2 - 3 3 4  1 9 9 6
去 疹 剤 と し て の D N a s e
佐 々 木 司 , 志 村 早 苗 ,  f _ 1 に 邦 男
Π 乎 1 吸 ,  V 0 1 . 1 5 ,  N O . 5 ,  P . 5 1 9 - 5 2 4  1 9 9 6
第 2 2 回 呼 吸 調 節 研 究 会  1 . 低 酸 素 換 気 応 答 に お け る 延 舳 孤 束 核 で の N 0 の
リ ア ル タ イ ム 測 定 の 試 み
小 川 浩 正 , 水 澤 亜 紀 子 , 菊 池 冉 博 , 飛 醐 渉 , 黒 澤 一 , 淘 老 原 覚 , 及 川
ま な み , 呉 徳 男 , 進 心 千 代 彦 , 白 上 邦 男
呼 吸 ,  V 0 1 . 1 5 ,  N O . 5 ,  P . 5 7 6 - 5 8 2  1 9 9 6
呼 吸 不 全
・ ー ノ 瀬 正 和 , 池 田 淳 , 白 上 邦 男
M e d i d n a ,  V 0 1 3 3 ,  N O . 5 ,  P . 9 6 2 - 9 6 4  1 9 9 6
原 発 竹 肺 高 血 圧 症 な ら び に 艝 原 病 に 合 併 す る 肺 局 血 圧 症 に 対 す る G - 5 1 1 の 臨
床 評 価
国 枝 武 義 , 粕 川 禮 司 , 白 十 邦 男
臨 床 医 薬 ,  V 0 1 . 1 2 ,  N O , 2 ,  P 2 7 フ - 3 0 2  1 9 9 6
ス ク リ ー ニ ン グ 法
飛 田 沙 , 黒 澤 ・ , _ ' 木 祐 , 呉 徳 屶 , 進 藤 千 ' 代 彦 , 菊 池 喜 博 , 1 龍 醜 ,
任 , 白 十 邦 男
日 本 胸 部 疾 態 、 学 会 剰 鎗 志 ,  V 0 1 . 3 3 ,  P . 妬 一 4 9  1 9 9 6
心 不 全 の 臨 床
白 十 邦 男
宮 氏 報 ,  N O . 6 0 2 , P 2 0 8 - 2 1 2  1 9 9 6
心 筋 梗 案
渡 辺 淳 , 白 士 邦 屶
カ レ ン ト 内 1 斗 ,  N O . 6 , 雛 尿 病 ,  P . 1 7 5 - 1 8 2  1 9 9 6
心 不 令 の 病 態 と 原 囚
白 士 邦 男 , 池 田 丹
C L I N I C A L  P H A R M A C O T H E R A P Y ,  V 0 1 . 2 ,  N O . 2 ,  P . 1 0 5 - 1 1 1  1 9 9 6
1 2 7
1 2 8
1 2 9
1 3 0
1 3 1
1 3 2
1 3 3
1 3 4
1 3 5
1 3 6
137慢性気道感染症に対する P能Ufloxacin の腺床評価Tosuaoxacin tosi]ate
を刈薬とした臨床第Ⅲ相1ヒ較試験一
白士J心男,他
Π本イヒγ療法学会雑誌, V01.44, NO.5, P.304-327 1996
肺気唖における排気量減少の迎動時呼吸剛如改善効果
は、澤一,j佳1_Π渉,小川正浩,水澤心紀子,海老原覚,呉徳リ},及
川まなみ,進際千代彦,菊池喜博,商橋識至,_'浦尤彦,内士邦屶,旦羽
裳浩,黒川良望
厚生省噛定疾患呼吸不全コ'査研究班平成7年度研究鞁告il:,85-87P
1996
慢性冠動川耐矣恕、の自然歴
白士邦男
Atlas of Heart Diseases, P.1-24 1996
循環器症候群一・Bernheim症候群
佐久問聖仁,白士邦男
日木廟床, NO.12, P.8-9 1996
肺性心
池円浮,内十j3屶
臨床医., V01.22, P.1028-1029 1996
肺商血成症と肺塞栓症・心疾恕、における胴j「高血圧症
佐クJ背1聖仁,白士邦屶
循環科学, V01.16, NO.9, P.824-826 1996
心の分梗来再発子小方
渡辺淳,白士邱屶
臨床と研究, V01.73, NO.9, P.82-85 1996
心哨万炎と心膜炎
池田淳," E邦リ}
SelectedArlicles, P.283-292 1996
塩触シベりンゾリン錠増量後に低血糖症状を水した1例
渡辺淳,白士邦屶
診断と汗H寮, VO].84, P.228 1996
第32回気通過敏件研究会a )過酸化水永によるヒト気迫収締の機庁
遠藤直美,ーノ瀬止和,三浦元彦,高橋識至,影1_11夏・f, fii所雅文,増戸
康文,白十邦屶,小池加保児
!1乎吸, VO].15, NO.10, P.1207-1217 1996
138
139
140
141
146
142
]5
143
144
145
1 6
1 4 7
第 3 2 師 1  気 道 過 敏 性 研 究 会 ( 2 ) イ ベ り オ ト キ シ ン 感 受 性 K チ ャ ネ ル 開 口 薬
S C A 4 0  の ヒ ト 気 道 に 対 す る 効 果
戸 蒔 邪 1 文 , ソ 淋 正 和 , 三 浦 元 彦 , 途 藤 直 美 , 山 内 淑 h , 影 1 1 1 夏 Υ ' , 小 宅
逹 也 , 大 内  i 良 , 白 十 ナ 3 男 , 小 池 加 1 保 児
Π 乎 1 吸 ,  V 0 1 . 1 5 ,  N O . 1 1 ,  P . 1 3 5 1 - 1 3 6 2  1 9 9 6
肺 循 環 , 右 室 機 能
佐 久 1 1 - 1 1 4 町 _ → " 上 邦 リ } , 松 川 周
A S T H M A ,  V 0 1 . 9 ,  N O . 4 ,  P . 4 9 - 5 1  1 辨 〕 6
肺 と 心
白 士 邦 男
Π 乎 吸 と 循 瑞 1 ,  V 0 1 . 4 4 ,  N O . 1 1 ,  P . 1 1 1 9  1 9 9 6
慢 竹 品 叫 " 搾 炎 に お け る 気 遊 過 敏 性
岡 山 道 子 , 飯 島 秀 弥 , 志 村 早 苗 , 白 十 . 邦 男 , ト 村 明 , 池 矧 勝 久 , 高 坂 知 節
上 気 道 と ド 気 道 病 変 の 関 連 竹 , メ デ ィ カ ル ジ ャ ー ナ ル , 東 京 ,  P . 2 3 - 3 0
1 9 9 6
T h e  i n c i d e n c e  o f  r e s p i T a t o r y  t r a c t  p a t h o g e n s  a n d  a n t m i c r o b i a ]  s u s c e p t i b i l i t i e s
0 {  s t r e p t o c o c c u s  p n e u n ] o n i a e ,  H a e m o p h i l u s  i n a u e n z a c  a n d  M o r a x e H a  ( B 丁 a n ・
1 1 a m e Ⅱ a )  c a t a r r h a l i s  i s o l a t e d  b e t w e e n  1 9 9 0  a n d  1 9 9 3
西 岡 き よ , 荻 原 央 子 , 大 野 勲 , 丹 野 ヅ 太 夫 ,  e  W 3 男
A s s o c i a t e d  l n f o m a t i o n  o f  R e s p i r 0 1 0 g y  7  P . 2 9  1 9 9 6
核 磁 気 共 鳴 裴 朧 ( M R D  が 診 断 に 村 効 で あ っ た 肺 血 栓 寒 栓 症 の 1 症 例
熊 坂 祝 久 , イ ノ ' 久 1 1 - 1 1 聖 七 , 斎 藤 弘 樹 , 飯 工 b 秀 弥 , 獅 Σ 1 二 邦 リ }
T h a r a p e a t i c  R e s e 釦 ' c h ,  V 0 1 . 1 7 ,  N O . 5 ,  P . 1 5 2 3 - 1 5 2 4  1 9 9 6
東 北 6 県 に お け る 肺 血 枠 来 栓 症 の 実 見 郭 畔 f
白 士 邦 男 , 佐 久 剛 聖 仁 , 熊 坂 祝 久 , 岡 1 1 1  博 , 関 隆 文 , 熊 谷 都 子
平 成 7 午 度 厚 牛 . 省 循 畊 器 別 丙 委 託 費 に よ る 研 究 訓 U 9 集 ,  P . 4 4 7  1 9 9 6
1 9 9 7 年
1 4 8
1 4 9
1 5 0
1 5 1
1 5 2
1 5 3
1 5 4
検 査 と 計 価
h 上 邦 屶
検 在 と 技 術 , 2 5 :  P . 1 2 2  1 9 9 7
新 し い 商 ネ 削 叟 ド プ ラ 法 に よ る 動 脈 粥 状 硬 化 病 変 の 定 量 計 測
小 岩 " 郎 , 長 谷 川 莢 之 , 釡 ル 浩 , 本 田 英 打 , 内 士 邦 屶 ,
I f 降 , , ・ 1 , 鉢 戀 賢
第 3 6 回 通 研 シ ン ポ ジ ウ ム 抄 録 a ι ,  P . 1 8 8 - 1 9 5  1 9 9 7
1 5 5
小 村 正 二 , 市 来
156超商齢者の心機能とその管哩
佐久惜W町三,白土邦屶
ICU と CCU,21: P.173-]79 1997
肺移舶適感症に1刈する基礎的臨床的研究
白上邦リ},片寄大,池円淳,出明順,志村〒・苗,奈良、正之,飛田渉
平成6年度一平成8午孃科学研究費補助金(J'椎研究(A) a ))研窕成
果桜告il}, P.35-41 ]997
処■1ジ1犬で経過、1・.に病変の進行を認めた大動1脈プ阿火窄
白上邦男,千1謡尚朗,池田丹
Π本循環器学会専円医'は,5P.129-134 1997
述択的トロンポキサンA2受容体括抗剤ラマトロバン田AYU3405)の気管支
喘息に対する長期投リ・における臨床評価
1龍島任,白上邱屶,田村弦,本1州正明,非士.下忠子,孑i井宗彦,三木
祐,小野康火,進膝广i介子,岡山道子,菊地亮,桜井誠,暁j杉良占
1顎床1公楽,13: P.751-783 1997
心小全と道解質
渡辺涼, h lt邦リj
臨床成人柄,27: P.501-504 1997
収前靜上心膜炎
佐久ⅢⅡ聖仁,〔・1二上邦リ}
綜介1翻床,46: P.32-37 1997
長、管支喘息の病態と NO
・ーノ瀬正和,勘・ヒJ心男
ブレルギーチ斗,3: P.374-379 1997
気管支炎モデルウサギ父道上皮に出現する塩永イオン確硫
岩瀬信ク>佐々人川,,占村〒、苗,白士判拶J
呼吸,16: P.831-835 1997
慢性川訓11栓塞性症として治療されてきた多彩な血管病変の 1応例
熊坂祝久,佐久冏聖仁,川町 1順,池田 i、字,白上邦男
Therapeuuc Rese印'ch,18: P.121-123 1997
気道粘}喚下腺腺房荊Ⅲ泡の逃解質分泌に及ぼすマクロライド系打L4・.物質の抗コリ
ン作jl-1
色川俊也,佐々ポ司,'{村甲二苗,佐朏正俊,也森寛,火城村.子, h_上
羽"}
気道抽態研究{叩datc, jリ11油1罰染, P.83一釘 1997
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165
17
162
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1 8
1 6 6
5 . 肺 気 腫 の 手 術 適 応 と 呼 吸 困 郷 改 善 の 機 序 : 内 科 側 の 進 歩
飛 田 渉 , 黒 澤 一 ' , 小 川 浩 i f , 水 澤 唖 紀 子 , 及 川 ま な み , 海 老 原 覚 ,
呉 徳 男 , 凧 玲 1 州 t - , 進 j 峠 千 代 彦 , 菊 池 弁 博 , テ 、 t 浦 元 彦 , 内 士 邦 男
日 え ゞ 1 恂 育 弼 突 想 、 学 会 卿 浦 よ , 3 4 :  P . 1 6 9 - 1 7 1  1 9 9 7
ア ミ オ タ ロ ン 投 ぢ . 前 後 で  A d i v a t i o n  N c o v e r y  i n t e N a l ( A R D の 1 1 、 ^ 1 剖 的 , 空 m l h 勺
ゆ ら ぎ を 検 討 し 得 た 1 例
小 1 1 に 郎 , 占 関 義 人 , 篠 ' 1 崎 毅 , ' 1 嘉 場 忠 メ こ , 桜 井 兜 彦 , 令 町 ネ 谷 司 ,  r H 鳥 拓
郎 , 波 辺 淳 , 石 出 伝 正 , 白 士 J " 屶 , 仏 引 捺 打 , ー '
P r 0 σ .  M e d . , 1 7 :  P . 1 1 3 2 - 1 1 3 6  1 9 9 7
胸 腔 内 圧 の 1 Ⅷ 御 と 循 喋 機 能
佐 久 惜 1 梨 仁 , 1 M 銘 竹 険 一 , 由 ・ 1 二 邦 男
1 1 乎 吸 と 循 環 , 4 5 :  P . 6 5 9 - 6 6 3  1 9 9 7
利 尿 薬 ・ 側 酸 薬
白 ・ 1 二 邦 リ }
加 賀 谷
闘 h .
上 ノ ー ,
綜 介 肌 . 床 , 4 6 :  P . 1 9 6 1 - 1 9 6 5  1 9 9 7
肺 気 肺 に 対 す る 肺 気 址 減 少 手 術 と H O T か ら の 航 脱
無 § 牛 ・ ・ ・ , フ 俺 1 _ [ 1  渉 , 菊 池 喜 E 草 , 岡 部 慎 一 , 及 川 ま な み , 白 十 1 3 男 , 黒 川
ニ ヨ 三 二
呼 吸 不 全 ニ ュ ー ズ レ タ ー ,  P . 5 - 6  1 9 9 7
1 1 乎 吸 臂 噐 感 染 症 」 t 亘 炎 伐 i の 四 J 1 句  H a e m o p h i l u s  i n a u e n z a e ,  s t r e p t o c o c c u s  p n c u m o ・
n i a e  及 ぴ  M o r a x e Ⅱ a  c a t a n ' h a l i S  の 抗 牛 . 物 質 感 受 性 : 1 9 9 4 - 1 9 鮖 の 検 討
西 岡 き よ , 獣 原 央 子 , 大 野 勲 , 白 士 邦 屶
T h e  J a p a n e s e  J o u n l a l o f  A n t i b i o t i c s , 5 0 :  P . 7 6 8 - フ 7 5  1 9 9 7
心 不 全 移 行 川 ] の 肥 大 心 の 万 細 胞 の カ ル シ ウ ム ハ ン ド リ ン グ お よ び 収 縮 と 弛 緩 一
A C E 阻 害 薬 に よ る カ ル シ ウ ム 反 允 、 性 の 改 哲
白 士 邦 リ }
_ 1 卜 f l
加 1 賀 谷
、 コ 」 . ,
医 学 の あ ゆ み , 1 8 3 : P . 1 5 8 - 1 5 9  1 9 9 7
N 0  の 関 芋 ・ と そ の コ ン ト ロ ー ル
三 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 十 邦 男
M o l e c u l a T  M e d i c i n e , 3 4 :  P . 5 1 7 - 5 2 3  1 9 9 7
心 血 管 再 構 築 は ど の よ う な 機 能 師 六 を も た ら す の か ・ 血 流 と 血 管 再 1 俳 築
小 丸 達 也 , 广 1 士 邦 屶
H e a r t  v i e w , 1 :  P . 8 2 - 8 7  1 9 9 7
P 波 の 異 常 を ど う 統 む か
篠 崎 毅 ,  h 士 邦 屶
診 断 と 治 療 , 8 5 :  P . 1 3 8 6 - 1 3 8 9  1 9 9 7
1 6 7
1 6 8
1 6 9
1 7 0
1 7 4
1 7 1
1 7 2
1 7 3
1 7 5
176ブラジキニン受容体
111L 白士邦男加賀谷 、1'.,
生体の1斗学,48: P.420-422 1997
VRSでなぜ肺機能が改誓するのか
黒澤・、,飛Ⅱ1 沙,黒川良白!,亡1上邦男
呼吸と循環,45: P.8郭一680 1997
イ受イ牛又〔迫1謹染痘1に対する即でPafloxacin と ofloxacin のΣ丁'玉盲検↓ヒ,陵試!9分
r、1上邦リ1,丹町,恭犬
H本化,ゴ寮法ツ,会判航志.45: P.463-483 1997
気道炎症とNO
ー'/i"Ⅱ11千Π,白士邱リ」
披新内利・学大系プログレス.4:1〕.2四一2郭 1997
ロイコトリエン受容体1吉抗薬
¥1崎止,醐村怯,1{1士邦リ」
治療学,24: P.35-39 1997
ヒスタミン受奔休
・・ノ瀬j[和,大内讓,内士邦リ}
11乎吸と1折喋,45: P,1179-1185 1997
利尿粲の使い力
「11モ 白上邦屶加賀谷 fl'1.,
心不全 q険1_ⅡiE威新D 医歯粲シャーナル(束京), P.615-620 1997
心筋炎と心峽炎
池剛淳,内十邦屶
year note 別冊 Selected articles, P.283-292 1998
1998年
ヒト白房筋のWave1印gth 心房細動の発4.と持続,及び心房拡大の点から
η判崎毅,波辺淳,力川佳浩,船越正行,'瑪場忠大,竹内牙佳冶,鈴木
秀,八木』1也,田島拓郎,イil"イ'11,,白士邦リ」,佐煉外、ー・
Π水心確図学会元と,18(2): P.190-194 1998
気管支におけるアレルギーと艸経との相互作用
遠1係直美,ー・ノ瀬、正和,内士J・「少}
アレルギー科,5a): P.41-49 1998
Evidence-based Medidne に■、づき,遮断薬療法の適応を検証する
白士邦屶
MedicalTTib山)e,31(10) 1998
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1 8 7
気 近 の 防 御 機 構
志 村 早 m , 斉 際 弘 樹 , 増 田 徹 , 佐 々 木 司 , 白 上 邦 屶
臼 気 食 会 十 R , 4 9 ( 2 ) :  P . 9 7 - 1 0 2  1 9 9 8
肺 商 血 圧 症 の 肺 血 管 田 モ デ リ ン グ 機 構 に お け る P D G F の 役 割 と P 2 ν W A F V
C i p l ,  P 2 7 / K ゆ 1 ,  P 1 6 / 1 N K 4 A  に よ る 川 川 M ? り モ デ リ ン グ 伶 1 仟 卸 の 可 能 性
片 Z 「 大 ,  p r e m s e t h , 内 士 J " り 」
呼 吸 , 1 7 ( 5 ) :  P . 5 9 5 - 6 0 1  1 9 9 8
原 充 忰 肺 局 血 } 上 症 に 対 す る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル ナ ト リ ウ ム の 甑 床 評 価
岡 枝 武 筵 , 河 介 忠 一 , 白 十 邦 男 , 上 松 瀬 形 " J , 山 J I 0 ア ト 射
肌 } 末 恢 薬 ,  U ( 6 ) : P . 1 0 9 1 - 1 1 1 9  1 9 9 8
成 人 気 管 支 喘 息 と 久 『 党 過 敏
遠 藤 直 美 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 Σ ヒ 那 男
ブ レ ル ギ ー の 領 域 , 5 ( 3 ) :  P . 1 7 - 2 2  1 9 9 8
喘 息 モ デ ル に よ る 血 管 透 過 性 亢 進 と そ の 制 御
ー ・ ノ 南 i 、 1 F 利 , _ 1 浦 元 彦 , 「 司 1 而 至 , 織 戸 1 埒 雅 文 , 大 内 讓 , 小 宅 逹 也 ,
際 【 臣 美 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 門 上 邦 屶
Π 小 : 1 恂 部 炊 患 学 会 学 会 紘 3 5 , 第 3 7 山 1  総 会 記 録 シ ナ :  P . 2 4 4 - 2 4 8  1 9 9 7
E v i d e n c e - 1 〕 a s e d  M e d i c i n e  に ゛ ' づ き β 遮 断 薬 療 法 の 適 応 を 検 訓 1 す る
广 1 上 邦 屶
M e d i c a l  T r i b u n e , 3 1 ( 1 の :  P . 9 - 1 6  1 9 9 8
呼 吸 機 能 か ら 見 た L V R S の 適 応 と 効 果
黒 浮 一 , 飛 田 渉 , 菊 池 宮 博 , 岡 部 快 ・ , 呉 徳 男 , 及 川 ま な み , 煕 、 川
良 望 ,  1 1 1  に ナ { W }
Π 本 胸 部 疾 恕 、 ぢ 6 会 N ' 志 , 3 5 :  P . 9 6 - 9 9  1 9 9 8
虚 血 心 に お け る 冠 徹 小 血 管 機 能
小 丸 逹 也 , 白 士 邱 屶
T I ] e l ' a p e u t i c  R e s e a r c h , 1 9 :  P . 2 5 4 0 - 2 5 4 2  1 9 9 8
心 筋 炎 と 心 1 峽 炎
池 田 淳 , 訂  1 ' 邦 男
Y e a r  N o t e  1 9 9 9  別 冊  S e r e c t e d  A r t i c l e s  :  P . 3 1 5 - 3 2 7  1 9 9 8
幼 " モ ル モ ヅ ト に お け る 抗 原 吸 人 誘 発 後 の 気 逝 灰 1 6 性 の 亢 進 と そ の 抑 I J I
谷 口 ・ ,  H 1 村 弦 , 飯 心 , 秀 也 , 劉
, " 上 邦 リ }
ア レ ル ギ ー , 4 7 ( 8 ) :  P . 7 2 0 - 7 2 5  1 9 9 8
肺 塞 栓 症 の 疫 学
佐 久 岡 雫 仁 , 熊 壊 祝 久 , 白 士 邦 男
H e a 此  V i e w , 2 ( 1 の :  P . 3 6 - 4 0  1 9 9 8
1 8 8
1 8 9
1 9 0
1 9 1
1 9 2
1 9 3
1 9 4
1 9 5
1 9 6
1 9 7
?
198T-wave aⅡa'nanS の子毛に1浅1予:
波辺淳,,!f関渡人,今野裕司,1'・1十邦屶
エレクトロニクスの喩床,1(8): P.1-7 1998
心夕例英疾患と川j竹心,心゛醐身,心外偽,心牙症,全身疾患に伴う心疾恕、
广1_上J1少J,池田淳
最新内科学大糸ヰ"川を,2:P.279-2釘 1998
肌容1':減少乎術施1」例における 3イに経過後の成紬
リ新軍',飛H1 科, 1岡剖"1×・',呉徳男,田灯1雅央, YeTun,菊地'1
kリ,訂_にJ陟}
1乎14ミ省呼吸不令J1芹f研究班: P.48-51 1998
心司ヌ全の岡受的治療
加賀谷 It1 士邦屶"」1_、ヨ.,
賄床と郁究,75(11)38-411998P
肺血栓塞栓症の診断と治療
内十,心男,佐久惜1聖イ1,熊坂祝久
Π本内科学会雑誌,87四): P.18兜一1896 1998
桜性心不令患打・におけるエナラプリルRPD (マイレイン酸エナラプリル1_】腔
内速瀋剤)の船床的イ・j用性の検村
木全心・・',北畠,顕.門1二邦リ},菊池健次郎,友池仁暢,小谷哲郎,白壁
1二l rt-:
17フ」 J凸'
薬到!と1顎床,8(4): P.3妬一3備 1998
,iセ}長川!心の万1」ゼ治北fi;乎仙iにおける 10dine-123 Metaiodobcnzylguanidine 心'分イ
メージングのイ」'用性:心拍変動パワースペクトル解析との比段検刷
ニオヌ 力途采,池剛涼,沌1・H 村,関1げ羊平, 1Ⅱ町加1,千釜尚朗,後藤
汁,广1__上邱屶
J0山'nal of C雛di010gy,32価): P.323-329 1998
心不令における夜問尿の成因
加賀谷 」Ⅱ乢 山上邦男_、ヨ.,
U本W寸辞折縦,3852: P.91一兜 1998
いかに併川療法をすすめるか
加賀谷 h 上邦リ}"f{J「」1.,
心不令を施す(i{Ⅲ様屯・・,松1崎益従!編),文光堂(東京): P.N4-145
1998
PARIS. persantin-aspirin reinfarction study
白・上邦屶11」「加賀谷 '、ヨ.,
DATA UP DATE(111Π徹,Π利田邦屶,斎藤康新D,先゛倫氏学礼く東
京): P.126-127 1998
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S A P A T .  T h e  s w e d i s h  a n g i n a  p e d o r i s  a s p i r i n  s l u d y
白 十 邦 男
1 1 h
加 賀 谷
、 丑 . ,
D A T A  U P  D N f E ( 1 1 1 Π 徹 , 臼 和 田 邱 男 , 斎 心 康 編 ) , 先 端 " ξ . ツ ヰ 士 ( 東
j l o  :  P . 1 3 0 - 1 3 1  1 9 9 8
W A R I S .  T I 〕 e  w a T f a r i n  T e 一 Ⅱ l f a r c t i o n  s t u d y
内 士 邦 男
1 1 b
加 賀 谷
』 、 ゛ ,
D A T A  U P  D A T E ( 1 小 _ ] 徹 , Π 和 田 邦 男 , 斎 藤 康 綸 り , 先 端 晦 学 朴 ( 東
京 ) :  P . 1 3 4 - 1 3 5  1 9 9 8
商 粘 度 超 音 波 ド プ ラ 法 に よ る 到 可 刎 脈 雌 弾 竹 値 と 動 脈 破 化 危 険 因 子 の 関 係
小 岩 再 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 ・ , 下 釜 尚 朗 , 广 1 上 邦 男 , 弘 ξ 力 木 毅 , 長 谷 川
英 之 , 令 井 瀞 ; , 小 鉢 態 賓
1 ケ ξ 学 の あ ゆ み , 1 8 7 :  P . 8 0 7 - 8 0 8  1 9 9 8
卞 要 疾 恕 、 の 最 新 の , 舌 題 1 9 9 8 -  J 雁 血 竹 心 1 欠 悲
小 丸 述 也 ,  1 f 1  に J ・ " り }
M e d i c a m e n t  N e w S  1 5 7 0 :  P . 8 - 1 0  1 9 9 8
1 9 9 9 年
2 0 9
2 1 6
2 1 0
2 1 7
2 H
2 1 2
気 道 過 敏 性 の 成 立 機 庁
・ ・ ノ 瀬 【 [ 利 , 白 十 邦 男
プ ラ ク テ ィ ス 1 人 」 1 斗 シ リ ー ズ ; 気 管 支 喘 府 、 :  P . 1 8 3 - 1 8 7
腰 部 大 動 脈 瘤 の 成 因 と 予 防
山 l j 心 リ } , 池 田 丹
氏 学 の あ ゆ み , 1 8 8 ( 4 ) : P . 2 3 7 - 2 如  1 9 9 9
肺 血 管 荊 変 の 肺 勁 脈 造 影
仏 . 久 冏 聖 イ 1 , 内 ・ 上 邦 屶
呼 吸 , 1 8 ( 1 ) :  P . 2 9 - 3 4  1 9 9 9
循 喋 動 態 検 査
h 士 邦 リ } , 澁 田 右
心 臓 血 管 カ テ ー テ ル  1 9 的
ヌ V 青 支 喘 1 ' ! 、 と レ ド ヅ ク ス
杉 浦 久 敏 , - 1 瀬 正 和 , 广 1 士 邦 屶
呼 吸 と 循 喋 , 4 7 ( 2 ) :  P . 1 3 5 - 1 4 2  1 9 9 9
父 道 炎 症 と N O
杉 浦 久 敏 , ー ・ ノ 瀬 止 和 , 白 十 、 邦 リ }
A n n u a l R e v i e W 呼 吸 器 , 1 9 9 9 :  P 、 4 8 - 5 6  1 9 9 9
2 1 3
2 1 4
2 1 5
1 9 9 9
218心肥人
波辺淳, h上邦男
総合肌床,48(4): P.664-668 1999
宮城県心筋杣塞刈策恊議会20年の歩み宮城県における急十上心筋梗塞症の変
遜一
白・上邦男,渡辺淳
宮城県医師会帆,639:P.228-232 19鯛
アミオダロン長期投与患者における洲地幻枚機能検査の意義
加藤浩,波辺淳,馬場忠大,竹内剛仁冶,船越正行,八木卓也,福田浩
,三浦昌人,福地満正,内士邦男
第 3 回アミオダロン研究会講演条, prog. Med.19(1): P.113-117
1999
大動脈弁・僧坊介値弓奥術後に発作性心房粗細動・多游1上心室性期夕糾父縮を什う
不令となり,アミオダロンが茗効した・一例
戸田直,波辺淳,若山祐司,福田浩二,八木゛也,加藤浩,馬場恕
大,竹内吼W台,船越止行,三浦昌人,福地満正,白丁E邦男
第 3 回アミオタロン研究会誥演集, prog. Med.19(1): P.39-45 1999
ヌ゛〒支喘}息、女(道1且剤食にお{ナる transforming 即'owthfactorβ1 の発現
大野真ψ,人河原雄・・,,山「人」広平,田村弦, WO0Ⅱey K.0'byne, Jor・
danaM,白士邦男
呼吸,18(5): P.549-555 1999
Thyr0廿Opin Releasing Hormone の閉塞型睡Ⅲ劇寺無呼吸患者の覚州塒感受性
に対する効果
岡部快',飛田渉,黒澤一, Ye Tun,田畑牙丘央,北ネ知巳,安途哲
也,菊池喜博,白十邦男
「呼吸木令」闘査研究班 1999
学会記循環器学会
"上邦男,波辺淳
日本医小:新報,3918: P39-41 1999
中村隆先生のご逝去を悼む
内上邦屶
医用電・fとイ1・'体工学,37(2) 1999
慢性呼吸不全における24瓣HI・;1酸業飽千1]度モニターの使用経験
黒澤一,飛1」_1 渉,菊池喜博,岡部慎・・,田灯1雅央, Ye Tun,北室知
巳,安逹哲也,白士邦男
呼吸不全ニューズレタ、・・,15: P.フ-8 1999
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モ ル モ ヅ ト 1 喘 忘 1 、 モ デ ル に お け る 円 Ⅱ 1 占 型 と 遅 発 型 反 1 心 に 対 す る  A T P 感 受 杜
K + c h a n n e 1 1 捌 Π 薬 ,  J T V - 5 0 6  効 釆
, 田 村 弦 , 飯 島 秀 弥 , 山  I J 3 屶劉
ア レ ル ギ ー , 4 8 ( 1 1 ) :  P . 1 2 1 2 - 1 2 1 6  1 9 9 9
呼 吸 器 疾 悲 、 の 診 断 に 必 要 な 右 心 カ テ ー テ ル 検 査
佐 久 Ⅲ 1 聖 . f l ,  1 ÷ 1 + J お リ 1
別 冊 , 医 学 の あ ゆ み , Π 乎 吸 器 疾 患 一 s t a t e  o f  a 此 S  ( v e r . 3 ) :  P . 1 8 8 - 1 9 0
1 9 9 9
心 外 膜 疾 患
佐 久 惜 凹 野 二 , 白 十 邦 屶
1 人 」 1 斗 学 , 文 光 1 誇 :  P . 4 7 3 - 4 7 6  1 9 9 9
ト 大 静 脈 フ ィ ル タ ー 留 匙 後 の 合 併 症 に 苫 愈 L た 慢 件 肺 血 枠 塞 蛉 症 の 1 例
出 町  1 順 , 佐 久 1 1 - 1 1 4 旦 仁 , 池 H 1  淳 ,  t 屯 田 イ j , 熊 坂 祝 久 , ' 1 士 邱 屶
セ ラ ピ ュ ー テ ィ ヅ ク ・ り サ ー チ , 2 0 ( 4 ) :  P . 1 田 8 - 1 0 2 0  1 9 9 9
慢 性 閉 案 忰 肺 疾 患 と 気 管 支 喘 息 、 の 気 通 軟 骨 の 形 態 計 測
志 村 早 苗 , 原 1 - 1 正 彦 , 内 」 ゴ 那 男
軌 道 の 生 理 と 病 態 : P . 6 3 - 7 0  1 9 9 9
ム チ ン 分 泌
色 川 俊 也 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 苗 , 白 1 邦 男
炎 症 ・ 免 疫 と マ ク ロ ラ イ ド ,  u p  t o  d a t e  : 1 〕 . 1 2 3 - 1 3 7  1 9 9 9
気 管 支 喘 息 患 名 に お け る C R H 負 荷 試 験 と A C T H 負 荷 試 験 の 比 皎 検 詞
岩 崎 正 , Ⅲ 村 弦 , 佐 野 久 仁 火 , 人 河 原 雛 ' , 羽 根 田 カ ン ナ ,  U I J 3 屶
ブ レ ル ギ ー , 4 8 : 6 3 2 - 6 3 8  1 9 9 9
気 道 炎 症 と N O
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ・ ノ 瀬 正 和 , " 1 , 3 屶
A m 〕 u a l R e v i e W  1 9 9 9 , 呼 吸 器 , 下 心 翔 二 等 編 , ' ・ 1 ・ ψ 卜 玖 で . 学 1 + , 東 京 :  P . 4 8 -
5 6  1 9 9 9
肺 容 1 ' 減 少 丁 ヰ 荊 施 h 仞 R こ お け る 生 命 予 後 の 検 付
黒 澤 一 , 飛 田 渉 , 菊 池 禽 卜 噂 , 岡 訊 夕 禎 ' , 田 如 1 乳 火 ,  Y C T u n , 北 室 匁 1
巳 , 安 途 哲 也 , 内 士 邦 リ }
厚 小 省 特 定 疾 恕 、 呼 1 吸 不 令 開 杏 研 究 飢 乎 所 蛸 0 イ W 叟 研 究 Ⅷ 佐 占  1 9 9 9
気 道 の り モ デ リ ン グ と サ イ ト カ イ ン ・ 1 顎 休
大 野 勲 , 白 Σ E 邦 男
I g E - F C ε R I ー マ ス ト 細 俳 邑 1 1 刈 岫 と サ イ ト カ イ ン :  P . 1 2 2 - 1 3 0  1 9 9 9
1 5 . 1 8  肺 忰 心 疾 患
白 士 邦 リ } , 池 田 丹
杉 人 恒 明 , 小 俣 政 屶 編 「 内 科 学 一 第 7 版 上  P . 6 2 9 - 6 3 3  1 9 9 9
2 2 8
2 3 7
2 2 9
2 3 0
2 3 1
2 3 2
2 3 3
2 3 4
2 3 5
2 3 6
238新しい高粘度超音波ドプラ法による頚動脈卿川弼丙変の内部物性計測
小岩・禽・郎,金井浩,長谷川英之,鎌田英一,伏見悦子,林雅人,
邦男
Π本医j"新報,3917: P.33-36 1999
2000年
239心筋炎と心膜炎
池田淳,白士邱屶
year note 2001 別冊 Selected a此icleS 平成12年6 j1発行,平成12匂ξ6 j1発行
喘}息、刊t女(道炎症と matrix metaⅡOproteinase
大野勲,熊谷克紀,岡田伝゛司,白上邦男
アレルギー・免疫(AⅡa・g010gy & 1mmun010gy),フ:104-107 2000
気道りモデリング:好酸球を小心に
大野勲,拘上邦男
Pharma Medica,18:13-17 2000
肥満低換気症候群における長期CPAP療法の心血管系に及ぼす効果
1岡剖夕膜一・,飛田渉,1県澤・ー, YeTun,小川浩正,田鄭刑佐央,北室知
巳,安達哲也,菊池喜博,白士邦屶
厚生朶汗寺定疾恋、呼吸不全調査研究班平成Ⅱ年度研究帳告.牛,80一部 2000
低酸索負r舮1・・の延舳孤束核での・酸化窒素の動態
小川浩1下,飛田渉,菊池再",岡部慎・,黒澤一,田畑雅央,内十邦屶
厚生名特定疾戀呼吸不令i1■介研究班平成H年度研究桜告111,91-95 2000
一般的薬物治療の指針(特集゛樹辻心不全)
じH,心リ」」111加賀谷 _ι「,r.,
カレントテラピー18(6):1093-1096 2000
11リ易を伴う重症心不全患者の洪力療法一麦則冬沙H斐芋後ド大肘"抓径が減少L
た・・例
片寄大, Y宮木蛾,述藤正人,白士邦屶
U本東洋医学雑誌,51:23-28 2000
心不全における支門冬潟の使用経験
片寄大,-1宮本桜,遠藤正人,白士邦男
漢ノjと免疫ブレルキー,14:38-45 2000
LVRSの今日的評価
黒澤・,飛田渉,白十邦屶
呼吸とυ削業,48:273-279 2000
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25
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244
245
247
246
2 6
2 4 8
肺 容 量 減 少 療 法 に お け る 肺 活 呈 の 愆 義 に つ い て
黒 澤 一 , 飛 1 _ U  渉 , 菊 池 再 M 、 局 1 諦 映 一 , 川 畑 靴 央 ,  Y e ,  T u n , 安 述 暫
也 , 北 室 知 巳 , 小 j 峨 告 正 , 内 士 邱 屶
厚 牛 省 特 定 疾 恕 、 呼 吸 不 令 調 沓 研 究 班 平 成 1 1 イ W 変 研 究 ゛ 艮 告 ' _ 1 1 ・ , 6 0 - 6 3  2 0 0 0
気 管 支 喘 忘 、 と タ キ キ ニ ン
小 荒 井 晃 , ー ・ ノ 瀬 正 和 , 服 部 俊 大 , 白 士 邦 リ }
ア レ ル ギ ー 科 , 9 : 3 4 5 - 3 5 1  2 0 0 0
一 般 1 呼 吸 機 能 試 験 と ア レ ル ギ ー 性 岼 吸 器 疾 匙 、 と の 関 連
小 荒 井 兒 , ソ 瀬 ' 和 , 白 士 邦 リ }
成 人 , ア レ ル ギ ー 利 ・ , 9  ( S U P P I . 1 ) : 2 4 7 - 2 5 3  2 0 0 0
イ オ ン チ ャ ン ネ ル を 標 的 と し た 呼 吸 器 疾 恋 、 :  C F T R
笹 森 寛 , 佐 々 木 司 , 服 部 俊 大 , 白 士 邦 屶
分 子 呼 1 汲 器 病 , 4 :  P . 4 5 7 - 4 伐  2 0 0 0
F e n s p i r i d e
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 白 士 J 3 屶
呼 吸 , 1 9 : 1 5 9 - 1 6 2  2 0 0 0
イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 感 染 と 気 道 過 敏 性 亢 進
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 服 部 俊 大 , 打 十 邦 屶
呼 吸 と 循 環 , 4 8 : 1 1 1 9 - 1 1 2 5  2 舶 0
樂 急 l m 栓 除 去 術 に て 救 命 し 得 た 急 一 則 市 血 栓 来 栓 症 の 3 例
商 橘 徹 , 仇 久 間 聖 仁 , 谷 川 俊 「 , 山 十 邦 リ } , 田 十 村 恍 ' , 金 澤 」 上 1 瑞 , 加 Ⅲ *
敦 , 茂 泉 善 政 , 佐 久 制 俊 明 , 平 本 哲 也 , 同 胸 剖 ψ 卜 科 佐 藤 成 和
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h ,  V 0 1 . 2 1 ,  N O , 4
P G 1 2 と 強 心 剤 の 併 川 に よ り 小 1 症 右 心 不 全 を コ ン ト ロ ー ル L え た P P H の  H 列
局 橋 徹 , 佐 久 1 1 打 聖 仁 , 綿 田 淳 , 沌 田 有 , 北 向 修 , 池 Π 1  浮 , 内 十
邦 屶
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h ,  V 0 1 . 2 1 ,  N O . 9
コ ン ビ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ " ン に よ る 心 匡 誘 釦 動 の  C r 北 i c a l m a s S  仮 説 の 検 討
戸 田 直 , 芦 原 貴 司 , 鈴 木 ケ , 難 波 経 豊 , J 川 頼 綾 香 , 池 田 隆 徳 , 稲 珂 」 1 _
司 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶 , 小 沢 ' 即
確 子 恬 報 通 信 ' 学 会 技 術 研 究 報 告 ( M E  と バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ヅ ク ス )  1 0 0
( ) : 8 5 - 9 2  2 0 0 0
S A P A T  ( t h e  s w e d i s h  A n g i n a  p . e c t m 、 i s  A s p i r i n  T r i a D
三 浦 昌 人 , 白 ・ 上 邦 屶
D A T A  U P D A T E , 2 1 2 - 2 1 3  2 0 0 0
2 4 9
2 5 0
2 5 1
2 5 2
2 5 3
2 5 4
2 5 5
2 5 6
2 5 7
258WARIS (the waYfatin Re-infardion study)
三浦昌人, h士邦屶
DATAUPDATE,140-141 2000
PARIS (persantine-AspiTin Reinfarction study)
_」浦昌人,白 1二邦屶
DATAUPDATE,132-133 2000
CARS (coumadin Aspitin Reinfm'ction study)
三浦月人,广1士邦屶
DATAUPDATE,124-125 2000
肺塞栓症。ヲ酌業器疾悲、鹸新の治療2000-2001(篠山電威,矢崎才見雛寸励
佐久問聖仁,内士邦男
南1[堂,東京, P.413-417 2000
肺塞栓症と血栓
佐久闇聖仁,内士邦屶
循環器科,47:1U-H8 2000
肺性心/肺島血圧の診断1占準/柄型分類・市症度
佐久問聖仁,血士邦男
内科,85:1360-1363 2000
心外映疾恕、と心タンポナーデ。玉護のための最新医学講座細野原市明,井村
裕大寸卿
佐久刑聖仁,内・E邦男
小1[11}1占,柬京, P.298-307 2000
重症呼吸排疾'轡、に対する心肺移柚の適応決定に関する研究。文部省科学研究費
補助釡『肺および心肺移杣の適応払大と移械後の至,適患者管理に関する総介
的研究』
白十邦男,飛田渉,佐久間寧仁,j県洋・,品橋徹
研究成果桜告il}・: P.33-43 2000
左室造影・1,ξ室内ル曲線からみた心市對走
佐久Ⅲ」聖仁,高橋徹,白1,弓男
循環器科,47:400-408 2000
急"三および慢性肺血栓塞栓症の発生頻度
佐久岡聖仁,獅・上邦男
MEDICO,31:289-293 2000
空洞J杉成をみた慢性肺塞栓症の2症例
北恂修,佐久1削築t,1島橋徹, t屯田イj,竹内雅治,池H1 淳,門上
邦屶
Tha'apeutic Research,21:1138-1140 2000
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27
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肺 性 心
佐 久 間 聖 仁 ,
臨 床 医 , 2 6
2 7 0
2 0 0 1 年
心 不 全 病 気 と 薬 の 説 明 ガ イ ド 2 0 0 1
加 賀 谷 門 十 邦 屶
" 1 1
_ 1 ^ . ,
薬 局 , 記 : 4 3 6 - 4 4 2  2 0 0 1
屯 症 心 不 令 治 療 の 進 歩
加 賀 谷
Ⅱ 且
内 ・ し 邦 屶
」 1 H . ,
杉 下 靖 朗 ・ 門 1 剖 和 夫 ・ 欠 崎 義 雄 ・ , 高 本 眞  1 倫 , 中 外 医 学 才 士 , 束 京 ,  A n ・
n u a l R e v i e W  2 0 0 1 循 環 器 , 2 0 0 : 1 9 5 - 1 9 9  2 0 仇
治 療 力 剣 を ど う 立 て る の か ?
奈 良 正 之 , 白 士 邦 男
永 J + 1 り 占 , ハ ム レ ヅ ト の 治 療 学 : 1 6 0 - 1 6 4  2 0 0 1
心 室 頻 拍 の 誘 発 性 に 対 す る ア ミ オ ダ ロ ン の 検 刊
「 布 橋 孝 典 , 広 瀬 尚 徳 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 ・ 司 , 杉 江 正 , 従 サ 卞 義 尚 , 福 山 浩
馬 場 忠 夫 , 力 1 Ⅲ 奉 浩 , 金 野 ネ 往 司 , 小 山 二 鄭 , 苅 訊 夕 明 彦 , 沼 口 裕 隆 , 篠
ー ー ー ー ^ ,
崎 毅 , 三 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 ,  h 十 邦 屶 , 小 田 倉 弘 典
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 2 1 ( s u u p l e . 1 ) : 3 4 - 3 5  2 0 0 1
心 房 絲 ば 功 発 生 と 持 続 の メ カ ニ ズ ム  W a v e l e n g t h 仮 説 を 用 い た 検 討 一
船 越 正 行 , 篠 崎 毅 , 加 底 浩 , 馬 場 恋 夫 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 三 浦 昌
人 , 福 地 満 正 , 渡 辺 淳 , 仇 藤 男 ・ ー , 山 士 邦 男
J p n  J  E l e c t r o c a r d i o ] o g y , 2 1 : 2 2 - 3 0  2 0 0 1
心 不 全 の b e t a - b l o d 祀 r 療 法 に 対 す る ブ ミ オ ダ ロ ン の 影 糾
篠 崎 毅 , 1 萄 橋 孝 典 , 渡 辺 淳 , 池 田 淳 ,  h  上 邦 y }
P r o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 2 1 ( s u p p l e 3 ) : 2 5 1 - 2 5 2  2 0 0 1
胸 抽 卜 胸 部 の 症 状
篠 崎 毅 , 广 1 十 ナ 3 男
昭 肝 ぐ 右 護 , 2 7 : 8 3 3 - 8 3 5  2 0 0 1
ア ミ オ ダ ロ ン 内 般 早 期 に Q T 延 長 と  T d P  を 呈 し た  1 症 例
広 瀬 尚 徳 , 篠 崎 毅 , 馬 場 恵 犬 , 加 厩 誕 浩 , 二 1 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺
淳 , 白 士 J 3 男 , 均 訂 、 1  畭
心 臓 , 3 3 ( s u p p l e . 3 ) : 4 5 - 4 8  2 0 0 1
日 本 人 の 冠 動 脈 疾 患 、  E B M  に 基 づ く 虚 l m 竹 心 疾 悲 、 の 治 療 法 の 選 択
小 丸 達 也 , 白 十 邦 男
人 道 〒 喰 官 , 臨 床 と 研 究 , 7 8 四 ) : 1 5 5 1 - 1 5 5 5  2 0 0 1
2 7 1
r 1 十 邦 男
9 3 1 - 9 3 2  2 0 0 0
2 7 5
2 7 2
2 7 6
2 7 3
2 7 4
2 7 フ
2 7 8
279Prin〕ary chylopericardium のーイ列
吊井剣燕,太田湘,佐際光一,,小丸述也,加賀谷豊广宮崎修吉,矢野秀
史,甲見進,白士邦屶
H本内科・学会熱五志,90(10):2085-20釘 2001
央北地力における桜性閉空竹肺挨越、(COPD)の現状とQOLに関するアンケー
ト劃査
ーノ瀬111利,絢部快・,瀧宮,任, et邦屶,井上汗四,飛田渉,蛯名
昭屶,木村啓、ニ, 1_Ⅱ内広乎、,塚本東明,Ⅲj田子到乍
医薬ジャーナル,37(9):143-150 2001
カテコラミン製剤にミルリノン少1止持統投りを併用して改桙が得・られた披重症
心不全例
佐久Ⅲ1聖仁,門上邦屶
Pharma Medica,19:123-131 2001
急性肺動脈血栓塞栓症,[.病閥と柄態 1.疫学
佐久Ⅲ1聖イ1,白十邱屶
Π内会三古,90:193-198 2001
イ・i心不全の治療
山→二邦男,イノ'久Ⅲ凹町二
循喋器山.円孤第8巻蛸刊号:29-33 20侃
収縮忰心ψM典炎
佐久剛聖仁,"上邦リ}
別柵医.,ヲ"のあゆみ・循環器j矣'轡、 slate ofarts (ver.2):714-716 2001
川j商1血Π1症・成因,診断,治療に1刈する妓新研究動向一川i1島血圧症診断法の
逝歩肺動脈造影法
佐久岡聖仁,商橋徹,白十邦男
H本肌獣永,59:1086-10兜 2001
人Π動態統計を朋Lけd勤血栓塞栓症の疫学的検討
仏ψ、11_り聖仁,,拓1需徹,北向修,冉上邱屶
脈管学,41:225-229 2001
EBM の九めの肌り禾テータブック:}111」血栓塞栓症
佐久冏聖仁,円士邦屶
甑床"ミ,27j"刊号: H48-1154 2001
肺血栓塞栓症の投学
佐久Ⅲ1聖七,内士邦リ}
循環僻科,49:372-377 2001
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長 期 ポ ン プ 治 療 の 注 意 市 項
佐 久 冏 聖 仁 , 高 橋 徹 , 白 士 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 2 2 : 2 0 9 0 - 2 0 9 2  2 0 0 1
肺 高 m U 1 ξ 症 一 診 療 の S t r a t e g y - 6 . 疫 半 に つ い て
佐 久 問 聖 仁 , 由 士 邦 男
H e a r し  V i e w , 5 : 1 4 2 5 - 1 4 3 2  2 0 0 1
・ 一 酸 化 窒 業 吸 入 療 法 を 施 打 し 九 心 匡 ゞ 小 1 覇 欠 損 症 の 1 例
商 橋 徹 , 佐 久 惜 1 聖 仁 , 縄 田 淳 , 北 1 阿 修 , 鎌 1 _ Ⅱ 萸 一 ・ , 杉 村 宏 ・ ・ 、 郎 , 内
十 邦 屶
T h a ' a p e u t i c  R e s e a r c ] 〕 , 2 2 : 2 0 6 7 - 2 0 6 9  2 0 0 1
急 性 心 不 全 が ど う 見 え る か ? ー そ の 直 珂 象 診 断 一 心 血 管 冠 動 脈 造 影
白 士 邦 男 , 池 円 淳
救 急 、 ・ 蝶 中 治 療 , 1 3 : 5 2 9 - 5 3 7  2 0 0 1
X 1 Π , 肺 循 環  3 . 胴 沙 上 心
白 Σ 上 邦 屶 , 池 田 淳
南 江 堂 , 循 環 器 疾 恕 J 役 新 の 治 療  2 0 0 2 - 2 0 0 3 午 版 , 4 4 8 - 4 諺  2 0 0 1
2 0 0 2 年
肺 来 栓 症 頻 座 の 推 定 : H 本 病 理 剖 検 輯 桜 を 川 い た 検 討
佐 久 問 聖 仁 , 高 橋 徹 , 北 向 修 , 中 村 真 潮 , 矢 津 卓 宏 , 山 剛 典 一 , 太 田
肝 t 弘 , 中 匹 f  赳 , 白 、 1 二 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 6 3 2 - 6 3 4  2 0 0 2
急 性 肺 塞 栓 症 の 診 断 法 と 治 療 法 の 変 化 : } 柿 来 栓 症 研 究 会 共 同 作 業 部 会 縦 告
佐 久 問 聖 仁 , 岡 田 修 , 中 村 真 沸 1 , 小 西 宣 文 , 宮 原 嘉 之 , 内 十 邦 男
T h e r a p e u t i c  R e s e a r c h , 6 0 2 - 6 0 3  2 0 0 2
肺 塞 栓 症 の 治 療 : 適 応 と 実 際 : 血 栓 溶 解 療 法
佐 久 間 聖 仁 , 白 士 邦 屶
H e a r t v i e w , 1 7 6 3 - 1 7 6 7  2 0 0 2
肺 血 栓 塞 栓 症 の 両 像 診 断 , 4 ) 右 心 カ テ ー テ ル に よ る 検 査 ( 血 管 内 超 音 υ 鰯 去 と
血 管 内 視 鏡 )
佐 久 1 剖 聖 仁 , 白 十 邦 男
汗 " 寮 学 , 1 1 6 9 - 1 1 7 1  2 0 0 2
院 内 に て 心 停 止 を 来 た し 九 急 性 肺 塞 栓 症 の 6 例
杉 村 宏 ・ 一 郎 , 佐 久 冏 聖 仁 , 局 橋 徹 , 出 町 順 , 縄 田 淳 , 鎌 冊 英 一 , 北
向 修 , 角 道 紀 子 , 鈴 木 汎 1 , 池 朋 淳 , 白 士 邦 屶
t l ] a ' a p e u t i c  r e s e a c h , 2 3 : 5 8 9 - 5 9 0  2 0 0 1
2 9 0
2 9 1
2 9 2
2 9 3
2 9 4
2 9 5
2 9 6
2 9 7
2 9 8
299原発性肺商血圧症恕、者の血行動態と右室りモデリンク
出町順,佐久冏聖仁,高橋徹,縄田淳,北向修,三浦祥・f,杉村
宏・一郎,角道紀子,池田淳,孑i出信正,白二1,心リ}
厚牛i宅刊寺定疾患、呼吸不令研究班平成13年度研究桜告1リ,174-176 2002
抗りン垢質抗体症候群,、F戚深部卸脈血栓症に介併L,無症候竹に経過した両
側主肺動脈楽栓の1例
出1町 1順,佐久惜1聖イニ,i高橋徹,縄田瀞,鎌山英・,北向修,杉村
宏・一郎,角道紀f,池m 淳, e lf邦リ}
Therapeutic Research,4:613-615 2002
肺動1脈瘤による閉空判_肺炎で死亡した肺商血圧症の 1例
出町 1順,佐久Ⅲ1聖イ1,1高橋徹,都H1 涼,池醐淳," 1二邦屶
TI〕erapeutic Research,11:2156-2158 2002
わが国における急胆リ姉血栓塞栓症の治療の現状とその評価
中村真潮,山田典・ー,佐久Ⅲ偶野二,宮原嘉之,田邊偏宏,架山喬之,踏1枝
武義,白十邦男,杉木令i明,中野赳
1"川k学,225-342 2002
ホルター心電図:4、に不1割脈診断・治療における役霄1Ⅱこついて
若山裕司,渡辺淳,白十ナUリ}
テクニシアン,35-42 2002
心不全研究の進歩
白1,心リ」11Ⅱ加賀谷 」12.,
循瑞1器,1゛門氏,1:119-124 2002
危ψ"姉動脈来栓症の病歴・愁訴について
1高1'徹,佐久闇聖イニ,白士那リ}
総合侍'り{,2:262-266 2002
突然死をおこした門1抓肺【布111山詞ホの 1例
商橋徹,佐クJ剖聖仁,川岡順,縄H1 淳,北向修,鈴木 1剛,角通
紀・f,杉村宏・・'郎,池田淳,内上邦屶
Iherapeutic research,11:2136-2138 2002
新しい高精度ドプラ法"位村、し雫トラッキング法"による」m管批内病変の探査
小岩再郎,釡井浩,白土邦屶
診療と新薬,1025-1027
ICD杣え込み後に心タンポナーデを発牛したⅡ州
多田博子,篠崎毅,深堀1井平,大友淳,1☆汁而孝典,広瀬尚徳,菅井襲
尚,熊谷冶司,杉汀正,沼口裕降,三浦昌人,お"也沸j正, H井利晄一,小
田介弘典,波辺淳,内1邦男
心道1叉1,653-657 2002
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β 一 b l o d 祀 r と ア ミ オ ダ ロ ン 併 用 効 采 の 心 叫 又 縮 機 能 改 誇 作 加 に つ い て
多 田 博 了 ' , 深 蜘 リ 井 平 , 1 高 橋 孝 典 , 篠 崎 毅 , 二 宮 木 報 , 池 m  淳 , 渡 辺
諄 , 白 士 邦 リ } , 菊 池 涼 ・ ー
n ' o g r e s s  i n  M e d i c i n e , 5 9 2 - 5 9 5  2 0 0 2
2 0 0 3 年
β 一 1 〕 1 0 d 鵜 r  と ア ミ オ タ ロ ン 併 川 効 果 の 心 収 痢 淋 幾 能 改 魚 イ 乍 用 に つ い て
多 川 " f , 深 堀 耕 平 , 品 橋 孝 典 , 篠 崎 毅 , 二 宮 木 恨 . 池 則 淳 , 波 辺
淳 ,  h 上 邦 屶 , 菊 池 普
P r o g r c s s  i ] 1  M e d i c i n e , 2 2  ( S U P P I . 1 ) : 5 9 2 - 5 9 5  2 0 0 2
I C D 植 え 込 み 後 に 心 タ ン ポ ナ ー デ を 発 生 し た 1 例
多 佃 陣 了 , 篠 崎 毅 , 深 加 林 井 平 , 大 友 涼 , 1 搭 橋 孝 爽 , ル 訓 須 尚 徳 , ゛ り 卜 残
尚 , 熊 谷 浩 , 司 , 杉 江  1 1 . , 沼 1 コ 谿 隆 , ・ ξ 浦 昌 人 , ; 岳 地 満 正 , 田 1 木 1 恍 ・ , 小
田 介 磁 、 典 , 渡 辺 淳 , 内 士 邦 リ }
心 1 琶 図 , 2 2 : 6 5 3 - 6 5 7  2 0 0 2
肺 商 血 1 - 1 ξ 症 悲 、 者 の 重 症 度 評 価 , 効 果 治 療 判 定 に お け る ポ ジ ト ロ ン C T の 村 用 性
及 川 美 奈 子 , 大 谷 宏 紀 , 加 1 賀 谷 腔 , 出 町 順 , 袷 H 栃 徹 , 佐 久 開 聖 仁 ,
井 f i 辻 雄 , 内 上 J ' 男
厚 生 労 働 省 1 1 定 疾 態 、 ・ 呼 吸 不 全 に 関 す る 調 沓 研 究 ・ 乎 成 1 4 午 度 帆 告 冉 ,
9 3 - 9 5  2 0 0 3
心 不 全 治 療 薬 の 最 近 の 成 織
」 1 1 1
加 賀 谷
白 土 邦 男
」 ゛ . ,
A n n u a l R e v i e W 2 0 0 3 循 環 器 ( 杉 、 下 岬 i 朗 , 門 Ⅲ 1 和 夫 , 矢 崎 義 雄 , , 隔 ポ 員 一 ・
新 D  小 外 欣 § ヲ ヰ 上 ( 東 〕 ; 0 ,  H 7 - 1 5 1  2 0 0 3
イ _ i 心 負 荷
加 賀 谷
f 1 1 1
大 谷 宏 紀 , 及 川 夬 余 f , 佐 ク 、 1 引 聖 仁 , 内 上 邦 屶
I U I . ,
心 } 幟 核 医 学 の 基 礎 と 臨 床 , 改 訂 版 し 長 人 長 良 細 ) , 1 6 6 - 1 6 9  2 0 0 3
収 縮 性 心 外 映 炎
佐 久 川 1 聖 イ 、 1 , 内 十 J 心 男
外 来 診 療 の す べ て ( 改 訂 第 二 用 ゐ , 3 1 4 - 3 1 5  2 0 0 3
噂 門 1 矢 ト レ ー ニ ン グ 問 題
佐 久 間 栗 仁 , 白 ・ 1 f 邱 屶
循 環 鴇 、 , 、 リ 1 " 1 リ ミ 1 , 1 1 : 1 5 3 - 1 5 8  2 0 0 3
慢 竹 肺 血 枠 楽 栓 竹 肺 商 血 庄 症 に つ い て 一 急 、 性 佃 ル の 比 較
佐 久 問 聖 仁 , 高 橋 徹 , 出 岡 狐 , 鈴 木 淵 , 紲 田 諄 , 北 向 修 , 池 川
淳 , 打 ト ナ 3 屶
T h e r a l 〕 e u t i c  R e s , 2 4 : 5 8 2 - 5 8 3  2 0 0 3
3 1 0
3 1 1
3 1 5
3 1 2
3 1 6
3 1 3
3 1 4
3 1 7
318肺商血圧症
佐久固聖仁,白士邦屶
ダイナミック.メディシン(ド条文武,斎際康・新D 西村,1り占,11
184-U・188 2003
疫学(国内外)・急性肌血栓塞栓症
佐久冏聖仁,白士邦屶
日人侶別太,飢:1706-1712 2003
肺空栓症研究会(JaspER)の症例登録研究を通Lて見た診断,治療の課鼬
新しい医療戦略をめざして
佐久冏聖仁,岡田修,中卜丘!駈柚,'・ヤ内宣文,宮原眺'之,山Ⅱ1典一・,柴山
喬之.,匡1枝武義,杉水恒明,,・1・,野赳,白上邦リ}
脈管学,43:207-209 2003
急"1肺血栓塞栓症の最前線:診断
佐久闇県仁,白士邦男
Mel〕i0 20(10):50-54 2003
PPHの臨床ヰ勾科的集学的治療(PG12持続静ルを除く)
佐久剛聖仁, h上邦男
血1令と循環,11:319-323 20船
危,、1牛肺血栓空栓症の妓11吟尿:下人静脈フィルターの柏え込みの適比、と災際
繩田淳,佐久剛聖仁, h上邦男
Mebi0 20(10):59-63 20船
門施設におけるエポプロステノールの導人
商橋徹,佐久冏聖イニ,1Ⅱ町順,紲胴浮,鈴木 lm,北向修,池田
瀞,白十邦屶
Pr0即・css in medicinc,23(1):328-333 2003
急件剛から慢竹肺11Ⅱ栓楽栓症性肺1珂血ル症に移行し九 1例
1☆汁喬徹,佐久岡Wザニ,出1町 1順,紲田淳,鈴木湘,北向修,池Ⅱ1
朽i,凶士邦リ}
Ⅱ〕erapeutic reseal'ch,24(4):555-557 2003
右心負何
大谷宏紀,及川美奈、f,佑久岡聖イ1,白 11邦男」1b加賀谷 上ア"、,
心臓核候学の」人礎と眺,床住女i打版)(、K木長良編)メジカルセンス叫U抑,
166-169 2003
家族によるCPRにて救命し,1CD舶え込み後も頻山1の心宗細動を認める特発
性心*細動の1例
深堀耕乎,篠崎毅,述滕秀晃,仏り係公雄,多Ⅷ辨・f,ルq頼尚徳,1哘橋孝
典,大友淳,熊谷浩司,'告井裟尚,杉江正,17LI_1裕引,苅部川}彦,狽
1_1裕隆,三浦昌人,福地満止,渡辺淳,白上邦リ}
,心臓,35噛別ぢ:333-36 2003
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血 栓 内 膜 摘 除 に よ り 肺 品 血 圧 症 が 幡 快 し た 慢 性 肺 血 栓 楽 栓 症 件 肺 商 血 圧 症
1 宕 H 命 徹 , 佐 ク 、 1 剖 聖 仁 , 出 1 町 順 , 紲 田 淳 , 鈴 木 潤 , 角 通 紀 子 , 杉 村
宏 、 郎 , 白 士 邦 屶
t h a ' a p e u t i c  Y e s e a r c h , 2 4 四 ) : 1 8 1 6 - 1 8 1 8  2 0 0 3
予 兆 処 く 充 症 し , ス テ ロ イ ド 療 法 が 茗 弦 力 し 九 ア ミ オ ダ ロ ン 肺 1 姉 π リ の イ 列
浅 海 泰 栄 , 安 村 良 屶 , 坂 巻 文 雄 , 花 谷 彰 久 , 廣 岡 慶 治 , 小 谷 敏 , 宮 武 邦
大 , 拘 上 邦 男 , 山 芹 正 和
内 科 総 合 1 } 刊 誌 ,  N l e d i c a l p r a d i c e  2 0 : 1 0  2 0 0 3
心 肥 大 の シ グ ナ ル を R 1 で 診 る
大 谷 乞 絲 己 , 白 士 邦 屶
加 賀 谷
1 1 1 」
_ 「 , ' 1 . ,
呼 吸 と 私 ヤ 業 , 5 1 ( 1 0 ) : 1 0 6 1 一 備  2 0 0 3
チ ア ノ ー ゼ
加 賀 谷
1 ! 1  十 邦 男
f 1 ι 1
' f 1 1 ' ,
呼 吸 と 循 喋 , 5 1 ( 1 2 ) : 1 1 9 7 - 1 2 0 2  2 0 船
山 f 1 医 の 広 告 の 嶋 代 を 迎 え て
白 上 邦 屶
氏 学 の あ ゆ み , 2 0 7 ( 1 1 ) : 9 4 9 一 鮖 4  2 0 船
当 院 に お け る ア ミ オ ダ ロ ン 開 始 量 と } 姉 介 併 症 に つ い て の 検 討
遠 際 秀 兄 , 篠 崎 毅 , 佐 藤 公 卸 . , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 高 橋 孝
典 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 江 正 , 若 1 Ⅱ 裕 司 , 八 木 ゛ 也 , 刈 部 明 彦 , 沼 Π
裕 隆 , ニ { 浦 昌 人 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 , 白 土 邦 労 , 亦 井 健 次 部 , 菊 池 涼
循 環 器 , 例 町 医 , 1 1 ( D  : 1 - 2  2 0 船
慢 性 心 不 全 に お け る ブ ミ オ タ ロ ン の 収 縮 能 改 美 効 宋 に つ い て
1 宕 汁 需 孝 典 , で 知 崎 毅 , 二 宮 本 蛾 , 述 藤 秀 児 , 佐 藤 公 剣 . , 多 田 博 子 , 深 堀 耕
平 , 広 瀬 尚 徳 , 大 友 淳 , 杉 江 止 , 若 山 裕 司 , 苅 部 明 彦 , 溺 「 1 裕 降 ,
浦 昌 人 , み " 琶 佑 正 , 菊 地 淳 ・ , 波 辺 淳 , 白 士 邦 男
P r o g N s s  i n  M e d i c i n e , 2 3  ( s u p p l e . 1 ) : 1 2 6 0 - 1 2 6 2  2 0 0 3
唖 眠 1 1 、 〒 無 呼 吸 症 候 群 と 心 不 全
篠 崎 毅 , 小 川 浩 1 , 内 ・ 上 邦 男
J p n  E l e C れ ' o c a l ' d i 0 1 0 g y , 2 3 : 6 0 6 - 6 1 3  2 0 0 3
2 0 0 4 年
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急 、 件 肺 塞 栓 症 の 疫 学
仇 久 冏 塑 仁 , 白 士 邦 労
侍 W 末 医 , 3 0 ( 3 ) : 2 8 1 - 2 8 3  2 0 0 4
特 架 原 発 性 肺 商 血 1 - 1 ξ 症 の 治 繊 の 披 近 の 進 歩 羽 斐 的 治 療
佐 久 岡 聖 仁 , 白 士 邦 屶
C A R D I A C  P R A C T I C E , 1 5 ( 4 ) : 3 3 - 3 6  2 0 0 4
3 3 3
3 3 7
3 3 4
3 3 5
3 3 6
338循環器内科学肺商血1倒永兆痴井幾序に関する妓近の話題
佐久冏聖仁,刈剖夕明彦,白士邦屶
途_学のあゆみ,208(4):223-224 2004
診捺の尖際と妓新のトピックス
佐久f瑚梨イ_1,訂 E邦屶
救急・然,1・ヰ台療,16(4):441-446 2004
肺1布血ル症の診断心エコー・カテーテル検査から
仇久冏聖仁,1t1士邦屶
Heart view,8(8):20-24 2004
深部卸脈血栓症・肺血栓塞栓症の最新の画像診断法
佐久刷聖仁,白十.邱男
タH斗治療,91(3):289-294 2004
心外膜疾恕、
佐久剛聖仁,内士邦屶
H冗辻矢.剖i会判[誌,132(8):198-199 2004
エポプロステノールナトリウム仙川による原発性川h窃血ル症の・予後の改鮮(錦
゛愉
仏藤徹,京谷晋子f,松原広■,佐久Ⅲ凹野_1,田避估宏,小川聡,小西
!臼:文,广1上邦リJ,栗1_[1需之,倒枝武裟,柚地泰之,荒木文火
診療と斬粲,41(10):19-28 2004
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1981年
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C o m p a r a t i v e  s t u d y  o f  p l a s m a  c a t e c h o l a m i n e  c h a n g e s  d u T i n g  v a r i o u s  e x e r c i s e s
神 Ⅱ 1  仁 , 羽 杠 U 川 売 , 荒 井 徹 , 白 士 邦 屶 , 小 岩 、 禽 : 郎 , , ・ 1 ・ 岫 鳥 俊 之 , 金 沢 正
略 , イ ・ i 川 健 , 大 Υ f 正 敏 , 橋 Π 良 一 ・ , 三 父 知 文 , 沌 鳥 仟
]  o f  M o l e c u l a r  &  c e Ⅱ U 1 雛  C 印 ・ d i 0 1 0 g y , 1 3 : 7 3  ( a l 〕 s t r a c t ) 昭 不 Π 5 6 イ f
1 9 8 3 年
E 丘 e c t s  o f  o x y g e n  B r e a u 〕 i n g  o n  p u l m o n a r y  v a s c u l a r  l n p u t  l m p e d a n c e  i n
P a Ⅱ a 北 S  w i t h  p u l n 〕 o n a r y  H y p a l e n s i 0 Π
T a k a s h i  H a n e d a ,  T O S I 】 i y u l d  N a k a j i m a ,  K u n i o  s h i r a t o ,  s a c h i o  o n o d e r a ,
T a m o t s u  T a k i s h i m a
C h e s l , 8 3 : 5 2 0 - 5 2 7  Ⅱ 〕 8 3
5
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A s s e s s m e n t  o f  t l 〕 e  M a g n i t u d e  o f  A m ' t i c  R e g u r g i t a t i o n  b y  D y e  l n j e c t i o n  l n t o
U ] e  D e s c e n d l n g  A o r t a
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C a Ⅱ y  u 〕 i c I く e n e d  i n t i m a  o f  h u m a l 〕  c o r o n a r y  a r t e r i e s
M .  F u k u c h i ,  J .  w a t a n a b e ,  K . 1 く U m a g a i ,  S .  B a l ) a ,  T .  s h i 1 1 0 z a l d ,  M .  M i u r a ,
Y .  K a g a y a ,  K .  S I 〕 i r a t o
L a b o l a t r o y  l n v e s l i g a t i o n ,  S 2 : 1 4 3 7 - 1 4 4 7  2 0 0 2
2 7 2
C o m p a r i s o n  o f  t h e  e f { i c i e n c y  o f  T e p a 、 f u s i o n  t h e r a p i e s  f o r  e a r l y  m o r t a l i t y  丘 o m
a c u t c  m y o c a l ' d i a l i n f a r c t i o n  i n  J a p a n ?  R e g i s t r y  o f  M i y a g i s t d u y  G r o u p  { r o  A N n
( M S A M I ) ?
K .  s a l く U r a i ,  J .  w a t a n a l ) e ,  K . 1 W a b u c h i ,  Y .  K o s e k i ,  Y ,  K o n - n o  M .  F u k u c h i ,
T .  K o n ] a r u ,  T .  S ] 1 i n o z a k i  八 1 .  M i 山 " a  M .  s a l く U n 〕 a ,  Y .  K a g a y a ,  S .  K i t a o k a ,  K
S ] ] h ' a t o
C h ' c u l a t i o n  J O U T n a ] , 6 7 : 2 0 9 - 2 1 4  2 0 0 3
2 7 3
C ] ] a r a c t e r i s t i c s  a n d  l - y e a r  P 円 g n o s i s  o f  m e d i c a Ⅱ y  t T e a t e d  p a t i e n t s  w i t h
C h r o n i c  l 〕 e a r t  f a i l u r e  i n  J a p a n  -  c h r o n i c  H e a r t  F a i l u r e  A n a l y s i s  R e g i s t r y  i n
T o h o k u  D i S れ ・ i c t  ( C H A R T )
Y . 1 く o s e k i ,  J .  w a t a n a l 〕 e ,  T .  S I ] i n o z a k i ,  M .  s a ] く U m a ,  T .  K o m a r u ,  M
F u k u c h i ,  M .  M i u T a ,  A .  K a r i b e ,  Y .  K o n - n o ,  H .  N u m a g u d 〕 i ,  M .  n i n o m i y a ,
Y .  K a g a y a ,  K .  s h i r a t o
C i r c u l a t i o n  j 0 山 ' n a l , 6 7 : 4 3 1 - 4 3 6  2 0 0 3
2 7 4
I m p a c t  o f  h y p e r c h o ] e s t e r o l e m i a  o n  a c i d o s i s - 1 n d u c e d  c o r o n a r y  m i c r o v a s c u l a T
d i l a t i o n
H i r o ] d  s h i o i r i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  K o u i c h i  s a t o ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  J u n
W a t a n a b e ,  K u n i o  s h i r a t o
B a s i c  R e s e a r c l 〕 i n  c a r d i 0 1 0 g y , 9 8 ( 2 ) : 7 6 - 8 3  2 0 0 3
275Vasodila加r signals from the ischemic myocardium are transduced to the co・
ronary vascular wa11 by pertussis toxln-sensitive G proteins: a new ex・
Pa'in)a〕tal method {or the analysis ot the interaction between the myocardium
and coronary vessels
Kouichi sato, Tatsuya Komal'U, Hirold shioiri, Hiroshi KanatS111くa, Kunio
Shirato
J0山'nal of American c0Ⅱege of cardi010gy,39(11):1859-1865 2002
276Cytochrome P450 Metabo]ites but not NO,PG12 and H202 Contribute to
Acetylcholine-1nduced Hyperpolarization of pressurized canine coronary
Microvessels
Mitsua]d Tanaka, Hiroshi Kanatsuka, Boon Hooi ong, ToshinoriTanika・
Wa, Akira uruno, Tatsuya Komaru, Ryoichi Koshida, Kunio shirato
American Jour11alof pl〕ysi010gy,285(5): H1939-48 2003
27フ
2004年
TI〕e upregulation oflcAM-1 and p-selectin requires high blood pressure but
not CⅡ'culating renⅡ〕-ang]otensln systen〕 1n vlvo
Huan wang, Jun Nawata, Noriko Kakudo, Koichiro sU即m轍'a, Jun
Suzuki, Masah北O sak山na, Jun 11祀da, Kunio shirato
Journal of Hypa'tension,22 (フ):1323-1332,2004
278
71
Warfatin-1ntradable,1ntraatrialThrombogenesis in A 52-Year-old woman
With Mitral stenosis and C11ronic AtTia] Fibri11ation
Mitsumesa Fukuchi, Koji Kumagai, Masahito sakuma, Yutaka Kagaya,
Jun wa{anabe, Koicl〕i Tabayashj, Kunio shirato
The Tohoku Joun〕al of Experimental Medicine 203:59-63,2004
279Expression oftl〕e von X入linebrand Factor in Atrial Endocardium is lncreased in
Atrial FibriⅡation Depending on u〕e Extent of structural Remodeling
Koji Kumagai, MitS脚nasa Fukucl], Jun ohta, shigeo Baba, Katsuhiko
Oda, Hiroji Aldmoto, Yutaka Kagaya, Jun 工入latanabe, Koid〕i Tabayashj,
Kunio shirato
Circulation Journal,68(4):321-327,2004
280Analysis of chl'onic Heart Failure Registry in the T01〕oku District-Third Year
F0ⅡOW-UP-
Nobuyuki shiba, Jun watanabe, TsuyoS11i shinozalくi, Yoshito Koseld,
Masahito sak山na, Yutaka Kagaya, Kunio shiTato
Circulation Journal,68(5):427-434,2004
7 2
2 8 1
R a t i o n a l e ,  D e s i g n ,  a n d  o r g a n i z a t i o n  o f  a ] e  D i a s t o l i c  H e a l ' t  F a Ⅱ U r e  A s s e s s m e n l
S t u d y  i n  T o h o k u  D i s l r i c t  ( D I A g D
T s u y o s l 〕 i  s l 〕 i n o z a k i ,  J u n  工 入 l a t a n a l ) e ,  J u n i c h i  K i k u c h i ,  K e n j i  T a l n a l { i ,  N O ・
b u o  H O S I 〕 i ,  M a s a t o  H a y a s 】 1 i ,  Y u k i o  o n o d a ' a ,  T e t s u y a  H i r a m o t o ,  J u n  1 1 く e ・
d a ,  M a s a h i t o  s a k u m a ,  M i t s u m a s a  F u k u d ] i ,  M a s a f u m i  s u g i ,  Y u t a k a
K a g a y a ,  K u n i o  s l 〕 Ⅱ ' a t o
C i r C 1 1 1 a t i o n  J o u m a l , 6 8 ( フ ) : 6 6 0 - 6 6 4 , 2 0 0 4
2 8 2
C h a r a c t e r i s t i c s  0 ι  t h  i n c r e a s e  i n  p l a s m a  b l 、 a i n  n a t r i u r e t i c  p e p t i d e  l e v e ]  i n  l e R
V e n t r i c u l a r  s y s t o l i c  d y s f u n c t i o n ,  a s s o c i a t e d  w i t 1 1  m u s c u l a r  d y s t r o p l ] y  Ⅱ ]  c o m ・
P a T i s o n  l v i t l ]  i d i o p a t h i c  d i l a t e d  c a r d i o m y の 〕 a u ] y
J u n  D e n ) a c h i ,  Y u t a k a  K a g a y a ,  J u n  w a t a n a l ) e ,  M a s a h i t o  s a k u n ] a ,  J u n
1 1 く e d a ,  Y a s u n o r i  K a k u t a , 1 y o k o  M o t o y o s l ) i ,  T a k e s h i  K 0 1 〕 n o s u ,  H i r o a k i
S a l く U m a ,  s h i g e t u  s h i m a z a l d ,  H i d e a k i  s a k a i ,  T e i k o  K i m p a r a ,  T o s h i a l く i
T a k a h a s h i ,  K i y o s h i  o n Ⅱ l r a ,  M i h o  o k a d a ,  H Ⅱ ' o s h i  s a i t o ,  K u n i o  s h i t a t o
N e u r o m u s c u ] a r  D i s o r d e r s , 1 4 : 7 3 2 - 7 3 9  2 0 0 4
2 8 3
I n f e r i o r  v e n a  c a v a  F Ⅱ t e r  i s  a  N e w  A d d i t i o n a l  T h e r a p e u t i c  o p t i o n  加  R e d u c e
M o r t a 1 北 y  F r o m  A c u t e  p u l m o n a r y  E m b 0 Ⅱ S m
M a s a h i t o  s a R u m a ,  M a s h i o  N a k a y a m a ,  N o r i f u n 〕 i  N a k a n i s h l ,  Y o s h i y u l d
M i y a l 〕 a r a ,  N o b u h i r o  T a n a b e ,  N o r i k a z u  Y a m a d a ,  T a k a y u k i  K u r i y a m a ,
T a k e y o s l ] i  K u n i e d a ,  T s u n e a l d  s u g i m o t o ,  T a k e s h i  N a k a n o ,  K u n i o  s l ] 1 r a t o
C i r c u l a l i o n  J o u r n a l , 6 8  四 ) : 8 1 6 - 8 2 に 0 0 4
2 8 4
R i g h t  v e n t r i c u l a r  s y s t o ] i c  F u n c t i o n  a n d  t l ] e  N l a n n e r  o f  T r a n s f o r m a Ⅱ o n  o f  t h e
R i g h t  v e n t r i c l e  i n  p a t i e n t s  w i t h  D Ⅱ a t e d  c a r d i o m y o p a t h y
S 1 1 i g e t o  o y a n 松 ,  M s a h i t o  s a l a l m a ,  K o h t a r o h  K o m a l d ,  H i d e h Ⅱ く 0  l s h i g a l く 1 ,
M a ] く o t o  N a k a g a 、 v a ,  H i d e n a T i  H o z a w a ,  Y o s h i t o  Y a m a n l o t o ,  Y u t a ] く a
K a g a y a ,  J u n  X 入 l a t a n a b e , 1 く U n i o  s h i r a t o
C i t c u l a t i o n  J o u r n a l , 6 8 ( 1 0 ) : 9 3 3 - 9 3 7  2 0 0 4
2 8 5
H y p e T c h o l e s t a ' o l e m i a  l m p a i r s  T r a n s d u c t i o n  o f  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  D e r i v c d
F r o m  l s c h e m i c  M y o c a r d i u m  M y o c a r d i u m - M i c r o v e s s e l  c r o s s - T a ] R
K o u i c h i  s a t o ,  T a t s u y a  K o m m ・ U ,  H i r o ] d  s h i o i T i ,  s a t o r u  T a k e d a ,  K a t s u a l d
T a k a h a s h i ,  H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  M a s a ] 1 a r u  N a l く a y a m a ,  K u n i o  s ] 〕 h 、 a t o
A r t e r i o s d a ・ ' 1 ' h r o m b  v a s c  B i 0 1 , 2 4 : 2 0 3 4 - 2 0 3 9  2 0 0 4
2 8 6
E p i d e m i 0 1 0 g y  o f  p u l n l o n a r y  E ] n b o l i s m  i n  J a p a n
M a s a h i t o  s a k u m a ,  T o h r u  T a k a h a s h i ,  J u n  D e n 〕 a c h i ,  J u n  s u z u l d ,  J u n
N a w a t a ,  N o r i k o  K a k u d o ,  K o i c h i Y o  s u g i n 〕 u r a ,  B o o n - H O 0 1 0 n g ,  H u a n
W a 1 唱 ,  K e n y a  s a j i ,  K u n i o  s l 〕 i T a t o
K .  s h h ・ a t o ( E d . )  v e n o u s  T h T o m b o e m b 0 Ⅱ S m  p r e v e n t i o n  a n d  T r e a t m e n t
2 0 0 4
Ⅱ.学会研究発表
1974年
選択的集剤注入による冠血流波形変化について
" 1二邦男,木名孝夫,商橋良・ー,渋谷秀鄭,大谷昌平,宮沢光瑞
群H51回日本脈管学会総会札1呪Ⅲ仟叫9イNωj
1981年
心の拡張期特竹に及ぼす心}膜の影樂
白士邦男,小嶋俊之,釡沢正晴,石川健,澁島仟
第45回日本循環雛学会総会シンポジウム「拡張期の心力学」東京昭和
56匂二 3月27 U
パネルディスカッション汀姉性心をめぐる諸問題』右室機能
冉上邦屶
第32回Π本胸部疾懲学会東北地方会仙台昭和56年5打29U
1982年
局所心筋動態に及ぼす心膜の影料
白1邦男
第3回心臓のノJ学と制御に1刈する研究会徳島昭羽157年10月8日
1984年
心,心膜,肺の村、1_互関係シンポジウム肺循環
白士邦男,他
第25回"本脈管学会総会東京昭和59年Ⅱ打 5 -7臼
1985年
1
2
3
4
73
5
6 メビ室造影画像のU動解析の試み
白士J心屶,猪岡央二,羽根田隆,清水力雄,佐膝荘太郎,施島
越陽・,斎眉{恒挑,ル判岡芳火,小松研・・'
第24回日本MEツ会大会札幌 7刀12日
川]心性心をめぐって血行動態を中心として明側生心と右心心對指)
白上邦屶
第221可 1_1木1翻,床生則!学会総会千葉 10jj]7日
1986年
シンポジウム"呼吸不全の多臓器障轡"心・血管系・右心糸
白士邦男
第261川日木胸部疾恕、学会総会福岡昭荊161年4 打 9 H
8
仟,水
?
7 4
1 9 8 7 年
ロ コ ル ナ ー ル の 幌 症 心 不 令 に 対 す る 使 川 経 験
内 ・ 上 邦 リ 」 , 澁 島 任
M R C の 会 仙 台 昭 羽 1 6 2 4 予 ] 1 ナ 」 6 日
心 膜 の 心 機 能 に 及 ぼ す 影 糾
" 上 邦 屶
第 3 1 回 東 北 脈 徹 ・ 研 究 会 仙 介  I V 杯 1 1 6 2 午 1 2 " 1 2 Π
9
1 0
1 1
1 9 8 8 年
S i ぴ n i f i c a n c e  o f  a ] e  p e r i c a r d i a m  { o r  C 田 、 d i a c  f u n c t i o n  i n  a c u t e  i s d l e m i a  w i t ] ]
V O ] u m e  o v e r l o a d
h 」 二 J 心 男 , 佐 久 制 雪 町 二 , 及 川 仁 元 , 加 削 泰 敦 , 小 川 披 , 石 川 萸 彦 , 沌 1 ■ 任
3 r d  p e r i c a r d i a l  c l u l 〕 ( w a s l ) i n g 加 n  D . C .  U . S . A . ) , ] 9 8 8 . 1 1 . 1 3
1 9 9 0 年
原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 長 瑚 予 後 に 文 」 す る 抗 凝 固 薬 , 血 管 拡 引 て 粲 併 川 療 法 の 効 宋
白 士 邦 男 , 滝 島 仟 , 尾 形 公 彦 , 大 礼 正 敏
第 8 7 回 Π 人 内 科 学 会 総 会 東 京 〒 成 2 年 1 打  6 Π
1 9 9 2 年
左 冠 動 脈 十 蛉 部 閉 空 に よ り 狭 心 症 発 作 を 繰 り 返 し た 大 動 脈 炎 症 候 群 の ・ ' 例
杉 正 文 , 大 H 1 圧 敏 , 池 田 淳 , 白 上 邦 男 , 瀧 島 仟
錦 3 4 印 1  柬 北 心 寸 m 管 造 影 懇 話 会 仙 六 平 成 4 午 2 上 Ⅱ 4 1 , 1
弛 緩 朔 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 急 、 忰 冠 血 沈 低 下 の 影 "
朴 沢 英 成 , 内  1 1 邦 男 , 佐 久 Ⅲ 凹 町 . , 1 〒 j l i 英 彦 , 占 田 浩 司 , Ⅱ _ 1 本 美 人 , 瀧 g , 任
第 1 0 引 リ 1  Π 木 循 環 排 学 会 総 会 東 』 ヒ 」 也 力 会 仙 台 平 成 4 イ F 2 ナ 1 2 8 臼
右 室 の 血 液 昂 出 に 及 ぼ す 左 室 の 影 粋
石 加 萸 彦 , 亡 凶 二 邦 リ } , 仏 久 Ⅲ 1 聖 仁 ,  i Y 田 1 告 司 , オ 、 ト 沢 英 成 , 駒 木 亨 メ く 郎 ,  1 舵
島 任
第 5 6 1 回 Π 本 l j 削 業 器 学 会 総 会 下 菓 乎 成 4 イ r 3 j ] 2 6 Π
急 性 j " 血 の 弛 緩 期 局 所 心 筋 動 態 へ の 影 紳
朴 沢 英 成 , 白 上 邦 リ } , 佐 久 1 1 _ 1 1 中 仁 , 石 上 i 共 彦 , 1 i Ⅱ N 告 川 一 駒 人 孝 太 郎 , 1 」 」
本 渡 人 , 片 ・ リ Π 誠 , 瀧 島 仟
第 5 6 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 千 菜 ・ 平 成 4 匂  3 打 2 7 Π
交 感 神 経 刺 激 時 と カ テ コ ラ ミ ン 投 与 1 1 寺 に お け る ノ f 率 収 縮 力 に 、 ' え る 影 糾 の 尾 y ι
に つ い て
洗 仟 1  右 , 池 田 浄 , 杉  i 〔 文 , 関 Π 汗 ' r , " 士 邦 屶 , 沈 配 , 任
第 5 6 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 千 葉 平 成 4 年 3 打 2 7 f l
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
18 冠血流減少U寺の拔3長jりⅡf ・心■万剣瑚係について
Ⅱ_1木義人,内士邦リ」,佐久岡聖仁,石m英彦,・1!i田浩司,朴沢英成一駒木
孝太郎
第1岬101 Π本循瑞W゛デ会東北地力会仙台平成4仟 6打 5 Π
急、性冠閉*の局所孤マ張動態に及ぼす影"
U'久惜リ豐仁,白士邦男,石垣共彦,]!Π・Ⅱ浩司,朴沢英成,1駒木孝太郎, U、1
本義人
第1081回目本循喋器学会東北地ノj会盛悩」平成4イに9 珂19目
イi冠動脈閉塞心における容1'負荷とドブタミンの影料一拔W長終期の検肘
青田沿司,白士邦男,佐久冏聖仁,石垣央彦,朴沢英成,'駒木孝太郎
第108阿臼木循喋器学会束北地方会盛岡平成4午9門19Π
左室収締終剣ル・・心筋長関係に及ぼす局所冠血流}'1減少の影糾
山本設人,白士邦屶,佐久剛聖イニ,石垣英彦,青田浩司,朴沢英成,駒木
孝太郎
第108回Π人循環器学会東北地力会盛岡平成4年9打19H
交感神経活性が低卜した}り、態でも,外国性のノルエピネフりン投,・は左室珍H仕
変力仟川を増強させるか?
澁田有,池田淳,杉正文,陛11げ羊平,白上邦屶
錦33回Π人脈管学会岡ル1 平成4年10門21日
特発性胴絲泉雜症における川」胞構造改築に関するマトリックスメタロプロテアー
ゼ群の発現
1」_1内広平,派立堆,人谷明夫,名介宏,志村早苗,白1邦男
厚生名"定族恋、「びまん性肺疾悲、調査研究捌U 平成4イW叟研究祁告会東
京平成4年12J14 "
19
20
26
21
22
23
75
24
1993年
ブラデイキニンによる気近粘膜 1;1保からの分泌機序
長1岐雅俊,志村早苗,佐々木司,佐藤正俊,佐々木英忠,瀧島任,白
十,お男
芽巧回気通病態シンポジウム東京平成5年11123Π
慢件剛塞性川」疾患患名に於ける迎動負荷瑚KG6のP波応答
田Π治,雅川沙,小川沿正,水澤心紀f,岡部快・,菊池再博,瀧島
任, fl・に邦男
厚牛、孕科寺定候恕、呼吸不金ヨ'査研究班,平成4年座第21旦1 総会東京平
成 5 匂こ1 冴 25 Π
虚血後再淋流時における局所心筋血流,楠摂取,遊籬脂肪触摂取の定量的解析
山根lh理了・,武1Ⅱ大也,柴信行,千1羽雅信,野1崎哲"、],1_Ⅱ11伝11、,广1」_:
邦リ}
第109回Π本循環器学会柬北地力会仙台平成5午2ナ119H
25
7 6
2 7
急 , 打 急 m 心 に お け る ド ブ タ ミ ン の 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 影 糾
佐 久 冏 聖 イ _ _ 1 , イ i 垣 英 彦 , 1 1 Ⅱ 1 浩 司 , 朴 沢 英 h 艾 , 駒 人 孝 太 郎 , Ⅱ 1 人 義 人 , 白
W 3 男
第 1 0 9 1 川 Π 本 循 瑞 謁 昂 学 会 柬 北 地 方 会 仙 台 平 成 5 年 2 j Ⅱ 9 Π
ア レ ル ギ ー 疾 戀 、 に お け る サ イ ト カ イ ン
大 野 勲 , 白 士 邦 屶
第 2 7 回 東 北 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 青 森 平 成 5 q ・ 2 刀 2 0 日
気 管 支 喘 忘 、 悲 、 者 の 昭 疹 小 剤 Ⅲ 炮 に お け る サ イ ト カ イ ン の 局 在
人 野 勲 , 星 宏 紀 , 山 内 広 平 , 西 岡 き よ , 佐 1 係 裕 f , 川 村 弦 , 丹 對 り 太
大 , 血 上 邦 劣
第 2 7 舮 1  束 北 ブ レ ル ギ ー 懇 お 舌 会 青 森 平 成 5 年 2 打 2 0 訂
上 気 道 抵 抗 症 候 群 と お も わ れ た 過 趾 U 企 の 2 例
1 朔 部 椣 一 , 飛 1 羽 渉 , 仟 Ⅱ 、 】 治 , 小 川 浩 Ⅱ , 水 浮 唯 沫 己 ・ f , 進 際 千 代 彦 , 菊
池 喜 陣 , 鞭 島 任 , 白 士 邦 男
第 1 0 回 睡 恨 呼 吸 師 * 側 究 会 東 京 平 成 5 年 2 河 2 7 Π
桜 性 閉 塞 性 肺 肺 霄 態 、 者 の 気 道 組 織 に お け る サ イ ト カ イ ン の 発 現
大 野 勲 , 山 内 広 平 , 打 野 恭 夫 , 白 士 邦 屶
第 1 3 回 東 北 免 疫 研 究 会 仙 台 平 成 5 年 3 村  6 Π
ア レ ル ギ ー 件 慢 性 気 道 炎 症 が 神 経 原 性 気 道 収 縮 反 応 に 及 ぼ す 影 辨
小 嶋 夏 f , ー ノ 瀬 正 和 , 五 十 嵐 淳 , 三 浦 元 彦 , 佐 々 木 康 夫 , 高 橋 識 全 ,
山 内 淑 行 , 戸 荷 乳 文 , 井 上 洋 西 , 靴 島 任 , 白  1 二 邦 男
第 2 9 印 1  気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 打 1 3 日
ロ イ コ ト リ エ ン D 4 由 来 気 道 炎 症 に お け る 内 因 性 タ キ キ ニ ン の 開 与
石 川 淳 , ・ ソ 瀬 正 利 , 二 1 浦 元 彦 , 中 嶋 夏 ・ f , 山 内 淑 行 , 戸 蒔 雅 文 , 佐 々
木 康 大 , 井 上 洋 西 , 白 士 邦 男
第 2 9 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 打 1 3 H
抗 原 誘 兆 性 気 道 収 縮 に 対 す る K チ ャ ン ネ ル ブ ロ ヅ カ ー の 川 怖 喉 力 采
山 内 淑 ? j , _ ' 浦 元 彦 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 石 川 淳 , 小 嶋 夏 f , 戸 1 埒 雅 文 , 佐 々
木 康 夫 , 井 上 洋 西 ,  h 上 邦 屶
第 2 9 1 回 気 道 過 敏 竹 研 究 会 東 京 平 成 5 年 3 月 1 3 Π
気 管 支 喘 息 及 び 慢 性 気 管 支 炎 患 者 に お け る 峪 疾 小 サ プ ス タ ン ス P 耻 の 検 討
戸 蒔 雅 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 小 嶋 安 子 , 山 内 淑 行 , 井 W 下 西 , 白 十
邦 男
第 2 9 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 イ r 3 J 、 ] 1 3 日
血 小 板 活 性 化 囚 子 ( P A F ) に よ る 人 単 一 好 触 球 細 胞 内 C a 濃 度 変 化 の 画 像 解 析
奈 良 正 之 , 角 田 康 典 ,  H W U 放 也 , 大 城 社 子 , 田 村 弦 才 龍 島 任 , 内 丁 に 邦 屶
第 2 9 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 5 午 3 刀 1 3 日
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37 喘飽、死に至,つた重症喘息のーイ列
柴崎篤,川村弦,<冏正明,1ι1、に邦屶,鈴木沢耶,進藤画合f,小野
康夫
気管支喘恕、対策協議会第 1回講演会仙会平成5年3例19日
近延,甲.WH安心位時における局所的剤Ⅲ抱内カルシウムイオン動態
沼 1_1裕隆,イiⅡ_1イti止,三ι浦昌人,希t島任, h_1_二J3リ}
第57回Π本循環器学会染張平成5年3村25日
カルシウム波の雌発活動(TriggeredactiVⅡy)における寄与、・その不整脈源
性について
小田浩司,石出信正,二浦昌人,白十J¥男
芽巧7回日人循喋器学会下葉平成5年3月25H
Ca2十過負荷時における心筋細胞の批W長期井同期時的運動と拡張機能陣弐
イi田滋子,篠峪毅,石出偏正,白十邦男
第57回日本循喋器学会千柴平成5年3j125日
'〒1朝'後収縮充生!1寺における小1雛心筋菊朋包カルシウムトランジェンツ
桜井充,イi出偏止,ξ浦品人,小IU浩'・q,篠崎毅,1舵島仟,白 1二邦屶
第571回日木υ1郭業排学会千葉平成 5年3jj26日
心働^1"ⅢⅢ寺の"境界城"における局所心筋血流,刈沸UR,逝謝則昇肪酸摂取の関係
山根111理子,武山大也,柴偏行,千醐牙佐信,石出信正,荊W■任,广1士
邦屶
第57師1 Π本循環器学会千葉平成5年3刀26Π
肥大型心筋症と商血圧心における心筋楠代謝の差凪
内士邦屶柴佶行,イ_州1イ,_i止, 11_1根山理・f,千田邪イ'i,加賀谷11[1』、丑',
第'57回 H人循環器学会下築平成5イr3 "26日
心筋,レセプターの局在性に1刈する検討
杉正文,池田淳,沌殉イi,関口洋平,白十邦男
第57印1 口本循瑞洲一二会総会下柴、平成5年3 牙25-27目
村1製塾業法をΠハヅ劃"血部心筋の1制弼牛偵算定
本川英行,小岩、貞1Ⅲ,商木1上彦,菊地淳・・,』11 仁火,白十J3屶,谷順
(東北人学流体科学研究所)
第571司日木循喋器学会総会千集平成5年3村25-27U
超音波ドヅプラーでの動脈壁徴小振動検出に」'づいた動脈硬化症の診断
小岩再郎,商人壮彦,菊」也淳・,本Ⅱ1英〒j,星信夫, E11,心男,金井
佶,小鉢戀賢(東北人学に学都)
第57回 H本循喋器学会総会千柴干、成5午3門25-27H
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A 址 h 捻 C y d 血 e 系 抗 痛 剤 に よ る 淋 在 性 心 不 全 の 早 川 } 検 出 一 食 道 ペ ー ジ ン グ 負
荷 エ コ ー 法 を 加 い て ・
櫻 ル 克 彦 , 小 岩 喜 郎 , 前 原 和 平 , 島 木 壮 彦 , 菊 地 淳 ・ ー , 盛 田 y 酔 村 , 杉 Ⅱ 1
文 , 福 嶋 孝 子 , 古 関 義 人 , 小 山 二 郎 , 金 野 裕 司 ,  h 士 邦 男 , 瀧 島 任 , 斎
峠 淑 イ ・ ( 第  3 1 大 」 科 )
第 5 7 回 日 木 循 環 將 学 会 総 会 下 葉 平 成 5 年 3 打 2 5 - 2 7 Π
造 影 法 に よ る 拡 張 型 心 筋 症 の イ i * 機 能 の 検 討
' 駒 木 孝 太 郎 ,  h  1 二 邦 男 , 佐 久 1 州 聖 仁 , 石 1 Ⅱ 英 彦 , 青 f Ⅲ 告 司 , 朴 沢 英 成 , 山
人 裳 人
第 5 7 1 司 日 木 循 環 器 学 会 総 会 千 架 平 成 5 圷 ・ 3  打 2 5 - 2 7 日
右 冠 動 脈 1 羽 楽 1 蒔 の 容 W d 气 ' i 帛 と ド ブ タ ミ ン 投 り の 影 判
青 田 浩 司 , 1 ' 1 1 二 邦 男 , 佐 久 冏 聖 仁 , イ i 垣 英 彦 , 木 卜 沢 萸 成 , 駒 木 孝 太 郎 , " _ 1
本 義 人
鮮 兆 7 回 日 木 循 喋 器 学 会 総 会 千 葉 平 成 5 年 3 打 2 5 - 2 7 Π
閉 案 性 障 吉 を 有 す る 喫 煙 者 の 気 這 紲 織 に お け る サ イ ト カ イ ン の 発 現
大 野 勲 ,  h  に j お 男 ,  J .  G a u l d i e ,  M .  J o r d a n a  ( M C M a s t e r  u n i v . )
第 3 3 回 日 本 胸 部 疾 態 、 学 会 総 会 獣 浜 平 成 5 年 4 村  8 日
覚 酸 ラ ッ ト 延 伽 孤 柬 核 に お け る 低 酸 素 負 荷 時 グ ル タ ミ ン 酸 の 変 動
小 川 浩 止 , 水 澤 心 紀 子 , 菊 池 悪 汁 専 , 飛 田 渉 , 黒 洋 一 , 1 岡 部 快 一 ' , 田 口
治 , 進 藤 千 代 彦 , 白 ・ 上 邦 屶
第 3 3 山 1 日 木 胸 剖 " 矣 患 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ r 4 j 」 8 日
覚 醒 ラ ッ ト 孤 暁 ι 核 に お け る ク ル タ ミ ン 酸 の 呼 1 吸 に 及 ぼ す 影 燮
水 澤 ゛ 紀 子 , 小 川 浩 正 , 飛 田 渉 , 菊 池 轡 博 , 岡 Ⅷ 夕 膜 ・ ' , 田 口 治 , 巡 藤
千 代 彦 , 白 士 邦 屶
第 3 3 1 川 Π 本 胸 荊 g 矣 態 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ r 4  打  8  H
ヒ ト 気 道 粘 映 下 1 保 細 胞 の イ オ ン チ ャ ン ネ ル
佐 々 木 司 , 山 谷 睦 鮒 , , 占 村 〒 苗 , 佐 藤 正 俊 , 長 岐 珊 俊 , 佐 々 人 英 忠 , 白
上 J 心 屶
第 3 3 踵 1 日 木 胸 都 " 矣 W 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 年 ・ 4 月 8 日
気 通  L 皮 イ オ ン ト ラ ン ス ポ ー ト に お け る  L a m i n i n の 関 与 に つ い て の 検 討
山 本 実 , イ メ 訂 藤 正 俊 , 山 谷 睦 雛 , 増 田 徹 , ' ト 1 〒 畄 , 佐 々 木 司 , 仏 々
木 萸 忠 , 洗 島 任 , 白 士 邦 リ }
第 3 3 1 川 日 人 胸 部 疾 恋 、 学 会 総 会 獣 浜 平 成 5 年 4  打  8 日
ブ ラ イ デ イ キ ニ ン に よ る 気 道 粘 暎 下 腺 か ら の 分 泌 機 序
長 岐 邪 俊 , 志 村 ・ 甲 苗 , 佐 々 木 司 , 佐 j 藤 正 俊 , 佐 々 人 英 忠 , 1 龍 島 任 , 冉
士 邦 男
第 3 3 1 田 Π 木 胸 剖 g 失 慰 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 年 4  刀  8  Π
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56 気管支喘飽、と接着IN子の動態
火加Π京緋一,山内広十・,晃宏紀,丸山修寛,相沢敏也,丹野恭火,1、"村
弦,1能'b 任,广1士邦リ}
第33回Π本加ナ部疾恕メ1会総会横浜平成5年4打 9日
カトミウム(cd)による肺1筆占におけるサイトカインおよび坤訊劇村子の経Π占
的発見
人野 11ψ,白・1J心男, J. Gau]die, M. Jordana (MCMaster univ.)
第33印1 Π本胸部炊建、学会総会横浜平成5年4 打 9日
閉塞竹」極1択1侍無印乎1吸患者のオトガイ下ペーシング法による治療効果 MSLT
による舒価
飛山渉,岡部,映・・',11§!争・,小川沿正,水浮Ⅲi紀・f,桜井祓,Ⅱ11-1
治,進藤下代彦,菊池下村導,1龍島仟,白Σ1_:邦屶
第331川日本胸部疾患に会総会織浜平成 5年4 打 91,1
織隔映神経切断による筋紲織の長期的変化
進藤下代彦,小川粘正,水洋岨紀・f,菊池喜糾, J佳H1 渉,"上邦屶
第33回日木胸部疾態、'γ会総会織浜平成5イf4 打 91Ξ1
Ne雛一f飢alasthma恕、者における化学訟預行と呼吸困M
菊池再博.,岡部悼一,飛Ⅱ1 沙,緑川淳,近j佳下代彦,1_1_1口治,小川
沽正,水沢叩紀子,沌島仟お白十訓1男
第331可日本j恂部疾恋、学会総会雛i浜平成5年4 列 9 Π
気管支畍胞洗浄田AL)後に急件憎恕を示した特発性111様泉雜症例 qpF)の検肘
樋波奈々f,志村〒'畄,飛H1 沙,福1;b健泰,佐々木英忠,補郡;b 仟,内
上邦屶
第33和1日木肺が彬疾恕工r会総会横浜平成5イf4 村 911
デキサメサゾンによるヒトボ梢m球におけるルー5遺位f発現の抑制
伏見俊明,岡Ⅱ_1 博,志村〒・位,メUU修寛,山村弦,佐々木央忠,澁島
仟,白十J'り}
第33回日ポ胸部疾態、孚会総会桜i浜平成 5イf4j19 Π
慢竹_抗1東1県鰯による神経原竹気近収漸討父/t、の変化
寸岫鳥夏・子,・ノ湘酬1和,1ι1'嵐丹,・ξ浦元彦,,宕汁命識〒,1Ⅱ1上」淑行,佐
々人ι1↓火,1、i川淳,戸i侍吼f文, JI・上洋西,市tl;1,仟, h三1二邱リ}
第331司Π木胸・部疾恋学会総会柑i浜平成 5午4 打 9 Π
見町乍モルモットの慢性抗原1吸人チャレンジによる気道反応竹の九進についての
検肘 Gn vivo)
山内淑打,-1瀬正和,ホ1嶋夏1,商橋識系,五十嵐敦,三油尤彦,戸
i1与雅文,佐々人康火,1i川瀞、, jl・上1Υ二西, t弛J;b 任, n、上J心リ}
第33回 1_1小胸附り矣恕j1会総会横浜平成5年4 村 10日
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K +  c h a m W 1 1 刑 1 1 蔡 に よ る 判 1 経 原 竹 気 道 炎 症 抑 制 効 果
戸 1 1 寺 雅 文 , 石 川 涼 , ・ ・ ノ 瀬 止 和 , 高 お 偏 敲 〒 , 巾 嶋 聖 子 , 三 浦 元 彦 , 1 _ Ⅱ 内
淑 h , 五 1 ' 嵐 敦 , 佐 々 木 康 夫 , 井 上 洋 西 , 沌 島 任 , 1 h 上 邦 男
錦 3 3 回 Π 人 加 バ 彬 疾 悲 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 イ 1 " 4  打 1 0 Π
血 小 板 1 舌 竹 化 1 河 ・ f  ( P A F ) に よ る 人 単 ' 好 酸 球 舗 肱 包 内  C a 濃 度 変 化 の 四 像 解 析
奈 良 1 1 之 , 鈎 山 廩 典 , 相 沢 敏 也 , 大 城 社 f ,  H 1 村 弦 , 瀧 島 仟 , 門 十 邦 屶
第 3 3 1 回 門 木 胸 剖 詞 矣 悲 冉 を 会 総 会 横 浜 平 成 5 午 4  打 1 0 H
A T P に よ る 気 通 上 皮 細 胞 の 水 分 分 泌 蛸 大 に ヌ 、 1 す る 低 濃 度 β 刺 激 桑 の 垪 強 効 宋
に つ い て
佐 1 誤 」 f 俊 , 志 村 ・ 〒 ・ 苗 ,  1 1 _ 1 谷 睦 鄭 , 山 木 交 ,  j 曽 1 ・ " 徹 , 長 1 岐 雅 俊 , 佐 々 木
司 , 白 ナ 邦 屶
第 3 3 回 日 本 胸 部 疾 恋 、 ' Υ 会 総 会 織 浜 平 泌 艾 5 年 4  打  1 0 "
又 、 道 粘 映 、 F 1 保 の 瓢 Ⅲ 抱 内 恬 縦 イ ム 達 機 構 に お け る サ イ ク リ ッ ク  A D P  り ホ ー ス
( C A D P R ) の 役 1 判 ・ 一 新 し い セ カ ン ド メ ヅ セ ン ジ ャ ー と し て の Π 玲 副 牛
佐 々 人 司 , 志 村 〒 ・ m , 局 沢 伸 , 長 1 披 邪 t 俊 , 佐 心 1 [ 1 俊 , 岡 木 宏 , 广 1 上
邦 男
第 3 3 1 0 I  H 本 胸 剖 " 矣 , 桜 冉 を 会 総 会 横 浜 平 成  5 年 4  打  1 0 日
好 触 球 の ヒ ト 気 道 1 リ 剣 音 養 剤 Ⅲ 抱 の 通 過 竹
増 田 徹 , 山 谷 睦 雄 , 相 沢 敏 也 , 佃 村 弦 , 志 村 早 ・ 苗 , 佐 々 人 英 忠 , 靴 島
仟 , 冉 十 邱 屶
第 3 3 1 川 日 人 胸 附 " 交 恕 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 5 年 4  打 1 0 H
慢 性 閉 塞 例 リ 1 1 削 矣 態 、 恕 、 者 の 眺 矮 中 矧 U 抱 に j , 0 在 す る サ イ ト カ イ ン の 検 出
星 宏 紀 , 人 野 勲 , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶
ア レ ル キ ー ・ 好 酸 球 研 窕 会 央 京 平 成 5 年 6 打 Π H
エ キ ス 製 剤 が 効 果 不 1 ' 分 で 煎 剤 が 奏 効 し た 気 管 支 喘 息 の が 刎
門 野 恭 大 , 前 田 貰 美 人 , 内 ナ _ 邦 屶
芽 列 4 回 Π 本 束 洋 氏 学 会 学 術 総 会 仙 台 平 成 5 年 6 j ・ Ⅱ 2 Π
遅 延 後 確 位 ( D A D ) 発 牛 . ・ レ に 観 察 さ れ る 一 過 竹 . 内 向 き 電 流 の 細 1 胞 内 カ ル シ ウ
ム イ オ ン 振 動 に 対 す る 時 制 依 存 竹 . 反 応 竹 低 下
小 田 浩 司 , 石 出 偏 止 , 二 t 浦 昌 人 , 桜 井 充 , 内 ・ 上 邦 屶
第 4 2 1 川 東 北 脈 管 和 1 究 会 平 成  5  q 三 6  打  1 2 日
エ リ ス ロ マ イ シ ン ( E M ) 長 期 療 法 中 に 出 現 し た E M 耐 竹 . 肺 炎 球 菌 の 壯 例 と そ
の 対 策
ナ } 野 恭 火 , 1 旦 i 岡 き よ , ゞ 剣 泉 央 子 , 前 胴 貴 美 人 . 人 野 勲 , 仏 J 藤 裕 ・ f , 内 ・ 1
邦 屶
第 4 1 1 川 Π 木 化 学 療 法 学 会 総 会 東 京 平 成 5 年 6  打 1 8 H
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74 師眠時無呼吸症候群戀者検1_Ⅱにおけるブプノモニターの Sa〕S愉Vity と SpeC途C・
北yについて
田1コ治,飛田渉,岡削訓女一,小川浩正,水洋亜紀了,二木祐,進際
下代彦,菊池喜M, 1{1 にJ・1少J
第11回睡眠呼吸師害研究会乘京平成5年7月10H
虚血111淵弃創寺における局所心筋血流,れ吋真取,遊凱脂肪触摂取の定址的解析
山根由理子,武山大也,柴信行,千田雅イ日,野崎哲司,加賀谷 1豐,茶iJf11].゛.,
1Ⅱ偏',"上J・1"},井戸逹鮒
第Ⅱ回動態核恢.学研究会仙台平成5年7月100
女〔管支1喘息における細織再雛築(tissue remodeⅡing)の病態仰削」-plale]et-
derived gmw(h fador (PDGF)発現の検'i寸一・
人野勲,打野恭大,山内広平,田村弦,j1に汗四,"上邦屶
第71可 RMCB研究会東京平成5午7打23Π
慢性抗原咲撚による神絲原性気道収縮反応の変化
小嶋夏f,ー'1瀬i「和,五十嵐敦,三浦ノ亡彦,高1翻幟至,山1大」淑h,佐
々木牙1メ:,1i川淳,戸i"珂丘文,井_上tΥ三西,滝島任,广1・上邦y}
第Ⅱ山1 臘研易ホルモン学会仙台乎成5午7打28日
ブラジキニン誘兆気道狄窄に刈'するタキキニン詰抗剤の抑制効果・・喘惣、気道
での軸*反牙、1の証明一
・ーノ沸川司111,'・↑川1鳥夏子, 1_11内淑行,淀富,任,亡1 上J心屶
第21回薬物吸入北"去研究会東京平成5年9村 4Π
気道上皮イオン・トランスポートに及ぼすラミニンの膨刈
111水災,イノd俸止俊,佐々ポ司,志村・Y茄,1沈1;1,任, 1'1上那屶
第 2 10I Asthma club in sendai 仙台平1女 5 イr 9 J1191,1
N0 と気道のアレルギー反允、
三浦元彦,ーソ諫n止利,山内淑〒」,'・1・η嶋安子,上fu'}j邪.文,イ_i川浮,小で
逹也,大内,衾,内・1f邦男
第 2 1司 AS杜〕ma club in sendaj 仙台平成 5年9 ナ]19 目
神経ぺプタイドと呼吸器疾恕、・・タキキニン枯抗剤の現状
ソ瀬止和,广1・ヒ邦屶
鮮村川ニューペブタイド研窕会京都平成5午9打16Π
肥人剛心筋症から拔3長型心筋症に移行Lたと思われた1例
1瑚口洋平,池山丹,白士邦リ}
第37匝1 東北心lm管造影冠舗舌会 111形平成 5 午 9j、j171-1
早期後電位における釧胞内カルシウム動態
二浦昌人,石出イ'江f,内_上邦リ}
第Π1田Π小lj削業器学会柬北」也ノj会山形平成5年9 打18Π
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カ ル シ ウ ム 過 負 イ 削 商 Ⅱ W 舵 流 心 橡 人 に お け る 弛 緩 能
篠 崎 毅 , 佐 藤 滋 子 , 子 汗 Ⅱ 伝 正 ,  h 上 邦 リ j
第 H 回 Π 本 循 環 器 学 会 東 北 地 力 会 山 形 ・ 平 成 5 ζ f 9  打 1 8 1 _ 1
微 小 振 小 川 剣 1 」 法 に よ る 冠 動 脈 壁 破 化 測 定 の 試 み
納 谷 太 平 , 小 岩 喜 郎 , 訂 」 _ 邦 リ } , 釡 J I ・ 浩 , 小 鉢 辻 沈 1  ( 央 北 大 半  1 . 学 部 )
H 本 超 〒 〒 波 医 学 会 東 」 U 也 方 会 秋 川 ・ 平 成 5 年 9 打 2 6 Π
カ ル シ ウ ム 感 受 性 色 素 の 経 冠 動 脈 的 淋 流 法 に お け る P Ⅱ f a Ⅱ
篠 崎 毅 , 1 i 1 Ⅱ 信 i 下 ,  1 t l + J U リ }
第 2 回 ハ イ オ イ メ ー ジ ン グ フ 会 柬 京 平 成 5 年 1 0 村 1 8 Π
イ ブ ニ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム 吸 人 ス テ ロ イ 下 薬 一 ・ よ り 良 い 適 応 と 限 界
田 村 弦 , 1 1 1 内 ル 、 ・ 平 , 丸 山 修 寛 , 本 惜 伺 リ 明 , 白 士 邦 リ }
第 4 3 山 1  Π 人 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 悩 祇 〒 成 5 年 1 0 打 2 3 - 2 5 Π
好 酸 球 に よ る  P ] a t e l e t - d e r i v e d  g m W 血  l a d 伽 ' ( P D G F ) の 発 現
人 野 則 ! , 白 士 邦 リ } ,  J .  G a u l d i e ,  M .  J o r d a 1 徐
芽 契 3 剛 日 人 ア レ ル キ ー 学 会 総 会 織 浜 平 成 5 午 1 ω 、 1 2 4 H
ヒ ト 肥 満 細 胞 株 H M C - 1 に お け る H D C 充 現 の 解 析
前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 1 U 内 広 平 , 少 1 野 心 犬 , 六 士 J ' 屶
第 4 3 回 口 本 ア レ ル ギ ー ' γ 会 総 会 横 浜 ・ 平 成 5 午 ] ω j 2 4 日
慢 性 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 々 名 の 峪 疾 小 細 胞 に 局 在 す る サ イ ト カ イ ン の 検 出
星 宏 紀 , 人 野  4 辺 ,  U _ 1 内 1 厶 1 三 , 丹 里 f 恭 大 , 1 _ " 村 弦 , 内 士 邦 リ j
第 4 3 1 引  1 _ 1 小 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成  5 イ に 1 0 1 1 2 4 0
遅 発 刑 1 怖 息 、 モ デ ル に お け る  I u n w r  n e c r o s i s  f a d ω ' ( T N F ) 一 α 兆 " し に ヌ 寸 す る 厶 じ
朴 湯 の 効 果
円 對 , 太 夫 , 前 田 賢 美 人 , 朱  1 1 一 赫 立 華 , 飯 島 秀 弥 , Ⅱ ・ _ 上 洋 西 , 糖 W l b
仟 , 門 士 邦 男
第 4 3 山 1 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 乎 成 5 年 1 0 刃 2 5 Π
低 触 素 換 気 1 心 答 に お け る 延 舳 孤 来 核 の グ ル タ ミ ン 酸 の 役 割
水 浮 叩 紀 子 , 小 川 1 告 正 , 菊 池 下 引 専 , 飛 田 沙 , 黒 沢 ・ , 岡 訊 引 真 一 ' , Ⅲ Π
治 , 1 沈 僻 , 任 ,  1 ι 1 1 J ' 屶
第  4 1 可 東 北 マ イ ク ロ ダ イ ア リ ミ ス 研 究 会 仙 台 平 成  5 仟 1 2 j " 1 H
胸 雌 か ら の 拡 張 1 り W 氏 動 入 力 に よ る ヒ ト 冠 血 流 呈 垪 大
納 谷 太 ・ 1 三 , 小 岩 六 . 郎 , 品 木 壮 彦 , 本 田 英 〒 」 , 星 イ 五 大 , 鎌 Π 1 英 一 ,  1 、 _ 1 _ に 邦
屶 , 金 井 浩 , 中 鉢 当 賢 舛 U ヒ 大 学 工 学 部 )
第 4 3 1 田 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 5 年 1 2 j H I H
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94 N飢lrokinin-receP加r antagonist inhibits bradyldnin-induced bronchoconsric・
tion and cough in asthmatic patients
M.1Chinosc, N. Nakajima, T. Takahashi, H. Yamauti, H.1noue, K. siralo,
T. Takisin〕a
31h Nlecting of E1Ⅱ'opean Ne山'opcpude club, cambridge, UK,汗勺戊 5
95 Involvel〕〕enl of tachyldnivs in LID4-induccd airway n〕icrovascu]雛'1eakage
M. MiU丁a, J.1S11ikawa, M.1Chinose, N. Nakajima, M. Ton〕aki, H
Yalnaud〕i, Y. sasaki, H.1noue, K. shh'ato
3rd Mecting of European V飢lropeptide club, cambridge, UK,平'1J艾 5
イr.41] 5 Π
96 E丘Cd ol Tad〕yldnin Recel〕tor Anlagonist on c]1ronic BI'011Chitis patienls
M.1Chinose, U.1くatS11mata, R. Kikuc[i, T. FUIくUsima, M.1SI)Ⅱ, C.1noue,
K. shiYato, T. Takisinla
ALA/ATS 1993 1nternational conference, san ト、1ncisco, USA,・1ιIJ艾 5
q'.5 j・」 16 Π
97 Ne山'okil]in-Receptor Antagon玲t lnhibits Brady]dnininduccd Bronchocon・
Striction and cough in Asthn〕atic l^atients
M.1CI)inosc, N. Na]くajima, T. Takahasi, H. Yamauchi, H.1noue, K, shh'ato,
T. Takisln〕a
ALA/ATS 1993 1ntcrnational conιa'ence, san Francisco, USA,十'}'115
イ「・ 5 」1 161_1
部
98 E丘ed of 01'aⅡy Administered Mast ceⅡ Slabilizer, XへIP833, on thc lmmediate
and Late Asulmatic Response in Guinea pigs
A.1garashi, H.1ijin]a, S. okada, H.1noue, K. shirato, T. Takishil〕]a
ALA/ATS 1993 1nten〕ationa] confa'ence, san Francisco, USA,平二lj艾 5
年5 ナj16Π
99 Elevated substace p ・ conccntration in sputum after Hypertonic saline l]]]]a・
]ation in Asthma and clu'onic Btoncl〕ilis patients
M, Tomaki, M.1Chinose, N. Nalくajima, M. Miwa , H. Yamauchi, H.1noue,
K. shirato
ALA/ATS 1993 1nlernational conference, san Francisco, USA, May 17,
1993
100PAF lnduces eosinophi-peneh'ation a〕rough l〕uman cultured epit]〕elialium in
Lhe presa〕ce of a protein 】dnacc c activator
T. Masuda, M. Yamada, T. Aizawa, G. Tal〕〕ura, S. S]〕imura, H. sasaki,1
Talasima, K. shh'ato
ALA/ATS ]993 1nten]ational conference, san Francisco, USA, May 16,
1993
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g i c  N e r v e  F u n c t i o n  i n  s e n s i l i z e d  G u i n e a  p i g s
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107Laminin Ngulates cl- secretion across canine trachea] epithelium
M. Yamamoto, M. sau〕0, M. Yamada, T. Masuda, S. SI〕imura, T. sasald,
H. sasaki, T. Takishima, K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternational confa'ence, san Francisco, USA, May 19,
1993
108Cyclic ADP-Tibose, a candidate for a novel ca2+-mobilizing second mes・
Senger, induced ca2+-dependent C山'rent responses in alrway sul〕mucosal
g]and ceⅡS
T. sasaki, S. shimura, S. Takasawa, M. Nagald, M. satho, H. okamoto,
K. SI]]rato
ALA/ATS 1993 1ntenlational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
109Dexan〕ethasonc supresses both 1上一5 PToduction and its gene expression by
]川man pBNIC
T. FUSI〕imi, H. okayalna, S. S]〕imura, H. sasalくi, T. Ta]dshima, K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
110A calcium-dependenl cl- channelida〕tilied on aplcal surface ol cU11山'cd hu・
n〕an tracheal submucosa] glands
T. sasald, M. Yamaya, S. shimura, M. NagaRi, M. satho, H. sasa]d, K
Shirato
ALA/ATS 1993 1nterl]ational conference, san Francisco, USA, May 19,
1993
85
111Image ana]yses of platelel-activating factor (PAF)-induccd ca transients in
human single eosi"ophils
八1. Nara , Y.1くal{ula, T. Aizawa, T. oshiro, G. Tanlura, T. TaRishima,1<
SI〕Ⅱ'ato
ALA/ATS 1993 1nteTnational confa'ence, san FYancisco, USA, May 19,
1993
112Protein ldnace c (PKC) modulates granule release lhrough regulating
Cytoskelcta] system or granu]e membrane fusion step il] human basop]]ⅡS
T. oshiro, Y. Ka]くUta, N. Maruyama, M. Nara, G. Tam1Ⅱ'a, T. Takisl〕1ma,
K. shirato
ALA/ATS 1993 1nternationa] conference, S2n Francisco, USA, May 19,
1993
113ClinicalTrials of cefpodoxime proxetⅡ in Ⅱ〕e patients with Rcsplra加ry Trad
Infedions
Y. Tanno, M. Nisioka, K. shh・ato, M. salくamoto, R.1くikuchi, Y. S]〕i]〕doh,
M. Takahashi, M.1Shii, K. Kudo, T. Takishinla
18th lnternational congress of chemotherapy, stocldl011n, June 29,1993
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気 道 の 血 管 透 過 性 亢 世 と N O
三 浦 j 亡 彦 , ー ' ノ 瀬 1 1 ' 和 ,  1 _ Ⅱ 1 大 ル 奴 行 , 中 雌 } 夏 子 , 戸 1 蒔 雅 文 , 小 宅 辻 也 , 大 内
讓 , 白 _ 上 那 リ }
第 6 1 0 1  つ く ば 呼 吸 器 カ ン フ ブ ラ ン ス つ く ぱ 平 成 6 q  1 打  1 4 U
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121気道平滑筋のKチャンネルに及ぼすエンドセリン1の影紳
余良正之,佐々木司,志村片上市,色川俊也一長岐雅俊,三浦元彦,内士
邦屶
第6回気通払態シンポジウム東京平成6年1打22B
百H咳出業感受性G金白は淋流1・ゼ低、F時の冠微小血管反応を調節する
小丸辻也, Yan wang,冰井健汰郎,佐藤光',関山展代,杉小夕杉彦,熊
谷利仁,金塚完,白士邦屶
Cの・onary club 第 21回研究会、r成 6年1月22日
慢竹心不全恕、者における limaprostの効果について
硫田真樹,前原和平,福島孝子,櫻井克彦,古関錠人,洗島仟, h士邦男
芽Π0回心不全研究会東京平成6午1打29H
気竹支喘上1、及び慢性気管支炎患老における誘発昭疾中サブスタンスP址の検討
戸i搭雅文,ー・ノ瀬111和,小宅逹也,_ι浦元彦, U_1内淑行,寸・川鳥夏子,人内
談,广1士邦男
第48回閉塞性j柿疾患研究会東京平成6卸1河30H
切迫心質破裂を¥した左心室瘤の1例
出町'順,池H1 淳,内士邦リ}
第38回東北心血管造影懇親会仙台平成6年2村4日
Sle即 apnea時のm1圧_1二"、と筧剛獣寺低酸累負r可時の血1モ上昇
菊池喜博,岡部快・,飛田渉,田口治,小川浩正,水沢叩紀子,三木
祐, 1ι1+J3男
錦12回睡帳時呼吸障筈研究会東京平成6年2打5H
非閉塞性肥大型心筋症から心*小音倒剖来型肥大型二僅少心筋症への進展を硫認
した]例
関Π汗平,池田淳,杉正文,滝幽打,白上邦男
第1421司 H本内科学会柬北地力会仙台平成6午2門 5 H
屯症喘息態、者における局用呈.フルチカゾン吸入用散剤の効果
田村弦,メU川多寛,星乞絲己,山内広平,本冏lf明, h_上邦男
第7回 COPD研究会京都平成6年2打Hn
心不全患者におけるドP身陰圧仇荷時の手動脈lm管都U亢の変化
古関筏人,盛田真樹,櫻井克彦,小山_ム郎,金野裕司,1a島拓郎,池剛
瀞,, h上邦屶
第15地レ瀬戸内ワークシ,ヅプ介敷平成6年2村18Π
PTMC前後における述動負荷試験時心拍出姑増加反応の上b皎一pulsecontow
法による検討
田島拓郎,嘘田リ叶射,櫻井克彦,古関義人,小11」二郎,金野裕司,白士邦リ}
錦Ⅱ2師1 Π木循瑞器学会東北地力会仙台平成6年2門18Π
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, R 張 型 心 筋 症 に お け る 右 室 入 動 態 と 収 縮 能 の 関 係 ( 造 影 法 に よ る 部 価 )
● H 需 徹 , 佐 久 間 聖 t , 1 、 i 畑 英 彦 , 朴 沢 萸 成 , 駒 木 ギ 太 郎 , 山 木 義 人 , 寸 ・ ,
川 誠 , 山  1 , 3 リ } , Ⅱ 1 巻 健 治
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急 性 虚 血 心 に お け る 心 拍 数 変 化 の 等 容 収 菊 刷 則 ■ 所 心 价 分 動 態 に 及 ぼ す 影 刈
山 本 義 人 , 佐 久 Ⅲ 1 斗 町 二 , 石 垣 英 彦 , 朴 沢 英 成 , 駒 木 孝 太 郎 , 松 H 需 徹 , 川
町 } 1 m , 円  1 二 J 3 屶
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械 尿 荊 を 合 併 し た 循 上 W 器 疾 恕 、
孑 i 出 信 正 , 白 士 邦 屶
H ヒ
加 賀 谷
_ 、 ア 、 ,
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ア ン ギ オ テ ン シ ン 変 換 酵 宗 隙 害 剤 に よ る 咳 嫩 と 誘 発 昭 矮 小 サ ブ ス タ ン ス 1 ' 址 の
検 討
j ゴ 蒔 雅 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 宅 辻 也 , _ ι 浦 ノ C 彦 , ル 1 内 淑 行 , 中 1 嶋 夏 ・ f , 人 内
讓 , 广 1 士 邦 男
第 3 0 「 0 1  気 道 過 敏 竹 飢 究 会 東 京 平 成 6 仟 ・ 3  打 1 2 Π
ヒ ト 気 道 受 動 感 作 と 料 」 経 原 竹 ム 〔 道 収 締
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第 3 引 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 6 年 3 刀 1 2 日
気 道 の ア レ ル ギ ー 反 応 と N O
三 浦 ノ ' 彦 , ー ノ 瀬 1 和 , 山 内 淑 h , 小 嶋 安 了 , 戸 心 邪 文 , 小 宅 迂 也 , 人 内
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炎 症 竹 メ デ ィ エ ー タ ー に よ る 気 道 血 管 透 過 竹 亢 進 に 対 す る 一 触 化 窒 永 ( N O )
の 1 契 1 与
小 1 嶋 変 了 ・ , ・ ノ 瀬 正 和 , 二 浦 尤 彦 , 1 1 1 内 淑 〒 1 ,  j 了 i 博 邪 文 , 孑 i 川 朽 . , 小 を む
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戸 1 所 牙 什 文 , ・ ー ノ 南 力 f 和 , 小 宅 辻 也 , 二 浦 ノ C 彦 , 1 Ⅱ 内 淑 〒 1 , 小 1 鳴 児 子 , 大 内
譲 , 内 ・ 上 邦 男
錦 3 回 薬 物 吸 入 療 法 研 究 会 東 京 Ψ 成 6 年 3 1 Ⅱ 9 Π
気 管 支 喘 息 、 と 肺 気 雁 の 合 併 し た  1 例
星 宏 紀 , 倒 村 弦 ,  1 [ 1 内 広 平 , 木 Ⅲ l i モ 明 ,  1 ! 1 上 邦 屶
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140冉潅流時の危険域辺'粂部における遊矧釧旨1仂酸摂取の増加
山根「h理・f,加賀谷豊,武1_1_1大也,柴信行,千田雅偕,野崎哲司,石出
信正,内士邦屶
第58回日木循環瓣学会学術総会東京平成6年3門28日
急、性心筋虚血時における boderzoneのべーターレセプターの分布
関U洋平,池田淳,杉正文,滝田有, U_1根由画ff,内士邦リ}
第58回Π本弘事業,沸学会学術総会柬京平成6年3河28"
胸壁からの拡張川W辰動入力によるヒト冠血流姑増大
納屋太・平,小岩再郎,高人壮彦,本田英行,足信夫,鎌田英一,白士邦男
第581田Π本循喋器学会学術総会東京平成6年3打28Π
拡張棚機械的振動人力による犬虚血心冠血量の増大
鎌田英・,小岩再郎,高木壮彦,菊池淳一・,早信夫,人田英・,池田
淳,喫"】汗乎,白十邦男
第58回日本循環噐学会学術総会東京平成6午3打28H
造影法を用いた拡張型心'分症における右室拡張能の検肘
商橋徹,佐久開聖仁,石山英彦,十卜沢英成,剛J木孝太郎,山本筬人,小
川誠,打上邦男,田巻健治
第58回 H人循環器学会総会東京平成6年3打28日
心■万症ハムスターにおける局所血流とエネルギーノ遅質摂取の関係
石出伝止,白11乢千H1雅信, LI_1根由N・「,柴偏〒」,野1崎哲司,加賀谷」生ιL ,
上邦屶
第58回目人循環器学会総会東京平成6年3打28H
生理的濃度のエントセリンー1は冠微小循喋の白己闘針蛸をに影糾を芋えない
王艷,金塚完,小丸逹也,赤井健次郎,杉村彰彦,熊谷利佶,白士
邦屶
第58回Π本循環器学会学術総会東京平成6年3j」28Π
Na/caexchanga'による細動脈筋加子扣杖縮の肌徐お
堀口聡,波辺淳,苅部明彦,慶徳満正,竹内雅治,鈴木秀, U訂妖W
, h_1_J心リj
第58山11_1木循環器学会総会東京平成6年3 打29Π
細動脈筋凉件収紘における PmteinkinaseC の役割
苅部明彦,波辺淳,堀口聡,慶徳淌j正,竹1人]雅治,鈴木秀, ua藤昇
,内士邦男
第58回日オ此1市業擶学会総会束京平成6年3月29H
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半 . 相 活 動 確 位 は 局 所 伝 導 性 の 指 枳 と な り う る か
a 知 埼 毅 , 仇 藤 昇 ・ ・ , 渡 辺 涼 , 慶 従 § 佑 正 , _ _ 1 浦 昌 人 , 鈴 木 秀 , 佐 唱 q 茲
・ f , 千 田 雅 信 , 竹 内 雅 治 , 岩 淵 燕 , 小 山 一 ' 郎 , イ ・ i 出 佑 正 ,  h  1 二 邦 リ }
第 5 8 同 日 木 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 平 成 6 午 3 上 1 2 9 Π
加 齢 が 細 胞 外 因 子 に よ る 心 形 網 明 包 成 長 に 及 ぼ す 効 果
小 松 す 成 司 ,  1 峨 1 _ U Ⅱ . 玄 , 瀧 島 仟 , " ヒ 1 心 男
第 認 扣 1 日 水 循 瑞 難 拶 γ 会 総 会 東 京 平 成 6 イ f 3 ナ 1 2 8 H
゛ ξ 化 心 の } " Ⅱ 1 1 1 1 寺  H e a t  s l 〕 o c k  p r o t e i n  m R N A  発 g ι
新 Ⅱ 1 有 子 , 礒 山 ル 玄 , 白 士 邦 屶 , 阿 部 康 二 , 、 占 木 卯 史
第 5 8 1 引  H 木 循 喋 器 学 会 総 会 央 京 ・ 平 成 6 郁 3  打 2 8 Π
喘 息 死 削 検 肺 に お け る 接 着 分 子 の 充 現 に つ い て
山 内 広 平 , 大 河 原 鰯 . ・ ー ' , 星 宏 紀 , 人 Ⅲ Π 1 1 明 , 田 村 弦 ,  1 ' 1 1 ' 邦 男
気 管 支 喘 息 対 策 恊 議 会 第 2 同 講 演 仙 台 平 成 6 ザ 4 打 9 Π
鋏 咳 剤 l e v o d r o p m p i z i n e  の 1 1 畔 制 京 性 気 道 収 痢 討 鄭 t に 対 す る 抑 制 効 果
ノ ゴ i 告 雅 文 , 小 宅 述 也 , ・ ノ 瀬 正 和 , 二 浦 兀 彦 , 山 " ル 叔 行 , ' 十 , 1 嶋 安 了 , 大 内
蔽 , 打 門 3 リ }
第 6  匝 I  H 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 朴 期 臨 床 大 会 熊 小 平 成 6 午 4 j ・ 1 劃 H
O K Y - 0 妬 が 茗 効 し た 気 管 支 喘 息 の 3 例
木 階 } 正 明 , 山 村 弦 , 星 宏 紀 , Ⅱ _ ψ 況 叔 行 , " 十 那 リ }
第 6 1 ・ 1  Π 人 ブ レ ル ギ ー 学 会 幣 床 界 季 大 会 熊 本 平 成 6 年 4 刀 M e
喘 ' ! 、 死 の メ カ ニ ズ ム ・ - N e a r - f a t a l a s t h m a  恕 、 者 に お け る 化 7 誹 菰 楙 幾 枇 と 呼 ・ 吸
困 媒
白 士 邦 屶 , 菊 池 冉 ' 愽 , 飛 田 渉 , 田 村 弦
第 9 1 回  H 本 内 科 学 会 総 会 新 潟 乎 成 6 午 4 1 Ⅱ 4 - 1 6 日
肥 人 刑 心 筋 症 に お け る 右 室 拡 弧 機 能 の 検 討
! 胸 木 孝 太 郎 , 佐 ク 寸 剖 聖 イ : , 石 垣 萸 彦 , オ 十 沢 央 成 , Ⅱ 1 本 筏 人 , 商 橘 微 , 小
川 誠 , 白 十 邦 屶 , 田 巻 健 治
第 9 1 1 可  H 木 内 科 学 会 総 会 新 潟 平 成 6 年 4  打  1 4 - 1 6 日
ワ ー ク シ , ツ プ 「 フ レ ル ギ ー と 神 経 , 粘 御 の 按 , , 瓢 は ど こ に あ る の 力 " 気 道 の ア
レ ル ギ ー 反 1 心 と 内 t l t 神 経 性 調 節
・ ー ' ノ 瀬 1 1 1 和 , 二 1 浦 尤 彦 , 山 1 人 ル 叙 行 , 小 1 嶋 夏 ・ f ,  f i n ' 上 雅 文 , 小 ' セ 達 也 , 大 内
讓 , 广 1 上 邦 男
第 6 回  H 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 朴 永 岫 , 床 大 会 熊 本 平 成 6 年 4 打 1 6 H
炎 症 件 メ デ ィ エ ー タ ー に よ る 気 道 l m 管 透 過 性 亢 進 に ヌ 、 1 す る ・ ・ ・ 酸 化 * 系 ( N O )
の 関 与
ヰ ・ H 嶋 安 子 , 三 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 止 和 , 山 内 淑 行 ,  j 可 寺 卯 文 , 不 i 川 淳 , 小 宅
辻 也 , 大 内 譲 , 白 十 j お 男
第 6  回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 祚 季 眺 ' 床 大 会 熊 木 乎 成 6 年 4 打 1 6 日
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159NADPH-diaporase(d)法による四剣ヒ窒索合成醋索気道内局在の検剖
大内訣,_ι浦元彦,ソ瀬正和,山内淑行,中1鳴夏f,戸i1寺粋文,小宅
達也, 111十邦リ}
第'6回日木アレルギー学会亦季隔床大会熊本・平成6年4j」16Π
抗原誘発気道反応における・・触化*莱(NO)の役割の検討
小1鳴夏・「,・芙浦元彦,ーノ瀬111和,山1人」淑行, jゴi1行雅文,壬1川淳,小宅
辻也,大内讓,白ナj5男
第6回Π人アレルキー学会奔駒翻床大会熊本・平成6年4jH6Π
則川テ型気道反応における apaminesenS北ive チャンネルの関リ
1」1内淑〒j,ニモ油元彦,ーノ瀬11'和,石川淳,ホ嶋夏子,戸i搭雅文,小宅
述也,大内;裏,内_上J3男
第61回 H本アレルキー学会春季岫床大会熊本平成6年4ナ」16"
吸入ステロイト剤により QOLの改善をみた肺気腫の 1例一PEF,粘密肺機
能,疇疾中サイトカイン
星宏紀,「"村弦,小;冏正明,鄭敏和,大野勲,山内広平,須Ⅷ祐
司, r1十邦リ}
第61可日本アレルギー学会赤季賄床大会熊本〒成6年4月16H
炎症竹、メディエーターによる気道血徹9五過竹亢進に対する・一酸イヒ*索(NO)
の関与
'・1・"嶋安子,二油尤彦,ソ瀬正和,山1人」淑行,戸醍珂佳文,イi川淳,小宅
逹也,大内譲, 1勺 1.邦リ}
第34回臼本胸部疾恋、学会総会千柴平成6年4 打25Π
低泱累換気1心答能(HVR)と低触*による炭酸ガス換気反応(HCVR)」仰嵐
効采との鬨係
菊池禽博,岡部快・・,飛田渉,仟1Π治,小川浩止,水汗販紀子,三ξ木
祐,進藤千代彦,白士邦男
群弗4回日本胸部撲忠学会総会千葉平成6年4打25日
低触累換気反1心時の延舳孤来核でのN0の関芋
小川浩Ⅱ1,水澤Ⅲ泌ι了・,菊池心汁専,飛1_Ⅱ渉,1叫・附夕峡一,三木祐,圧Π・1
冶,進峠千代彦,白士邦男
第34匝11_1本加頂悩矣恕、学会総会千葉平成 64r41j25日
向側脚傍核破映ラヅトにおける低酸京(HVR)及び炭累ガス換気反応
(HCVR)の変化
/1q芋唖紀f,小川浩、正,菊池1什導,飛1Ⅱ渉,岡部快・ー,・モ木祐,田"
冶,進藤千代彦,1ξ1士邱屶
鋪341叫Π木胸剖"矣患学会総会千葉、1'成 6年4ナ125U
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モ ル モ ッ ト 1 喘 息 モ デ ル 肺 に お け る G M - C S F 発 現 の 経 時 的 変 化
飯 島 秀 弥 , 岡 田 信 司 ,  H 1 村 典 彦 , 星 宏 紀 , 前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 川 内
広 平 , 丹 野 恭 火 , 广 1 士 邱 屶
第 3 4 1 田 Π 人 胸 剖 砂 矣 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 午 4 打 2 5 日
1 喘 息 管 郡 の た め の 確 子 式 ピ ー ク フ ロ ー メ ー タ ー
田 村 弦 , 小 ; 1 瑚 正 明 , 白 士 邦 屶 , 須 田 茂 明 , 菰 田 止 治 , 川 本 博 則 , 流 酔 , 仟
芽 弗 4 1 田 Π 本 胸 部 疾 懋 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 守 4 刀 2 5 日
N A D P H - d 法 に よ る ・ 峡 化 窒 永 合 成 酵 宗 気 道 内 局 在 の 検 討
火 内 讓 , 三 浦 元 彦 , ・ ・ ' ノ 瀬 正 和 , 1 _ Ⅱ 内 淑 行 , 中 嶋 慶 子 , 戸 i 搭 雅 文 , 小 宅
逹 也 , " 上 邦 屶
群 犯 4 回 日 本 1 倫 " 沸 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 郁 ・ 4 月 2 5 Π
睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 恕 、 老 に お け る 呼 吸 鬮 対 感 と 化 学 闘 節 機 枇
飛 幽 渉 , 岡 部 快 ・ ' , 南 池 ◆ : 博 , 二 木 祐 , 田 口 治 , 水 澤 ゛ 紀 ・ f , 小 1 _ U
浩 1 モ , 呉 徳 屶 , 進 藤 千 代 彦 , 白 士 邦 男
第 3 4 1 川 Π 小 ; 胸 部 疾 患 学 会 千 葉 平 成 6 年 ・ 4  打 2 5 Π
臼 人 人 泌 胞 忰 線 締 症 ( C F ) 患 者 に お け る  C F T R 遺 伝 子 △ F 5 0 8  の 検 索
1 ミ 薇 , 岡 山 博 , 原 口 」 1 ι 彦 , 伏 見 敏 明 , 志 村 早 苗 , 石 川 ヂ 1 , 、 五 ・ 1 ' 嵐
裕 ,  h _ 上 邦 男
第 3 4 同 日 木 胸 部 疾 患 ¥ 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 4 河 2 5 - 2 7 H
慢 性 閉 察 性 気 道 疾 悲 、 に お け る  S e c r e t o r y  L C U 1 Φ P r o t e a s e  l n h i b 北 m ' ( S L P D  遺 伝
子 の 変 異 の ス ク リ ー ニ ン ク
1  薇 , 岡 山 博 , 井 上 洋 西 , 岡 山 道 f , 飛 1 " 渉 , 鈴 木 俊 郎 , 志 村 〒
市 , 瀧 島 任 , 木 田 厚 瑞 , 广 1 ・ 上 邦 男
第 ' 3 4 回 Π 本 胸 部 疾 患 、 学 会 総 会 千 葉 ・ 乎 成 6 作 4  打 2 5 - 2 7 1 _ 1
喘 忘 、 発 作 を 有 す る 肺 気 』 刺 歪 患 者 に お け る 気 道 の 形 態 学 的 解 析
原 口 止 彦 , 志 村 〒 鹸 , 沢 井 高 志 , 安 應 f ■ 紀 子 , 門 上 邦 男
が 犯 4 回  H 木 胸 剖 " 矣 悲 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 4 月 2 5 - 2 7 日
慢 性 岳 リ 1 腔 炎 に お け る 気 道 過 敏 性 の 検 討
冊 Ⅲ _ 1 道 子 , 志 村 〒 苗 , 岡 山 博 , 飯 島 秀 弥 , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶 , ド 村
明 , 池 田 勝 久 , 高 坂 知 節
第 3 4 回 日 本 胸 部 疾 恕 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 年 ・ 4  河 2 5 - 2 7 H
N i t r i c o x i d e  の 気 道 粘 膜 下 線 か ら の 分 泌 に 及 ぼ す 影 判
長 岐 雅 俊 , 色 川 俊 也 , 佐 々 木 司 , 志 村 甲 ・ 苗 , 二 浦 尤 彦 , 白 士 邦 屶
第 3 4 「 0 1  Π 本 胸 部 疾 態 、 学 会 総 会 千 菓 平 成 6 年 4  打 2 5 - 2 7 Π
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176ヒト気道粘膜、F線からのt【判英構蛋〔、1分泌における histamin N-methyⅡra船fer・
ase(HMT)の役;判
色川俊也,長岐邪:俊,佐々木司,志村¥・苗,川内ルや乎,六」ゴ那リ}
鮮狢41リ1日本胸部疾恋、学会総会千葉平成6年4 河25-27Π
活竹化好酸球上消のヒト気道上皮培養細胞の透過性に及ぽす効果
増川徹,山谷睦雄,¥乞絲己,田村弦,志村早苗,仏々人英忠,内十
邱屶
第341川日本胸剖y欠,轡、学会総会千葉平成6午4月25-27日
ヒト末梢単球,りンパ球の丘一造伝子兆現に刻するデキサメサゾンの効果
伏見敏明,岡1_1_1 愽,志村〒・苗,帋屯JごJ 任, F1士邦リ}
第34回日本胸部疾懲、学会総会千葉平成6年4月25-27Π
閉塞忰陣眠時無呼吸症候群(OSAS)における脳内酸業飽和度 QS02)N0検村
モ木祐,飛川渉,田U 治,1岡部快一,会貌也喜博,進藤千代彦,小川
浩止,水沢閲紀子,1t11二邦男,屯山元信,吉成道夫
第34回日水胸部疾恕、学会総会千菓平成6年4打26Π
気管支1喘上1、及び慢忰気管支炎膨、者における疇1狗・1・.サプスタソスP量の検剖
fi1埒雅文,'ノ瀬止利,小宅辻也,_1浦元彦,山内淑〒1,,十,1嶋夏f,人内
讓,白ΣIJ心屶
第34回Π本胸部疾患学会総会千葉平成6年4月26H
抗原誘発竹.気道反応における・触化窒累(NO)の役割の検討
二浦元彦,ゾ淑址オΠ,小嶋皮子,山内淑h,戸蒔雅文,石川淳,小宅
逹也,大内,兵,ド1・上邦男
第34回 U人胸剖夕矣恕、学会総会千葉平成6年4月26Π
N0創県嫁によるモルモット気道過敏性亢進の機1予の解析一・ヒスタミン分解1舌
ゼ上(hisutamin N-metl〕y1訂"ansferase)の打川止一
星松紀.Π_1内広平,関沢沽久,中沢秀再,大野勲,大河原越・,飯島
秀弥,本ⅢⅡf明,田村弦,佐々人萸忠,白士邦男
第34印1 Π本胸附y矣恋、学会総会千粂乎成6年4 打27日
慢忰気管支炎及び気竹支1揣忘、悲、×1熔疹小紳υ抱に発現するサイトカイン
晃宏紀,大野勲,山内広平,小【n_11正明,メU_Ⅱ修寛,ヂ1皿fιR火, f_Ⅱ村
弦,柴崎篤,白十邦男
第34田日ポ胸部疾W、学4絲急会千葉平成6仟・4 打27Π
ヒト気通受動感作と神経原性気道収紺
・ーノ南1正和,子ミ浦フt彦, 1_"内淑行,,・1・岫鳥奥子, fii拷雅文,小宅逹也,人内
讓,小池加1保リι,那須元・ー', 1U内篤, f1上邦男
第34山11_1木胸都疾恕、半会総会千藥平成6年4 打27Π
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E n d o t o x i n 投 り 、 ・ の 横 隔 膜 筋 収 締 に 対 す る し 一 N A M E  の 防 初 1 効 樂
巡 藤 千 代 彦 , 小 川 浩 i r , 水 沢 亜 紀 子 , 呉 徳 男 , 細 村 典 彦 , 菊 池 喜 博 , 飛
1 旧 渉 , 由 士 邦 リ 」
第 3 4 1 回 日 木 胸 剖 弭 矣 悲 、 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 イ ド 4 円 2 7 日
L e v o d r o p r o p i z i n e  の 料 1 経 原 件 気 道 収 痢 引 幻 心 、 に 対 す る 打 Ⅲ 例 効 衆
小 宅 辻 也 , 戸 醍 可 作 文 , ソ 瀬 j 「 和 , 三 浦 尤 彦 , Ⅱ 1 内 淑 行 , 中 嶋 安 了 , 大 内
浜 , 白 士 邦 男
第 3 4 1 川 口 本 1 愉 n 郁 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 1 F 4  打 2 7 日
心 Ⅲ 時 型 気 道 反 応 に お け る  A p a m i n e - s e n S 北 i v e  K  チ ャ ン ネ ル の 1 刈 ケ
Ⅱ 1 内 淑 〒 」 , 二 1 浦 フ 亡 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 中 嶋 旦 子 , 戸 酔 訓 忙 文 ,  r 1 上 邦 男
第 3 4 1 川 「 1 本 胸 部 疾 患 学 会 総 会 千 葉 平 成 6 イ r 4 円 2 7 日
運 動 貞 荷 試 験 に お け る 近 赤 外 光 法 を 用 い た 細 織 酸 素 化 及 び 悦 酸 系 化 へ モ グ ロ ビ
ン 及 び ミ オ グ ロ ビ ン 濃 度 測 定 装 羅 の 使 用 経 1 験
盛 田 真 樹 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 義 人 , 小 山 二 部 , 釡 野 裕 司 , 川 島 拓 郎 , 池 Ⅷ
淳 , 白 士 邦 男
第 3 3 回 Π 本 M E 学 会 大 会 局 松 平 成 6 年 5 打 1 3 H
運 四 川 ・ , の 非 述 動 部 に お け る 血 管 抵 抗 の 変 化 に つ い て
金 野 裕 司 , 礁 田 真 樹 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 雅 人 , 小 山 二 郎 , 田 島 拓 郎 , 池 田
淳 , 白 士 J 心 男
第 3 3 1 0 1  Π 本 M E 学 会 大 会 商 松 〒 成 6 年 5  打 1 4 H
モ ル モ ッ ト 喘 息 、 モ デ ル に お け る サ イ ト カ イ ン 発 現 に 対 す る 柴 朴 湯 の 効 宋
丹 野 恭 夫 , 前 田 貰 美 人 , 朱 打 , 白 士 邦 屶
第 4 5 同 日 人 東 洋 医 学 会 学 術 総 会 神 戸 平 成 6 午 5 j Ⅱ 4 H
近 赤 外 光 法 ( N I R 法 ) に よ る 無 浸 製 組 織 酸 業 化 , 脱 峡 業 化 へ モ グ ロ ビ ン 及 ひ
ミ オ グ ロ ビ ン 濃 度 測 定 奘 勝 の 運 動 負 荷 試 験 に お け る 使 川 経 験
櫻 井 克 彦 , 盛 田 真 樹 , 古 関 裳 人 , 田 島 拓 郎 , 小 山 二 郎 , 釡 野 裕 司 , 白  1 二 邦 男
第 5  回 臨 床 モ ニ タ ー 学 会 牛 団 児 平 成 6 年 6 村  3 Π
運 動 負 荷 試 験 に お け る 心 拍 } _ 1 _ 1 躍 測 定 法 の 力 Υ 去 譜 Ⅱ ヒ ' 皎
田 島 拓 郎 , 盛 田 j ! 酔 肘 , 櫻 井 克 彦 , 前 原 利 平 , ' _ i 関 義 人 , 小 山 む 郎 , < i > 野 裕
司 , 白 士 邦 屶
第 5 1 可 昭 床 モ ニ タ ー γ 会 札 幌 平 成 6 年 6 刀  4  Π
A n t h r o p o m e t r i c  d e t e n 〕 〕 i n a t i o n  に よ る  l e g  v o l u m e  と  e x e r c i s e  t o l e r a n c e  の 1 刈 係
金 野 裕 司 , 盛 田 典 1 吋 , 櫻 井 克 彦 , 古 関 義 人 , 小 山 一 _ 郎 , 山 島 拓 郎 , 池 田
淳 ,  h 上 邦 屶
第 1 1 3 同 日 本 循 畊 瑞 シ Υ 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 〒 ・ 成 6 守  6  打 1 0 H
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194述動負荷心逃ぱ1偽陰セN列の検討
小Ⅱ_1二郎,盛田'叶射,櫻井兇彦,古関筏人,企:野裕司,田島拓郎,池田
淳,内1,お男
第Ⅱ3回日木循環器学会東北地ノj会仙台平成6イF6fn01,1
心b則父締能に対する交感神経,副交感神絲の相圧竹リU
1Ⅱ111」加i,池田淳,澁田イi,関口1Υ平,杉 ir文," 1二J心屶
第113い1 Π本循喋器半会柬北地力会仙台・平成6午6ナⅡ0Π
急竹心筋虚血時におけるポーターラインの,ーレセプターの分布
関口洋・平,池朝淳,杉正文,亡1士邦リ}
第U川東北脈管研究公仙台平成6年6月Hn
細動川飾分岬1上4父縮充現における Proteinkinase C の役割
苅部明彦,渡辺淳,加扣聡,慶徳満正,竹内雅治,鈴人秀,佐愁兄
,白十ナ6男
東北脈管ΥⅢ究会仙台平成6イF6村Ⅱ日
唖小1反減少をイ'rつた心り例京発の巨大 MaⅡgnantfibrous hisuoytoma の 1 例
佐心外・,由十二那リ},4i郷孝リ},毛利平,洞「1千1金尚朗,加」賀谷 」11〔」1ヨ',
止之,手塚文明
芽H43山1 口本内科学会東北地ノj会仙介平成6年6 乃18Π
無馴i粒球症を伴ったGood症候群の 1例
戸i侍粋文,星信大,川町順,堀Π聡,丸111修覧,池H1 淳,岡山
博,丹野,太火,白士邦屶,士斥倣,斎喋淑子,杉11111'芥
第143回 H本内科学会東北地力会仙台平成6年6j1181-1
呼吸機能成織からみた舳ヌU矩の胎川"克をj1ハ、九レーザーによる治療効釆
子1木材,飛田沙,菊池、当博,田「、1 治, 1尚訊夕映一・,ー'ノ瀬正和, 1岡田
イ詣司,門・ψ鳥安子,小川Υ告Ⅱ1,水沢凧i紀子,内士邦リ},黒川良H!,貝小1義浩
第581川日本加銘樹欠恋、学会東北地力会仙台、平成6午 6j124H
炎症竹、メディエーターによる気通血管透過竹.亢進にヌ寸する・・'触化*索(NO)
の関与
小嶋安子,三浦元彦,ソ激【ト和,山内1叔行,上司工雅文,孑,川瀞・,小宅
逹也,大内讓, n 上邦屶
第58回Π本肺"弗炊恕、学会東北地ノj会仙台乎成6年6 打24日
川川寺型アレルギー反応における Opamin-sensitive Kチャネル1刈芋の検,司
丁ι浦元彦,1_"内1叙行,ー・'ノ瀬正和, zi川 iネ,ヰ,1嶋聖、f, Jゴi埒雅文,小宅
辻也,大内譲,白上邦屶
第21同東北呼吸懇6舌会仙台平成6圷・6 打25目
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盛 田 0 1 封 , 櫻 井 克 彦 , 1 ! 〒 関 義 人 , 小 山 、 二 郎 , 釡 野 裕 司 , Ⅷ 島 拓 郎 , 池 Ⅱ 1
淳 , 白 十 邦 男
第 2 1 回 世 界 心 確 学 会 横 浜 平 成 6 年 7 j 1 4  H
加 岫 1 と 心 臓 : 心 夕 村 N イ の 加 齢 雅 心 可 鯏 N 胞 の 発 育 成 長 に 及 ぼ す 影 糾
小 松 誠 司 , 儀 1 」 _ 1 1 1 1 玄 , 瀧 島 任 , 广 1 上 J ' 男
細 W 出 仟 錠 勉 強 会 東 京 平 成 6 年 6 月
イ メ ー ジ ン グ ・ プ レ ー ト
3 H  と  I C  に よ る 一 I E 標 i 哉 オ ー ト ラ ジ オ ク ラ フ ィ
を 用 い た 定 品 解 析 法 の 開 売
武 Ⅱ 1 人 也 , 柴 イ n 行 , 下 田 雅 偏 , 関
山 根 山 理 子 , 石 出 偏 止 , 加 1 賀 谷
1 Ⅱ 1
」 エ ノ ー ,
Π 汗 ・ 平 , 野 ・ 崎 哲 司 , 内 十 邦 屶 , 井 戸 逹 雄
第 1 2 1 回 四 血 刷 亥 医 学 研 究 会 仙 六 平 成 6 年 7 打 ] 6 "
二 重 標 識 オ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ ー を 用 い た 心 の 万 症 ハ ム ス タ ー に お け る エ ネ ル
ギ ー 気 質 と 血 流 の 検 討
1 _ 1 _ 1 根 1 卜 1 蝉 、 子 ' , ι 1 ミ イ f i 行 , 県 f 峪 哲 司 , 内
1 Ⅱ 乢
千 田 邪 オ ム , 石 出 イ ' J l f , 加 賀 谷
1 、 】 」 ,
士 邦 屶 , 井 戸 辻 雛
第 1 2 回 動 見 以 亥 氏 学 W 「 究 会 仙 台 平 成 6 年 7 j 」 1 6 Π
〒 ・ 削 菌 検 出 に よ り 救 命 し 得 九 激 症 型 A 群 容 連 菌 感 染 症 の 1 例
丹 野 ・ 恭 大 ・ , 西 岡 き よ , ネ 剣 京 央 ・ 子 , 大 野 勲 , 市 川 _ 1 貴 美 人 , 佐 1 藤 裕 子 , 門 上
邦 屶
第 3 2 回 東 北 化 学 療 法 側 究 会 仙 台 Ψ 成 6 午 9 j 」 3 日
ヒ ト 女 〔 道 に お け る ヒ ス タ ミ ン ク ) 何 ι 門 ¥ 累 ・ ・  H i s t a m i n  N - n ) e t h y l t r a n s f e r ・
船 e ( H M T ) の 構 造 と 機 能
山 内 仏 平 , 星 陸 絲 己 , 木 問 正 明 , 大 野 勲 , 田 村 弦 , 内 十 邦 屶 , 関 沢 清
久 , ホ 沢 秀 血 , 山 谷 峠 火 , 仇 々 人 英 忠 , 柴 原 茂 樹 , 桜 井 映 子 , 渡 辺 健 彦 ,
沈 島 仟
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  第  3 1 回 研 究 会 仙 台 〒 成  6 イ f  9  Ⅱ  9  「 _ 1
ス テ ロ イ ド 依 存 竹 喘 忘 、 態 、 X に お け る 気 道 内 炎 症 に つ い て
丸 山 修 寛 , 田 村 弦 , 朴 W U 政 也 , 人 類 孝 , 志 村 〒 ・ 茄 , 訂 上 邦 リ } , 1 龍 工 b  仟
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  第  3  1 回 研 究 会 仙 台 ' 1 り 女  6 イ f  9  J 、 1 1 0 日
D 叩 P l e r 法 で の み 心 室 1 / U 石 校 差 が i 則 定 さ れ た 肥 人 心 の  H 列
遠 心 1 モ 人 , 池 田 淳 , 白 上 邦 屶
芽 弗 9 「 田 東 北 心 血 管 造 影 包 七 ; 舌 会 仙 介 乎 成 6 年 9 打 1 6 Π
桜 竹 気 道 炎 症 に お け る 接 着 分 r の 充 現
ナ 1 ・ 野 恭 火 , 大 野 勲 , 前 田 貴 芙 人 , 畢 宏 紀 , 小 ; m l i [ 明 , 山 内 ル ゛ γ , 余 良
正 と , Ⅱ _ 1 村 弦 , 广 1 上 J ・ " り }
第 5 9 回  H 本 胸 訊 " 矣 態 、 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 6 午 9 刀 1 7 H
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212胸鞭からの拡張凱振動入力によるヒト冠血硫品増大
納屋太平,小岩六:郎,小;1・H英行,鎌田英一,亡1士_邦リ},鬼平聡,三浦イ,互
第42回心臓病学会獣浜〒成6年9 打29-10村 10
感作モルモヅトの繰返し抗原吸入喋露による川川,11性NANC(i-NANC)神絲に
対する効宋についての検'寸
1_U内淑行,三11打ノt彦,ソ瀬11.千Π,,・1η嶋工ιf,ナ、il"j雅文,小宅辻也,人内
讓,遠際心、美,拘ト.邦リ}
N0 研究会仙台十・成6イN0月8 Π
炎症性メディエーターによる気道血管透過糾リ'L進に刈する'酸イヒ窒*(NO)
の喫νj
小嶋夏子, 1浦元彦,ーノ瀬正和,山仏ル叔11,戸1埒雅文,石川淳,小宅
逑也,人内改,述藤1百美,門_上邱男
N0 研窕会仙台平成6",101」8日
低酸粂換気コ舳偸こおける延髄孤東核でのN0の役割
小川浩iF,水洋心紀子,菊池禽博,能田渉,}県沢一・・,及川まなみ,
人制i,進藤千代彦,呉徳屶,白十邦屶
第20同呼吸i1■節研究会東京平成61Nojjue
遅発雪卯儲忘、モデルにおけるサイトカイン充現に対する柴朴湯の効宋
門劉ゾ太夫,前田貴美人,飯島秀也,大野勲,白士邦屶
第4回Π本アレルギー学会総会東京平成6午10刀26Π
気管支喘上1、気道乳喚談中の好酸球による増舶INfの発現
人野勲,星宏紀,新川イj子,木制ル明,1H村弦,ナ1・町・恭火,打・k邦リ}
第44回Π木ブレルギー学会総会東京平成6イNω]271-1
N02 嬰鉾によるモルモットの父道過敏件亢進の機庁の仰"斤・・・・ヒスタミンク"艀
Irrf"1 (histamil〕e N-methylh'ansferase)の訓1定・
星宏紀,山内広平,関i尺冶久,中沢秀再,大河原姉・・,飯島秀也,大野
勲, j而IU・貴美人,小;階Πf明,Π1村弦,佐々木英忠, 111上J"男
第44山1 Π本ブレルギー学会総会東京平成6作・101}27Π
ヒト肥洲j洞Ⅲ}包株HMC-1における HDC遺伝f売現及び11i竹の解明
前田貴美人,ナj里fノ太犬,人野勲,山内広平,内十J1拶}
第441川Π木アレルギー学会総会東京・平成6年10円28Π
シンポジウム「気道のブレルギー性炎症とn11ヰ巾経のH地'作jlu
三浦元彦,ゾ激正和,山内淑行,影山憂子,「ii1刷lt文,小イ」辻也,大内
祺,途藤心美,广1士邦屶
第4U可Π水アレルギー学会総会染京・十・成6午10打28Π
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Ⅱ 1 村 弦 , 山 内 ル ÷ 平 , 本 Ⅲ 1 正 明 , 仏 唖 子 公 仁 火 , 星 乞 絲 己 , 白 三 1 二 那 リ }
第 4 1 田 薬 物 吸 入 療 法 研 究 会 東 京 平 成 6 仟 1 0 1 1 2 9 H
心 房 収 綸 能 に ヌ 寸 す る 交 感 副 交 感 神 絲 刺 激 の 効 栄
川 町  1 順 , 池 田 淳 , 沌 剛 有 , 関 Π 汗 平 , 杉 」 上 文 , 广 1 上 邦 屶
第 3 5 回 日 本 川 M 亨 学 会 総 会 東 京 平 成 6 年 1 0 1 1
肺 1 田 栓 寛 栓 症 の 疫 学 山 1 介 ' 宮 城 4 J 、 に お け る 集 瓢 の ' ・ 1 ・ , 1 川 蛾 告 } 姉 寛 栓 症 研 究 酬
白 士 邦 屶 , 佐 久 岡 聖 仁 , 熊 坂 祝 久
平 成 6 仟 度 第  1 1 可 研 会 議 人 阪 平 成 6  午 】 u j 1 1 H
シ ン ポ ジ ウ ム 「 慢 性 気 道 疾 懲 . に お け る N 訊 川 村 f の 遺 伝 子 発 現 」
大 對 ・ 真 ψ , 県 、 宏 紀 , 新 1 _ H 有 子 , 木 階 川 二 明 , 1 1 1 内 仏 斗 ι , 田 村 弦 , 丹 野 ■ L
大 , 内 ・ 上 邦 男 ,  1 能 島 任
芽 弗 1 1 川 Π 木 臨 床 小 凹 ! 学 会 大 阪 平 成 6 作 1 け 1 1 7 U
〒 朔 陥 検 出 に よ り 救 命 し 得 た 激 症 型 A 型 容 述 菌 感 染 症 の 1 例
丹 野 汰 火 , 西 岡 き よ , 1 剣 東 央 子 , 大 野 勲 , 前 I U 貴 美 人 , ν 訂 係 裕 f , 广 1 上
邦 男
群 列 3 回 Π 木 感 染 症 半 会 東 日 本 地 力 会 東 京 平 成 6 午 Ⅱ 門 2 6 臼
A n t h t o p o m e t r i c  d e t e n n i n a t i o n  法 に よ る 一 F 肢 撃 f l ' と 迎 動 耐 容 能 の 関 係
川 島 拓 郎 , 小 1 1 1 ' 郎 , 金 野 幣 司 , 古 関 綻 人 , 櫻 井 兇 彦 , 嘘 Ⅱ _ 1 ↓ ' 鵡 針 , 池 田
淳 , 白 士 那 屶
第 2 8 回 制 本 M E 学 会 東 北 部 人 会 仙 台 平 成 6 年 1 1 " 2 6 Π
ニ プ ラ ナ ロ ー ル の 犬 冠 微 小 血 乍 " こ 刈 す る 作 用
小 丸 逹 也 , 杉 村 彰 彦 , 1 ' 1 卜 邦 男
J ^ ニ ,
熊 谷 利 伝 , 釡 塚
フ じ ,
第 3 1 " 1  ハ イ パ ル フ ォ ー ラ ム 平 ・ 成 6 午 ] υ 児 6 H
ア ン ジ オ テ オ シ ン 変 換 醇 永 阻 〒 1 1 薬 の 長 川 1 投 与 が ラ ッ ト の 肥 大 心 筋 釧 胞 の 収 締 ,
地 緩 お よ ひ カ ル シ ウ ム ハ ン ド リ ン グ に り ' ・ え る 影 糾
イ i Ⅱ _ 1 イ ' 正 , 白 二 上 邦 リ }
1 1 Ⅱ
加 賀 谷
. U I _ ,
第 4 5 1 川 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 ・ 平 成  6 年 1 2 河 1 0 Π
低 触 宗 換 気 訓 鄭 に お け る 延 舳 孤 柬 核 で の N 0 の 役 割
小 川 浩 正 , 水 洋 凧 絲 ι 子 , 菊 池 下 村 専 , 飛 則 渉 , 及 川 ま な み , 1 県 澤 一 ,
人 祐 , 進 藤 千 代 彦 , 呉 徳 屶 , 白 士 邦 屶
第  5  回 マ イ ク ロ ダ イ ア リ シ ス 研 究 会 仙 台 平 成 6 午 1 2 珂 1 0 1 1
断 Π 咳 1 " * 感 受 竹 G 蛋 E K G V G O ) は 湛 流 圧 低 、 F 時 の 冠 微 小 1 Ⅲ 管 反 1 心 を P 肱 ↑ j す る
小 丸 逹 也 , 王 艷 , 赤 井 健 次 部 , 佐 心 光 一 ・ ' , 関 1 、 」 展 代 , 杉 村 彰 彦 , 熊 芥
訂 上 邦 男
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利 イ ' , 金 塚 フ C ,
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231呼吸機能成織からみた肺気肺の胸腔鏡とレーザーによる治療効果
二人祐,飛田捗,_1浦j山多,j熊洋・,小川浩正,水沢Ⅲ絲LFf,及川
まなみ,呉徳屶,巡儀下代彦,喋j池喜1導,門 1二邦リ},黒川良ヨ!,上!羽筬浩
噛定疾態、呼吸不全訓査研究動平成6仟・度第2回辨会議総会東京
平成 6年12j116Π
パネルディスカッシ,ン「An山噸Cydine系抗掘剤による心筋症の早川1検川に
ついて」
櫻井英彦,[H島打法IS,小Ⅱじ二郎,《i>野裕司,古1判j安人,池H1 淳,小岩'1,
郎,「、1_上邱リ」
第331川カルジオグラフィー田{究会仙台平成6年12打17Π
興味ある経過を示した肺覧栓症の2例
熊坂祝久,佐久川1聖仁,池IU 淳,Π十鄭屶,尾形公彦,橋「1良・
第 11リ1 胴辺峅令症仙究会杣f浜斗り女61下]2j、}23Π
Eaed of submenta] stimulation on upper airway Tesistance in nωmalSⅡbjects
and patients with obSれ'uctive sleep apnea
W. Hida, S. okabe, H. Mild, Y. Kikuchi, H. Kurosawa,0. Taguchi, A
Mlzusawa,11. ogawa, T. Takishima, K. shirato
ALS/ATS 1994 1nten)ational confa'ence, Boston, USA, May 20-24,
1994
Pole of N-methy11tansfcrase in glyconjugate sea'etion from human ai丁Way
Subnucosa1 創an(1S
T.1τokawa, M. Nagaki, S. simuYa, K. Yamaud〕i, K. S]]jrato
International confcrcnce ATS, Boston, May 21-25,1994
A 皿'otein lくinasc c (PKC) inhibiter n]odulates granule men〕brane fusion step
In human al]d ginea pig eosinopils
T. OSI〕iro, Y.1くakUに1, N. Maruyama, M. N雛'a, G. Tam山'a, S. shimura, K
Shh'ato
Internationa] confa'ence ATS, Boston, May 21-25,1994
Nilric oxide (NO) regulates glycocanjuate secrelion h'om airway sublnucosal
glands
M. NagaRi, T.1rokawa, T. sasa]d, S. shinⅡⅡ'a, M. Miura, K. shirato
Inten〕ational conference ATS, Boston, May 21-25,1994
L山nma11〕ypa、osmolarily Ngu]ates the ,-adrenergicaⅡy evo]くed active ion
transport across canine tracl〕eal epithelium
M. Yan〕amoto, T. sasa]d, S. shimura, M. Nagald, K. shirato
Inlernationa] conference ATS, Boston, May 21-25,1994
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248Endou〕eHn-1 0pens a receptot-operated K+-channe] in bovine tracheal
Sn〕ootl〕 1nⅡScle ceⅡ 10 n〕odulate 北S responsiveness to hjstan〕ine
M. Nara, T. sasald, S. shimura, T.1rokawa, M. Nagaki, M. Miura,1<
Shh・ato
International conference ATS, Boston, May 21-25,1994
249Long lerm P1Ⅱ'enic nerve denervaⅡon o{ diaphragn] in rat, C. S]〕indoh
H. ogawa, A. Mizusawa, Y.1くikuchi, X入1. Hida, K. SI〕irato
ALS/ATS 19941nten]ationa】 conference, Boston, USA, May 22,1994
2501" vivo Telease of glutamate in tl〕e nudeus tractus sdita丁ii (NTS) of rat dutil〕g
hypoX途
A. Mizusawa, H. ogawa, Y. Kikud〕i, W. Hida, S. okabe,0. Tagud〕j, H
Mild, C. shindoh, K. shiralo
ALS/ATS 19941nternauonal conference, Boston, USA, Nlay 22,1994
251The role o( nitTic oxide (NO) in thc nudeus tractus solilarius (NTS) during
hypoxic ventⅡatory response
H. ogawa, A. Mizusawa, Y. Kikl】chi, W. Hida, S. okabe, H. Mi1ζi,0
Taguchi, C. shin(101〕, K. shiTato
ALS/ATS 19941nternational confa'ence, Boston, USA, Nlay 22,1994
252Lowa'ed chemosalitivity and pa'ceplion of dyspnea ln patients with near-fatal
asa〕ma (NFA)
Y. Kikuchi, S. okabe, W. Hida, H. oga、va, A. Mizusawa, H. Miki,0
Taguchi, C. shinndou, K. shira加, T. Takishima
ALS/ATS 1994 1ntcrnational conf臼でnce, Boston, USA, Nlay 22-25,
1994
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253Expression of TNF,1GFβl and pDGF-B by eosinophⅡS in astl]1natic tissues
1. ohno, K. Yalnaud)i, Y. Tanno,.1. Gauldie, M. Jordana, K. SI〕h'ato
ALS/ATS 1994 1nternalional conference, Boston, USA, May 23,1994
254E丘ed of saiboku-to (chai-PU-Tang), a traditi011al herbai medicine, on
tumor nea'osis factor (TNF)一α expression during late asthmauc response in
gUⅡ〕ea plgs
Y. Tanno, D. zhu,1<. Maeda, H.1ijilna, L.H. pan, H. ohtani, H. Nagura,
K. SI〕irato
ALS/A'rS 19941】1ternational conference, Boston, USA, Nlay 23,1994
255EHect of nasa] CPAp cerel〕ral oxygen saturation in patients with obsn'uctive
Sleep apcnea
H. Miki, W. Hida, M. Kameyama, S. okabe, Y. Kikuchi, M. Yoshinari, K
Shitato
AI、S/ATS 19941ntemational conference, Boston, USA, May 23,1994
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i n  a c t i v e l y - s e n s i t i z e d  g U Ⅱ 〕 e a  p l g s  】 n  Ⅵ V O
M .  M i u r a ,  M . 1 C h i n o s c ,  N .  N a l く a j i n 1 且 ,  H .  Y a n 〕 a u c h i ,  M .  T o m a l d ,  J
I S I ] i k a w a ,  T .  o y a l く e ,  Y .  o h u c h i ,  K .  s h i r a t o
A L S / A T S  1 9 9 4 1 n t e r 1 1 a t i o n a l  c o n f e r e n c e ,  B o s t o n ,  U S A ,  M a y  2 3 , 1 9 9 4
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M .  T o m a l d ,  M . 1 d 〕 i n o s c ,  M .  M i u r a ,  H .  Y a m a u d 〕 i ,  N .  N a l く a j i m a ,  T .  o y a l く e ,
Y .  o h u c h i ,  K .  s h h ' a t o
I C A C I  X V - E A A C I ' 9 4 ,  s t o k h o l u m ,  S W E D E N ,  J u n e  2 7 , 1 9 9 4
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r e s p o n s e s  l n  g U Ⅱ 〕 e a - P ] g s  l n  v ] t r o
H .  Y a m a u c h i ,  M .  M i u r a ,  M . 1 C h i 1 1 0 s e ,  N .  N a k a j i m a ,  M .  T o n l a l d ,  E
S a k u t a i ,  K .  M a e y a m a ,  T .  w a t a n a b e ,  K .  S 1 1 i r a t o
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264E丘ed o( saiboku-to (chai-PU-Tang) on the expression of cytokines during
Iate asu〕matic response in gumea pigs
Y. Tanno, K. Nlaeda, D. zhu, H.1ijilna,1. ohno, L-H. pan, H. ohtani, H
Nagur3, K. shiYato
4TH lntemationa l con即'ess on Traditional Asian medicine, TOKYO,
August 19,1994
265Fecdback lnecl〕anism Ⅱ〕 exdation-contraction coupling in cardiac n〕USC]e
N.1Shide, M. Miura, M. saRurai, T. shinoza]d, H. oda, K. shirato
World congress on Medical physics and Biomedica] Engineering, Rio de
Janeiro, BtaZⅡ, August 23,1994
266Dysfunction of Na/ca Exchanger rises lntraceⅡU]ar calcium c01)centration
and lncreases tl〕e Myogenic Arteriolar Tone in Rat ATterio]es
S. Horiguchi, J. N入ratanabe, A.1くaribe, M. Takeud〕i, S. suzuki, M
Keitoku, K. shirato
第67回アメリカ心11柳丙学会ダラス乎成6年Ⅱ月15H
267Proten〕 kinase c regulates u〕e caldum sensitivity in developmalt of pres・
Sure-]nduced myogenic tone of smaⅡ artenes
A.1くaribe, J.訊7atanabe, S. Horiguchi, M. Take11Chi, S. suzuki, M
Keitoku, S. satoh, K. shirato
Cardiovascular system Dinamics sodety, san Francisco, USA, November
11-20,1995
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268The e丘ect of diastolic vibrauon on the coronary aow vate in 壮W canine heart
With ischenua
Y. Koiwa, H. Honda, N. Hoshi, K. SI〕irato
11th lnternationa] conference of csDS, san Francisco, USA, November
17-20,1994
269Diastolic vibration froln the precordium i]〕creases coronary blood aow in ]〕U・
n〕ans
T. Naya, Y. Koiwa, H. Honda, H.1くamada, K. shitato
11th lnternational conference of csps, san Francisco, USA, November
17-20,1994
270Angiographic estimation o{ rigl〕t vetricular fil]ing and ojection function in
Patia〕ts with dⅡated cardiomyopathy
T. Takal〕ashi, M. salくUma, H.1Shigaki, H. Hozawa, K. Komaki, Y
Yamamoto, N. Kumasalくa,1<. shirato
11th lnternational conference of csps, san Fra】〕cisco, USA, November
17-20,1994
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上 気 道 虚 脱 竹 に 及 ぼ す 上 気 逝 筋 の 役 割
飛 田 渉 , 黒 澤 ・ , 岡 盲 " 椣 一 ' , 三 木 刷 , , 呉 従 g l , 菊 池 1 1 ・ 愽 , 小 川 I H
正 , 水 澤 唖 紀 了 ・ , 及 川 ま な み , 進 藤 下 代 彦 , 白 ・ 1 二 邦 男
第 1 4 回  1 匪 1 嘱 呼 吸 師 害 研 究 会 東 京 平 成 7 1 1 Ξ 2  刀  4 日
心 筋 に お け る イ ノ シ ト ー ル リ ン 資 質 代 謝 厄 1 転 の 牛 体 内 i 乎 価 法 に 関 す る J ' q 飽 杓 検 i , 、 1
孑 i l H 信 i ト , 大 谷 広 絲 己 , 内 十 邦 屶 ,  J l j 1 注 夫
1 Ⅱ 1
千 田 雅 信 , 加 賀 谷
、 呈 . ,
第 1 1 5 阿 日 木 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 7 午 2 j 、 ] 1 0 1 1
4 8 人 . 、 川 3 人 に ぺ ー ス メ ー カ ー が " 1 え こ ま れ た ー 一 家
佐 藤 尻 . ・ , 白 十 J お り } , 小 脚 倉 り ム 典 , 八 木 暫 ・ 大 , 仏
" h
J I ' 1 _ 1 _ 1 智 子 , 加 賀 谷
r l J を . ,
際 尚
第 Ⅱ 5 回  U 小 ; ヲ 邸 業 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 午 2 打 1 0 H
サ ル コ メ ア と ミ ト コ ン ド リ ブ の 構 造 的 に 1 刈 す る 逃 ・ f 顕 徴 鏡 的 観 察
内 士 邦 男
」 Ⅱ 1
野 崎 哲 司 , 冶 ' 出 伝 止 , 加 賀 谷
_ 、 」 1 . ,
第 H 5 1 川 日 木 循 喋 噐 シ フ 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 年 2  打 1 0 [ 1
ラ ヅ  H 暢 智 膜 細 動 脈 の 収 締 制 御 と C a 開 節 に お け る 筋 小 胞 体 の 役 削
竹 内 邪 . 治 , 波 辺 浮 , ヌ 鵬 似 羽 彦 , 堀 Π 聡 , 鈴 木 秀 , 加 1 愁 浩 , 船 越 Ⅱ 二
行 , 慶 , き 満 正 , 佐 藤 昇 ・ ' , 白 Σ 1 二 邦 屶
第 Ⅱ 馴 回 日 水 り 配 業 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 乎 成 7 午 2 門 1 0 日
2 7 2
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2 7 9
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C a o v e d o a d  に お け る 弛 緩 能
篠 崎 毅 , 佐 際 滋 f , 气 浦 品 人 , 沼 口 裕 隆 , 千 】 1 _ Ⅱ 信 止 , 白 十 那 屶
第 1 1 5 回  H 人 循 環 器 口 を 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 年 2 打 1 叶 1
心 房 小 1 覇 欠 " リ 謎 こ お け る 右 X 訓 ガ 黛 と 1 躯 出 様 式
「 白 弥 儒 徹 , 佐 久 Ⅲ リ 型 仁 , 石 垣 英 彦 , 朴 沢 英 成 一 駒 木 ギ 太 部 , 1 , 1 1 木 筏 人 , 熊
坂 祝 久 , 杉 止 文 ,  1 ' 1 上 J ・ " 男 ,  H 1 巻 健 治
第 H 5 1 可 日 本 循 環 辯 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 フ ィ 「 ・ 2 打 1 0 日
急 性 冠 閉 塞 心 に お け る 心 扣 数 川 υ 川 の 局 所 心 筋 動 態 に 及 ぼ す 変 化
山 本 筬 人 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 朴 沢 英 成 , 駒 人 孝 太 郎 , 1 研 橋 徹 , 熊 坂 祝 久 , イ 1
垣 英 彦 , 白 土 邦 男
第 Ⅱ 引 田  H 本 循 喋 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 乎 成 7 午 2 j Ⅱ 0 日
面 " 牛 菌 感 染 症 の 現 状 と 将 来 励 炎 球 菌 感 染 症 に っ い て , 薬 剤 削 竹 の 現 状 ・ ・
西 岡 き よ , 荻 原 央 子 , 打 ・ 野 恭 火 , 円 上 邦 屶
第 1 3 1 可 東 北 i 耐 竹 工 創 肝 究 会 仙 台 平 成 フ ィ f 2  "  1 8 日
下 半 身 陰 圧 負 荷 時 の 心 拍 変 動 と 手 動 脈 血 管 抵 抗
占 関 義 人 , 櫻 井 兇 彦 , 池 矧 淳 , 山 上 邦 リ }
第 9 1 川 時 1 剖 ヲ 配 業 器 研 究 会 東 京 平 成 7 年 3 打  4  Π
2 7 フ
2 8 0
281神経由来のN0による気道平滑筋拡張反応に対する繰り返し抗原曝露の影粋
_」油元彦,Ⅱ_Ⅱ人ル奴行,ーノ瀬正和,影111夏子,戸i持雅文,大田譲,小宅
辻也,述藤西美,白士邦リ」
第31回気道過敏性研究会東京平成7年3打ⅡΠ
感作モルモヅトにおけるアレルギー性気道反16に対する内閧性オピオイドの開与
遠喋心美,ーノ激正和,二浦元彦,山内淑打,影山夏子,戸蒔雅文,小宅
述也,大内譲,白士邦男
第31回気道過敏性研究会東京平成7q3打Ⅱ日
抗原曝欝によるコリン作動竹神経の反応亢進モデルにおけるステロイドの効果
影山夏f,二浦元彦,ーノ瀬正和,山内淑行,j司埒靴文,小宅逹也,大内
訣,遠喋直美, h上邦屶
第31回気道過敏性研究会東京平成7年3月He
気道平滑筋におけるイノシトール 1,4,5,ーーモリン酸(1P3)を介した
Ca2十依存竹.K十電流の検討
奈良止之,佐々木司,志村早苗,色川俊也,長1岐雅俊,鈴木五打,笹森
寛,岩沫則片久,述藤直美,三浦元彦,ーノ瀬正和,白士邦屶,「川Ⅱ_州H謹
第31回気道過敏性研究会東京平成7年3打ⅡΠ
ヒト好球における血小板性因子(PAF)による細1泡内 Ca2十動態([ca2+U)
に刈する Protein Kinase c(PKC)の作用
大城杜子,角田康典・,志村早畄,内十J'屶
第31回気道過敏性研究会束京平成7年3打Ⅱ日
NitoTicoxide(NO)気遊粘膜下痢朋包からの粘膜糖蛋訂質(ムチン)分泌に及ぼ
す影鷲と,その細胞内機庁
長岐吼t俊,色川俊也,佐々木司,大城杜子,奈良正之,角田康典,志卜1
早苗,内上邦男
第3回 N01渕迎物質研究会仙台平成7年3打18H
誘発疾巾SP 含示:と1喘息,慢性気管支炎
・ーノ潮正和, f耐寺雅文,二浦元彦,影山憂子, h lt邦屶
第2回気道炎症研究会仙台乎成7年3月23U
抗原曝欝によるコリン作動性神経の灰応亢進モデルにおけるステロイドの効果
影Ⅱ_1旦子,一三浦元彦,・・・ノ瀬正和,山内淑打,戸ii工雅文,小宅達也,大内
讓,通藤直美,内上邦男
第601田日本胸部疾患学会東北地力会仙台平成7年3ガ25Π
感作モルモットにおけるアレルギー件気道反応にヌ、1する内因性オピオイトの喫yl
遠藤1直美,'ノ瀬止利,ニ{浦元彦,山1人」淑行,影山夏、f, fii埒雅文,小宅
辻也,大1人」譲,白士邦男
第6引可Π木胸部疾悲、学会東北地力会仙h 平成7午3ガ25日
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2 9 0 カ リ ブ ド ト キ シ ン 感 受 忰 K チ ャ ソ ネ ル 畍 1 1 、 】 薬 の ヒ ト 父 通 平 滑 筋 に 対 す る 効 果
戸 ゛ 可 " 文 , ー ノ 瀬 止 利 , ・ 三 浦 元 彦 , 影 1 _ Ⅱ 夏 子 , 遠 脳 { 1 血 美 , 由 ・ 1 , 3 男
第 6 則 司  H 人 胸 剖 g 矣 恐 、 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 7 圷 3 門 2 5 日
肺 炎 様 陰 影 を 呈 し た サ ル コ イ ド ー シ ス の 1 例
鈴 木 五 河 , 奈 良 正 之 , 長 1 岐 雅 俊 , 佐 々 木 司 , ' ミ 村 ¥ 市 , 广 1 士 邦 リ }
第 6 0 1 ・ 1  H 木 胸 訊 y 矣 悲 、 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 年 3 月 2 5 0
ウ サ ギ 気 管 支 モ デ ル で の 気 道 上 皮 細 胞 の 屯 解 質 輸 送
岩 瀬 イ 三 久 , 佐 々 木 司 , 志 村 甲 , 、 怖 , 奈 良 { f 之 , 山 人 災 , 鈴 木 、 五 j l , 内 十
邦 男
第 6 0 印 1  Π 本 胸 都 疾 恋 工 二 会 東 北 地 力 会 仙 台 ' F 成 フ ィ f 3 j 、 1 2 5 Π
ヒ ト 気 管 映 下 線 に よ る サ ー フ プ ク タ ン ト ア ポ プ ロ テ ィ ン A 産 生
斎 藤 弘 樹 , 絢 山 博 , 伏 見 敏 明 , 関 降 文 , 志 村 ¥ 了 打 , 白 二 に 邦 リ } , 山 谷 畦
雄 , 荒 井 啓 行 , 佐 々 木 英 徳
第 6 0 回 Π 本 胸 名 樹 矣 懲 、 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 十 成 7 年 3 打 2 5 日
マ ク ロ ラ イ ド 系 抗 牛 物 質 に よ る 気 道 粘 悦 下 線 の 屯 解 質 分 秘 抑 制 機 庁
色 川 俊 也 , 佐 々 木 司 , 志 村 〒 鹸 , 奈 良 正 と , 笹 森 寛 , ¥ ・ 1 爾 1 偏 久 , 長 1 岐
牙 倒 麦 , 内 士 邦 労
第 6 0 回  M 本 胸 部 疾 恕 、 学 会 畔 U ヒ 地 力 会 仙 台 平 成 7 午 3 刀 2 5 U
L y l n p h o l n a t o i d  g r a n n l o n 〕 a t o s i S  の  1 イ 刎
長 1 岐 雅 俊 , 佐 々 人 司 , 志 村 ¥ 苗 , 广 1 ・ 上 邱 屶
第 6 0 1 可 Π 本 胸 割 g 矣 患 学 会 柬 北 地 力 会 仙 台 平 成 7 午 3 河 2 5 Π
心 の 分 に お け る イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代 謝 回 転 の 悔 ' 床 1 杓 評 価 法 に 鬨 す る j 符 雌 的 検 ■
千 田 雅 偏 , イ ゴ 1 " 偏 、 正 , 加 賀 谷 艘 , 大 谷 乞 絲 ' , 山 桜 1 力 1 Ψ 子 , 柴 イ , 〒 行 ,  1 t 1 1 '
邦 リ } , 井 f i 迂 婦
第 5 9 回 Π 本 循 ' 環 器 学 会 学 術 条 会 名 古 玲 十 成 7 年 4 刀  I H
超 斉 波 を 川 い 九 脈 波 伝 搬 速 度 の 非 侵 襲 的 ; 1 測 に よ る 動 脈 廸 化 病 変 の 局 所 的 診 断 法
金 井 浩 , 小 岩 ・ 禽 郎 , 白 十 那 男
錦 5 9 師 1  Π 本 循 瑞 γ 艀 学 会 学 術 条 会 名 占 屋 〒 成 7 年 ・ 4  門  1 1 - 1
交 感 神 経 剌 激 時 の 陽 竹 変 力 作 用 に ヌ 1 す る N 0 介 成 系 の 関 ・ ケ
澁 1 Ⅱ 右 , 池 田 淳 , 関 Π 洋 平 , Ⅱ _ 1 町  1 順 , 广 1 士 邦 リ }
芽 巧 9 1 川 Π 本 循 環 排 学 会 学 才 村 条 会 名 六 ' 屋 乎 成 7 午 4  打  1  - 3  Π
N ゆ m d i l 0 1 の 心 汐 村 使 仙 1 冠 徴 小 血 管 に 対 す る 作 用
小 丸 達 也 , 杉 村 彰 彦 , 均 に J 心 リ }
' 」 .
熊 谷 利 伝 , 金 塚
ノ 心 ,
芽 巧 9 回 Π 本 循 環 器 学 会 名 古 屋 、 r 成 7 年 4 1 1 1  - 3  U
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300反復投与したSubstancePの冠徹小動脈径と血沈に対する作刑一牛イ木内での
tachyphylaxis -
熊谷利偏,谷川俊了,小メι辻也," 1二邦リ}十多本夕杉彦,くbj家J'/CJ
第591川日本循環鴇学会名古示平成7午4刀 1 -3日
細胞内カルシウム振動に対する遅延後脱分極の動的1心答
小川浩司,イ_il_"伝if,白士邱男
第59回 11木循環器学会学術集会名古屋〒成7年4打 2Π
早期後地位における胤瑚包内カルシウム動態とその多様性
三油昌人,イi出偏正,詔「咋谷1難,白士邦屶
第59回日本循環器学会総会名占屋平成7年4珂 2日
左室振動解析に刈するブ仁心拡張ボ馴圧の非観血的測定
人IU英h,小岩喜郎,納谷太平,鎌田共一,内士邦男,金井浩
第59回 H本循喋器学会半術集会名古屋平成7年4打2H
脂川tからの払張娚振動入力によるヒト左室批何長1箪筈の改誓
納谷太平,小岩喜郎,本川央行,鎌田英',白士邦リ}
第59回Π本循喋器学会了才村集会名占屋平成7年4H 2H
虚1111による lmmediate ear]y gcnC 発↓!1への Ischelnic preconditioning の刻J!1{
新山村子,砥山111玄,白十'邦男,・占木正'{,阿剖り隶
封工59回 Hオ蔀盾1;1号1十于t会名i!1長1, Japanese circulationJourna159 (SUPPI
1):372,19飾
市1-'血管床の太いlm管と矧1い血管から得た血管乎滑筋羽Ⅲ抱の形態及び増励能の
比較
小村明浩,礒山i11玄,門上邦労,加1藤光保澤井商志
封狢91回日1薪盾j牙{臂゛"1t会名i1丁凡{, Japanese ch'culauon Journa159 (SUPPI
D :422,195
Comn紕丁 Angiogiop]astyは冠狄窄木梢の慢性低僻流による内皮障筈を正常化
させる
小メL辻也,礒Ⅱ_1祀玄,関1ψU弌, h上邦甥,11・10lf之,県予崎英二,区叫岡
修,田巻健治
芽巧9戸1日本循1牙!噐十γ!会名i七屋, Japal〕ese circulationJ飢Ⅱ'na159 (SUPP]
1):1釘,19鮖
HR-STループ1{1動解析システムをΠ1いた冠動脈恕、Xの柄変枝数の診断
櫻JI・克彦, H_1島拓郎,小山二郎,金町ネ卸司,ιd刈義人,池Π1 淳,内上邦リJ
第591川日本循広欝詔孚会総会名古尻平成7年4 珂 2日
迎動負荷心田図ST-HRループにおけるりカハリ角度計僻湃寺の回復剣データ
の長さと冠動Ⅲ耐交懲、11.診率
占関義人,金野・裕司,桜井兇彦,田富,拓鄭,小山二郎,池Π1 淳,白上邦屶
第59回Π本循喋器学会総会名古屋〒成7午4打 2訂
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心 D j 活 四 パ E 位 よ 〒 続 1 1 丁 間 の 削 H 立 別 不 均 ・ 一 竹 の 検 出 ・ m o n o p h a s i c  a d i o n  p o t e n ・
t i a l ( M A T ) を 用 い て
嘱 場 恵 夫 , 篠 崎 毅 , 三 浦 昌 人 , 佐 ル K 滋 ・ f , 岩 淵 越 , 竹 「 人 " 忙 冶 , 鈴 人
秀 , 加 際 浩 , 船 越 1 1 . 行 , 慶 徳 満 」 f , 渡 辺  i 乎 , 佐 藤 昇 、 ー , 内 十 邦 男
第 5 9 回 日 木 循 環 器 学 会 総 会 名 古 屋 ・ 平 成 7 年 4 打  3 「 1
N - f o m w l p e p t i d e  の 冠 動 脈 暗 結 合 部 位 と そ の 作 川
慶 従 薪 術 正 , 加 喋 浩 , 船 越 正 行 , 鈴 木 秀 , 竹 内 雅 治 , 苅 部 明 彦 , 堀 Π
聡 , 渡 辺 涼 , 佐 藤 打 , ・ ー , 訂 上 邦 男
第 5 9 回 日 本 循 環 船 学 公 総 会 名 古 屋 平 成 7 ζ F 4 打  3 日
肥 大 型 心 筋 症 と 高 血 圧 性 肥 大 心 に お け る 心 ■ 万 の  1 8 F - 2 - a u o r o - 2 - d e o x ・
y g l u c o s e ( F L D ) 摂 取 の 比 峻 検 討
石 川 信 正 , 千 田 邪 1 偏 , 大 谷 五 絲 己
1 1 1 1
柴 信 行 , 广 1 上 邦 男 , 加 賀 谷
』 工 ι ,
第 兜 1 川 日 水 内 科 学 会 総 会 ■ 古 屋 乎 成 7 年 4 刀 4 臼
ヒ ト 気 道 線 の 電 解 質 液 分 泌 に お け る  C y d i c  A D P - r i l 〕 o s e  の 役 割
广 1 士 邦 男 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 苗
第 9 2 同 日 本 内 チ 十 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 1 r 4 ナ 1 4  「 _ 1
H R - S T ル ー プ 冉 動 解 析 シ ス テ ム を 用 い た 冠 動 } J 耐 矣 悲 、 の 診 断
金 野 裕 ' 司 , 田 島 打 法 β , 小 山 _ ム 郎 , 古 段 1 義 人 , 櫻 井 克 彦 , 池 田 淳 , 1 イ ・ 1  上 邦 男
第 9 2 回 日 本 内 科 学 会 名 古 憾 平 成 7 年 4 河  4 Π
低 酸 累 換 気 応 答 に お け る 延 倣 孤 東 核 で の N 0 の ポ ジ テ ィ ブ フ ィ ー ド バ ヅ ク メ
カ ニ ズ ム
小 川 港 l f , 水 澤 心 紀 子 , 菊 池 喜 博 , 飛 田 渉 , 及 川 ま な み , 黒 澤 ・ ,
木 祐 , 進 藤 下 代 彦 , 白 士 邦 男
算 犯 5 1 回 目 人 胸 部 学 会 総 会 名 古 見 平 成 7 午 5 打
a 1 璃 i o t e n s i n  変 換 酵 索 阻 害 剤 に よ る 咳 嫩 と 誘 発 疾 小  S u b s t a n c e  P  羅 の 検 二 、 1
戸 侍 乳 文 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 1 1 1 叶 ル 叔 行 , 影 山 夏 子 , 小 宅 達 也 , 大 内
誠 , 遠 藤 旧 美 , 白 士 邦 男
第 3 5 回  H 本 胸 部 疾 態 、 学 会 総 会 名 古 吊 平 成 7 年 5 月 1 日
P o s i t r o n  e m i s s i o n  t o m o g r a p h y  に よ る 吸 気 抵 抗 負 荷 n 剰 卿 侍 の 脳 内 グ ル コ ー ス
代 謝 測 定
菊 池 喜 博 , 畑 沢 順 , 飛 田 渉 , 小 川 浩 正 , 水 澤 韮 紀 f , 岡 部 椣 一 , 三 人
祐 , 黒 洋 一 , 進 藤 千 代 彦 , [ ÷ L 上 邦 男
第 3 5 回  H 木 胸 部 疾 患 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 午 5 月 1 Π
N 0 2 暴 露 後 の ヒ ス タ ミ ン 代 削 と モ ル モ ッ ト に お け る 気 道 過 敏 忰 亢 巡
星 宏 紀 , 1 [ 1 内 広 平 , 関 沢 清 久 , 中 沢 秀 喜 , 沖 永 壮 治 , 大 抑 Π 宗 鮒 ' , 飯 島
秀 弥 , 人 野 勲 , 木 1 剖 止 明 , 任 1 村 弦 , 佐 々 木 英 忠 , 拘 I J 3 屶
第 3 5 山 1  Π 本 胸 剖 り 矣 悲 、 学 会 総 会 名 占 屋 平 成 7 年 5 j 1 1  H
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319 リン1唆(1P3)を介した気道平滑筋におけるイノシトール 1,4,5
Ca2十依存性K十確流の検討
奈良正と,佐々人司,志村早f苗,色川俊也,長1岐雅俊,鈴人五打,笹森
寛,岩瀬偏久,西ル1明徳,白士邦男
芽殆5回Π人胸部疾態、半会総会名占屋平成7年5打 1日
慢件気管支炎,気管支喘息,11「1政訓重における気道軟汁の形態ツ豹り検剖
原口Ⅱ、彦,'{村〒・依,内_上邦リ,
第351可 U本胸部疾恕、学会総会名'f屋平成7年5 打 1 Π
ウサギ気遊上皮細胞におけるATPによる施解質愉送機庁
判瀬偏久,佐々人司,志村〒苗,奈良iモ之,山本交,鈴木五刃,1ξ1士
那屶
第351田 U本胸部疾恕、'γ会総会名占屋平成7年5 刀 1 Π
人好酸球における血小沽・性化因子(PAF)による細胞内 Ca2十動態
([ca2+U)に対する PTotein Kinase c(PKC)の作用
大城杜子,角田康典,志村早苗,白士邦屶
第351川 H人朏上祁疾恕、'γ会総会名・,!f屋平成7年5J、]1日
Nitricoxide(NO)の気通粘映ド線剤瑚包内 Ca2十濃度に及ぼす影糾
R1岐雅俊,色川俊也,佐々人司,大城札子,奈良正之,角田康典,志村
早苗, 1f1十邦リ}
m35回Π本1恂1Ⅲ疾恕、学会総会名 1!】'屋.平成フィ「51」1日
腰透過性IP3受容体陞害剤RS2-158の気道線に及ぼす影紳
笹森寛,佐々人司,志村〒、依,奈良正之,色川俊也,御子柴克彦, h
士邦男
第35同門木1愉ル樹矣悲、学会総会名古屋乎成7匂・511]日
ヒト器官粘映下線によるサーファクタントアポプロテインA産生
斎藤膨1尉,岡山愽,伏見敏明,関隆文,ι{村〒・飾,1Ⅱ谷11空雄,荒井啓
行,仇々木英行,門 1二邦屶
第35回 H本胸部疾患学会総会名古屋平成7年5村 1Π
気道分泌線剤Ⅲ抱におけるマクロライド糸抗生物質による a一屯訓計印制効果
色川俊也,佐々人司,志村甲・戯,長岐粋俊,奈良正之,鈴木五丹,¥井頼
伝久,仙森寛,西1_[1明徳,白上J心リ}
第35回口本胸吊"矢恕J学会総会名古屋平成7午5ナ1]1_1
無麻酔気迫抵抗負何によるラット小棚神経でのCイ0S発現について
水浮心紀子,大野勲,菊池交小P,小川浩1ト,飛111 渉,二ξ木祐,黒澤
,及川まなみ,進藤下代彦,白士邦屶
第351可 H木胸部疾恕、学会総会名古屋平成7年5打 1日
320
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袖 経 由 来 の 一 触 化 * 業 ( N O ) に よ る 気 道 平 滑 筋 払 張 反 応 に 及 ぼ す 繰 返 し 抗 原
曝 肱 の 影 劃 X こ つ い て の 検 討
1 1 1 内 淑 行 , § 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 l f 利 , 大 内 譲 , 影 山 夏 子 ,  j オ i 1 寺 雅 文 , 小 宅
逹 也 , 述 藤 辿 美 , 广 1 士 邦 リ }
芽 弗 5 1 川 日 本 胸 訊 , 突 態 、 学 会 総 会 名 ι f 屋 平 成 フ ィ r 5  門  2 円
I F N 一 α , 1 F N ヲ の 枇 隔 膜 筋 収 勳 泓 こ 対 す る 影 刈
進 藤 下 代 彦 , 黒 澤 一 , 呉 徳 屶 , 小 川 浩 正 , 水 沢 唖 紀 子 ,  t 木 祐 , 菊
池 i T 卜 草 , 飛 Ⅱ 1  沙 , 内 ・ 上 邦 男
第 3 5 同 日 本 胸 部 疾 鰹 、 学 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 仟 ・ 5 打  2 日
鬼 馴 乍 モ ル モ ヅ ト に お け る ア レ ル ギ ー 件 気 道 反 応 に 対 す る 肉 1 村 忰 オ ピ オ イ ド の 鬨 ・ ケ ・
遠 際 心 美 , ー ノ 瀬 止 和 , _ ' 浦 元 彦 , 山 内 淑 打 , 1 杉 Ⅱ _ 1 熨 子 , 戸 1 告 雅 文 , 小 宅
述 也 , 大 内 譲 , 广 1 上 邦 リ 」
第 3 5 祠 Π 木 胸 部 疾 慰 、 孚 会 総 会 名 古 屋 平 成 7 午 5 打  2 Π
抗 原 曝 鰯 に よ る 気 道 内 知 覚 神 経 制 御 機 構 へ の 影 糾
气 浦 元 彦 , ー ノ 瀬 正 和 , 影 山 夏 ・ f , 戸 甫 冴 隹 文 , 遠 藤 雨 美 , 人 内 讓 , 小 宅
述 也 , 冉 士 邦 男
第 3 5 回 日 木 1 恂 剖 " 矣 惣 、 学 会 総 会 名 古 斥 乎 成 7 年 5 j 」 3 日
喘 息 態 、 名 に お け る 運 動 誘 発 気 通 狄 窄 に 対 す る サ ブ ス タ ン ス P の 関 与
・ ー ノ 瀬 止 和 , 山 内 淑 行 , 影 山 夏 了 ・ , 丁 t 浦 元 彦 , ノ ゴ i 1 寺 雅 文 , 丁 : 木 祐 , 小 宅
達 也 , 大 内 ' 讓 , 田 村 弦 , 飛 田 沙 , 白 士 邦 男
第 3 5 回  M 木 胸 部 疾 患 学 会 総 会 名 古 吊 平 成 7 年 5 打  3 日
抗 原 嶋 甑 零 に よ る コ リ ン 作 動 性 神 経 の 反 応 亢 進 モ デ ル に お け る ス テ ロ イ ド の 効 果
影 山 夏 子 , 三 浦 元 彦 , ー ・ ・ ノ 瀬 正 利 , 戸 砥 冴 件 文 , 小 宅 逹 也 , 大 内 讓 , 遠 藤
画 美 , 白 士 邦 屶
群 犯 5 同 Π 本 胸 剖 " 矣 患 学 会 総 会 名 占 尻 平 成 フ ィ に 5 ナ 1 3 日
成 人 気 管 支 1 喘 忘 、 の 自 然 発 作 時 の 気 道 炎 症 病 態 ・ 遅 発 型 反 応 と の 比 較
仕 1 内 広 平 , 田 村 弦 , 大 河 j 京 雄 一 ・ , 本 間 正 明 , 1 1 1  宏 紀 , 1 U 1 1 修 寛 , 佐 野
公 仁 夫 , 大 野 勲 , 丹 里 f 恭 夫 , 内 士 邦 屶
第 7 1 田 Π 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 祁 季 臨 床 大 会 制 山 〒 成 7 年 5 ナ 1 2 4 Π
ワ ー ク シ ョ ッ プ 印 沸 庖 1 、 の 管 理 に お け る P E F の 有 用 性 と そ の 限 界 」  P E F の コ ン
プ ラ イ ブ ン ス と 現 状 一 ・ ・ ビ ー ク マ ン 8  を 用 い て の 検 i 寸 ,  f 1 動 記 録 に よ る コ ン ビ
ラ イ ア ン ス ・ ー
水 冏 正 明 , 田 村 弦 , 星 宏 紀 , 佐 野 公 仁 夬 , 1 ヨ 十 邦 男
第 7 回  H 本 ア レ ル ギ ー 半 会 春 季 臨 床 大 会 岡 山 平 成 7 年 5 打 2 6 Π
3 2 9
3 3 0
3 3 1
3 3 2
3 3 3
3 3 4
3 3 5
336豚冠動脈における受容休依存件収綸の側互関迎
鈴木秀,渡辺浮,加藤淵;,島)越正lj,竹内乳治,苅部明彦,堀1-1
聡,虜で蔀佑if,イノ訂藤昇・,广1上邦屶
第Ⅱ引回日木循環器学会央北地力会仙台平成7年611911
心房細動の開始と1熊亢1侍の心房仏上活jの遣伯.持毓時剛の検詞
岩沸1 1六,仏J係外・・・,候崎毅,力則峠沿,船越1行,鈴人秀,佐j佳滋
子,竹内雅治,苅部明彦,馬場忠火,二浦昌人,慶従§角正,波辺淳,冉
_1_J心男
第Ⅱ6川Πポ循環器半会畔Uヒ地力会仙台平成7年6"9Π
337
338
小1Ⅱ一_郎,1除崎毅,桜井克彦,古関義人,嶋場忠大,ル1島祐郎,釡町,裕
司,佐j藤昇',内十邦リ」
第 21旦1 宮城1,、糖尿病杜介併町乍研究会仙h 平成 7 q・6j1301、1
1・f負荷肥人心のHSP発現
田島みのり,儀11_1正玄,内十、J3リ}
第46回東北脈管研究会 P.9,1995
イベりオトキシン(1bTX)感受忰Kチャンネル1刑U薬SCA40 のヒト気道に対
する効果
戸心i乳文,ーノi頼Ⅱ1利,一ξ浦允彦,述藤直美,山内淑勺,影山夏f,小宅
辻也,大内訣,門・上邦屶,小池加1保児 0π力剣'がんセンター)
第22回東北呼吸談話会仙台・平成7年7打 IU
喘忠、恕え喩こおける呼気小、酸化*業(NO)濃座と気通過敏性および誘発矮・・1・,
ブラディチニン(BK)濃度の検詞
局橋i殻五i,、ノ瀬正和,大内誤,二油元彦,影Ⅱ_1安子,遠心ln共,醐村
怯,木闇正明,内上J心リ}
第221回東北呼吸懇話会仙台平成7仟 7刀 1Π
N02⑳捻斯妾のヒスタミン代謝とモルモヅトにおける気道過敏杜九進
兄宏紀,Ⅱ1内広平,1捌沢消久,中沢秀邑f,刈リ}く壮治,人河原鮒.ー・,飯島
秀弥,大野勲,本冏正明,前田買美人,田村弦,佐々木英忠,白士邦屶
第Π1回 Resph'at仇'y MO]ecu]ar and ceⅡU]ar Bio]ogy仙究会東京平成
フィ1ミフ j1 7 Π
プロスタグランジンF2αによるアセチルコリン収綸反16の増強・・ブタ冠動1脈
における検村
鈴木秀,波辺瀞,,111Π聡,ヌ1M{タ町彦,竹内雅治,船越11_行,加Ⅱ係
浩,慶徳満止,佐1銚昇・,白1上ナ"屶
第 5 !田 Coronal・y c]ub 研究会 1_11形→り女フィ1Ξ 71」15日
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341
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閉 案 性 n 倒 潤 時 処 印 四 吸 懲 名 に お け る 述 動 耐 客 能 に つ い て
田 口 治 , 飛 田 渉 , _ 1 木 祐 , ! 県 洋 ・ , 小 川 浩 i F , 水 澤 唖 紀 ・ f , 呉
徳 男 , 進 心 千 代 彦 , 菊 池 禽 博 , 白 士 那 男
第 1 5 厄 Π 挿 眠 師 弐 研 究 会 東 京 〒 成 7 年 7 打 1 5 Π
気 通 炎 症 の 神 経 性 調 節
・ ノ 南 Ⅱ f 和 , _ _ 1 浦 元 彦 , 酔 怖 偏 哉 全 , 影 山 旦 ・ f ,  f 〒 1 告 乳 文 , 小 宅 逹 也 , 大 内
讓 , 遠 心 1 0 . 美 , 訂 十 j " 男
第  1 1 可 小 児 気 管 支 1 喘 息 J 丙 態 研 究 会 名 古 上 1  平 成 7 午 9 j ・ 1 3  H
ブ ム ロ ジ ン の 籾 期 投 り ・ 吊 の 増 加 が 桑 物 体 内 動 態 に り え る 影 1 排 : 狭 心 症 恋 、 名 に お
け る 検 討
田 中 迄 子 , 石 出 伝 正 , 内 上 那 屶
" 1 「
船 越 1 1 ・ 行 , 加 1 賀 谷
_ ! 1 」 1 . ,
芽 党 回  C V フ ォ ー ラ ム 仙 六 平 成 7 年 9 例  8 日
心 b j 刺 覇 欠 摸 症 に お け る 心 筋 糖 代 需 " 硬 常 の 検 討
下 田 雅 侶 , 山 根 由 皿 f , 柴 イ ' 行 , ニ ' 凡 本 報 , 池
1 ι 1 1
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
、 1 1 . ,
田 浮 , イ i 出 正 偏 ,  h  1 二 邦 男 , 丸 岡 御 , 井 戸 達 如
第 4 3 1 川 Π 木 心 1 臓 病 学 会 横 浜 平 成 7 仟  9 j 1 1 5 H
H R - S T ル ー プ 臼 四 が 竹 析 シ ス テ ム を 川 い た 迎 動 負 荷 時 S T 低 下 例 に お け る 冠 動
脈 疾 患 、 の 診 断
旧 島 打 i 郎 , 小 山 _ 、 、 . 郎 , 金 野 裕 司 , 占 1 刃 裟 人 , 櫻 井 克 彦 , 池 田 涼 , 内 上 邦 屶
第 4 3 回 日 本 心 臓 病 学 会 桜 i 浜 平 成 7 年 9 ナ Ⅱ 5 日
造 影 法 に よ る 心 房 中 隔 欠 横 症 の 右 室 機 能 の 評 価
局 橋 徹 , 休 久 Ⅲ 1 聖 イ 1 , 朴 沢 英 成 , . 駒 人 享 太 郎 , 山 木 義 人 , 熊 坂 祝 ク > イ _ 1
加 英 彦 , 冉 士 邦 屶 , 田 巻 健 治
第 4 3 山 1  Π 本 心 1 幟 病 学 会 織 浜 平 成 7 午 9 j ・ Ⅱ 5 日
喘 息 恕 、 者 に お け る 呼 気 小 ・ 嚴 化 窒 宗 ( N O ) 器 切 叟 と 気 道 過 敏 件 お よ び 誘 発 疾 小
ブ ラ デ ィ キ ニ ン ( B K ) 濃 度 の 検 討
高 橋 i 哉 至 , ー ノ 沫 血 f 和 , 大 内 改 , 二 浦 尤 彦 , 影 山 安 子 , 途 藤 1 百 美 , 田 村
弦 , 本 剛 正 明 , 白 十 邱 屶
第  4 1 田  N 0  関 迎 物 質 研 究 会 仙 六 平 成 フ ィ F 9  打 1 6 Π
心 房 細 動 の 開 始 と 持 制 肌 寺 の 心 房 内 活 動 電 位 打 統 時 間 の 変 化 の 検 村
岩 沸 1  燕 , 佐 際 外 ・ , 篠 崎 毅 , 加 1 心 粘 , 船 越 正 1 1 , 鈴 木 秀 , 佐 心 滋
Υ ・ , 竹 ν " 佐 治 , 苅 部 明 彦 , 馬 場 忠 火 、 , 二 浦 占 ' , 人 , 慶 徳 洲 川 二 , 波 辺 打 1 , 白
1 二 邱 屶
第 4 3 1 ・ 1  Π 木 心 臓 病 学 会 織 浜 平 成 7 年 9 円  1 6 Π
3 4 5
3 4 6
3 4 7
3 4 8
3 5 0
3 4 9
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352洞不全翫井剣祥態えぢ'1こおけるイ〒心力j活動屯位才寺絖11、"剖の検討
竹1人班什治, U訂黎昇・・,打知崎毅,加藤沿,船越正行,鈴人秀,佐j係滋
子,岩淵燕,苅部明彦,,暢場忠大,二浦昌人,慶徳満正,渡辺淳,毛
出偏 111, 1ι凶_:丁3屶
第43回日本心臓病学会横浜乎成7午9打16U
気道ネ削摸、F線の確解質分泌における CydicADP-ribose の役割
佐々木司,志村早・鹸,瀧島任,白士jlw}
第68印1 口本小化'二会シンポジウム「新しいセカントメッセンジャー Cy・
Clic ADP-ribose」仙介十・成フィF 9 j]17H
診断に片応した収縮竹_心映炎のーイ舛
出町順,池田淳, n 1二邦男
第411川東北心【m管造影懇話会 1'」'森平成 7年9j、122H
慢竹父管支炎における慢竹気道炎折ξの觧析疇1卸十,の炎症洲朋包とサイトカイ
ン発現
前田貴美人,鈴木 i倒,枅利子,西岡きよ,佐藤裕f,1剣東央f,大野
勲,訂上邦屶
第6H"1 加MI,災恕、学会東北地ガ会青森平成7年9村23Π
喘息恕、名における呼気中・一酸化窒藁(NO)濃度と気道過敏性および誘売矮,・ヤ
ブラディキニン(BK)濃度の検討
i布橋融至,ーノ瀬止和,戸蒔雅文,人内敵,三浦元彦,影山熨子,述喋
市美,田村弦,本闇_正明,白士邦リ}
第6回薬物1吸人療法研究会東京乎成7午 9ナ12f川
低酸楽換気16答における延徹孤宋核でのりブルタイム測定の試み
小川浩lf,水洋Ⅲ絲ι了・,菊池下〒博,飛H_1 渉,1県浮・,海老原覚,及
川まなみ,呉征ψ},進藤下代彦,广1_上邦屶
第221回呼・吸肌徐而研究会東京、F成71ド10ナ16 f_1
ミトコンドリア臘術万症と診断された励胞低換ヌ(症の・イ列
11JJ翠・・,菊池●・郎,飛川渉,小川1化正,水澤・心紀子,曳徳リ},海老
凉覚,及川まなみ,白士邦男
第221旦11乎吸山Ⅱ市研究会東京平成7郁]0門 6 1_1
心房細動の発牛と1舌確付オ寺統時Ⅲ1
馬場忠火,篠崎毅,船越Ⅱ汗丁,竹内雅治,鈴木秀,慶徳訓川.,波辺
淳,佐藤夕1・・ー,イ_il_1Ⅱ再正,白土邦屶
第121川日本心屯学会東京平成フィf・10打 5 Π
洞不令症候耕患者における右心房活動磁位」寺絖時剛の検討
竹内雅治,篠崎 丘IL 二浦昌人,岩淵燕,鈴木秀,加心浩,慶で蔀仙み叉,
111,波辺淳, U"藤列・・・,亡1__1」J'リj
第121旦1日人心電学会東京・十・1女7年10115 H
353
354
355
356
360
1 13
357
358
359
1  1 4
3 6 1
心 ψ " 罰 動 の 1 寺 続 と 心 房 内 伝 導 遅 延
船 越 i 噺 」 , 竹 内 雅 治 , 篠 崎 毅 , ' 1 局 場 忠 犬 , 力 山 藤 沿 , 岩 り 肘 越 , 慶 徳 1 儲
正 , 渡 辺 淳 , 佐 藤 外 ・ 、 , 石 出 信 i [ , " 士 邦 屶
第 1 2 1 h 1  Π 木 心 確 学 会 、 東 京 平 寸 女 7 年 1 0 j 1 5 日
肺 気 唖 の 胸 胖 鏡  F レ ー ザ ー 治 療 前 後 に お け る  V o l u m e  N d u d i o n  と 迎 動 i 酎 容 能
の 相 関 関 係
煕 澤 ・ ・ , 飛 川 渉 , _ ι 木 祐 , 進 藤 下 代 彦 , 小 川 粘 1 モ , 水 浮 川 絲 己 f , 呉
徳 リ } , 及 川 ま な み , 菊 池 γ 「 博 , _ ι i 1 ル モ J 皀 , 内 」 二 邦 労 , 黒 川 R 県 , 貝 羽 義 沿
第 3 2 1 川 日 本 臨 1 末 牛 ' , E γ 会 札 幌 平 成 7 1 門 o j ] 2 1 日
休 表 脚 心 確 図 に お け る ー ' 打 リ 五 の 波 形 ゆ ら ぎ の 検 ' 司
古 Ⅳ 上 撲 人 , 小 Ⅱ _ 1 一 二 郎 , 馬 場 恵 火 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 仏 ヲ 蝶 男 , ・ ・ ・ , " ・ 上 j U 屶
群 Π 0 1 田 時 Ⅲ 1 循 環 蹄 研 究 会 柬 京 平 成 7 郁 1 0 門 2 ] 日
シ ン ポ ジ ウ ム ,  N 0 と 気 通 炎 症 N 0 に よ る 父 道 炎 症 の 修 飾
ー ' ノ 瀬 正 和 , 工 ξ 油 ) t 彦 , 1 ' ε 橋 i 哉 全 , 影 1 _ 1 _ 1 夏 f , 人 内 讓 , 小 宅 逹 也 , 戸 i 痔
雅 文 , 田 村 弦 , 人 捌 正 明 , 1 ヨ 士 邦 男
第 4 5 1 川 口 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 割 ι 浜 平 成 7 圷 ・ 1 0 打 2 5 Π
喘 恕 、 恕 、 者 に お け る 呼 左 い ・ 1 ・ ト ・ ・ 酸 化 窒 立 ( N O ) 濃 腰 と 気 道 過 敏 性 及 び 誘 発 疹 小 フ
ラ デ ィ キ ニ ン 田 K ) 濃 度 の 検 吋
商 橋 滋 〒 , ・ - 1 瀬 1 1 、 利 , 戸 i 汚 雅 文 , 人 内 譲 , . 三 訓 1 ) 、 山 珍 , 影 山 夏 子 , 遠 心
辿 美 , ル 1 村 弦 , 人 Ⅲ ] 正 明 , 广 1 士 邦 男
第 4 5 1 祠 日 本 プ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 フ ィ N 0 打 2 5 Π
フ レ ロ キ サ シ ン の l m 小 テ オ フ ィ リ ン 濃 度 に ヌ 、 1 す る 影 紳
内 士 邦 屶
本 朋 正 明 , 田 村 弦 , j i ! 広 記 , 佐 野 公 七 大 , 劉
第 4 5 1 祠 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 1 0 打 2 5 日
' E 偽 喘 息 、 患 者 に お け る 局 川 「 辻 フ ル チ カ ゾ ン 吸 入 川 散 剤 の 効 果
本 剛 正 明 , 田 村 弦 , 児 宏 紀 , 白 士 邦 リ }
第 4 5 匠 I  H 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 ・ 平 成 フ ィ H 0 打 2 5 Π
遅 発 J W 喘 息 、 反 応 モ ル モ ヅ ト モ デ ル に お け る 抗 1 喘 慰 、 薬 I P D - H 5 1 T  の 扣 川 , 1 1 効 来
, 飯 島 秀 弥 , 星 松 紀 , 田 村 弦 , 内 士 那 屶
喫 "
群 H 5 印 1  Π 木 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 ・ 1 0 j 」 2 6 Π
気 管 支 喘 慰 、 に お け る 1 眺 矮 小 及 び 末 梢 l m 好 触 球  1 二 の C D 4 4  の 発 現
佐 野 公 イ _ 大 , 川 内 広 平 , 木 1 剖 1 1 1 明 , 呆 宏 紀 , 羽 根 田 カ ン ナ , 仟 1 村 弦 ,
白 士 邦 屶
第 4 5 1 回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 1 0 ナ 1 2 劇 、 1
ヒ ト 気 道 に 対 す る 過 酸 化 水 素 ( H 2 0 2 ) の 効 釆
述 ル 楡 百 美 , ゾ 瀬 正 和 , 二 浦 元 彦 , ■ 橋 i 哉 系 , 影 Ⅱ 1 安 子 ,  f 吋 寺 雅 文 , 山 ・ し
邦 屶
第 4 5 1 川 日 木 ア レ ル ギ ー フ 会 総 会 浦 安 平 成 7 年 1 ω 、 」 2 7 H
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371慢竹1・f負荷が心筋欝Ⅲ泡のカルシウム・ハンドリンク及び収締と弛緩にり.える影
アンジオテンシン変換"業岨害粲による修飾'」,
加賀谷"!:,石出佶if, 1ヨ・E邱リJ, B.H, LoveⅡ
第 9 1回日木 ME "γ会秋季大会 1_11形・、yJ戌フィt.]0打27Π
劃.{1!
核磁気典鳴裴羅(MRD が診断に有効であった肺血栓症の1症例
熊坂祝久,佐久Ⅲ1聖仁,斎心弘樹,飯島秀弥,广11二邦男
芽兇1川川所垪全症研究会東京平成7年IU125Π
372LI、S 剌激ボ1削11iW求からのTNF a,1上一1β分泌に対するテオフォリン及び遼
択的PDEアイソザイム抑制剤の効来
須Ⅱ1祐川,大野勲,前Π1宍〕で人, U_1村弦,山十那屶,山内広乎,柴人
文彦
第45回 H木アレルギー学会総会浦安平成7年10打27H
373気管支喘心1、における細織再禍築一釧胞外J'質分解"楽発現の検訓
大野勲,大谷明火,吊冱絲ι,木冏111明,Ⅲ村弦,内士邦屶,
平,丹野恭夫
第45師11_1人アレルギー学会総会油安十・成7q.101127H
374女L道」_皮剤Ⅲ炮におけるヒスタミン分仰納¥張 hiSねmine N-methyltransferase
田MT)の発現と抑11,11
星宏紀,山谷雁帥,劉 ,山内広平,憐1沢1古久,小Hル賢美人,飯心
秀弥,大野勲,本Ⅲ1正明,羽根Ⅲカンナ,佐野公仁大,田村弦,仏:々
人英忠,广1_上邦屶
第45回 H木ブレルギー学会総会浦安平成7午10打27H
了悶 HR-STループにおける回復期データの長さと冠動柳側矣恕、止診*
1_1_1月,拓郎,小U_に'f那,企野裕"],'f関義人,櫻井兇彦,池川諄,イ_ⅡⅡイ'
仟,白十邦リ}
錦2釧回Π人ME学会東北支部人会山形平成7午】0打28Π
1 15
376カルシウム姑抗剤・抗嚇岡剤併川による原発セU姉局li1リ・1ξ症の長刈予後改鮮効采
川町 1頗,池111 淳,澁1_"イj,慢・11、】洋〒',亡11にJ3男
第36回 H本脈管学会総会沖都平成7年10刀31円一Ⅱ河 2日
37フ
379
アムロジピン初期投リ姑が薬物休内動態に与・える影W (話題捉供)
加賀谷 1」1「 fⅡ"偏iF, 11、1 上邦リ}、H.,
狄心寸永公開座談会仙台平成7年11打 71_1
378舳女UI゛恕、名に刈する胸腔鏡、ドVolumc re小ICⅡon SⅢ'gcry における術前術後の
肺機能と迎動負倩試験成織
j熊洋・,飛田渉,菊池'・博,モ人祐,進際千代彦,小川兇訓,水浮
心紀丁,呉徳屶,及川まなみ,ⅢΠ治,一三浦尤彦, h1に那屶
第3回バイオフィジオロジー研究会サテライトシンポジウム京都・平
成7守】1河18Π
1_Ⅱ内広
Ⅱ 6
3 8 0
プ レ ル ギ ー 性 気 道 反 応 と 刈 1 経 原 竹 炎 症 の 扣 互 作 用
・ ・ ノ 瀬 ル 和 , 上 1 浦 元 彦 , 高 橋 識 系 , 影 1 1 1 夏 子 ' ,  j 〒 i 埒 雅 文 , 广 1 , 1 二 邦 男
第 1 3 回 免 疫 薬 物 療 法 研 究 会 大 阪 平 成 7 年 1 2 円  2 1 , 1
細 動 脈 血 管 平 滑 筋 の 臓 器 特 異 性 ・ ・ 1 模 磁 位 不 均 一 ・ ' 件 一
船 越 正 行 , 波 辺 浮 , 加 際 浩 , 鈴 木 秀 , 竹 内 粋 治 , 苅 部 明 彦 , 加 「 1
聡 , 慶 徳 満 止 , 佐 心 尻 ・ ・ ー , 白 十 邱 屶
第 4 7 1 川 東 北 1 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 7 η ・ 1 2 打  9 1 1
/ f 宇 の 収 締 及 び 拡 張 の 訓 鄭 に 対 す る N 0  合 成 系 の 関 ぢ
t 市 田 イ i , 池 H 1  浮 , 1 刈 口 洋 、 1 ' ,  1 " 1 1 1 ] } 順 , 李 ブ i , 千 1 ε 尚 劇 , 白 十 J 心 リ }
第 4 7 1 " 1  東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 フ ィ f 1 2 打  9  H
E 仟 C d  o f  S 雛 ・ c o m e r e  上 e n g t h  o n  M i t h o c h o n d r i a l  L e n g u l
T .  N o z a l d ,  N , 1 S ] 1 i d e ,  K .  S I 〕 1 r a t o
T h e  5 t h  A n t w e r e - L a  J 0 Ⅱ a - K y o t o  R e s e 磁 " c h  c o n f e r e n c e  o n  c a r d i a c
F u n C Ⅱ o n ,  D e c e n b e r  1 3 - 1 5 , 1 9 9 5
N i t r i c  o x i d e  ( N O )  M o d u l a t e s  s y n l p a t h e t i c  c o n h ' 0 1  0 n  L e f t  v e n t r i c u l a r  c o n "
h ' a c l i o n  ] n  v i v o
T .  T a k i t a ,  J . 1 ] く e d a ,  Y .  s e k i g u d l i ,  J .  D e m a c h i , 1 く i  s h o n - L i n ,  K .  s h i r a t o
I h e  5 1 h  A n 武 V e r p - L a  J 0 Ⅱ a - 1 く y o t o  R e s e a r c h  c o n f e r e n c e  o n  c a 丁 d i a c
F u n c t i o n ,  K y 0 1 0 ,  D e c e l n b e r  1 3 - 1 5 , 1 9 9 5
A 比 e n u a t i o n  o f  h e a t  s h o C 1 司 〕 r o t e i n  i n d u c l i o n  l 〕 y  ] n d e m i a  m  h y p c Y t r o P 1 1 i e d  b e a r t s
M . ' f a j i m a ,  S . 1 S o y a m a ,  Y .  N i t l a , 1 < .  s h Ⅱ ' a t o
V t h  A n t o w e r p - L a  J 0 Ⅱ a - K y 0 1 0  R e s e 釦 ' c h  c o n f a 、 e n c e
A c t i v a l i n  o f  p e r t n s s i s  T o x i n - s e n s i t i v e  G  p r o t e i n  d i l a t e s  c m ' o n a r y  a T t e r i a l
I n l c l ' o v e s s e l s  i n  v i v o
T . 1 く o m a f u ,  T .  T a n i k a w a ,  A .  s u g i m 1 Ⅱ ' a ,  T .  K u m a g a i ,  H .  K a n a t s u k a , 1 <
S h i r a t o
T 1 1 e  6 8 t h  s c i e n t i { i c  s e s s i o n  o f  A m e r i c a n  H e a l ' t  A s s o c i a t i o n ,  A n a h e i m ,  C A ,
D e c e m b e r  1 3 - 1 5 , 1 9 9 5
D a u f v o l e l w  s o d i 山 〕 〕  i n p r o v e s  s y s t o l i c  a n d  d i a s a 0 1 1 C  f u n c t i o n  i n p a Ⅱ ' e d  b y  c a l c i 、
U m  o v e r l o a d  l n  i s o l a t e d  h a m s t e r  h e a r t s
T .  s h i n o z a l d ,  N . 1 S I 〕 i d e ,  M .  s a t o ] ] ,  K .  s h i r a t o
仙 台 住 1 際 シ ン ポ ジ ウ ム 仙 台 乎 成 7 年 5  刀 1 0 - 1 2 H
S a f e t y  a n d  e f f i c a c y  o f  l o n g - t e r m  a n d  h i g h - d o s e  t r e a t m e n l  w i t 1 1  n u t i c a s o n e
P r o p i o n a t e  o n  s e v e r e  s a 壮 〕 m a u c s
G .  T a m τ Ⅱ ・ a ,  M .  H o n m a ,  K .  Y a m a u c h i ,  H .  H o s h i , 1 < .  s a n o , 1 .  R y u ,  K
S h i r a t o
1 0 t h  l n t e r n a t i o n a ]  s o c i e l y  f o r  a e r o s o l s  i n  m e d i s i n e ,  H a m i l t o n ,  c a n a d a ,
M a y  1 9 , Ⅱ 玲 5
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389ACE inhibitor-induced cough and substance p
M.1Chil]ose, M. Toma]d, M. Mi1Ⅱ'a, H. Yamauchi, N. Kageyama, T
Tak]S]ma,1<. sirato
10tl] 1nternational society for aa'osols i11 medisine, Hami】ton, canada,
May 19,1995
39011]teraction of hypoxia and hypa、capnia on venulation in nonna]s and patienls
WⅡhout a hiS加ry of near-fatal asthma
Y.1くilくUd〕i, S. okabe,0. Taguchi, W. Hida, H. ogawa, H. Miki, S. sin・
doh, K. sirato
1995 ATsseattle, USA, May 20,1995
391Antigen exposure a杜Cnuates l〕resynatic lnhi]〕Ⅱory modulation of sensory ef・
fcrent function via common mec]]anisms
M. Miura, NI.1Chinose, H. Yamaucl〕i, N.1くaσeyama, N11'omald, N. En・
d01], K. sirato
1995 ATsseattle, USA, May 21,1995
392E丘ed of repeated antigen chaⅡenge on neural nitric oxide (NO)-induced
relaxalion in active]y sensitized guinea-pig airways in vitro
NI. Nli1Ⅱ'a, H. Yan〕aucl〕i, NI.1Chinose, Y. ohucl]i, N. Kageyama, M
Tomaki, T. oyake, N. End011, K. sitato
1995 ATssealtle, USA, May 21,1995
Calcitonin gene-relalcd pcptide (CGRP) does not canse histamine release
aiYway mast ceⅡS in gUⅡ〕ea pigs in viu'0
H. Yamauchi, M.1Chinose, M. Miura, N.1くageyama, M. Ton〕ald,1<
Sirato
1995 ATsseattlc, USA, May 21,1995
The e丘ed of a neuroldnin,(NI<1)一τecept0丁 anlagonist on exeTcise-induced
an气¥ay narmwing in asa〕matic patients
M.1d]inose, H. Yamauchi, N. Kageyama, NI. Miura, M. Toma]d, M. Miki,
Y. ohuchi, C. Tamura, W. Hida,1<. sh'ato
1995 ATP/ALA lnten]ational conference, seattle, USA, May 21,1995
Opioid aⅡd aⅡergic a]rway responses in guinea pig airways
N. Endoh, M.1Chinose, M. Miura, H. Yamauchi, N,1くageyama, NI
Toma]d, K. sirato
1995 ATs lnternauon conference, seattle, USA, May 21,1995
393
Ⅱ7
394
395
396The E丘ed of Nitric oxide syna〕ase lnhibitor on tlW 上efl ventricular.1n、
Otropisim by sympathetlc stimulation
T. Ta]dta, J.11如da, Y. seldguchj, J. Demachi, L. shon-1in, K. SI〕irato
3rd lntcrnational congress on Hcart Failure, Gencva, switzerland, May
21-25,1995
Ⅱ 8
3 9 7
T h e  s y m p a l h e t i c - p a r a s y m p a t h e n c  l n t e r a c l i o n  o n  t h e  A t 力 a l  c o n れ ' a d i l i t y
C o m p a r e d  w i t h  t h e  v a 〕 t r i d e
J .  D c m a c h i ,  J . 1 1 如 d a ,  T .  T a k i t a ,  Y .  s e l d g u d 〕 i ,  M .  s u g i ,  K .  s h i r a t o
3 1 ・ d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  H e a r t  F a i l u r e ,  G e n e v a ,  s w i t z e r l a n d ,  M a y
2 1 - 2 5 , 1 9 9 5
D i a s t o l i c  v i b r a t i o n  f r o m  t l 〕 e  p r e c o r d i u m  i n c r e a s e s  c o r o n a r y  b ] o o d  a o l v  ] n  h u ・
3 9 8
I n a n s
T .  N a y a ,  Y 、  1 く o i w a ,  H .  H o n d a , 1 < .  s h Ⅱ ' a l o ,  K . 1 く i b ] r a ,  M .  M i 1 Ⅱ ' a
3 r d  l n t e r n a t i o n a l  c o n g T e s s  o n  H e a r t  F a i l u Y e ,  G c n e v a ,  s w i t z e r l a n d ,  M a y
2 1 - 2 5 , 1 9 9 5
T I ) c  i n o s i t 0 1 , 1 , 4 , 5 - t r i s p h o s p ] 〕 t e  ( 1 P 3 ) - m e d i a t e d  s p o r a d i c  o s c i 1 1 a t i o n s  o {
C a 2 + - a c l i v a l e d  K 十 一 c u r r e n 1  1 n  t T a c ] ] a l  s n 〕 o o t 1 1  m u s c ] e  c e Ⅱ S
M .  N a l ・ a ,  T .  s a s a l く i ,  S .  S ] 〕 i m u r a ,  T . 1 r o ] く a w a ,  M .  N a g a ] d ,  S .  s u z u k i ,  K
S a s a m o r d ,  N . 1 W a s e ,  N .  E n d o u ,  M .  M i u r a ,  M . 1 C h i n o s e ,  A .  N i S 1 1 i y a m a ,  K
S h i r a 加
1 9 9 5  A T s s e a t u e ,  U S A ,  M a y  2 2 , 1 9 9 5
3 9 9
4 0 0
O f  L - A r g i n  o n  D i a p h r a g m  c o n h ' a c t i 0 1 ]  A 丘 e r  E n d o t o x i n  A d m i n i s t r a ・
E f f e c t s
t l o n
C .  S I 〕 i n d 0 1 〕 ,  H .  K u r o s a w a ,  D .  W U ,  Y .  K i k u t l , 凡 へ 1 .  H i d a ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a 1 1 1 e ,  U S A ,  M a y  2 2 , 1 9 9 5
E H e c t s  o f  l ^ - N A M E  a n d  L - A r g i n i n e  o n  D i a p h l ' a g n  c o n t r a c t i o n  a 丘 e T  E n ・
d o t o x i n  A d m l n i s t r a t i o n
C .  s h i n d o ] 1 ,  H .  K 山 ・ o s a w a ,  D .  W U ,  Y .  K i k u c l 〕 i ,  X 入 1 .  H i d a ,  K .  S ] ] Ⅱ ' a l o
1 9 9 5  A l s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 2 , 1 9 9 5
4 0 1
4 0 2
E 丘 e d  o f  a  n e w  a n t i a s a u n a  d r u g , 1 P D - 1 1 5 1 T ,  o n  ] a t e  a s t h m a t i c  r e s p o n s e  l n
月 U 1 Π e a  p l g s
H . 1 i j i m a ,  T - R .  H s i u e ,  H .  H o s h i ,  S . 0 ] ζ a d a ,  G .  T a m 1 Ⅱ ' a ,  K .  S I ] i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 2 , 1 9 9 5
G I u c o c o r t i c o i d s  i n h i b i t  a n t i g e n - 1 n d u c e d  c h o l i n e r g i c  h y l 〕 a 1 で a c t i v l t y  m  s e n s l ・
t i z e d  g u i n e a  p i g s  i n  Ⅵ t r o
N .  K a g e y a m a ,  M .  M i u r a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  H .  Y a m a u d Ⅱ ,  M .  T o m a l d ,  N .  E n ・
d o h ,  Y . 0 1 ) u d ] i ,  T .  o y a k e ,  K .  s h h " a t o
1 9 9 5  A T s s e a 1 1 1 e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
E n d 0 σ e n o u s  n i u ・ i c  o x i d e  m o d u l a l e s  c a l d u n 〕 i n f l u x  o n  a h ' m a y  s u b m u c o s a l g l a n d
C e 1 1 S
4 0 3
4 0 4
M .  N a g a l く i ,  T . 1 τ o k a w a ,  T .  s a s a ] d ,  T .  O S I 〕 i r o ,  M .  N a r a ,  Y . 1 く a k 1 1 t a ,  S
S h i m { 1 r a ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
405Anew】y developed putative lP3-receptor blocker, abolished Ach- and lP3-
evoked currents in h'achal gland adl]ar
K. sasamori, T. sasaki, S. shimuta, M. Nara, T.1rokawa, K. Mikoshiba,
K. shirato
1995 ATsseatt】e, USA, May 24,1995
Polylnerase d]ailu'eaction ana]ysis of sudactant apoprotein-A gene in pleuTal
eⅡUsion lor dYagonsis of pulmonary adenocarcinoma
H. saito]], H.0]くayama, T. Fushimi, S. S]1imura, K. shirato
1995 ATsseattle, USA, May 24,1995
Human airway submucosal glands produce surfactant apoprotein A
H. sa北oh, H.01くayama, T. FUSI〕imi, S. shin〕ura, M. Yamayma, H. Arai,
H. sasa】d, K' shirato
1995 ATsseattle, USA, May 24,1995
Dexamethasone suppresses lL-13 gene expression by human penphenalblood
mononuclear ceⅡS
T. FUS}〕imi, H. okayama, S. shim轍'a, K. shirato
1995 ATsseattqe, USA, May 24,1995
Nacronide antibrotics attehnate cl--current in trachoal gland acinar ceⅡS due
to a decreased calcium inaux
T.1rokawa,'f. sasa]d, S. shim{n'a, M. Nagaki, M. Nara, S. suzuki, N
Iwase,1<. sasamori, A. Nishiyama, K. shirato
1995 ATssea杜le, USA, May 24,1995
A new]y deve]oped cxpectorant activated K十一current in rat alveolan macro
Phage
T. sasa]d, S. shimura, N.1Wase, K. S]〕irato
1995 ATsseattle, USA, May 24,1995
ATp inQ'eased c]- secretion 丘om non-dliated epitheⅡa] ceⅡS and suppressed
Na+ absorption via a ca2+-mediated pathway in rabbit tradlen
N.1Wase, T. sasalくi, S. shimuTa, M. Nara, M. oamamoto, S. suzuki,1<
Shirato
1995 ATsseatt]e, USA, May 24,1995
E丘ects of 皿'otein kinase c on plate]et activating factor induced ca h'ansients
m human eosinophils
T. oshiro, Y. Kalalta, S. shim山'a, K. shirato
1995 ATsseattle, USA, May 24,1995
Morphon〕etr]c analysis of airway cal'tilages in chronic bronc]〕itis, bronchial
asthma and pulmonaTy emphy sana patients
M. Haraguchi, S. shimura, K. shirato
1995 ATssea杜]e, USA, May 24,1995
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I d i o p a t h i c  p u l m 0 1 ] a r y  f i b Y o s i s  p a t i e n t s  w i t h  b U Ⅱ a e
N .  H i w a t a r i ,  S .  S I ] i m u r a ,  M .  H a r a g u c h i ,  W .  H i d a ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a 杜 l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
T h e  r o l e  o f  e o s i n o p l 〕 i ] s  i n  m a t r i x  d e g t a d a Ⅱ o n  m  a s t h m a t i c  a i r w a y s
1 . 0 1 1 n o ,  Y .  N i t t a ,  H .  H O S 1 1 i ,  M .  H o n n 〕 a ,  K .  Y a m a u d l i ,  G .  T a n 〕 u r a ,  Y
T a n n o ,  H .  o h t a n i ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
T r a n s l a t i o n a l  t e g u l a t i o n  o f  l - 1 〕 i s t i d i 1 1 e  d e c a r b o x y l a s e  ( H D C )  a f t e T ,  P . M A
S t i m u l a t i o n  i n  a  h 山 n a n  m a s t  c e Ⅱ Ⅱ n e  ( H M C - D
K .  M a e d a , 1 . 0 1 〕 n o ,  Y 、  T a n n o ,  K .  Y a n 〕 a u c h i , 1 < .  s h Ⅱ ' a t o
1 9 9 5  A T s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
E 丘 e c t  o f  s a i b 0 1 く U - T O  ( c h a i - P U - T a n g ) ,  a  t T a d i t i o n a 1 1 〕 a ' b a l  n 〕 e ( 1 i c i n e ,  o n  H W
e x p r e s s i o n  o f  c y t o k i n e s  d u r ] n g  l a t e  a s t l 〕 m a t i c  r e s p o n s e  l n  g 1 1 1 n e a  p l g s
Y .  T a n n o ,  K .  M a e d a ,  D .  z h u ,  H . 1 i j i m a , 1 . 0 ] 〕 n o , 1 、 - H .  p a n ,  H .  o h t a n i ,  H
N a g u r a ,  K .  s h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a 札 l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
I m b a l a n c e  o f  h i s t a m i n e  m e t a b o l i s n 〕  c a u s e s  a i r w a y  h y p e r r e s p o n s i v e n e s s  i n
g u i n e a  p i g s  a f t e r  e x p o S 山 ' e  t o  N 0 2
H .  H o s h i ,  K .  s e k i z a w a ,  K .  Y a m a u c h i ,  E .  s a k u r a i ,  H .  N a ] く a z a w a ,  S
O l d n a g a ,  Y . 0 ] ] k a w a r a ,  H . 1 i j i m a , 1 .  o h n o , 1 < .  N l a c d a ,  M .  H o n m a ,  G
T a m u r a ,  H .  s a s a k i ,  T .  w a t a n a b e ,  K .  S I ] i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a 杜 l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
S u p p r e s s i o n  o f  T N F - a  a n d  l L - 1 ,  r e l e a s e  n ' o m  L p s  s u m u ] a t e d  h u m a n
P e r i p h a ' a l  m o n o c y t e s  b y  t h e  n e w  s e l e c t i v e  p D E  i s o z y m e  i n l 〕 i b i t o r s ;  c i l o s t a z 0 1
( t y p e  n D  a n d  K F  1 9 5 1 4  ( t y p e  l / Ⅳ )
Y .  s u d a , 1 .  o h n o ,  G .  T a m u r a ,  K .  Y a m a u c h i ,  K .  S I 〕 i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a 比 l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
A C E  i n h i b i t o r - i n d u c e d  c o u g h  a n d  s u b s t a n c e  p
M .  T o m a k i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  H .  Y a m a u c l 〕 i ,  N .  K a g e y a m a ,  K
S h i r a t o
1 9 9 5  A T s s e a t t l e ,  U S A ,  M a y  2 4 , 1 9 9 5
E 丘 e d  o f  s u b m e n t a l s t i m u l a t i o n  o n  u p p e t  a 廿 W a y  c o m P Ⅱ a n c e  m  n o r m a l s u b ・
] e c t s
W .  H i d a ,  D . 工 入 7 U ,  H .  M i l d ,  Y . 1 く i k u c h i ,  H .  K u r o s a w a ,  H .  o g a w a ,  A
M i z u s a w a ,  C .  s h i n d 0 1 〕 ,  T .  T a k i s h i m a ,  K .  s h i r a t o
A T s  l n t a ・ n a t i o n a l  c o n f a で n c e ,  s e a t t l e ,  M a y  2 0 - 2 4  ( 1 9 9 5 )
4 1 5
4 1 6
4 1 7
4 1 8
4 1 9
4 2 0
4 2 1
422In〕provanent of surface electrodes for submental stimulation in patients with
Obstructive sleep apnea
H. Miki, T. Takahashi, W. Hida, T. Takishima, K. shirato
ATs lnternational conference, sea杜le, May 20-24 (1995)
423Nitric oxide and bl'adykinin in asthn〕2tic airways - DO U〕ey contribute to air・
Way ]1ypa'responsiveness?
T. Takahashi, M.1Chinose, M. Tomaki, N. Kageyama, Y. ohuchi, M
Mi1Ⅱ'a, N. Endoh, G. Tamura, M. Honma, K. shirato
4th Asthma club in sendai, sendai, september 9,1995
424E丘ects o{ theophyⅡine and selective phosphodiesterase isozyme inhibit0玲 on
Secretions of TNFa and lL-1β from human monocytes by lipopolysaccharide
Y. suda, G. Tamura,1. ohno, K. Maeda, K. S]1itato, K. Yamauchi, F
Kunmoto
4th Asthma club in sendai 仙台, septemba' 9,1995
425Ischemic preconditioning Assodated with a prevention of an lncrease H〕 Beta
A山'energic Receptor Binding sites in Border zone
Y. seldguchi, J.11祀da, M. sugi, T. Takila, J, Demadli, Y. Yamane, K
Sh]rato
The 68th the sdenlific sessions ofAmerican Heart Association, Anaheim,
CA, USA, November 13-15,1995
121
426Avtivation of pertussis Toxin-sensitive G zrotein DⅡates coronal'y Arterial
Microvessels ln vivo
T.1くomaru, T. Tanikawa, A. sugimura, T. Kumagai, H.1くanatsuka,1<
Shirato
The 68th the scientific sessions of A merican Heart Associalion, Ana・
heim, CA, USA, November 13-15,1995
427Syn]posiun〕 1、Mecl〕anislns of al]ergic diseases_1 Neural Nlechanisn〕s in Airway
Disease
M.1Chinose, M. Miura, T. Takahasi, N. Kageyama, M. Tomald,1<. shirato
TI〕e 2nd Asian pacific congress of AⅡerg010gy and clinica11mmun010・
gy 台北, Novanber21,1995
428Long-term e丘ect of HN-078, a patch formulation of tulabuter01, on adult
asthmatics
G. Tamura, M. Honma, H. Hoshi, K. shirato
2nd Asian pacific congress o{ aⅡa'gy c]inicalimmun010gy fl',化,
November 21,1995
1 2 2
4 2 9
L o n g - t e n 〕 〕  e 丘 e c t  o f  H N - 0 7 8 ,  a  p a t c h  f o r m u l a t i o n  o f  t u l a b u t e r o ] ,  p e a l く  e x ・
P h ' a t o r y  n o w  o f  a d u l t  a s t h m a 壮 C S
M .  H o n l n a ,  G .  T a m u r a ,  K .  s h h ' a t o
2 n d  A s i a n  p a d 丘 C  c o n g r e s s  o f  a Ⅱ e r g y  c l i n i c a l i m m u n 0 1 0 g y  f ; 』 ヒ ,
N o v e m b e r  2 1 , 1 9 9 5
4 3 0
E 丘 e c t s  o {  t h e o p h y Ⅱ i n e  a n d  s e l e c t i v e  p h o s p 】 ] o d i e s t e r a s e  i s o e n z y m e  i n ] ] i b i t o r s
O n  s e c r e t i o n s  o f  T N F a l p h a  a n d  l L - 1  b e t a  f r o m  h u m a n  n ) o n o c y t e s  s t i m u l a t e d
b y  ] ] P O P O ] y s a c c h a r i d e
Y .  s u d a ,  G .  T a m u r a , 1 .  o h n o ,  K .  Y a m a u c h i ,  K .  M a e d a ,  F .  K u r i m o t o , 1 <
S h h ' a t o
2 n d  A s i a n  p a c i f i c  c o n g r e s s  o f  a 1 1 e r g y  c l i n i c a l i m m u n 0 1 0 g y  f ; 、 化 ,
N o v e m b e r  2 1 , 1 9 9 5
4 3 1
長 〔 管 支 1 喘 " 1 急 に お ι ナ る m a れ ・ i x
発 現
4 3 2
星 宏 紀 , 大 野 勲 , 本 1 剖 _ ! 1 明 , 田 村 弦 , 白 上 那 屶 , 人 谷 明 夫
第 1 2 回  R M C B 何 1 究 会 東 京 中 成 8 年 1 円  1 9 Π
桜 性 副 郵 腔 炎 に お け る 気 通 過 敏 忰
岡 山 道 子 , 飯 篇 , 秀 弥 , 志 村 〒 ・ 飾 ,
第 8 回 気 通 病 態 シ ン ポ ジ ウ ム
4 3 3
1 9 9 6 年
m e t a Ⅱ O p r o t e i n a s e  ( M M P ) - 1  お よ び  M M P - 9  の
ダ ン ト ロ レ ン は C a 2 + 過 負 荷 心 の 分 の 向 充 的 振 動 を 抑 制 し て 心 機 能 を 改 魚 す る
訂 上 邦 屶
1 1 1 」
篠 峪 毅 , 石 出 信 止 , 苅 部 滋 了 ・ , 加 賀 谷
r 「 」 1 . ,
第 1 2 1 0 1  心 不 全 W 「 窕 会 柬 京 十 成 8 イ F  l j 、 1 2 0 日
4 3 4
肺 気 1 師 に 対 し て 胸 峅 鏡 卜 外 科 手 術 が も 元 ら し た 川 政 ( 肺 減 少 効 果 と 迎 動 負 荷 呼 , 吸
困 凱 度 改 論 の 関 係
1 1 : , ! t ・ ι
黒 譯 一 ・ ' , 飛 冊 渉 , 二 木 制 i , 小 川 浩 1 ト , 水 洋 ゛ 紀 ・ f , 海 老 原
貝 羽 "
徳 屶 , 及 川 ま な み , 巡 峡 千 代 彦 , 菊 池 ・ 再 陣 , 」 浦 フ t 彦 , 广 1 士 邱 屶 ,
博 , 黒 川 良 望
門 り 女 7 年 度 第 2  山 1  厚 小 , ? i 特 定 疾 恕 、 「 呼 1 吸 不 令 」 轟 " 沓 研 究 班 班 会 議 総 会
東 京 干 成 8 年 1 刀 2 6 日
内 上 邦 男 , ト 村
央 京 平 成 8 圷
4 3 5
女 件 の 抗 動 脈 硬 化 性 は 再 狄 * を 抑 制 す る か ?
渡 辺 力 , 礒 Ⅱ 1 正 玄 , 白 士 邦 屶 , 関 1 - 1 於 代 , イ ノ ' j 係 文 敏 , 勿 Ⅱ 藤 敦 , ン K 像
敬 , 杉 正 文 , 野 崎 英 ー ニ , 西 岡 修 , 1 刑 巻 健 治
第  6  回  C o r o n a r y  c l u b  仙 台 斗 ι 成  8 年 1 月 2 8 日
明 , 池 田 } 峅 久 , 1 布 坂 知 節
1  ナ 1 2 0 1 、 1
4 3 6
遅 発 型 喘 息 反 応 モ ル モ ヅ ト モ デ ル に お け る 抗 喘 息 薬 I P D - U 5 1 T の 扣 1 制 効 巣
谷 1 、 1  - , 飯 島 秀 弥 , 劉
, Ⅱ 1 村 弦 , 由 証 二 J 心 リ }
第 2 9 1 川 東 北 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 仙 台 平 成 8 年 2 ナ 」 3 日
437小」不全痔候群の舗指標と右心房轍相竹1舌四j"位の検討
加U係浩,徐崎毅,船越止行,無y冴忠大,竹内リ隹冶,鈴木秀,渡辺
淳,孑i川仁[11,佐際昇・・,内・1,心屶
第Ⅱ8回 H本循環器学会東北地力会仙台平成8午2打9日
カルシウム過負荷時の心機能に対するダントロレンの効果
篠崎毅,右1Ⅱ偏止,苅剖辞茲・f,加賀谷牲,沸「垰網難,野崎哲'弓,下田卯
偏,山根山利子,白士邦屶
第Ⅱ81・1 Π人1盾環器学会弓L1ヒ地力会仙台平成8年2j19 Π
心尻内血栓を疑った僧嘔げ再央窄の一例
千釜尚朗,池山淳,白十.邦屶
第421司東北心血管造影懇話会仙台平成8年2打16H
閉楽忰師眠11寺無呼吸症候併恋、者の上父道}1ξ挑関係
呉徳屶,飛田渉,、1木祐,菊池再卜非,煕才翌・,小川1告i11,水洋゛
紀・f.海老冴「党,及川まなみ,進際千代彦,亡1上邦躬
第能回Π木1胸訊y突恕、学会東北地力会仙台平成8午3打 2Π
遅売型1喘息、反応モルモヅトモデルにおける抗喘忘、薬IPD-1151T の抑制効釆
,飯島秀弥,谷1、】ー・,山村弦,門に邦男劉」
第621回 H本胸部疾恕、学会東北地方会仙台平成8年3丹 2Π
心房細動の特統と心房内仏導遅延の関連
船越11'行,篠崎毅,加Ⅱ藤浩,馬場忠火,竹内雅治,鈴木秀,波辺
淳,イ1渕_1偏正,佐心昇・・、,白・上邦屶
第601リ1 U本循喋器学会総会大阪平成8年3 刀19H
1阿不全症候1界の恕、岩'のイi心房活動確位の特徴
竹内雅治,篠崎毅,船,嘘正行,加心粘,馬場忠火,鈴木秀,波辺
打i,石IHイ,ニ,11、,佑麒夕1、・,广1 [二J11リJ
第60回 H本循喋器学会総会大阪、平成8午3門19日
心房細動恕、者における右心bj市11-1性活四"副立の検村
鴈場恵夫,篠崎毅,船越i上h,勿】藤沿,竹内吼r冶,鈴木秀,波辺
淳,1il_H伝1ト,イノ刊藤昇',广1 上J心yJ
第60回Π本循喋器学会総会大阪平成8午3河19Π
1-1本人ブルコール誘発冠翠締竹.狭心応における 2型アルデヒド1悦水業酵累
(ALDID 変異遺丘゛■野析
関隆文,岡N1 轡、熊谷智f,候"_1止玄,加賀谷111L 打上邦リJ,宗像_'1且',
敬, mを健治,平水哲也,釡沢正岫,笠原伝ψf,岡山道子
第60回 L1木循環器学会総会大阪平成8午3月19Π
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急 赳 1 虚 血 心 に お い て 心 拍 数 は 前 負 荷 と 独 立 し た 局 所 心 筋 動 態 の 影 粋 囚 ・ f で あ る
1 _ 1 _ 1 本 簑 人 , 佐 久 冏 聖 仁 , 朴 沢 英 成 , 駒 人 孝 人 郎 , 1 悟 橋 徹 , 熊 坂 祝 久 , 石
煩 英 彦 , " 士 邦 男
第 6 0 回 Π 木 循 喋 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 守 , 3  打 1 9 H
当 科 ・ に お け る 原 発 性 肺 「 拓 血 圧 症 恕 、 者 の 長 期 予 後
出 1 町  1 順 , 池 田 淳 广 沌 山 右 , 1 渕 【 、 1 洋 平 , 白 士 邦 屶
第 6 0 1 回 日 本 循 環 排 学 会 総 会 人 阪 干 成 8 年 3 打 1 9 日
心 房 中 核 欠 損 症 に お け る 心 筋 エ ネ ル ギ ー 基 質 代 謝
千 倒 雅 信 , 山 根 山 即 イ , 伊 際 健 太 , 柴 伝 行 , 古
" h
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
1 工 ゛ _ ,
関 義 人 , し に 宮 本 十 R , 池 田 淳 , 丸 岡 伸 , 井 戸 逹 雄 , 石 1 Ⅱ 仁 任 , 白 十 , 邦 屶
築 ' 6 0 1 司 Π 木 循 環 器 学 会 総 会 人 阪 〒 成 8 年 3  打 1 9 - 2 1 日
1 ! i Π 咳 磁 業 感 受 竹 G 蛋 白 質 は 心 什 * 品 1 坪 仂 Π 時 の 冠 微 小 動 1 振 ト ー ヌ ス を 制 御 す る
谷 川 俊 了 , 金 塚 完 , 杉 村 ' 彰 彦 , 熊 谷 利 信 , 佐 際 光 一 , 小 丸 辻 也 ,  h 士 邦 男
第 印 回 日 木 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 年 3 打 1 9 - 2 1 臼
シ ン ポ ジ ウ ム Ⅱ 「 心 筋 不 全 の 成 因 と 対 策 」 心 不 全 へ の 移 行 期 に お け る 肥 大 心 噺 万
痢 Ⅲ 泡 の カ ル シ ウ ム ハ ン ト リ ン グ 及 び 収 締 と 弛 緩 ー ブ ン ジ オ テ ン シ ン 変 還 酬 素
阻 害 薬 の 長 期 投 ・ ケ ' は カ ル シ ウ ム 反 応 竹 を 改 羔 す る
加 賀 谷 豊 , 石 出 イ 旨 止 , " 上 邦 屶 ,  B e v e r l y H .  L o r e Ⅱ
鮮 狐 0 1 可  H 本 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 8 勺 三 3 " 2 0 日
特 発 性 肥 大 型 心 筋 症 の 心 筋 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 内 発 現 の 検 村
鈴 木 潤 , 馬 場 忠 夫 , 縄 凶 淳 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
第 6 0 回  H 本 循 珍 1 才 i シ フ 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3 j 1 2 0 Π
心 交 感 神 経 に よ る 左 * 収 縮 及 び 拔 マ 張 の 訟 櫛 j に ヌ 1 す る N 0 介 成 系 の 関 り ・
沌 1 Ⅱ イ j , 池 田 淳 , 関 口 洋 平 , Ⅱ _ ^ 町 順 , 訂  1 _ : 邦 男
第 6 0 回 日 木 循 環 雛 学 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3 月 2 0 日
微 少 振 剰 が π 1 斤 に よ る  A d r ね m y c i n 心 " H 生 評 価
鎌 山 英 一 , 小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 十 邦 男 , 手 塚 文 明 , 令 井
浩 , 中 鉢 憲 賢 , 斎 波 淑 f , 豊 田 隆 讓
第 6 0 1 司 日 本 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 斗 Z 成 8 午 3  刀 2 0 日
遺 伝 事 貯 高 血 圧 発 症 動 物 の 、 心 1 幟  H S P 7 2  0 v e r i n d u c u o n
岩 渕 董 , 礒 1 1 1 正 玄 ,  H ・ 1 島 み の り , 白 三 L 邦 リ }
第 6 0 回  H 木 ヲ 師 業 器 学 会 総 会 人 阪 平 成 8 年 3  珂 2 0 1 1
過 酸 化 水 索 に よ る ヒ ト 気 道 収 縮 の 機 庁
遠 嫌 伯 1 美 , ー ノ 瀬 ! 1 1 和 , 二 浦 元 彦 , 高 橋 識 全 , 影 山 夏 子 ,  f i i 搭 Ⅷ 文 , 増 j 〒
康 文 ,  h  ヒ 邦 リ } , 小 池 加 保 児
第 3 2 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 下 ・ 成 8 年 3 打 2 3 Π
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456気管支喘息における細胞外基でU)解酵*(MMP)-9発現の検刷
大野熟,星宏祀,小;冏正明,幽村弦,白十邦屶,大谷明夫,11,1内仏
乎,丹野恭夫
芽狢21回父道過敏但1叶究会東京・平成8年3月23Π
イベりオトキシン感受竹1くチャネル開1コ桑SCA40 のヒト14道にヌ1する効果
戸f蒔雅文,・ノ瀬正和,三浦尤彦,遠藤直美,山内1叔行,影1[1愛子,小宅
逹也,大内讓,白十邦男,小池加保児
錦321回気迦過敏竹研究会東京平成8年3月23日
過酸化水粂によるヒト気道収靴の機庁
遠藤直美,・ノ瀬正和,三附bC彦,高橋識全,影山安f,戸蒔邪文,増戸
康文,白士邦リ},小池加保児
m361川Π本胸部疾患学会総会宇゛紗宮平成8年4月41-1
低触業換気応答における延徹弧来核でのN0の変動
JI、」畢.
小川沿正,飛田渉,菊池・辨博,水洋岨記子,黒澤一,湘老原及,
川まなみ,呉徳屶,進際下代彦,"」,・Bリ}
芽狢61旦I U本胸部疾患学会総会宇"K宮'1Z成8年4ナ」4日
塩酸ドキサプラム投ケ・が健常人の呼吸囚航にぢ・える影"
加老原覚,菊池喜博,飛田渉,小川沿正,水汗り臣紀子,黒澤',及
川まなみ,呉徳男,進艇千イ弌彦, F1十邦男
錦36回Π本胸部疾恕、学会総会宇吉m劣平成8年4河 4Π
1喘飽、患名における呼ヌい・1・,ー、酸化窒業(NO)濃度と気道過敏性及び誘発疾中プ
ラディキキン山K)濃度の検討
高橋散全,ーヅ瀬正和, fi譜所t文,大内誤,_'浦元彦,影山女子,遠際
値美,山村弦,木惜1」[明,白土邦屶
第36山1 Π本胸部疾悲、学会総会宇判夕宮平成8年4 打 4日
閉梨弔村睡眠1蒟仰即乎1吸症候併恕、者の上気遊圧 1北関係
呉徳屶,飛田沙,三木祐,菊池・六:博,黒洋・,小川1告止,水洋唖
紀子,海老棟覚,及川まなみ,進藤千代彦,内士邦男
納361可Π本胸部疾恕、学会総会宇都宮平成8年4jj5日
LPS による好触球の生存延長に対'する血e叩hyⅢneの影W
王薇,刷・羽卜f,大虫f 勲,白士邦男
藥36山1 Π本胸都疾恕、学会総会了吉に宮乎成84f4 打 5日
ヒト気道粘映卜腺におけるSLH分泌の検討
斎心彪J封,赤井智f,岡山愽,伏見敏明,志村、t苗,白上邦屶
第36回日木胸割g矣匙、'γ会総会宇都宮'1'成8仟 4jj5日
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気 道 1 割 峽 下 腺 卸 1 胞 か ら の 蟠 ニ ミ イ オ ソ 分 泌 に 刈 す る 新 規 抗 喘 息 薬 T A K - 2 2 5 の
作 朋
符 森 寛 , 佐 々 人 司 , 志 村 〒 ・ 苗 , 奈 良 正 と , 色 川 俊 也 , 鈴 木 丙 け 1 , 白 1
邦 躬
第 3 6 1 川 日 本 胸 部 疾 態 、 ' γ 会 総 会 宇 都 ' 宮 平 成 8 年 4 ナ 1 5 日
ウ サ ギ 気 管 支 炎 モ デ ル に お け る 気 道 上 皮 で の 施 停 " T 怜 送 異 常
色 川 俊 也 , 岩 瀬 信 久 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 倚 , 笹 森 寛 , 鈴 木 五 打 , 白 十
邦 男
第 3 6 1 回 日 人 胸 吉 糊 矣 患 学 会 総 会 丁 噛 山 吉 平 成 8 年 4 刀  5 日
ヒ ト 肥 沸 沸 Ⅲ 泡 株 に お け る  l n t e r l e u k i n  1 3 q L - 1 3 ) 造 伝 一 f 発 現 と  D e x a m e t h a ・
S o n e  に よ る 杠 川 例
伏 見 敏 明 , 岡 山 博 , 志 村 ¥ ・ 苗 , 内 士 邦 男
第 3 6 回 " 本 胸 部 疾 悲 、 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 仟  4 "  5 n
ヒ ト 好 酸 球 に お け る 血 小 板 活 竹 イ ヒ 1 大 1 子 ( P A F ) に よ る 紳 Ⅲ 包 内  C a 2 十 動 態 に 対
す る 細 胞 外 C a 2 十 濃 度 の 影 糾
大 城 礼 子 , 角 田 康 典 , 志 村 早 苗 , 白 上 邦 男
第 3 6 回 日 本 胸 部 疾 懲 学 会 総 会  1 ? 伊 宮 平 、 成 8 年 4 打  5 H
肺 血 栓 塞 栓 症 に お け る 血 液 擬 砧 1 第 5 因 子 巡 伝 f A 蠣 5 0 6 G l n 変 異 の 役 割
関 隆 文 , 岡 " 」 博 , 熊 谷 御 ・ f , 佐 久 冏 樂 仁 , 熊 坂 祝 久 , 石 井 宗 彦 ,  h 士
邦 屶
第 3 6 回 Π 本 胸 訊 g 交 悲 門 を 会 総 会 宇 都 官 平 成 8 仟 ・ 4 j 、 1 5  Π
イ ベ り オ ト キ シ ン 感 受 竹 K チ ャ ン ネ ル 肝 h コ 薬 S C A 4 0 の ヒ ト 気 道 に 対 す る 効 果
戸 ! 博 雅 文 , ー ' ノ 瀬 正 和 , 二 1 浦 ノ ' 彦 , 遠 藤 1 占 美 , 山 内 淑 行 , 影 山 夏 ・ f , 小 宅
逹 也 , 大 内 譲 , 口 士 邦 屶 , 小 池 加 保 児
第 3 6 回 Π 人 胸 部 疾 恕 、 学 会 総 会 宇 Ⅷ 夕 宮 平 成 8 仟 ・ 4 月 5 日
肺 気 睡 態 、 老 に お け る 昭 疾 好 酸 球 と コ リ ン 作 動 性 神 経 活 性 の 関 係 に つ い て
二 浦 元 彦 , 影 山 夏 子 , ・ ー ノ 瀬 正 和 , 局 橋 識 〒 , 戸 H 寺 牙 北 文 , 速 藤 直 美 , 増 戸
康 文 , 杉 浦 久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 6 1 川 日 本 胸 附 リ 矣 患 学 会 宇 都 宮 ・ 平 成 8 仟 4  打  5 日
桜 性 気 管 支 炎 ( C B ) に お け る 気 道 炎 症 の 解 析 眺 矮 細 胞 を 用 い て
前 田 貰 芙 人 , 西 岡 き よ , 佐 際 裕 子 , ゞ 剣 東 央 子 , 大 野 勲 ,  h 上 , 昭 y }
第 7 0 回 日 木 感 染 症 学 会 総 会 束 京 平 成 8 年 4 1 Ⅱ 9 Π
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン 「 好 酸 球 と ア レ ル ギ ー 疾 ' 轡 d  好 触 球 と 気 管 支 喘 息 、 に お
け る 細 織 再 備 築
火 皿 f  勲 , 枡 罰 卜 f , 県 宏 紀 , 人 1 剖 正 明 , 川 村 弦 ,  n 士 邦 リ }
第 8 回 Π 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 赤 季 臨 床 大 会 横 浜 平 成 8 年 4 j j 2 5 Π
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474結核性気管支狭*に対する釡属ステント治療
星宏紀,則村弦,佐野公仁火,飯島秀弥,本間止叫,岩崎ル,劉
,羽根幽カンナ,谷田逹男,小野貞文,内十邦リ」
第8扣1 Π人ブレルギー学会春季蹄Jボ大会横浜平成8午4打25Π
3イr1州にわたり毎晩ハイ下ロコーチゾンの点澗を受けていた Nocturnalasth・
ma のー一例
岩崎正,田村弦,佐野公仁夫,魚島秀弥,人岡止明,吊宏紀,劉
,羽根Π1カンナ,白士邦リ}
第8回 H人アレルギー学会*季畷床人会横浜平成8年41j26Π
パネルディスカヅション:ブレルギー臓器4、"足竹気道におけるアレルギーと
神経の相五作川
・ノ瀬正和,二三浦元彦, 1拓橋識企,影111塑子,述心11!i美,Π上邦屶
第8川 n木アレルギー学会春季晦床大会横浜平成8年4打26Π
Does diabetic nalropathy increases spatial dispersion of repolarization?
小1_[1_二郎,古関裳人, 1閑碕毅,'1U場恵大,桜井克彦,金Ⅲf裕"J, Hリ;1,拓
郎,波辺淳,1Ⅱ」Ⅱn祀, h上邦男
第7 川 1・目際ホルター創ι浜平成 8年5ナ18 Π
T wave auduation in patient wl【h lile t1Ⅱ'eatening ventricu]a丁 arthythmia
円関笈人,篠崎毅,船越正lj,'1、U場恋大,竹内雅治,鈴木秀,波辺
淳,イ1出佶正,佐藤外、ーー,白士邱屶
第71河国際ホルター獅浜平成8年5河 8Π
冠微小ヨ舌j業における上ysophosphatidylaholine の影¥W
杉村彰彦,金塚完,谷川俊了,熊谷千1Ⅱム,佐艇光・,小メL述也,惰_上邦屶
柬北嘘血件心疾患病究会仙h 平成8年5j・Ⅱ8日
加1不全症候村の詔指標と右心房力万店寸少心位竹紗訓捌剖の関係
加Ⅲ4 リb 篠W奇毅,波辺丹,山士J3屶
第2 回日本心臓ペーシング・逝気生理学公新潟・平成8年5j・129Π
6 j1 1 EI
心不全恕、者における 1231-MIBG心筋染積,心扣変動解析, 1川小カテコラミ
ン濃度の経過
李力罧,池田瀞,π五11_1 打,関1-1tY:平,Ⅱ_wlj }順,千釜尚朗,後心
瀞,白士J心屶
第Ⅱ艸" 1_1木循瑞瑞1学会東北地ノj会仙台平成8什'6 刀 7 門
活動磁付十テ制釧、^問の動的樂芹"こ関する災験的研究
沼1_垰網兆,石出イ五正,占慢1渡人,白士邦屶
第Ⅱ91"1 Π木循喋器学会東北地ノj会仙介平成811Ξ6 打 7 H
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活 動 確 位 持 続 " 占 冏 の 動 的 特 * 上 こ 関 す る 理 論 的 解 析
石 出 信 正 广 沼 口 裕 降 , 古 関 義 人 , 白 士 邦 男
第 1 1 9 同 Π 木 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 月 7 日
, L 、 D j 知 1 亟 I J の  i n i t i a t i o n  と  m a i n t e n a n c e  の メ カ ニ ズ ム
船 越 正 行 , 篠 崎 毅 , 加 藤 浩 , , 竹 内 牙 忙 治 , 鈴 木 秀 , 波 辺 淳 , 孑 1 1 ・ H イ 再
正 , 佐 藤 外 一 , に 1 十 邦 男
第 Ⅱ 9 回 日 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 1 1 7 U
洞 不 令 症 候 群 と 右 心 房 1 舌 動 電 位 の 相 関 に つ い て
加 際 浩 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 加 心 浩 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 渡 辺
淳 , 石 出 伝 正 , 佐 藤 昇 一 , 白 士 邦 男
第 4 8 回 東 北 1 派 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 年 6 河  8 U
ブ デ ノ ウ ィ ル ス を
P 5 3 及 び P 2 1 W A F v d P 1 遺 伝 子 と 1 姉 血 管 の り モ リ ン グ
用 い た 遺 伝 子 治 療 の 可 能 竹 と 低 酸 素 性 肺 商 血 圧 症 ラ ッ ト 肺 に お け る 造 伝 子 発 現
片 寄 大 , 白 士 J 3 屶 ,  K e n n o t h L o w a n ,  p i e m s e t h
第 4 8 回 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 午 6 月 8 H
特 発 性 肥 大 型 心 筋 症 患 者 の 心 筋 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 内 発 現 の 検 村
鈴 木 湘 , 大 野 勲 , 馬 場 恵 夫 , 縄 田 淳 , 池 田 淳 , 内 ・ 1 J ' 甥
第 1 四 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 月 1 5 Π
ヒ ト 肥 沸 洲 1 胞 ( H M C - D  に お け る し 一 h i s t i d i n e  d e c a r b o x y l a s e ( H D C ) の P 1 1 節 .
遺 伝 f 発 現 に つ い て
前 田 貴 美 人 , 大 野 勲 , 白 十 邦 男
第 1 4 9 1 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 乎 成 8 年 、 6 月 1 5 H
呼 吸 器 感 染 症 原 因 菌 の 近 年 の 動 向 と 肺 炎 球 菌 の 抗 牛 " " 感 受 竹 の 現 状
西 岡 き よ , 荻 原 央 子 , 大 野 勲 , 白 士 邦 屶
野 H 四 回  H 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 仟 ・ 6 打 1 5 U
気 管 支 平 滑 筋 細 胞 坪 所 慨 こ 対 す る テ オ フ ィ リ ン の 抑 制 効 果
枡 和 子 , 大 野 勲 , 白 士 邱 男
芽 Π 四 回 日 木 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 8 " ' 6 打 1 5 Π
G M - C S F  に よ る 好 触 球 の 生 存 延 長 に 刈 す る  P h o s p h o d i e s t e Y a s e ( P D E ) 阻 剖 、 f 剤
の 効 采
王 薇 , 大 野 勲 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 4 9 回 臼 本 内 科 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 8 年 6 打 1 5 Π
3 圷 . 闇 に わ た り 毎 晩 ハ イ ド ロ コ ー チ ゾ ソ の 点 滴 を 受 け て い た N o c t u m a l A s t h m a
の H 列
岩 1 崎  l f , 田 村 弦 , 白 ・ 上 邦 y J
気 管 支 喘 息 ヌ 1 策 恊 議 会 第 4 回 詐 d 貞 会 仙 台 乎 成 8 年 6 打 2 2 H
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493訂本人アルコール誘発冠雛縮性狭心症における2型アルデヒド脱水素"索
(ALDH)変異遺伝子解析
白・セ邦男,宗像関隆文,岡山博,熊谷智子,礒山正玄,加賀谷」Ⅱ1匠1.,
敬,田巻健治,平本析也,金沢正崎,笠原信弥,岡山道f
第 7 印I coronary club 福島・平成 8年6 打29日
小動脈の内因性樂張形成における釧胞内カルシウムの役割
苅部明彦,波辺淳,船越正〒j,竹内吼耕介,加藤沿,即1-1 聡,鈴木
秀,白士邦男
第 2 回東北VascularcelHorum 仙台平成8年7 打 12日
血沽lgE値と気道のコリン作動性神経性の関速性について
遠藤直美,ーノ瀬正和,三浦元彦,商橋識至,影1_U夏子,戸蒔雅文,増戸
康文,白士邦男,池田勝久(1莎脚卿喉科)
第23回東北呼吸談話会仙台平成8年7牙13日
1姉気腫患、者における吃疲好触球とコリソ作動性神経活性の関係について
三浦元彦,影山旋子,・ーノ瀬、1「ξ和,高橋識至,戸蒔耽文,遠藤直美,増戸
康文,杉浦久敏,白士邦男
第23回東北呼吸談話会仙台平成8年7j」13"
動脈血酸素飽和度自動解析の試み
悩周夕椣一,海名原覚,黒澤一,呉徳男,及川まなみ,菊池・禽博,飛
田渉,白士邦男
第17回睡1嘱呼吸障害研究会東京平成8年7打13日
Inhibition of MMP-9 gene expression in asthmatic airways by corticosta'oids
大野勲,星宏紀,大谷明夫,山内広平,木冏正明,田村弦,門十邦屶
第3回東北ステロイドセミナー仙台平成8年7門27日
閉塞性肺疾恕、患者の雌、F反射と高炭酸ガス換気反応
海老原覚,飛田渉,呉徳男,菊池志1専,1岡部慎・・,黒洋・,及川
まなみ,進膝丁イ北彦,白士邦男
第35回閉案件肺疾患研究会東京乎成8年7打28日
Moraxe11acatan'haliS による院内感染の分丁・疫学的検討
大野熟,船波忠屶,西岡きよ,渡辺雅明,ゞ剣京央f,例和子,熊谷兇
紀,佐々木毅, h k邦男
第]同南束北化学療法シンポジウム仙台平成8年8乃31H
アムロジピン初期投ラ量の増量が薬物動態に手える影糾;第2報
加賀谷 船越正行,石出伝正,星信夫,白士邦男」11L占2.,
第3回 CV フォーラム仙台乎成8年9門 6日
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5 0 2 5 午 闇 の 経 過 観 察 し 得 た 人 動 脈 弁 狭 亦 の 一 例
Ⅱ _ 1 町  1 順 , 池 H _ 1  沈 , 白 士 邦 屶
第 4 3 回 柬 北 心 l m 管 造 影 懇 二 円 会 秋 田 平 成 8 午 9 j ・ 打 4 M
活 四 j 心 位 1 寺 統 Π 割 川 の 動 的 噛 十 N こ 関 す る N 論 的 解 析 第 2 、 慢 メ モ リ ー 効 来 の 細 み
込 み
イ 1 H _ 1 倫 i F ,  W 1 1 】 ネ 剤 難 , 占 撲 l j 賢 人 , 口 士 邱 屶
第 1 2 0 回 Π 本 循 環 器 ' γ 会 東 北 地 力 会 秋 田 乎 成 8 q ●  j 、 Ⅱ 5 H
A d i v a t i o n  r e c o v e r y  i n t a ' v a 1  の 1 1 . " 女 数 何 i 域 の 1 片 1 票 の 杉 ミ , i 寸
小 川 二 郎 , , 1 i 鬨 鞍 人 , 、 1 、 島 場 忠 大 , 篠 崎 毅 , 桜 井 兇 彦 , 倫 : 野 裕 河 ,  1 1 1 醜 H ム
郎 , 波 辺 淳 , 石 出 仁 Π f , 白 し 邦 リ }
第 1 2 0 回  1 1 本 循 環 器 学 会 束 北 地 ノ j 会 秋 H _ 1  平 成 8 介 ●  1 1 巧 Π
A R I ( A d i v a t i o n  r e c o v a ' y  i n t e r v a D  は  S T  に 代 わ っ て 述 動 f { 荷 心 屯 I × 1 に お け る
虚 血 の 指 標 と な り 得 る か ?
1 Π 島 拓 郎 , 小 1 _ 1 _ 1 ' . 1 那 , 釡 野 裕 司 , 馬 場 忠 夫 , 古 関 義 人 , 桜 井 兇 彦 , 篠 崎
毅 , 渡 辺 淳 , 1 i 出 信 正 ,  N 上 邦 リ 」
第 1 2 例 叫  H 木 循 環 器 学 会 東 北 地 ノ j 会 秋 田 ・ 十 ' 成  8 年 9  打  1 5 1 , 1
造 伝 性 , 高 l f 川 モ 発 症 動 物 の 心 臓  H S P 7 2 0 v e r i n d u C 6 0 n
岩 渕 雌 , 儀 1 1 Ⅱ 上 玄 , 剛 僻 , み の り , 白 士 邦 屶
第 1 2 0 回  H 本 循 環 群 学 会 柬 北 地 力 会 秋 田 平 成 8 年 9 打 1 5 Π
人 肥 沸 削 1 1 胞 株 ( H M C - D  の 丘 一 4 1 竜 生 に つ い て
谷 口 ・ , 田 村 弦 , 大 野 勲 , 白 上 邦 リ 」
第 6 3 師 1 日 木 胸 部 疾 W 、 半 会 東 北 地 力 会 耿 Ⅱ _ 1  平 成 8 圷  9  珂 1 5 H
G M - C S F  に よ る 好 骸 球 の 止 存 延 R に 刈 す る  P h o s p ] w d i e s t e r a s e ( P D E ) Ⅲ 1 筈 剤
の 抑 制 効 果
下 薇 , 大 野 勲 , 枡 羽 f f , 1 H 村 弦 , 广 1 上 J 陟 }
第 6 3 1 , ! 1  H 本 胸 部 疾 患 学 会 リ 剣 U 也 力 会 秋 田 平 成 8 年 9  打 巧 Π
桜 性 気 稲 ・ 支 炎 モ デ ル 気 通 1 二 皮 に " 熨 的 な 磁 流 に つ い て
佐 々 木 司 , 志 村 〒 苗 , 色 川 俊 也 , 笹 森 覽 ,  n 上 邦 屶
第 6 3 1 田  1 ・ 1 本 j 胸 部 疾 恕 、 学 会 東 北 」 也 力 会 秋 剛 平 成  8 年 9  打  1 5 H
血 清 l g E 伯 泛 気 道 の コ リ ン 作 動 竹 沖 経 活 動 竹 の 関 迎 性 に っ い て
述 獄 ゛ 美 , ・ ・ ソ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 局 橋 識 至 , 影 川 夏 f , 増 J す 康 文 , 杉 油
久 敏 , 池 田 勝 久 , 白  1 二 邦 屶
第  5  1 " 1  A s t 1 1 m a  c l u b  i n  s a l d a i  仙 台 平 h 艾  8  イ に  9  ナ 1 2 0 1 - 1
ヒ ト 肥 訓 洲 物 包 株 ( H M C - 1 ) に お け る  H 广 4 の ル j 上 と 遊 削
谷 【 _ 1  ・ ・ ' , 大 野 勲 , 枡 千 l f f ,  1 狗 田 貴 美 人 , 飯 島 秀 弥 , 田 十 1  弦 , 訂 ヒ
邦 屶
第  5  1 田  A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i 研 究 会 仙 h  ・ ' 1 り 女  8 イ f  9  j ・ 1 2 1 Π
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512GM-CSF による好触球の生存延長に刈する Phosphodiesterase(PDE)1川轡剤
の,]川,11効↓喪と apoptosiS の誘導
王薇,人野鼎!,枡利子,田村弦,白士J心男
鎗'5 匝I Asthma club in sendaH肝究会仙台平成 8 午 9 j」21日
18Fージアシルク'りセロールを用いた心筋におけるイノシトールリン朋質代謝
1川転1山1像化に関する1よf飽杓検討
下則雅倫,石Ⅱ_1イ"正,加賀谷 浪打成人,大谷宏紀,山根山」型子,白111]ι、ノ',
主邦屶,井fi辻卸
第441川 1_1本心1臓病学会'1袮1条会央永Ψ成8ザ 9上126Π
呼父N0と気通過敏竹
'ノ湘川_千11,二1浦ノ6彦,■橋i般ξ、,戸i1寺邪文,人内,兵,小宅注也,述雌
心美,炉"司艇文,杉油久敏,0上邦屶
シンポジウム呼吸瓣系侠悲、の披前線 N0の役割つくば平成8圷9
j j 261_1
抗コリン剤・,剌激刑吸人による川]機能改"に対する血沽総lgE伯の影"
遠心心美,ソ測{」上和,・三訓b6彦,1島橋,滋令,影111夏子,増戸康文,杉油
久敏,池1_モⅢ秀久,广し主邦屶
第71川粲物吸入療法研究会東京平成8郁9乃27Π
小1偽啼'1忠、悲オ晉ιこおけるフルチカゾンドライパウターの長川11司容1,冴生り・の安企竹
とイ]効杜
岩1崎止,川村怯,本Ⅲ川.川},白士邦屶
第 71回薬物1吸人療法研究会東京、r成8圷 9ナ127Π
アミオダロン投・り・前後でAR1の1!削}Ⅲ内空剛的ゆらぎを検ふ1いUプ:イ列
小山二郎,古関嚢人,篠W奇毅,'1、じ場忠大,桜井克彦,釡野裕"」,田島拓
郎,波辺淳,1_i出仁江、f, 1'1E邦リ}
第 1 回ブミオダロン何1究会別府平成8年9 打28Π
右房径と単相刊才舌動確位.1寺統淵剛}との関係
竹内邪治,打知府毅,船越111行,力川係浩,μリ昜忠大,鈴人秀,波辺
淳,子ⅡΠイ'1モ,佐ル4ヅ1・・・, n に邦リ}
第131旦1 心施学会別府平成8イFI0上14 Π
ヒト山房筋活動電位1寺続時冏に対するATPの1杉粋
鈴木秀,篠1崎毅,船越正h,加喋浩,竹内雅冷,馬場忠火,波辺
涼, Ti出偏'Ⅱ1,り"藤昇・, E村,心男
第13101 心確学会別駒平成8仟.10j14 Π
心房却1動の発小と1寺続のメカニズム
船越正打,怜峪毅,馬場忠大,加際瀞,,竹内邪.治,鈴人秀,波辺
瀞.,イi出偏1〔,佐1藤打・・,白・上邦屶
第13山1 心雌学会別胴平成8年10打 4日
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心 房 筋 活 動 電 位 持 絖 時 闇 の 加 齢 に 伴 う 変 化
馬 場 恐 大 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 加 1 藤 浩 , 竹 内 乳 治 , 鈴 木 秀 , 波 辺
淳 , 丕 i l " 信 正 ,  U 訂 捺 昇 一 , 白 士 邦 男
第 1 3 回 心 確 学 会 別 府 平 成 8 年 ・ 1 0 月 4 日
運 動 負 荷 心 償 鬨 に お け る A R 1 の 右 用 性
田 島 拓 郎 , 古 関 義 人 , 篠 崎 毅 _ 1 蔦 場 忠 夫 , 桜 井 克 彦 , 金 野 裕 司 , 波 辺
淳 , 石 出 偏 正 , 白 十 邦 屶
第 1 3 田 心 確 学 会 別 府 平 成 8 年 1 0 j 」 4 日
洞 不 全 症 候 群 に お け る イ i 心 房 活 動 電 位 " 統 塒 開 の 検 肘
加 藤 浩 , 篠 崎 毅 , 船 越 仟 行 , 力 山 係 浩 , 竹 内 雅 治 , 鈴 木 秀 , 渡 辺
淳 , 石 出 信 正 , 佐 藤 同 、 ー , 白 士 邦 リ }
冴 孔 3 回 心 確 学 会 別 府 乎 成 8 年 ・ 1 0 列  4 日
1 区 動 電 位 持 統 1 1 、 " 剖 の 動 的 特 竹 に 関 す る 研 究
沼 口 裕 降 , 石 出 信 正 , 古 関 義 人 , 白 士 邦 男
第  1  回  A n ・ h y t h m i a  F m ・ u m  i n  s e n d a i  仙 台 平 成  8 イ F I 0 月 5 日
唾 眠 時 無 呼 吸 に 対 す る  T h y r o t r o p i n  R e l e a s i n g  H o r n ⑩ n e ( T R H ) の 効 条
郡 N 側 女 ・ , 菊 池 喜 博 , 飛 田 渉 , 黒 浮 一 , 呉 徳 男 , 打 」 , 3 男
第 2 3 回 呼 吸 調 節 研 究 会 東 京 平 成 8 年 1 0 乃 2 5 日
O S A 悲 、 者 に お け る 上 気 遊 コ ン プ ラ イ ア ン ス の 検 討
呉 徳 男 , 飛 1 旧 沙 , 岡 割 タ ザ ! ・ , 黒 澤 一 , 喋 j 池 点 愽 , 小 川 浩 正 , 海 老 原
覚 , 及 川 ま な み , 進 藤 下 代 彦 , 白 土 邦 男
第 2 3 匝 1 1 1 乎 吸 J " 節 研 究 会 東 京 平 成 8 イ r ・ 1 0 河 2 5 H
気 V 蔀 支 喘 庖 、 恐 、 名 に お け る 気 道 壁 の 肥 厚 に 対 す る C T お よ び シ ン チ に よ る 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 6 回 宮 城 総 合 画 像 研 究 会 仙 台 乎 成 8 年 1 0 月 2 5 目
気 管 支 平 滑 筋 細 胞 地 殖 に 対 す る テ オ フ ィ リ ン の 抑 制 効 果
枡 和 子 , 大 野 勲 , 谷 口 ー ' , 田 村 弦 , 大 類 孝 , 山 谷 腔 鮒 ,  h 士 J ・ " 男
第 妬 回 日 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 午 1 0 月 3 0 日
ヒ ト 肥 満 絲 1 胞 株 ( H M C - 1 ) に お け る  I L - 4  の 産 生 と 遊 際
谷 口 ・ , 大 野 勲 , 枡 和 子 , 前 円 貴 美 人 , 飯 島 秀 弥 , 田 村 弦 , 白 士
邦 屶
第 4 6 1 回 日 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 年 1 0 乃 3 0 日
G M - C S F  に よ る 好 触 球 の 牛 存 延 長 に 対 す る  P h o s p h o d i e s t e r a s e ( P D E ) 隠 害 剤
の 効 釆
1 三 薇 , 大 野 勲 , 例 和 子 , 山 村 弦 , 白 土 邦 男
第 4 6 回 日 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 宇 都 宮 平 成 8 年 1 0 打 3 0 日
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531女V筒支喘息悲、者におけるCRH負石排脚驗と ACTH負石h脚驗の比較検討
岩崎止,田村弦,佐野公仁夫,飯島秀弥,本1剖正明,劉,羽根
田カンナ,内十jB男
封列6回 1_1本アレルギー学会総会宇者r宮〒成8年10j130Π
トリル酸スプラタストの幼若モルモヅト抗原吸入誘発気道過敏竹モデルに及ぼ
'け、!」珍11・11
谷Π一・,飯島秀弥,田村弦, n 上邦男
第46レ1 U小;アレルギー半会総会宇都宮平成8年10打30H
モルモヅト遅発剛喘息反比黒jに気道内へ新規没淵する好酸球
,飯島秀弥,谷U -,醐村弦,白上邦男蜜
第461"1日人アレルギー学会総会宇Ⅷ夕宮平成 8仟・10j」31臼
経1-1免疫寛容による気道好酸球従湘の調節
羽根田カンナ,佐野公仁夫,飯島秀弥,本問正明,岩ψ会正,劉 ,
1、Ⅱ村弦,佐峡康人,川生園子,白上邦男
第46回日木アレルギー学会総会宇笥夕宮平成8年]0門30日
結核菌の存在は,気道好触球性炎症を抑制する
イ1a・予公仁大,田村弦,飯工b秀弥,本問正明,岩崎正,羽根田カンナ,
白_に夘男
第461回Π本アレルギー学会総会宇都宮平成8年10打31H
父管支1揣息の急性発作に刈するデキサメサゾン短期大1"寮法の有用性
岩崎正,則村弦,佐野公仁火,飯島秀弥,本瑚止明,劉,羽根
田カンナ,白士邦男
第妬回日木アレルギー学公総会宇都宮平成8年10月30日
532
533
534
三湘元彦,ー、ノ激正利,商橋識至,戸藤雅文,途藤偵美,大内譲,増戸
康文,杉浦久敏,内士邦男
第H田気道炎症セミナー仙台平成8年Ⅱj15Π
MoraxeⅡacatar血aliS による拶訂勾感染の分子疫学的検討
大野勲,級§股忠男,西鬮きよ,波辺雅明,木木美締,ゞ久j東火子,佐々人
毅,白十、邦リ}
第45同 U木感染症学会東"本地力会総会東京乎成8年Ⅱ河16日
ラヅト心筋梗塞モデルにおける ProteinkinaseC局在の経時的変化
千田吼t信,加賀谷 ,f11 江鯖丁成人,大谷宏紀,山根由理子,石Ⅱ」信正,白町ヨ.,
士邦男
CYRIC共同利刑実験第17回研究報告会仙台乎成8年Hj126日
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慢 性 肺 血 栓 空 枠 症 と し て 治 療 さ れ て き た 多 彩 な 血 管 捕 変 の 1 症 イ 列
熊 坂 祝 久 , 佐 久 1 削 聖 仁 , 出 町  1 順 , 池 「 Π 淳 , 打 上 」 I " }
第 3 1 川 肺 案 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 8 ζ Π U 」 3 0 Π
サ ル コ メ ブ と ミ ト コ ン ド リ ブ の 肌 造 的 配 夕 畷 こ 関 す る 屯 ・ f 推 ヰ 散 鏡 的 観 察
イ i 川 佶 正 ,  f 1 上 邦 屶
野 崎 新 司 , 加 賀 谷
」 1 1 「
」 、 T , . ,
第 4 0 1 司 怖 1 人 超 微 j 剛 態 懇 二 舌 会 仙 台 平 成 8 年 1 2 刀  d  e
冠 循 J 業 の 制 福 1 因 子 一  A T P 感 受 性 カ リ ウ ム チ ャ ネ ル と  G T P 結 介 出 白 質 ( , '
恕 捉 供 )
小 丸 迂 也 , 谷 川 俊 了 , 杉 村 彰 彦 , 熊 谷 利 仁 , 王 文 洲 ,  h 上 邦 労
'  1
令 j 家
/ C ,
錦 4 釧 " 1  東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 仟 ・ 1 2 上 1 7  H
心 筋 1 吏 氏 ラ ッ ト に お け る 局 所 プ ロ テ ィ ン キ ナ ー ゼ C 活 竹 化 の 経 時 的 変 化
孑 i 1 Ⅱ 仁 i ト , , 浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 , 1 _ " 恨 1 1 U 果 f , 珀
f 1 1 1
千 H 班 併 菖 , 加 1 賀 谷
' 1 コ 」 . ,
十 邦 屶
群 列 9 1 0 l j l u U 脈 徹 W 〒 究 会 仙 台 、 平 成 8 イ N 2 刀  7 日
ラ ヅ ト 小 動 脈 の 収 締 制 御 に お け る し 一 t y p e  c a c h a n n e ] と 筋 小 j 庖 体 の 村 1 互 作 川
竹 内 邪 ' 治 , 波 辺 涼 , 船 越 ル 行 , 鈴 木 秀 , 加 藤 浩 , 堀 口 聡 , ヌ 畍 郁 明
彦 , 仏 コ 侠 昇 ・ ,  E L 上 邦 屶
第 4 9 回 東 北 脈 管 研 究 会 仙 台 平 成 8 年 1 2 1 1 7 日
人 邦 に お け る 川 Π m 枠 来 栓 症 の " イ 削 徹 1 戀 、 態 、 者 数 の 推 定
白 士 邦 労 , 休 久 剛 聖 仁 , 熊 坂 祝 久
平 成 8 イ 刊 男 姉 血 栓 * 栓 症 研 究 釧 会 議 伊 勢 平 成 8 イ 貝 2 河 1 3 "
A i r w a y  s u b n 〕 u c o s a l  g l a n d  s e c r e t i o n  1 Π :  s y m p o s i u m  " B r o n d l i a l  s e a ' e t i o n '
S .  S I ] i m u r a ,  T .  s a s a k i ,  M .  N a g a l d ,  H .  s a i t o h ,  K .  s h Ⅱ ' a t o
9 t h  X 入 1 0 丁 l d  c o n g l ' e s s  f m '  B r o n c h 0 1 0 g y  a n d  B ] ' o n c h o e s o p h a g 0 1 0 l g y  l 、 ; ; 化
平 成  8  午  4  "  1 4 - 1 7 日
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N .  E n d o h ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a l く a h a s l ) i ,  N .  K a g e y a m a ,  M
T o m a l d ,  K .  S I 〕 i r a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a 1 1 S ,  U S A M a y  1 2 , 1 9 9 6
T A K - 2 2 5 ,  A  n e w l y  s y n l h e s z l e d  a n t l 一 Ⅱ l a a m m a t o ] ' y  a g e n t , 1 n l 〕 i b i t e d  o s c i H a 、
t i o n s  i n  c l -  c u r r e n t  i n  a i r w a y  g ] a n d  a c i n a T  c e Ⅱ S
1 < .  s h h ・ a t o ,  T .  s a s a k i ,  S .  S I 〕 i m u r a ,  M .  N a r a  ,  T . 1 r o k a w a ,  S .  S U Z U R i ,  K
S h h ' a t o
1 9 9 6  A T S N e w  o r l e a n s ,  U S A ,  M a y  1 2 , 1 9 9 6
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549T]1e e丘ect of extraceⅡUlar ca2+ concentration on p]atelet activating factor
induccd cytosol ca2+ concentrauon elevation in human eosinophi】S
T, oshino, M. Nara , Y. Kakuta, S. shimura, K. shira加
1996 ATSNew orleans, USA, May 12,1996
Ana]ysis o( Factor v gene mutation (Arg 506Gln) in Japanese pulmonm、y
thromboembolism
T. Kumagai, H. okayama, T. seki, N. Kumasaka, M. sakuma, H. odaka,
S. Kitaoka, M.1SI〕ii, K. ogata, K. shirato
1996 ATSNew or]eans, USA, May 12,1996
E丘ect of Th2 CeⅡ inhibitor,1PD-1151T, on late asthmatic response in guinea
Plgs
H. TaniσUchi, H.1ijima, Y. Liu, H. Hoshi, M. Homma, T-R. Hsiue, G
Tan〕ura, K. shirato
1996 ATSNew orleans, USA, May 13,1996
Secretm'y responses of secretm'y ]eukocyte protease inhibitor (SLPD from
isolated human airway submucosal glands
H. saitoh, S. Akai, H. okayama, T. Fushimi, S. shimuta,1<. shirato, H
M北Suhashi
1996 ATSNew or]eal〕S, USA, May 13,1996
Abnonnality in airway epithelialion transport m bronchitic mode] rabbit: A
Possible involvement of cFTR-CI- channeljn ah'way inflammation
T.1rokawa, T. sasald, N.1Wase, S. SI〕imura, K. sasamori, S. suzuki,1<
Shirato
1996 ATSNew o】'1eans, USA, May 13,1996
Dexamethasone suppresses inter]euldn 13 gene expression by hun〕an mast ceⅡ
Ⅱne
T. Fushimi, H. okayama, S. shim1Ⅱ、a, K. shirato
1996 ATSNew orlea1玲, USA, May 14,1996
Pulmonary volume reduction itself rescues patients with severe pulmonary
emphysema from dyspnea
H. Kurosawa, W. Hida , Y. Ki1ζUchi, H. Mild , H. ogawa, A. Mizusawa, S
Ebih飢・a, D. WU , M. oikawa, M. Miura, C. shindoh, K. shirato
1996 ATSNew orleans, USA, May 14,1996
Nasal cpAp treatments improve exercise endurance performance in pauents
Wlth obstructlve sleep apnea syndronw
S. Ebihara,0. Taguchi, W. Hida , Y. KilくUchi, C. SI〕ind01〕, H. Kurosawa,
H. ogawa, A. Mizusawa, M. oikawa, D. WU , K. SI〕irato
1996 ATSNew 0丁leans, USA, May 14,1996
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P r e s s u r e - v o l u m e  ( P - V )  r e l a t i o n s h i p s  o f  u p p e r  a i T w a y  i n  p a t i a ] t s  w i t h  o b '
S t r u c t i v e  s l e e p  a p n e a  ( O S A )
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565Regulatory med〕anisms of coronary mia、ovascular tone in the beatihg heart
T. Komaru, H. KanatsuIくa, K. shirato
Workshop on coronaTy ch'culation in von siebo]d seminar, Amsterdam,
Ncther]ands, october 28-30,1996
566Mechanisms o{ coronary microvascular dHation induced by the activation of
Pertussis toxin-sensitive G protein are vessel si2e-dependent
T.1くomaru, T. Tanikawa, A. sugimura, T.1くUmagai,1<. sato, H' Kanat・
Suka, K. shirato
Xvorkshop on coronary circulation in von siebold seminar, Amsta'dam,
Netherlands, october 28-30,1996
567E丘ects of Long-term Right ventricular volume and H'essure overload on
Myocardial Glucose Metab0ⅡSm in H山nan
H. otani, Y. Kagaya, Y. Yamane, M. chida, K.1to, S. Namiuchi, T
Nozaki, H. Numagucl〕i, T. shinozaki, M. Ninomiya, J.1keda, N,1Shide, K
Shirato
The 12th lnta'nalional conference of {he cardiovascular system Dynam・
ics society, chzpel HiⅡ, USA, November 7-10,1996
568How does tachycardic impair regional myocardial function in acute ischemic
Canine heart?
Y. Yamamoto, M. sa]くUma, H. Hozawa, K. Komaki, T. Takahashi, N
Kumasaka, H.1SI〕igaki, K. shirato
The 12th lnternationa] conference of csDS, chapelH辺, USA, November
フ-10,1996
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569The aU即nentation of Acetylcholin-induced contraction by prostagladin F2a in
Pig epicardial coronary arteries
鈴木秀,波辺淳,船越正h,竹内雅治,加藤浩,堀口聡,苅部明
彦,佐藤外一,内士邦男
第12回 CSDS, CI〕apel, H辺 USA 平成 8年11打 8 U
570Mechanisms of cm'onaty microvascular dilation induced by the activation of
Pertussis toxin-sensitive G protein are vesse] size-dependent
T. Komaru, T. Tanikawa, A. sugimura, T.1くUmagai, K. sato, H.1くanat・
Suka, K. shirato
The 69th sdenti丘C sessions of American He釦't Association, New
Orleans, USA, November lo-13,1996
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気道粘膜下腺細胞の屯解質分泌に及ぼすマクロライド系抗生物質の抗コリン作用
色川俊也,佐々木司,志村早苗,佐際正俊,笹森寛,大城社子,白士
邦男
第9回気道病態シンポジウム柬京平成9年1月17Π
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急 十 上 心 筋 虚 伯 リ 寛 界 域 に お け る 血 流 と 柳 染 U 夜 の 関 係 ・ i 卜 1 例 或 れ 吋 I U 攻 レ ベ ル と の
関 連
1 _ U 根 山 理 子 , 石 1 ・ " 信 正 , 加 賀 谷
士 邦 屶
C o r o n a r y  c l u b  第  8 1 - 1  研 究 会 仙 台 ・ ' γ ' 成  9  仟  1  打  1 8 Π
高 炭 触 ガ ス 血 症 を 水 し た 睡 眠 Ⅷ " 叩 乎 1 吸 症 例 の 検 討
澗 部 慎 一 , 飛 田 渉 , 弁 、 q ' 弔 ・ , 呉 徳 リ } , 菊 池 1 村 専 , 白 士 邦 リ }
厚 牛 . 省 特 定 疾 恕 、 呼 吸 器 系 疾 恕 、 調 , f 仙 究 班 平 成 8 作 度 総 会 東 京 平 成 9 ゛
1 河 3 0 H
V 0 1 山 n e  R e d u c t i o n 療 法 と 加 齢 の 検 肘
黒 1 ' 子 ・ , 飛 I H  渉 , 岡 部 慎 ・ ・ ' , 呉 徳 リ } , 菊 池 立 : 「 当 ,  1 ' 1 」 二 那 リ }
厚 生 名 特 定 疾 恕 、 呼 ・ 吸 器 系 炊 患 ヨ 1 1 査 研 究 H P 1 勺 女 8 ζ 1 り 叟 総 会 束 京 平 成 9 仟
1  1 1 3 0  f 、 1
東 北 6 県 に お け る 慢 牲 肺 血 栓 塞 栓 症
熊 坂 祝 久 , 佐 久 1 } ・ } 1 聖 イ 、 1 , " 上 邦 リ }
厚 牛 省 特 定 疾 悲 、 呼 吸 器 系 疾 悲 、 調 介 研 究 列 Π 、 成 8 イ " 変 総 会 東 京 平 成 9 圷
1 打 3 0 日
女 f 酸 球 細 Ⅲ 包 1 摸 上  S e t i n e  p r o t e i n a s e  に よ る  m a t f i x  m e t a Ⅱ 0 御 ' o t e i n a s e  ( M M P ) - 9
の 活 竹 _ 化 に つ い て
岡 川 信 司 , 大 野 劇 ! , 枡 千 1 1 ・ 「 , 熊 谷 免 紀 , 白 Σ 上 邦 リ 」 , 紀 太 博 仁 ,  G a ' a l d
J .  G l e i c h
第 M 1 川  R M C B 研 究 会 東 京 平 成 9 仟  1 打 3 1 H
Ⅱ C 暢 町 敲 ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル を 川 い た 心 哨 分 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代 謝 l i 小 広
の 小 体 内 評 価 に 関 す る 基 礎 的 検 討
浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 ,  1 1 1 根 由 即 子 , イ i 出 イ J l f , 内
千 田 邪 t 偏 , 加 賀 谷
4 ! 1 ・ ,
士 邦 リ }
剣 Π 2 1 m l  U 本 私 皐 業 器 学 会 東 北 」 也 方 会 仙 介 ・ 十 ' 成  9 年 2 1 1 7  1 , 1
H 本 人 ア ル コ ー ル 誘 発 冠 れ ん 新 i 竹 狭 心 症 に お け る 2 型 ブ ル デ ヒ ド } 悦 水 永 觧 粂
( A L D 印 変 妥 遺 仏 子 飢 析
r l 」 ゴ 那 リ } , 宗 像
1 1 旺
1 刈 隆 文 ,  1 岡 1 _ Ⅱ 博 , 熊 谷 午 Υ ・ f , 礒 1 1 1 仟 玄 , 加 貿 谷
ι 、 フ , T . ,
敬 , 田 巻 健 治 , 平 本 哲 也 , 金 沢 正 1 噛 , 笠 1 京 イ Π ' 弥 , Ⅲ ] U 、 1 道 イ
第 1 2 1 回  H 人 循 g 1 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 9 午 2  打  7 1 - 1
前 壁 , 1 、 , 隔 梗 塞 に お け る 心 室 小 隔 迎 動 の 検 i 上 右 室 造 影 に よ る 創 析
品 橋 徹 , 朴 沢 英 成 , 杉  l f 文 , 大 浦 弘 之 , 野 1 崎 萸 ム , 則 巻 健 治 , 佐 久 冏
聖 仁 , 由 士 邦 屶
第 1 2 1 1 司 日 木 循 喋 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 9 年 2 打  7 H
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580心町j拡大と心房筋単相竹活動確位持続時間の関係
船越止行,古1渕義人,金野裕祠,竹内牙僻台,船越正h,苅部明彦,八木屯
也,桜井克彦,加際浩,.蠣場恵夫,鈴木秀,篠崎毅, LI_1Π1Ⅱ畍封,小
山一'郎,田島拓郎,波辺淳,獅士邦屶
第121師111木循燦器学会東北地ノj会仙台平成9年2月7 H
慢性多発性舳血栓,楽栓症の'例
熊坂祝久,池1_U 淳,广11二邦男
第441川東北心寸m管造影包磊舌会仙台平成9年2 打 14目
慢竹1白」炭触ガス1m症を呈する Sle即 apneasyndrome の検討
岡剖夕映・,黒澤・,呉徳リ},菊池・冉:陣, h_1_J心男
第181川 11乘肌部戸吸肺古研究会東京平成9匂三2 打150
所しい,布粘座ドプラ法による動脈削状硬化病変の定1,玩十i則
小岩再郎,長谷川英と,釡井浩,小;田萸行,广1に邦男,、1・ヰ寸正二ξ,市米
正隆,小鉢愆賢
第361川東北大学電気通備側究所シンポジウム仙台平成9年2打23H
好触球の1剣氏映通過に鬨する実験
岡田佶"'1,紀太1当仁,白士邦屶, Gera]d J. Gleich
第331川気道過敏忰研究会東京平成8午3上Ⅱ5日
喘冠ム(道における一酸化窒業とブラティキニン濃度に刈する吸入ステロイドの
効果
高橋識〒,ソ瀬正和,'浦ノι彦,戸i1打隹文,述藤直美,増戸康文,杉浦
久敏,訂上邦屶
芽弗31川気道過敏竹_研究会央京平成 9イ〒3jj]5U
打ψ押以餅した感作モルモヅトの遅兆判.気道反応におけるブラジキニンの喫νj
城りヨ康文,・・ノ潮正和,_'油元彦,商橋融令,戸f蒔雅文,人内譲,遠心
'i美,杉浦ク、敏,白Σ上jl"}
第33回気道過敏性研究会東京平成9年3打15U
経L1免没寛容においてTGF一βが気道好触球浸潤を抑制する
羽根田カンナ,佐野公仁火,田村弦,白士邦屶
気道過敏判H肝究会東京・十゛女9年3 刃15Π
マウスのダψN誘発気道炎姑.モデルを川いたアレルギー性炎症の検■
大河原鮒.ー',Ⅱ]村弦, M.R. stampni, X.-F. Lei, Z. xing, J. Gau]・
die, NI. Jordana, 1f11二J・"り}
父通過敏性研究会東京平成9午3j・Ⅱ5目
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A d r i a m y s i n 心 寸 樹 生 の 超 音 波 微 小 振 動 仰 畊 斤
鎌 田 英 一 , 小 岩 喜 郎 , 木 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 士 邦 男 , 金 井 浩 , 中 鉢 憲
堅 , 斎 藤 淑 f , 豊 Ⅱ 1 隆 謙
第 6 1 回 Π 人 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 9 年 3 月 1 9 - 2 1 日
気 管 支 喘 忘 、 患 、 者 に お け る C R H 負 祁 ル U 験 と  A C T H 負 荷 試 験 の 比 較 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 島 秀 弥 , 大 河 原 雄 一 , 劉
, 羽
根 田 カ ン ナ , 白 士 邦 男
第 3 0 回 東 北 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 山 形 平 成 9 年 3 門 2 2 日
慢 件 1 姉 疾 恕 、 の 肺 高 血 圧 症 に 対 す る  P G 1 2 誘 導 体 ( b e r a p r o s t ) の 有 効 性 の 検 討
沌 田 有 , 池 田 淳 , 片 寄 大 , 関 U 洋 平 , 出 1 町 順 , 熊 坂 祝 久 , 千 釜 尚
朗 , 後 藤 淳 , 白 士 邦 男
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 円 3 1 日
本 邦 に お け る 肺 血 栓 塞 栓 症 の 発 症 頻 度
熊 坂 祝 久 , 佐 久 問 聖 仁 , 白 士 邦 屶
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 月 3 1 Π
急 件 心 筋 虚 血 境 界 域 に お け る 血 流 と 樽 摂 取 の 関 係 一 正 常 域 雛 摂 取 レ ベ ル と の
関 連
山 根 由 理 子 , 石 出 伝 正 , 加 賀 谷 豊 , 千 幽 雅 偏 , 大 谷 宏 紀 , 浪 打 成 人 , 井
戸 述 雄 , 白 士 邦 屶
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 学 術 集 会 東 京 平 成 9 年 3 打 3 1 Π
C 一 Ⅱ  d i a c y l g l y c e r 0 1 を Π ハ け U 上 血 心 筋 に お け る 細 胞 内 情 訓 町 云 逹 系 の 生 体 内 評
価 に 関 す る 検 討
浪 打 成 人 , 大 谷 宏 紀 , 山 根 由 理 f , 井
1 1 1 1
千 田 雅 信 , 石 出 信 正 , 加 賀 谷
! 忙 1 1 . ,
戸 達 雄 , 白 士 邦 男
第 田 回 Π 本 循 環 器 学 会 学 才 村 架 会 東 京 平 成 9 午 3 打 3 1 日
遺 伝 性 高 l m 圧 発 症 動 物 の 心 臓 H S P 7 2 0 v e r i n d u c t i o n
岩 渕 薫 , 礒 山 正 玄 , 幽 島 み の り , 白 丁 上 邦 男
第 6 1 回 日 木 循 珍 噐 呈 学 会 東 京 平 成 9 年 3 月 3 1 Π
ア ド リ ア マ イ シ ン 心 毒 性 に 対 す る 超 音 波 ド プ ラ 高 粘 度 計 刈 法 の 右 用 性
小 岩 宮 郎 , 鎌 山 英 一 , 木 田 英 行 , 納 谷 太 平 , 白 士 邦 屶 , 金 井 浩 , , ・ や 鉢 憲
賢 , 斎 藤 淑 子 , 豊 田 隆 謙
第 田 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 3 村 3 1 H - 4 打  2 日
機 械 的 振 動 入 力 に よ る 心 筋 ク ロ ス ブ リ ヅ チ 動 態 の 推 定 法
納 谷 太 平 , 本 田 英 行 , 小 岩 喜 郎 , 鎌 田 英 一 , 白 士 邦 男
第 6 1 回 日 本 循 環 器 学 会 総 会 束 京 平 成 9 年 3 月 3 1 日 一  4 月 2 日
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598百Π咳市索感受竹G蛋白の刺激による冠徴小血管反応のメカニズムーnitric
Oxide と ATP 感受性カリウムチャネル(K十ATP)の関与
王文小丸辻也,谷川俊了,杉村彰彦,熊谷利信,佐藤光・・、,金塚
"ー」ニ.
フ[ニ,
都,白士邦屶
第61回口本循環器学会総会東京平成9年・3月31Π一 4ナ12 H
Diadenosine Tetraphosphate の冠徴小動脈径にケ・える作用とその機片;
杉判彰彦,谷川俊了,熊谷羽Ⅱ言,佐膝光一',干文輝,小丸達也,金塚
白士邦男J 旦二フ区,
第田回 U本循喋器学会総会東京平成9年3打31日一 4月2日
ミトコンドリアは筋収縮の内剖牙匝抗になりうるかーサルコメアとミトコンド
リアの継造的配列に関する確子顕微鏡的観察
白上邦男"札野・崎哲司,¥i出信正,加賀谷占聖、,
第61回Π本循酬瑞ご診会学術条会東京平成9年4打 1日
ヒト肥満細胞株(HMC-D における IL-4 の産生と遊餓
谷U ・,大野勲,枡和子,前田貴美人,飯島秀弥, H1村弦,白十
邦男
第37回日木胸部疾恋、学会総会横浜乎成9年4月10日
シンポジウム:気管支11擶息における気道の透過性喘息、モデルによる血管透過
性亢進とその制御
・・,ノ瀬正和,_'浦元彦,戸i持雅文,大内讓,小宅述也,述藤直美,増戸
康文,杉油久敏, h_上邦男
第37回 H本胸部疾患学会総会横浜平成9年4月10Π
抗原以餝Lた感作モルモヅトの遅発件気通反応におけるプラジキニンの喫1り
増戸康文,ーノ瀬Π'和,二油元彦,商橋識至,戸蒔雅文,大内讓,速際
直美,杉浦久敏,白_1_邦男
第37回日木胸部疾患学会総会横浜平成9年4刀10H
閉楽型唖眠時無呼吸症候群恋、者における上気道コンプライアンスの検討
呉徳男,飛田渉,岡部快一・,黒澤一,菊池再博,小川浩正,及川ま
なみ,山士邦男
第371回日本胸部疾患学会総会横浜平成9年4ナⅡ0日
CD40りガンド(CD40)欠損マウスを用いたアレルギー性気道炎症の検討
大和Π京雄一, M.R. stampai, X. Lei, Z. xing,田村弦,广1上邦男, M
Jordana
第37回訂本那畍沸疾患学会総会横浜平成9年4fⅡ0-12日
ヒトj1巴示璃Ⅲ抱株における lnter]eukin 4(1L-4)遺伝子発現と Dexamethasone
による制御
伏見敏明,岡山博,志村甲苗,白士邦男
第37回 H本胸部疾恕、学会総会横浜平成9年4打10-12H
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ヒ ト 気 通 1 例 映 村 腺 に お け る サ ー フ ァ ク タ ン ト プ ロ テ ィ ン A の 分 泌 と 遺 仏  f 型 の
検 討
斎 峠 弘 樹 , 岡 山 博 , 伏 見 毎 如 町 , 志 村 〒 了 t i , 白  1 ' 邦 屶
第 3 7 同 日 木 胸 部 疾 恕 、 ' 7 会 総 会 織 浜 ' 1 ' 成 9 年 4  門  1 0 - 1 2 日
気 道 脈 房 卸 俳 包 に お け る 牛 即 的 ア セ チ ル コ リ ン 濃 度 で み ら れ た 確 薪 譜 辰 動 の 噛 忰
符 森 覧 , 佐 々 木 司 , , 占 村 〒 鹸 , 佐 愁 i 卜 俊 , 色 川 俊 也 , 人 城 村 . 子 ,  t 1 上
邦 男
第 3 7 1 川 Π 人 胸 附 y 矣 恐 学 会 総 会 織 浜 平 成 9 年 4 円 1 0 - 1 2 Π
気 道 分 泌 翁 Ⅲ 抱 の 屯 解 質 分 泌 に 及 ぼ す マ ク ロ ラ イ ド 系 航 化 物 質 の 抗 コ リ ン 作 川
色 川 俊 也 , 佐 々 ( 司 , 志 太 r l i ¥ i , 佐 藤 正 俊 , 笹 森 寛 , 大 城 社 ・ f , 内 士
邦 屶
第 3 7 回  H 本 胸 部 疾 恕 、 3 を 会 総 会 横 浜 平 成 9 仟 叫 打 1 0 - 1 2 H
O R C C  に 文 1 す る  C F T R の 効 采
佐 際 正 俊 , 佐 々 木  d l , 志 村 早 苗 , 白 二 上 邱 屶
第 3 7 回  H 本 胸 部 疾 悲 J に 会 総 会 村 t 浜 ・ 平 成 9 年 4  " 1 0 - 1 2 日
気 道 の 臼 律 神 経 活 性 に お け る 血 清 l g E 値 の 役 割 に つ い て
述 藤 直 美 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 高 橋 1 般 系 , 二 1 浦 尤 彦 , 影 1 1 1 旦 了 , 増 戸 吋 t 文 , 杉 浦
久 敏 , 内 士 邦 男
第 3 7 回 Π 本 胸 ・ 部 疾 患 、 学 会 総 会 横 浜 平 成 9 年 4 門 Ⅱ Π
呼 吸 器 と  N O ( シ ン ポ ジ ウ ム ) 一 気 道 炎 症 と  N O
' 油 元 彦 , ・ ・ ソ 溺 { 止 和 , 品 橋 嵐 至 , 人 内 該 , 戸 i 坪 乳 文 , 遠 藤 直 美 , 小 宅
趣 也 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 7 回 日 木 胸 部 疾 戀 孚 会 総 会 横 浜 平 成 9 圷  4 月 1 2 日
喘 息 、 気 道 に お け る ・ ' 酸 化 窒 素 ( N O ) と ブ ラ デ ィ キ ニ ン ( B K ) 濃 度 に 対 す る
吸 入 ス テ ロ イ ド の 効 釆
f 宕 汁 需 轟 全 , ー ノ 瀬 正 和 , 三 浦 元 彦 , 戸 i 持 雅 文 , 遠 祺 画 美 , 増 戸 康 文 , 杉 浦
久 敏 , 白 士 邦 屶
第 3 7 回 日 木 胸 部 疾 態 、 ' γ 会 総 会 横 浜 平 成 9 午 4 打 1 2 Π
気 道 平 附 筋 細 胞 に 対 す る P D E 阻 史 剤 の 抑 制 効 宋
枡 千 1 卜 f , 大 野 勲 , 谷 1 - 1  - ・ , Ⅱ 1 村 弦 , 大 類 孝 , 【 _ Ⅱ 谷 1 1 * 雄 , 佐 々 人
英 忠 , 白 士 邦 屶
第 3 7 1 回 Π 本 捌 サ 部 疾 恕 、 学 会 総 会 横 浜 ' F 成 9 年 4  村 1 2 Π
シ ン ポ ジ ウ ム : 父 管 支 喘 息 に お け る 気 道 炎 症 ・ 急 、 忰 蛸 恕 を ど の よ う に チ ェ ッ ク
す る か ; 肺 生 検 か ら の 検 討
大 野 ' ψ , 大 河 原 飢 ・ ・ ・ , 谷 1 コ ー , Ⅱ _ H 、 1  弦 , 白 Σ 1 ゞ 邦 屶 , 大 谷 明 火 , 1 U 内
広 平
鮮 犯 7 阿 Π 人 胸 部 炊 恕 、 学 会 総 会 枇 浜 平 成 9 午 4 打 1 2 U
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616シンポジウム:気管支川'1忘、泥,寮効果判定のプライマリーエンドポイント爪症
喘息患名の外来での長期名泌1!におけるBDPの用1止についての検討
岩崎 if,冊村弦,佐野公仁夫,飯島秀物、,大河原雄一,劉,羽
根田カンナ,内士邦屶
第9回日本アレルギーツ会イF季愉床大会 f詞長平成9イf5打 2Π
心筋ストレス下におけるへムオキシゲナーゼの冠lm流斜井、打午川
片父f 大,礒1_"i[玄,山木j安人,柴原茂樹,内上邦屶,古IH I'
Π本適応医学会芽H 1川ツ!術集会大阪平成9年・5村 9 Π
心筋ストレストにおけるへムオキシゲナーゼの冠血流締1'"乍川
片寄人,礒山i[1玄,Ⅱ_1本渡人,柴原茂樹,白十J{少},吉111 匡
第 U司 1-1本適応医学会大阪平成 9イ1二5 打 10Π
心筋局所イノシトールリン脂質イ断謝回転の1艸像化一・ラヅト山筋梗塞モデル
を11ハけこ』'好赴的検削
千Hnfイ,f,浪打成人,大谷冱絲己,山根山砕子,1iⅡⅡ含止,井加賀谷 f11●」1」」.,
上i逹郎,广1十邦リ}
鮮弗4山1 東北j'血刊{心疾懲研究会仙台平成9年・別・Ⅱ7Π
Π本人肺梗塞症における FadorV遺伝fArg506Gln変災解析
岡山博,関隆文,熊谷御・f,熊坂卯ψ勺佐クJ引樂人,儀Ⅱ_1正立,亡1士
邦男,小熈英男
日木内科半会大阪乎成9年5村
PYotein Kinase C 活1牛化は,ラット半、1雛心室筋緑1胞において Simulated
Ischemic/R即erfusion 1侍に保護効果をもたらす
●川佶正,广11二邦リ}伊j係健太,加賀芥 d11」◆',
鮮Π22回Π汁q盾環器学会東北地力会仙六平成9イr6打 6日
Mechanical alta'nanS と elech'ical a11ernanS を小し大二 DCM のイ列
古関筏人,金野裕川,竹内町W台, h判崎毅,船越正〒j,刈部咽彦,八人小
也,桜井兜彦,加ル* W,,'1局場忠火,鈴木秀,山H1叩樹,小山二郎,田
島拓1那,波辺浮,山τE邦リ}
芽H221川Π本循喋器学会東北地ノj会仙台平成9ザ 6 打 6日
徐矧何仂を施行Lブに慢竹心房細動態、Xに刈する 1群抗不1劃恢の和1,凋律箱."効火と
安全性
苅部明彦,波辺淳,占1渕裟人,金野裕司,竹内雅治,船越ル打,八木、卓
也,桜井克彦,加心沿,,1腸場忠夫,1_U山゛樹,鈴木秀,小1_U_ム郎,川
島拓郎,篠崎毅,内士邦男
第122回 H本循環祥γlt会畊羽U也力会仙台〒成9午6打 6 Π
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M 能 e 手 術 患 名 に お け る 電 気 生 理 学 的 検 制
八 木 卓 也 , 波 辺 淳 , 占 関 義 人 , 金 野 袷 司 , 竹 内 雅 治 , 船 越 正 h , 苅 部 例
彦 , 桜 井 克 彦 , 加 1 藤 濃 , , 馬 場 恋 夫 , 篠 崎 毅 , 山 仟 1 亜 樹 , 鈴 木 秀 , 小
1 _ [ 1 二 郎 , 田 島 拓 郎 , 白 士 邦 リ 」
第 1 2 2 回 訂 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 9 午 6 打  6 Π
同 ・ ・ 1 m 管 床 の 太 い 血 管 と 矧 1 い 血 管 か ら 得 た 血 管 平 汁 珂 万 剤 Ⅲ 抱 の 形 態 お よ び 隼 所 齢 E
の 比 較
小 村 明 浩 , 礒 山 正 玄 , 波 辺 力 , 白 ・ 1 t 邦 屶 , 加 藤 光 保 , 澤 井 " ' {
第 1 2 2 川 Π 本 循 環 器 学 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 9 年 6 河  6 日
骨 格 筋 及 び 腸 問 膜 細 動 脈 に お け る 筋 原 性 血 管 収 縮 反 1 心 の 調 節 機 庁
波 辺 淳 , 船 越 正 行 , 苅 部 明 彦 , 白 士 邦 屶
冴 妬 0 1 回 脈 管 研 究 会 仙 台 ・ 平 成 9 イ f 6  打  7 日
1 2 3 1 - M I B G 心 筋 シ ン チ に よ る 心 不 令 の 交 感 神 経 機 能 の 評 価
李 メ " 呆 , 池 田 淳 , 澁 田 有 , 関 口 汗 平 , 出 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 1 麺 藤
淳 , 白 十 ナ " 男
第  1 回 " 宮 城 県 心 1 臓 核 医 学 研 究 会 仙 台 平 成 9 年 6 月 1 3 日
卿 急 性 の 経 過 を 永 し た レ ジ オ ネ ラ 肺 炎 の ー イ 列
符 森 寛 , 菊 池 喜 博 , 奈 良 正 之 , 船 越 止 打 , 志 村 早 前 , 白 士 邦 男 , 秋 保 直 樹
第 1 5 3 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 9 年 6 月 N H
1 姉 気 肺 の 新 し い 治 療 法 を め ぐ っ て 一 川 攻 U 沌 減 少 療 法 一
飛 W  沙 , 白 士 邦 屶
第 6 1 ・ 1  秋 田 県 南 胸 部 疾 惣 阿 チ 究 会 大 岫 平 成 9 年 6  村 2 0 Π
心 房 中 隔 欠 損 症 に お け る 心 筋 エ ネ ル ギ ー 気 質 代 謝 の 変 化
山 根 由 理 子 , ・ 下 旺 1 雅 信 , 伊 藤 健 太 , 社 U 1 成 人 ,
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
占 三 . ,
宮 本 報 , 池 川 淳 , 丸 岡 伸 , 井 戸 達 雄 , 石 1 _ Π 仁 i f ,  h 上 邦 男
Π 本 核 氏 学 会 北 Π 木 地 力 会 仙 台 平 成 9 年 6 打 2 0 H
T  w a v e  a Ⅱ e n l a n S  の 診 件 折 1 1 勺 ; 愆 義
古 関 義 人 , 釡 野 裕 司 , 竹 1 大 」 牙 l t 冷 , 篠 崎 毅 , 船 越 正 行 , 苅 部 明 彦 , 八 木 申
也 , 桜 井 克 彦 , 加 心 浩 , 馬 場 恵 夫 , 鈴 木 秀 , 山 田 亜 樹 , 小 1 」 _ 1 二 郎 , 田
島 拓 郎 , 波 辺 淳 ,  h 士 邦 男
束 北 不 整 脈 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム 仙 台 平 成 9 午 6 必 2 8 日
爪 症 喘 息 、 患 者 の 外 来 で の 長 期 管 理 に お け る B D P の 用 品 に つ い て の 検 討
菊 地  i f , 円 村 弦 , 岩 仙 奇 正 , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 島 秀 勃 、 , 大 河 原 雄 ・ ー , 劉
, 羽 根 田 カ ン ナ , 田 ' ・ ヤ 市 子 , 白 士 邦 屶
第 5  回 気 管 支 1 喘 息 、 対 策 恊 議 会 仙 台 平 成 9 1 1 モ 6  打 2 8 日
6 2 5
6 2 6
6 2 7
6 2 8
6 2 9
6 3 0
6 3 1
6 3 2
633心の万梗塞による急,慢性期心不令におけるαインテグリンサブユニットの発現
の変化
縄山淳,礒山止玄,大野勲,鈴木湘,_三浦祥了',池田淳,内 1二邦男
第9 回 Comnary dub 研究会山形平成9年7 打 5日
イソプロテレノール刺激によるラット肥大心でのIGF-1発現訓徐おの検討
鈴木沸1,大野勲,三浦祥・f,池田淳,"十'邦男
第2回井Uヒ心臓病研究会仙台平成9年7月12Π
ヒ"巴満細胞株住IMC-1)によるⅡ一4産生とその抑制
谷11 -,大野勲,枡和子,飯島秀弥,田村弦,内十邦男
第4 回東北ステロイドセミナー仙台平成9年フナ1121_1
胸水剤Ⅲ抱におけるサーフブクタントプロテインA造伝f発現検出による原充性
肺腺癌の診断
斉藤弘樹,志村早苗,伏見敏明,岡山樗.,白士邦屶
第4回日人遺伝子診療学会仙台平成9年7月17-19Π
シンポジウム:興奮性非ブドレナリン非コリン1中経の気道疾恕、へのWyj
ー・ノ瀬正和,二浦元彦, fii侍雅文,白士邱屶
第39回Π本平滑筋学会総会人阪平成9年7月24Π
カリニ肺炎の一例
岡田伝司,大野勲,沼Π裕隆,菊池熹汁専,白・上邦男
第2回南東北化学療法シンポジウム仙台平成9年8月30Π
高齢者修止大血管転位の1例
千釜尚朗,池田淳,白士邦屶
第451田東北心血管造影剋薪舌会都1_11 平成 9午 9月121_1
食道ペーシング負荷によるT波オルタナンス測定の試み
桜井兇彦,古関裟人,金野裕司,竹内雅治,苅部明彦,,1局場恋犬,鈴木
秀,篠崎毅,山円゛樹,小1_Ⅱ二郎,田島拓郎,波辺涼,白上邦男
第1器同Π人循環器学会柬北地力会福島乎成9年9月13Π
女性の抗動脈硬化刊.とPTCA後の再狄窄
波辺力,礒山止玄,寸リ寸明浩,内士邦リ},窪田啓伸,関口展代,佐際文
敏,加1藤敦,宗像敬,杉正文,聖刊碕英二,西岡修,田巻健治
第123回日本循環器学会東北地力会 1品島平成9年9刀13日
加齢及び血行動態とヒト心房筋活動電位持統時岡の関係
馬場恵夫,篠崎毅,古関義人,金野裕司,竹内雅治,船越止行,苅部明
彦,八木、卓也,桜井克彦,力山捺浩,鈴木秀,山田亜樹,小山二郎,田
島拓郎,波辺淳,白十j心男
第2回 Arrhythmia FONm 仙台平成9年9 "20Π
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] 45
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6 4 3
ラ ッ ト 肺 胞 マ ク ロ フ ァ ー ジ の A T P 惹 起 K 十 確 流 に お け る サ イ ク リ ヅ ク  A D P
リ ポ ー ス ( C A D P K ) の 関 与
佐 々 木 司 , 海 老 原 覚 , 飛 田 渉 , 菊 池 喜 f 専 , , 占 村 早 苗 , 商 洋 佃 , 岡
木 宏 ,  1 { 1 + , 芋 男
第 7 0 師 I  H 入 牛 化 学 大 会 令 沢 ・ 平 成 9 年 9  お 2 3 Π
右 室 負 荷 疾 患 に お け る C の 万 エ ネ ル ギ ー 基 質 代 謝 の 変 化
山 根 山 理 子 , 千 田 雅 偏 , 伊 心 健 太 , 浪 打 成 人 ,
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
」 " 1
1 、 」 コ . ,
宮 本 報 , 池 田 涼 , / L 岡 伸 , 井 戸 迂 蹴 , イ _ i Ⅱ _ 仟 高 仟 , 円 十 梯 男
H  木 ' 山 1 幟 病 学 会 札 1 1 児 . r 成  9 イ 「 '  9  刀  2 5  H
剛 ? 剛 生 肥 大 刑 心 筋 症 の Υ i 宰 拡 張 能
駒 人 孝 太 郎 , 佐 久 Ⅲ Ⅱ 理 仁 , 山 本 裟 人 , i 鯏 而 徹 , 熊 坂 祝 久 , 1 、 _ 1 上 邦 リ }
芽 列 5 回  U 本 心 臓 病 学 会 札 幌 平 成 9 年 9 乃 2 5 Π
右 室 駆 川 * と 右 ネ 拔 3 長 容 積 の 関 係 ( イ _ i 室 駆 出 * ス ワ ン ガ ン ツ カ テ ー テ ル の イ i 用
件 お よ び 造 影 法 と の 比 , 1 朔
1 高 橋 徹 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 朴 沢 英 成 , 駒 木 孝 太 郎 , 1 1 _ 1 木 義 人 , 熊 坂 祝 ク > 石
垣 英 彦 , 白 士 邦 屶
第 4 5 1 川  1 - 1 本 心 臓 1 丙 学 会 札 1 呪 平 成  9 4 f 9  打 2 6 Π
経 口 免 疫 寛 容 に お い て T G F - , 3  が 気 道 好 酸 球 浸 沸 」 を 抑 制 す る
羽 根 剛 カ ン ナ , 佐 野 公 仁 夫 , 飯 1 ; b 秀 弥 , 大 和 Ⅱ 東 誹 ・ ー , 岩 1 崎 正 ,  i 〒 木 1 原 典 ,
, 菊 地 正 , 田 中 章 子 , 川 村 弦 , Π ・ 上 邦 屶馴 1 1
A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  仙 台 平 成  9 年 9 月 2 6 Π
1 寺 発 イ 牛 心 、 介 万 打 τ に お け る  T  w a v e  a l t e t n a n S  の 検 帝 1
金 野 裕 司 , 古 喫 1 義 人 , 竹 内 雅 治 , 船 越 止 行 , ヌ 垪 脚 山 彦 , 八 木 ゛ 也 , 桜 井 兇
彦 , 加 Ⅱ 侠 浩 , 馬 場 恵 夫 , 篠 崎 毅 , 鈴 木 秀 , 山 田 唖 樹 , 小 山 二 郎 , 田
島 拓 郎 , 渡 辺 淳 , 内 十 邦 男
冴 H 4 1 川 臼 木 心 確 学 会 東 京 平 成 9 午 1 0 j 1 3  Π
心 b j の 拡 大 が  W a v e l e n g U 1 に 与 え る 影 糾
船 越 Ⅱ , 行 , 篠 峪 毅 , 古 関 義 人 , 金 野 裕 司 , 竹 内 雅 治 , ヌ 1 h 祁 明 彦 , 八 人 , ; i
也 , 桜 井 克 彦 , 力 川 侠 浩 , 馬 場 忠 犬 , 鈴 木 秀 , 1 1 _ 1 [ 1 N l i 樹 , 小 1 1 , 1 二 部 , 田
1 島 拓 郎 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 男
第 1 4 山 1  Π 本 心 確 学 会 東 京 乎 成 9 年 1 0 村  3  U
徐 釧 動 を 施 行 L た 慢 性 心 房 細 動 悲 、 者 に 対 す る Π # 抗 不 1 淘 脈 の 氾 W 朧 l t 締 持 効 樂 と
心 、 1 幾 i i E に 午 え る 1 形 糾 !
ヌ 1 上 郁 明 彦 , 波 辺 涼 , ・ ^ ! f 関 綻 人 , 金 野 裕 司 , 竹 内 雅 治 , 船 越 正 〒 f , 八 人 申
也 , 桜 井 兜 彦 , 加 l j 捺 浩 , ' 蠣 場 忠 犬 , 徐 崎 毅 , 鈴 木 秀 , Ⅱ 川 1 唖 樹 , 小
山 二 郎 , 田 R , 拓 郎 , 广 1 上 邦 屶
第 1 4 回 日 水 心 確 学 会 東 京 平 成 9 イ H 0 打  3 日
6 4 4
印 拓
6 4 6
6 4 9
6 4 7
6 4 8
6 5 0
651Maze乎術恕、者における轍相忰活'弼謝立の変化
八人,1也, i!.、関筏人,金!1f裕司,竹内卯治,船越正打,苅部明彦,桜井兇
彦,力山藤浩,'嶋場悪犬, 11条1崎毅,鈴人秀, 111田,1峅射,小Ⅱ_1ご.邨,川
解,拓郎,波辺淳,白士邦屶
第]41川日本心確学会東京十・成9年】0打 3 Π
、1'波オルタナンス陽竹例における Mechanicala】ternanS の検i付
古'関淡人,金野裕司,竹ν"仏冶,船越正行,苅部明彦,八人卓也,桜井兇
彦,加藤沿,'に場忠夫,11知崎毅,鈴ポ秀,1_1Ⅱ干ⅡⅡi樹,小山_二郎,川
心、拓部,波辺瀞、 1ι1十邦リ}
錦14山1円本心確学会東京・、r成91に10打 3 Π
シンポジウム冉亢喘息柴の斬たなる股畊U 3.1語,床的視,'1、(・・どのような抗喘
冠,熊がほしいか・・・・(2)女(道過敏性の11.1Ⅱ卸をめざして
飯島秀弥,Π1村リ玄,谷「1 ・・・,白1リ心リ}
第47山1 Π本アレルギー学会総公東京下成94110j161-1
モルモット近発型1喘忠、モデルにヌ寸する全牙X一邪1照射の作j"
飯心,秀弥,劉 ,谷口・,田村弦,打上邦リ}
第47師1 Π<アレルギー学会総会東京平成9年10H 6 Π
シンポジウム:どのメディエーターが玉愛か:ヒスタミン
木村啓_ニ,林"人,・/i頼正利,田村弦, n_上邦屶
第47山I Hント;アレルギー学会総会東京・平成9イに]0村 7 Π
免疫寛容による気管好嚴急訓彭討主の抑制
羽根1・Πカンナ,佐野公t犬,岩仙珂 11.,川巾↑五丁, H1村怯,白上邱屶
U人アレルギー学会東京平・成9イド10打 7日
1喘上1、イ生ヌ(近炎姑ξにお(ナる matrix metaⅡOproteinase(MMP)発gιの検討
熊谷克紀,大和Π京雛・,鈴木光,岡m佰川,柳 111f,大野勲,内上
邦リ}
芽列71・1 Π本アレルギー学会総会東京平成9年10打 7 Π
ヒト気管平淵筋細胞に刈する好触球のN1励作用
枡和f,人野熟,岡H_1イ,1司,熊谷克紀," 1二邦リJ
第47山I H本ブレルギー学会総会東京平成9年10打 7Π
デキサメサゾン短剛大研療法後の副臂皮質機能について
岩崎 1下,田村弦,佐野公仁大,飯島秀弥,大河原雄・,劉羽
根田カンナ,菊地、正,田中゛1f,内士J心リ}
第471司 H本アレルギー'7会総会柬京平成9イtl0打 7 臼
シンポジウム気道過敏件の評価と醐床的意義:気通過敏性のW'床的,は設
・ノ瀬Ⅱ1和,・三浦元彦,,拓'謡a哉全, f耐占雅文,述藤直美, n上邦男
第47山1 Π本アレルギー半会総会東京平成9午]0月8Π
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1 4 8
6 6 1
ラ ヅ ト 単 部 心 室 筋 細 胞 に お い て ,  p r o t e i n  K i n a s e  C 活 性 化 に よ る 虚 血 再 ・ 沈 流
侈 片 阜 盛 減 効 果 は ,  c a 2 +  o v e r l o a d  の 嵯 減 に よ る か ?
石 出 伝 正 , 白 士 邦 屶
" 貝
伊 藤 健 太 , 加 賀 谷
ー ' 、 1 ' . ,
第 ' 1 師 1  Π 本 心 不 全 学 会 総 会 京 都 平 成 9 年 1 0 月 H n
プ ラ ー ク の 形 成 か ら 破 綻 へ の 計 価 を 可 能 と す る , プ ラ ー ク 内 組 成 の 斬 し い 非 観
血 的 商 朴 度 測 定 法
小 岩 宮 郎 , ' ; 田 英 打 , 鎌 田 英 ・ , 千 釜 尚 朗 , " 士 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川
英 之 , 小 鉢 憲 賢
芽 Ⅱ 回 Π 本 心 不 全 学 会 総 会 京 都 平 成 9 年 1 0 打 Ⅱ Π
心 筋 梗 塞 に よ る 急 、 . 慢 性 期 心 不 全 に お け る α イ ン テ グ リ ン サ ブ ユ ニ ヅ ト の 発 現
の 変 化
縄 田 淳 , 砥 山 正 玄 , 大 野 勲 , 鈴 木 淵 , 三 浦 祥 子 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
第  1 回 日 本 心 不 令 学 会 京 都 〒 ・ 成 9 年 1 0 月 Ⅱ 日
6 6 2
6 6 3
福 岡 平 成 9 年 1 0 打 2 4 Π
6 6 4 肥 大 心 か ら 心 不 全 へ : 肥 人 心 に お け る  H e a t  s h o c k  p m t e i n ( H S P ) 発 現 よ り み
た 防 御 機 拙 の 低 下 と ブ ン ジ オ テ ン シ ソ 変 換 酬 素 阻 害 薬 に よ る そ の 変 化
礒 " _ 1 正 玄 , 田 島 み の り , 小 松 原 有 子 , 白 士 邦 ワ }
第  1 匝 1  心 不 金 学 会 京 都 平 成 9 年 1 0 月 Ⅱ 日
シ ン ポ ジ ウ ム 「 冠 微 小 循 環 の J 占 礎 と 酬 床 」 百 日 咳 磁 素 感 受 性 G 蛋 白 質 ( G P T ・
X ) に よ る 冠 微 小 動 脈 の ト ー ヌ ス 司 " 節
白 士 邦 男
小 丸 逹 也 , 金 塚
i ! プ
フ 芯 ,
第 3 4 回 Π 木 廊 床 生 理 学 会 総 会 東 京 平 成 9 年 1 0 打 2 3 - 2 4 日
改 良 刑 在 宅 肺 眠 時 呼 吸 モ ニ タ ー ( ブ プ ノ モ ニ タ ー Ⅲ ) の 朔 発 と 1 顎 床 応 用
岡 部 慎 一 , 吉 原 晃 , 高 橋 敏 朗 , 瀧 島 任 ,  Y e T u n , 黒 洋 一 , 菊 池 喜
郎 , 飛 田 渉 , 白 士 邦 リ }
第 2 4 回 呼 吸 耐 舳 行 研 究 会 東 京 平 成 9 年 1 0 月 2 4 Π
川 政 訓 市 V 0 1 山 n e  R e d u d i o n  f 術 前 後 の 二 酸 化 炭 永 換 気 応 符 の 検 討
煕 澤 一 , 菊 池 魯 : 博 , 飛 円 渉 , 岡 部 快 ・ ・ ' , 県 徳 リ } ,  Y e  T u n , 田 如 " "
央 , 白 士 邦 男
第 2 4 回 呼 吸 開 節 研 究 会 東 京 〒 ・ 成 9 年 1 0 刀 2 4 日
6 6 5
6 6 6
6 6 7
苅 部 明 彦 , 八 木 卓
毅 , 小 山 _ ム 郎 , 田
6 6 8 吸 入 ス テ ロ イ ド は ど こ ま で 使 え る か
人 河 原 雛 ・ ー , 田 村 弦 , 白 士 邦 屶
錦 3 9 回 日 本 呼 吸 器 学 会 九 州 地 力 会 総 会
6 6 9 T 波 オ ル タ ナ ン ス の 槻 日 り ズ ム
1 _ Ⅱ 田 卿 樹 , 古 鬨 義 人 , 金 野 裕 司 , 竹 1 人 娚 仲 冶 , 船 越 正 行 ,
也 , 桜 井 克 彦 , 加 藤 浩 , 瑪 場 恵 火 , 鈴 木 秀 , 篠 崎
島 拓 郎 , 波 辺 淳 , 白 ・ L 邦 男
第 1 3 回  1 1 寺 1 制 循 瑞 瑞 訶 肝 究 会 平 成 9 年 1 0 円 2 5 日
670ミニシンポジウム:アレルギー研究の新展開好嚴球の基底膜浸湘とプロテ
アーゼ
岡Ⅱ1信"」,紀太M汀、:, Gerald J. Gleich,人野勲, h、1:邦男
第27扣I H本免疫学会総会・学術集会札1呪平成9年10刀3(川
免疫寛容による気管好酸球性炎症の"岬Ⅷ
羽根川カンナ,佐野公イ1夫,岩崎正,剛小章・f,旺リ寸弦,内士邦男
Π人免疫学会札幌平打艾9年]0門31日
デキサメサゾン短捌大址療法後の品畊野皮質機能について
岩崎 11", H1村弦,佐野公仁火,飯島秀弥,大河椋雄・,劉羽,
根1_11カンナ,菊地止,田中;き子, 1コ上邦yj
第 5 但11顎床喘忘、研究会秋田、F成9年H円 1日
微小振動解析法によるアドリアマイシン心心性の定躍的診断
鎌田英一,小岩・禽郎,本田萸行,白士邦男,斎藤淑f,宇塚哲部,艘田隆
謙,金井浩,中鉢戀賢
日木超音波医学会第70回研究発表会仙台平成9q'H打 2-4Π
品粘度超斉波測定による微小心■万機能解析
千釜尚朗,小岩宮心IS,鎌田央一,人Ⅷ英h,白士邦男,斎欣淑f,宇塚誓
郎,豊「川峯雛,釡ル浩,ヰ・鉢鴛汽ゞ
H本超音波医学会第70回研究発表会仙台平成9年Ⅱ刀 2-41_1
プラーク内組成の新しい非観lm的i留粘度計製11法に依るプラーク形成から破織へ
の詐価の可能性
小岩・血郎,不田英行,飼節_1英一,千釜尚朗,白士邦男,釡井浩,長谷川
,ミニシ',「1、金卞"荏,1,壬
H本超下"皮疾学会第70回研究兆表会仙台平成9年Ⅱ冴 2-4Π
蛍光法による冠微小血管平汁珂例漠屯位変化の観察
釡塚完,]1 文輝,塩人裕樹,杉村彰彦, U"嫉光・,小丸迷也,谷川俊
了,山 E邦男
第H1川訂人ME学会秋期群"刈大会,、専門別研究会セッション平成9年
H j120-21日
百日咳毒索感受性G蛋白の冠微小動脈拡帳反応・・ N北ric oxide(NO)と
K+ATPチャネルの関・与
小丸逹也,金塚 JJ., 白士邦屶フロ,
第5回心形H急ⅢとKチャネル研究会大阪・十・成9年Ⅱ打22H
Maze乎袮Π拘後での心房施気生理学的検討
八木卓也,占関裟人,金野裕司,竹内雅治,船越_止行,刃j部明彦,桜井克
彦,加藤浩,'1悶場恕夫,篠崎毅,鈴木秀,山田卵樹,小山二郎,田
島抓郎,渡辺淳,白士邦屶
仙台臨床確父生理研究会仙台平成9年、Ⅱ打27日
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市 井 y 三 心 不 令 を 什 っ た 桜 忰 肺 血 栓 家 栓 症 の 】 例
熊 坂 祝 久 , 佐 久 朋 聖 f : , t 竜 田 イ i , 池 田 淳 , 广 1 士 邱 男
第 4 1 1 _ , 1  肺 塞 栓 症 研 究 会 織 浜 平 成  9 年 1 ] 刀 2 9 日
心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代 剛 同 転 の 画 像 化
武 田 守 彦 , 下 H _ 1 邪 イ 片 , 大 谷 匪 絲 ι ,  1 1 1 狠 山 Ⅲ ! ・ f , 内
I f 1 1
浪 打 成 人 , 加 賀 谷
」 1 H . ,
上 邦 屶
東 北 人 学 C Y R I C  第 1 8 山 1  研 リ 計 艮 告 会 仙 台 平 成 9 仟 ・ 1 2 門  5 日
S y n a l e t i c  c a t i o n i c  p o l y p e p t i ( 1 e s  i n d u c c  m e m b r a n e  d e p o r a l i z a t i o n  i n  b o v m c
h ' a c h e a l  s n 〕 o o t h  n 〕 u s d e  c e l ] S
1 .  O S I 〕 i r o ,  M .  N a r a ,  T ,  s a s a 】 く i ,  M .  T a k a h a s h i ,  Y .  K a k u t a ,  S .  S I 〕 i n 〕 u r a , 1 <
S h i r a t o
A m e r i c a l 〕  T 1 1 0 r a d c  s o c i e t y : 1 n t c r n a t i o n a l  c o n f c t e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
S 磁 ・ f a c t a n t  p r o t e l n - A  s e c r e l i o n  a n d  g c n o t y p e  ] n  h u m a n  a i r w a y  s u b m u c o s a l
g l a l K I S
H .  s a i t o ] 〕 ,  H .  o k a y a m a ,  T .  F u s h i m l ,  S .  S I 〕 ] m 1 1 r a ,  K .  s h i r a t o ,  K .  H o s o d a
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t e r n a t i o n a l  c 0 1 ] f a ' e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
D e x a m e u l a s o n e  s u p p r e s s e s  l L - 4  g e n e  e x p r e s s i o n  b y  h u m a n  m a s t  c e Ⅱ  l i n e
H M C - 1
T .  F U S ] 〕 i m i ,  H .  o k a y a m a ,  S .  s h i t n u r a , 1 < .  S ] 】 i r a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t c r n a l i o n a l  c o n f a 、 e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
C I 〕 a l ・ a c l e r i z a l i o n  o f  c l - c u n ' e n t  o c i 1 1 a u o n s  i 1 1  a ] t w a y  s u l ) n 〕 u c o s a l  g l a n d  a a n a r
C e 1 1 S  i n d u c e d  b y  p h y s i o ] o g i c a }  c o n c e n t r a t i o n s  o f  a c e t y l c h o l i n e
1 < .  s a s a m o r i ,  T .  s a s a l d ,  S .  s h i m u r a ,  M .  s a t o ] 1 ,  T .  h o k a w a ,  T .  O S 1 1 i r o ,  K
S h i r a t o
A m e r i c a n  T I ] o t a c i c  s o c i e t y : 1 n t e n 〕 a t i o n a l  c o n f a ' e n c e ,  s a n  F t a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
A n t i - d w l i n a g i c  a c t i o n  o f  m a a ' o l i d e  a n t i b i o t i c s  o n  l r a c h e a ]  g l a n d  e l e d o r o l y t e
S e c r e 1 1 0 n
T . 1 r o k a w a ,  T .  s a s a l d ,  S .  S I 〕 i m u t a ,  M .  s a t 0 1 ] ,  K .  s a s a m o r l ,  K .  s h i r a t o
A m e r i c a n  T h m ・ a c i c  s o c i e t y : 1 n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M a y
1 6 - 2 1 , 1 9 9 7
E 丘 e d  o f  l n h a l e d  s t e r o i d  o n  A i r w a y  l n f l a n ] m a t i o n  a n d  H y p a ' r e s p o n s i v e l w s s
T .  T a k a h a s h i ,  M . 1 C ] 1 i n o s e ,  M .  M i u r a ,  M .  T o m a l d ,  Y .  o h u c h i ,  N .  E n d o h ,
Y .  M a S 1 1 i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K .  s h i r a t o
A T S ,  s a n  F r a n c i s c o  u s A ,  M a y  1 9 , 1 9 9 7
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687Enl〕anced cholinergic activity il〕 COPD patients wjth bronchia] eosinophilia
M. Miura, N. Kageyama, M.1d〕inose, T. Takahashi, M. Tomaki, N. En・
doh, Y. Mashito, H. sugim山'a, K. S]1irato
ATS, san Fral)cisco usA, May 20,1997
688The parasympathetic and sympathetic contr01 0f Airway Tone in Nasa] AI・
Iergy, P.atients: Role of serum lgE, N. End01〕
M.1Chinose, T. Takahashi, M. Miura, N. Kageyama, Y. Mashito, H
Sugiura, K.11くeda, K. SI〕irato
ATS, san Francisco usA, May 20,1997
Hyperinflation estimated by residual v01山ne can 御'edict benefit of ]ung
VO]ume reducuon surga'y in patients with emphsema
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S. okabe, H. ogawa, S, Ebihara, D
WU, M. oi]くawa, T, Takahashi, K. shirato
American Thoracic society:1ntemationalconfa'ence, san Francisco, May
20,1997
E丘ects of syslemic infusion of thyrotropin releasing hormone (TRH) in
Patients with sleep apnea
S. okabe, Y. Kikud]i, W. Hida, H. Kurosawa, D. WU, K. shirato
American Thoracic sodety:1nternationalconference, san Francisco, May
20,1997
689
690
691
1別
Ventilatory responses to hypoxia and ]〕ypercapnia in streptozotocin-induced
diabelic rats
W. Hida, H. ogawa, Y. Kikud]i, H. Kurosawa, S. okabe, D. WU, M. oi・
kawa, K. shirato
Amencan Thoracic sodety:1nternationalconference, san Ftancisco, May
20,1997
692The inhibitory effect of pl〕osphodiesterase il]1]ibitors on the pro]iferation of
airway smooth musde ceⅡS
1<. Masu,1. ohno, H. Taniguchi, G. Tamura, T. ohrui, M. Yan〕aya, H
Sasa]d, K. shirato
ATS, san Francisco, May 21,1997
693Inhibition of eos]nophil survival by non-selective and selective phos・
Phodiesterase inl〕ibit0玲
W. wang,1. ohno, K. Masu, G. Talnura,1<. shjrato
ATS, san Francisco, May 21,1997
694Clinical usefulness of cRH test fot assessing the function of the
hyp011〕alamic-adreno-cortica] system: comparison with ACTH test
G. Tam山'a, T.1Wasaki, K. sano, H.1ijima,1. Ryu, K. Haneda, K. SI]irato
E山'opean Academy of AⅡerg010gy and clinica11mmun010gy キリシャ,
June l,1997
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I L - 4  S y n t h e s i s  a Ⅱ d  r e l e a s e  b y  a  ] 1 U m a n  m a s t  c e Ⅱ  l i n e ,  H M C - 1
1 .  o h n o  ,  H . 1 a n i g u c h i ,  H . 1 i j i m a ,  J .  H .  B u t e r f i e l d ,  G .  T a m 山 、 a ,  K .  s h h ' a t o
E u r o p e a n  A c a d e m y  o f  A Ⅱ a ' g 0 1 0 g y  a n d  C Ⅱ n i c a 1 1 m m u n 0 1 0 g y  ギ リ シ 气 ' ,
J u n e  3 , 1 9 9 7
6 9 6
T h e  e f f e c t  o t  w h o ] e  b o d y  Ⅱ ' r a d i a t i o n  b y  x - r a y  o n  e a r l y  a n d  l a t e  a s t ] 1 n 徐 t i c
r e s p o n s e  i n  g u l n e a - p i g  m o d e l
H . 1 i j i m a ,  G .  T a m u r a ,  Y . 1 ' i い ,  H .  T a n i g u c h i ,  K .  s a n o ,  Y .  o h k a w a r a ,  K
S h i r a t o
I n t e r n a t i o n a l  s o c i e t y  l o r  A e r o s o l s  i n  M e d i c i n e  1 1 t h  B i e n n i a l  c o n g r e s s
仙 台 ,  s e p t e m b e r  2 3 , 1 9 9 7
6 9 7
E 丘 e c t  o f  i n h a l e d  s t e r o i d  o n  a i r w a y  m a a m m a t i o n :  A s s e s s m e n t  b y  i n d u c e d
S p u t 山 n  t e c h n i q u e
M .  T o n 〕 a k i ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  M .  M i u r a ,  T .  T a k a l ] a s l 〕 i ,  N .  E n d o h ,  Y .  M a s h i t o ,
H .  s u g i u r a ,  K .  s h Ⅱ ' a t o
第 1 1 回  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t m b e t  2 4 , 1 9 9 7
6 9 8
E 丘 e c t  o f  i n l 〕 a l e d  s t e r o i d  o n  a l r w a y  i n a a m m a t i o n  a n d  H y p e r r e s p o n s i v e n e s s
T .  T a k a h a s h i ,  M . 1 C h i n o s e ,  M .  M i u r a ,  M . 1 0 m a l く i ,  Y . 0 1 〕 u d l i ,  N .  E n d o h ,
Y .  M a s h i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K ,  s h i r a t o
第 1 1 1 田  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t e m b e r  2 4 , 1 9 9 7
6 9 9
E f f e c t  o f  a n t i - c h o l i n e r g i c  a n d  β 2 - a d r e n e r g i c  a g a 〕 t s  i n l ] a l a t i o n  o n  a Ⅱ ' w a y
C a l i b e r :  T h e  r o l e  o {  1 g E
N .  E n d o h ,  M . 1 C h i n o s e ,  T .  T a k a h a S 1 1 i ,  M .  N l i u r a ,  N . 1 く a g e y a n ] a ,  Y
M a s h i t o ,  H .  s u g i u r a ,  K 、  1 k e d a ,  K .  s h i r a t o
第 1 1 回  I S A M ,  s e n d a i ,  s e p t a 〕 〕 b a '  2 5 , 1 9 9 7
7 0 0
S u p l a t a s t  t o s i ] a t e  i n l 〕 i b i t e d  m R N A  e x p r e s s i o n  o f  i n t e r l e u k i n - 5  d u " n g  a 1 1 e r ・
g e n - i n d u c e d  l a t e  a s t h m a t i c  T e s p o n s e  i n  g U 1 1 ] e a  p ] g s
H . 1 i j i m a ,  H .  T a n i g u c h i ,  G .  T a m u r a ,  K .  s h i r a l o
第 1 6 回 国 際 ブ レ ル ギ ー ・ 1 顎 床 免 疫 会 議 メ キ シ コ , カ ン ク ン ,  o c t o b a
2 2 , 1 9 9 7
7 0 1
T h e  e 丘 e d  o f  w h o l e  b o d y  Ⅱ ' r a d i a t i o n  b y  x - r a y  o n  e a r l y  a n d  l a [ e  a s t 1 1 m a t i c
r e s p o n s e  i n  g u i n e a - p i g  m o d e l
Y .  L i u ,  G .  T a m u r a ,  H . 1 i j i m a ,  H .  T a n i g u c h i ,  K .  s a n o ,  Y .  o h k a w a r a ,  K
S h h ' a t o
第 1 6 回 国 際 ブ レ ル ギ ー ・ 臨 床 免 疫 会 議 メ キ シ コ , カ ン ク ン ,  o c t o b e t
2 2 , 1 9 9 7
C l i n i c a l  u s e l u l n e s s  o f  c R H  t e s t  f o r  a s s e s s i n g  t h e  ] 1 y p o t h a l a m i c - P 北 U i t a r y -
a d T e n o c o r t i c a l s y s t e m :  c o m p a r i s o n  w i t h  A C T H  t e s t
T . 1 W a s a k i ,  G .  T a m u T a ,  K .  s h i r a t o
第 1 6 回 国 際 ブ レ ル ギ ー 学 会 メ キ シ コ , カ ン ク ン ,  o d o b a ' 2 2 - 2 3 , 1 9 9 7
7 0 2
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シンポジウム「ca イオンと心餉H羽胞障害」 protein ldnase C活性化による虚血
下H佳流偽轡保護効果とカルシウムハンドリングー単離心筋細胞による検討一
伊藤健太,白士邦男」Ⅱt加賀谷 上ノ.,
第8回日本病態生理学会東京平成10年1月24日
704カリニ肺炎を合併したAIDS のー一症例
人野勲,岡倒信司,白土邦屶
第1回東北AIDS研究会仙台平成10年1打24日
BALT(broncl〕US-associated lymphoid tissue)1ymphoma の、症イ列
玉田勉,佐々木司,斎藤弘樹,増田徹,角田康典,,占村甲'苗,白・上
邦男,黒川良望,若狭治毅
第154回 H本内科学会4Uヒ地ノj会仙台平成10年2月7日
705Thyrotropinreleasinghotmone の閉塞型即頂嘱時無呼吸に対する効果
岡部使一,飛田渉,黒澤一,呉徳男, YeTun,田畑雅央,菊池宮
博,白士邦男
厚生省特定疾患呼吸器系疾患i胡査班平成9年度総会東京平成10年1月
30日
706肺容姑減少乎術施打イ列における3午経過後の成粒
黒澤一ー,飛田渉,岡部慎一,呉徳男, YeTun,出畑耽央,菊池宮
博,白士邦男
厚生省井定疾患呼吸器系疾恕j胡査班平成9年度総会東京平成10年1月
30H
707
153
気道腺腺房紳Ⅱ抱におけるCI一電流振動の特性
笹森寛,佐々木司,'村早陌,白士邦屶
第10回気道柄態シンポジウム東京平成10年1河31Π
708心筋と冠微小動脈の問のinteねCtion解析のための笑験モデル開発虚血心
筋からの血管弓靈動性シグナル
佐藤光一,小丸述也,塩入裕樹,冉士邦男
Coronary club 第10回研究会仙介乎成10年1月31H
709蛍光法による冠微小血管の管径変化と血管平滑筋膜電位変化の同時計測法
谷川俊了,白士邦男'ぜ二゛王文洲,金塚 フロ,
第10回 Cor01〕ary c]ub 仙台平成10介1月31日
710急性心河分仙案様心Ⅶ琶図と midventricularobstruction を呈した 1 例
"11 白士邦男伊藤健太,加賀谷 _!1E',
第46回東北心血管造影懇話会仙台平成10年2打 6"
711
1 5 4
7 1 2
再 避 流 〒 ・ 朔 の 危 険 域 内 に お け る 脂 肪 酸 摂 取 , 樽 摂 取 , 血 流 の 不 均 一 竹
千 田 雅 信 , 人 谷 1 絲 己 , 浪 打 成 人 , 貮 川 守 彦 , 野
1 _ [ 1 根 1 - 1 - 1 即 子 , 刎 1 賀 谷
1 1 1 1
」 1 ι ,
崎 哲 司 , 右 出 信 正 , 白 上 邦 男
第 1 2 4 1 田 日 木 循 蝶 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 1 0 q ' 2  刃 1 3 日
糖 尿 病 忰 ボ 梢 御 経 肺 当 名 に お け る 心 I M 乳 十 1 受 容 仏 反 牙 1 障 害 の 検 村
小 山 二 郎 , 占 恢 上 没 人 , < i > 野 裕 司 , Ⅱ 1 島 拓 郎 , " _ 1 H ・ 1 Ⅲ i 樹 , 波 辺 淳 , 广 1 + 、 ナ 1 1
屶 , 桜 井 克 彦
第 1 2 4 f 川 Π 本 ヲ 1 i j 業 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 1 0 ζ 1 ・ 、 2 J 1 1 3 日
運 動 負 荷 心 屯 区 虻 矧 壌 什 例 の 鑑 別 に お け る A R l i 則 定 の イ j 則 外
田 島 , 拓 郎 , 古 関 筏 人 , 小 山 二 郎 , 金 野 裕 司 , ' 1 § 場 忠 大 , 山 田 心 樹 , 苅 郎 川 1
彦 , 波 辺 淳 , 白 三 1 二 邦 リ } , 桜 井 党 彦
第 1 2 4 1 回 日 本 循 喋 判 ゛ 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 1 0 1 卜 2 j 1 1 3 Π
睡 眠 時 呼 川 刈 難 宮 に お け る 改 良 刑 ブ プ ノ モ ニ タ ー の 有 川 性 の 検 討
岡 部 快 ・ , 飛 m  渉 , 1 県 澤 一 , 呉 徳 屶 ,  Y e T l m , 川 知 1 邪 央 , 菊 池 、 弁
博 , 内 士 邦 男
群 柁 0 回  1 1 1 五 眠 呼 吸 1 亦 上 佃 究 会 束 京 平 成 1 0 年 2  門  1 4 日
冬 師 心 筋 症 の 心 市 リ 上 検 に お け る  a p o p t o s i S  の 検 , 司
三 浦 祥 了 , 大 野 勲 , 鈴 木 沸 1 , 緑 田 諄 , 池 田 浮 ,  1 ! 1 1 J I " J
日 本 適 応 途 1 学 界 東 京 平 成 1 0 4 に 2  村 2 7 日
P o l y - L - 1 y a n o s i n e  お よ ひ '  p o l y 一 上 一 a r g i n i n e  の 女 誹 丁 支 Ψ 汁 玲 万 細 1 } 泡 の 1 映 ' , E 位 1 に 及
ぼ す 影 "
大 城 礼 子 , 奈 良 正 と , 佐 々 人 司 , 志 村 Y 苗 , 广 1 1 二 邱 屶
第 3 4 回 気 管 過 敏 件 研 究 会 東 京 平 成 1 0 年 2 門 2 8 日
近 発 刑 ア レ ル ギ ー 件 気 通 炎 症 に お け る 活 竹 . 剛 京 神 の 関 ケ
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 宅 辻 也 , 増 j ゴ 康 文 , _ 1 辧 b 亡 彦 , 戸 1 埒 雅 人 , 大 内
譲 , 小 抗 井 晃 , 山 縣 俊 介 , 赤 池 孝 章 , 前 田 沿 , 訂 士 J 心 リ }
気 道 過 敏 枇 研 究 会 柬 京 平 成 1 0 年 2 乃 2 8 H
女 ( 通 1 【 1 1 1 1 堕 f 人 欣 了 ・ 酸 球 浸 1 倒 に お け る  m a t r i x  m e t a 1 1 0 p r o t e i n a s e - 9  の 1 生 告 1 1
岡 田 偏 司 , 大 野 勲 , 熊 谷 克 紀 , 大 河 原 雄 一 , 由 上 邱 屶
鮮 Π 8 岡 東 北 免 疫 研 究 会 仙 台 平 成 1 0 年 3 打  6  Π
N a s a l c p A P  が 皆 効 し た 仰 印 , 汲 を i 忽 め な い 日 小 伽 1 眠 症 の ・ 一 例
Y e  T u n , 岡 部 峡 ・ , 曳 徳 男 , 1 熊 浮 ・ ・ ・ , 脚 畑 雅 央 , 菊 池 子 汁 ゛ ,  j 惜 田
渉 , 白 士 邦 屶
第 6 6 1 川 Π 本 呼 吸 器 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 平 成 1 0 年 3 村  7  Π
7 1 3
7 1 4
7 2 0
7 1 5
7 1 6
7 1 7
7 1 8
7 1 9
721夜闇の呼吸陣弐一改良型心y創唾眠時呼1吸モニターによる検i司
岡部快一、,升ξ田渉, YeTun,呉徳男,}鳥汗一,田灯1雅央,菊池R
陣,白士邦男,古原児,商橋敏明,論Wlb 任
第12山1 呼、吸不全東北地区対策恊議会仙台平成10年3打 7Π
気餐卜如愉忠、の急、性発作に対するデキサメタゾン短瑚大吊療法の有用性
岩崎正,田村弦,广11二邦屶
東北プレルギー戀h舌会耿田平成10午3打14Π
Π本人肺梗塞症における血液凝固第V凶f遺仏子変異 UM筥506G]n)解析
関隆文,岡Ⅱ_1 博,熊谷智・f,熊坂則久,佐久則1聖仁,礒山正玄, h上
邦屶,小熈英鄭.
第21回東北川1循環研究会仙台平成10イ「3 打14H
n本人肺血栓塞栓症における血液凝恬1因f第V因f変凪遺伝f (Arg506Gln)
解析
関降文,岡1_Ⅱ博,熊谷智Υ・,熊坂祝久,佐久冏聖仁,礒111止玄,小熈
日出夫,广11二J・"り}
第 2 回乗北川行1五[業研究会仙台平成10ζF3月Ne
在宅唖眠時無那刊吸モニターの改良と臨床比、川
1剛部慎・ー,古原児,配汁而珂如訓,靴島任, YeT山〕,呉往ガ」,1県澤
,菊池・禽博,白士邦屶
第91回日木臨床モニター学会総会福島乎・成10年3ナ}26日
遺仏性商lm1モ発症動物の心臓HSP720verindudion
岩渕燕,{弱_Ⅱ1〔玄,川島みのり,白」f邱リ}
第6H司 KC0研究会仙台平成10仟・3打
H小人加椣来症における血液凝恬1第 51人1丁'造伝子変沢(Arg506G]n)解析
関隆文,岡Π1 博,熊谷都子,熊坂則久,佐久冏聖イ、t,儀山正玄,白三1
邦屶,小鷹英屶
第'62回日人循瑞f器学会束京→ι成10イ「・31」
1-1ξ負荷肥人心における虚血/再沈流によるへムオキシゲナーゼ発現の低ト
原栄'{,候11Ⅱf玄, H1島みのり,广1士邦屶
第62回日本私ヤ業器学会東京平成10lf、3 乃
冠動川武こおけるアゴニスト収締の増強反1心、sarΦPlasmic Reticulum の役割
鈴木秀,福1_a浩二,八人卓也,加1藤浩,船越正行,ιノΠ人]雅治,苅部明
彦,慶徳満止,白 IJIWJ
錦62回 H本循環器学会総会東京平成10年3刀26H
722
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725
729
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述 動 負 荷 心 電 図 で の A d i v a t i o n  R e c o v e r y l n d e x ( A R D  に よ る 虚 l m 診 断 の 試 み
田 島 拓 郎 , 金 野 裕 司 , 小 U _ 1 二 邨 , 山 田 亜 樹 , 馬 場 忠 大 , 古 関 義 人 , 桜 井 克
彦 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 屶
第 6 2 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打 2 6 日
7 3 1
蛍 光 法 に よ る 冠 微 小 血 管 の 管 径 変 化 と 血 管 壁 平 汁 玲 例 喚 確 位 変 化 の 向 1 1 寺 計 測 法
王 文 抑 , 金 塚 完 , 谷 川 俊 了 ,  h 十 邦 屶
第 6 2 回 日 本 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3  打 2 6 訂 一 2 8 臼
7 3 2
D i a d 印 O s i n e  T e t r a p h o s p l 〕 a t e  ( A P 4 A ) の 冠 微 小 動 脈 径 に 与 え る 作 用 と そ の 機 序
杉 本 夕 杉 彦 , 谷 川 俊 了 , 王 文 輝 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚 完 , 白 十 邦 男
第 6 2 1 田 日 不 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 日 一 2 8 日
7 3 3
Ⅱ C 標 識 ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル に よ る 心 筋 梗 塞 後 の イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 代
謝 回 転 の 画 像 化
加 賀 谷 豊 , 千 冊 雅 信 , 浪 打 成 人 , 山 根 山 即 子 , 武 田 守 彦 , 井 戸 逹 雄 , 手
塚 文 明 , 石 出 信 正 , 白 士 邦 屶
第 6 2 回  H 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 門 2 8 日
7 3 4
再 灘 梳 早 期 の 危 険 域 内 に お け る 脂 肪 酸 摂 取 , 糖 摂 取 , 血 流 の 不 均 一 性
千 田 雅 信 , 大 谷 宏 紀 , 浪 打 成 人 , 武 田 守 彦 , 野
」 ! 1 1
1 」 _ 1 根 由 理 子 , 加 賀 谷
主 、 ヨ コ . ,
崎 哲 司 , 白 士 邦 男 , 石 出 信 正
第 6 2 回 訂 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 Π
7 3 5
慢 性 心 不 全 の 治 療 効 果 評 価 へ の 1 2 3 1 - M { B G 心 筋 イ メ ー ジ ン グ の 右 用 性 一 心
拍 変 動 パ ワ ー ス ベ ク ト ル 解 析 と の 比 較 検 討 一
李 寿 綵 , 池 田 淳 , 滝 田 有 , 関 Π 洋 平 , 脚 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 後 藤
淳 , 白 士 邦 屶
錦 6 2 回 日 木 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打 2 8 H
7 3 6
7 3 8
ヒ ト 冠 動 1 派 組 織 標 木 を 用 い た 太 い 血 管 と 細 い 血 管 の 免 疫 組 織 学 的 比 ' 1 旋 検 討
中 村 明 浩 , 礒 山 正 玄 , 白 士 邦 屶 , 後 藤 邦 彦 , 澤 井 高 志
第 6 2 回 日 本 循 瑞 謡 号 学 会 東 京 平 成 1 0 年 3 打
有 愆 な 卿 朋 重 病 変 を 見 な い " 正 常 老 " に お い て も , 動 脈 硬 化 危 険 因 子 に 応 じ て ,
動 脈 壁 自 休 の 固 有 弾 性 率 の 異 常 増 大 が 見 ら れ る ー ・ 新 し い 超 竒 波 ド プ ラ に よ
る 高 粘 度 計 測 一
小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 一 , 千 釜 尚 朗 , 白 士 邦 男 , 長 谷 川 英 之 , 金 井
浩 , 中 鉢 憲 賢
第 6 2 回  H 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 月 2 6 日 一 2 8 Π
商 精 度 超 音 波 測 定 に よ る 頚 動 脈 内 粥 唖 病 変 の 内 部 組 成 探 査 一 粥 加 の 易 破 裂
件 評 価 は 可 能 か ー
千 釜 尚 朗 , 小 岩 喜 郎 , 本 田 英 行 , 鎌 田 英 一 , 白 士 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川
英 之 , 中 鉢 憲 賢
第 6 2 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 東 京 平 成 1 0 年 3 刃 2 6 日 一 2 8 日
7 3 7
739非侵襲的に心筋内部各屑の組胤剣杓変化を挑定しうるか一高粘度超音波ドプ
ラ法による印北hracydine(AⅡth)投liモデルでの検討一
鎌IU英一・,小岩喜郎,内_1二邦屶,斎藤淑子,宇塚善郎,喪田隆謙,金井
浩,中鉢鴛餐
第62回日本循環器学会総会束京、「ι成10年3乃26H-28日
東北地力における急、性及び慢性肺血栓築栓症の発症頻度
熊坂祝久,佐久惜1聖仁,白十邦男
第能回日人循喋器学会総会東京平成10年3河28日
喘忘、モデルマウスにおける matrixmeねⅡOproteinase(MMP)発現の検討
熊谷克紀,大河原飢',鈴木光,岡田信司,枡利子,人野勲,白士
邦男
群玲81回Π木呼吸器学会総会熊人平成10年3"30Π
ヒト気半1別映卜腺からの Secretory leukoprotease inhibitor 分泌にヌ寸する好,・ヤ球
エラスターゼの影判
佐藤止俊,斎際弘樹,岡Π1 博,志村斤t苗,増田徹,白士邦男
第38回日本呼吸器学会総会熊本平成10年3打30日
気道ネ馴奥1斗保の電解質分泌に対する細胞内サイクリヅク GMPの作用
色川俊也,佐々木司,高澤伸,志村早苗,大城社子,笹森寛,上田
勉,岡本宏,白_1二邦リ」
第38同Π本呼吸器学会総会熊本平成10午3打30日
NF一心アンチセンスオリゴヌクレオチドのヒト気道上皮への取り込みと機能
増田徹,斎藤引1針,岡山博,,占村早苗,内士邦男
第381田日本呼吸器学会総会熊本平成10年3打31日
マウスARDS モデルでのNF-KB アンチセンスオリゴヌクレオチドの投与効果
斎廉彪J封,岡Ⅱ」博,増田徹,志村早陌,白士邦男
芽犯81田 1」木呼吸器学会総会熊本平成10年3月3]日
ラヅト延伽孤東核におけるGABAの別1定と低酸系負荷に文1する反応の検討
H1如1雅央,黒洋・・,岡部快・, YeTun,菊地言計専,飛田渉,0 上邦男
冴t梠回日木呼吸器学会熊木平成10年3打30日
COPD症例における気道内陽庄補助換気と体外式圧補助換気システム併胴の
検制
星 1絲己,前Ⅲ真作,黒澤一,長南逹也,高橋敏郎,田村弦,飛田
沙,内士邦男,涜島任
第38回 1_1木呼吸器学会熊木平成10年3 打31日
740
741
742
743
157
744
745
746
747
1 5 8
7 4 8
肺 気 肺 V 0 1 山 n e N d u c t i o n  下 術 前 後 の 二 酸 化 炭 業 換 気 1 心 答 の 検 村
黒 浮 一 , 菊 池 再 博 , 飛 田 渉 , 岡 剖 夕 険 一 , 呉 徳 屶 ,  Y e T u n , Ⅱ 1 如 W 佳
央 ,  h に 邦 男
第 3 8 1 " 1  Π 人 呼 吸 器 学 会 会 総 会 熊 永 、 r 成 1 0 午 3  打 3 1 Π
抗 原 吸 入 後 の 遅 発 型 気 道 微 小 血 管 灰 応 に お け る 神 経 原 性 炎 症 の 関 ・ ケ
増 戸 康 文 , - 1 瀬 祀 和 , 二 1 浦 元 彦 , 商 橋 融 至 , 戸 膚 狩 文 , 大 内 訣 , 途 藤
直 美 , 杉 浦 久 敏 , 白 十 J お 屶
鮮 玲 8 " 1  Π 本 呼 吸 器 学 会 熊 木 乎 成 1 0 q  3 j ] 3 1 日
特 発 性 1 氾 大 刑 心 の 鯏 市 態 、 名 の 心 ■ 万 生 検 組 織 に お け る P D G F - B 鎖 蛋 白 充 現 の 検 討
鈴 木 洲 , 大 野 則 ! , . 鵯 場 忠 夫 , 縄 胴  i ? , 池 川 淳 , 1 { 1 十 邦 男
日 本 内 科 学 会 福 岡 平 成 1 0 年 4 ナ 」 9 日
新 し く 開 発 し た 商 粘 度 ド プ ラ 法 に よ る 胴 腫 内 部 組 成 探 査
小 岩 喜 郎 , 白 ナ J 心 屶 , 金 井 浩 , 長 谷 川 英 と , 中 鉢 戀 賢 , 田 小 元 適
第 9 回 心 エ コ ー 図 学 会 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ , ン " 心 筋 細 織 性 状 診 断 ・ 現
状 と 展 望 " 名 l i 屋 平 成 1 0 イ F 4 月 1 6 Π 一 1 8 Π
ペ ニ シ リ ン 感 受 性 お よ び 側 件 肺 炎 球 菌 に お け る プ ロ テ ア ー ゼ 発 現 の 比 峻 検 討
鈴 木 光 , 人 野 勲 , 熊 谷 兇 紀 , 1 知 東 火 Υ , ニ ニ 浦 祥 子 , 西 岡 き よ , 岡 田 偏
司 , 初 利 子 ,  r 、 1 _ 上 那 男
第 7 2 回 日 木 感 染 , i や 学 会 大 阪 平 成 ] 0 年 4 打 2 3 Π
慢 性 市 剥 膿 菌 気 道 感 染 の 好 , ・ 1 , 球 什 . 存 延 長 に 及 ぼ す 影 糾
大 野 勲 , 枡 和 f , 岡 田 信 司 , 熊 谷 兇 紀 ,  h ・ 1 二 邦 屶
第 7 2 1 回 日 本 感 雰 W 主 学 会 大 阪 ' F 成 1 0 年 4 刀 2 3 H
シ ン ポ ジ ウ ム 「 気 管 支 喘 ' ! 、 の  E a r l y  l n t e r v e n t i o n  の あ り か 犬 二 」  5 .  E a r l y  l n ・
t e r v e n t i o n  に お け る 早 ・ 1 U 1 診 断 と 初 j 剖 治 療 の 重 変 性
大 河 原 織 一 ・ ・ , 田 村 弦 , 打 士 邦 男
第 1 0 回 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 存 川 1 1 顎 床 大 会 名 占 吊 平 成 1 0 午 4 ナ 1 2 4 H
運 動 誘 発 気 道 狄 窄 と 血 管 系 の 関 芋 ' ( シ ン ポ ジ ウ ム )
述 峠 直 美 , ー ソ 瀬 正 和 , 白 上 邦 男
第 1 0 1 川 日 本 ブ レ ル ギ ー 学 会 存 季 臨 床 人 会 名 , ! i 屋 平 成 1 0 年 4 月 2 4 Π
蛍 光 色 素 法 を Π 八 け ゴ 商 出 冠 徹 小 動 脈 に お け る 血 管 碇 膜 屯 位 の 測 定
冉 士 J 心 屶
゛ - 1 ; .
芥 川 俊 f , 王 文 洲 , 杉 村 彰 彦 , 田 中 光 昭 , 金 塚
フ C ,
第 1 2 5 1 回 日 本 循 環 器 学 会 東 北 地 ノ j 会 仙 台 ' F 成 1 0 年 6 月 5  Π
冠 微 小 循 環 に お け る P 2 プ リ ン 受 容 体 の 役 割
广 1 士 J ・ " 屶
杉 村 彰 彦 , 谷 川 俊 了 , 王 文 都 , 金 塚
ゴ ニ 壬 プ
フ C ,
平 成 1 0 年 6 j 1 5  Π
第 1 2 5 回  H 本 循 環 器 学 会 東 北 地 力 会 仙 台
7 4 9
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758COPDの新しい慨念と冶療:総論
冉・上邦男
第81可秋田県南胸部疾患何1究会秋田乎成10年6打He
過去10年闇における当科斯恕恕、老状況について
大河原"t ・,岩崎正,仇野久イ1火,菊地」1、,田小、市・f,城川英羽1,平
澤カンナ,山村弦, h上邦リ}
第 6 山1 気管支喘心1、対策恊議会仙台平成10午 6j120H
24歳の1喘息死症例
岩崎祀,旧村弦,白十邦屶
第6 回気管支1喘飽、対策恊議会第61可講演会仙台平成10イf6 打20Π
多剤耐竹の爪症不藥脈にICD稙え込み術を施liした2症イ列
戸田直,加1係浩,'U"場恵夫,若111祐田,八木卓也,1M田1告ご.,竹内雅
冶,鈴人秀,船越iモ行,篠崎殻,_1浦昌人,慶徳満正,波辺泙,1ι1
士帰屶
仙台確気生理研究会仙台平成10年6打24日
ヒト冠動川雨乳織棟本を用いた太い血管と釧い血管の免疫矧織学的検討
中村川膨占,礒Π1_止玄,白十邦屶,後際邦彦,澤井i高志
第Ⅱ同 Coronary c]ub研究会ネ品島十成10年6月
口本人川」柚家痔における血液凝固第51羽子越伝f変異(A璃506Gln)解析
開隆文,1岡山博,熊谷智f,熊坂則久,佐久問聖仁,礒山止玄,"__1_.
邦男,小熈央リ}
芽孔251回日本ヲ1打業揣学会東北地力会仙六平成10年6打
1喘忘、件気遊炎症におけるMMP関・亨・の検肘マウスモデルを川いて
熊谷克紀,大河原節.・・,鈴木光,岡田イ'ぶ司,仞羽卜f,大野勲,白十
邦男
第3川拡態と治療におけるプロテアーゼとインタヒビター研究公名一i
屋乎・成10イF 8 jj22 H
好触球ノ▲底艘逓過過程におけるプロテアーゼの役割
岡Ⅱ1偏"、],紀太跡イ_, GJ. Gleich, K.M. Leifennal],大野勲,白士邦屶
第3回柄態と治療におけるプロテアーゼとインヒビター研究会名古於
平成10年8 打22H
ステロイド投ぢ,小にノカルジブ1姉炎を併発した心揚性大勝炎のイ列
林克敏,1岡田伝,・i],大野勲,白王邦リJ1愈股信火,イiJ1りt牙1, WHf帰部蚤
第31川南東北化学療法シンポジウム仙台乎成10年8j・]29H
棚尿病と虚Ⅷ性心挨恋、
内十J心屶11 ι1.加賀谷 、,1.,
第 H旦1 料U測丙合併,症インタラクティブ仙台平成10年91・]3 11
759
760
761
762
763
159
764
765
766
767
1 6 0
7 6 8
高 用 } 卸 吸 入 ス テ ロ イ ド 使 用 恋 え 野 1 こ お け る プ ラ ン ル カ ス ト の 併 用 剣 J 牙 で に つ い て
田 村 弦 , 岩 崎 正 , 柴 崎 篤 , 内 上 邦 リ 1 , 村 1 沢 久 道 , 井 上 セ " 佐 , 長 坂 行
雄 , 東 田 有 智 , 足 立 淌 j , 瀧 島 任
A s t h m a  a u b i n S 印 d a i  第 7 回 研 究 会 仙 台 乎 成 1 0 イ F 9  門 H n
介 成 ポ リ ペ プ チ ド を 朋 い た 好 麼 球 坂 1 粒 蛋 日 の 気 管 支 平 N 捻 箭 刑 抱 に 対 す る 作 用 の
屯 気 牛 ヂ 里 ツ オ 内 検 討
大 城 社 子 , 佐 々 木 司 , 志 村 〒 苗 , 奈 良 正 之 , 白 十 邦 男
第  7  阿  A S U 〕 m a  c l u b  i n  s e n d a i  イ 1 1 1 台 乎 成 1 0 年 9 円  1 1 日
艸 経 伝 逹 物 質 に よ る 気 道 腺 細 胞 地 解 質 分 泌 に 対 す る T S H の 増 強 効 果
ボ 田 勉 , 佐 々 木 司 , 志 村 早 I Y i , 色 川 俊 也 , 笹 森 寛 ,  r ・ 1 上 邦 躬
第 6 7 回  H 木 呼 吸 器 学 会 東 北 地 力 会 山 形 平 成 1 0 年 9 門 1 2 H
喘 息 モ デ ル マ ウ ス を 用 い た 気 道 炎 症 と 過 敏 性 亢 進 に お け る  m a t r i x  m e t a l ・
1 0 p r o t e i n a s e ( M M P ) の 役 1 1 1 1 1 の 検 討
熊 谷 克 紀 , 人 野 勲 , 岡 田 伝 司 , 大 而 Ⅱ 泉 雄 一 , 鈴 木 光 , 枡 和 了 , 白 1 '
邦 男 , 新 谷
丁 { プ
町 立
第  7  回  A s t h m a  c l u b  i n  S 印 d a i  仙 台 平 成 1 0 年 9 月 1 2 日
単 雜 心 筋 1 剖 抱 に お け る P m t e i n  M n a s e C 活 性 化 に よ る 虚 血 再 湘 流 傷 霄 幌 減 効
果 の メ カ ニ ズ ム ー 細 胞 内 P H  と の か か わ り
石 塚 衆 , 伊 膝 伝 彦 , 石 出 信 正 ,  h _ 上 邦 リ }
伊 ル 奏 健 太 , 加 1 賀 谷
] Ⅱ {
_ ! 1 」 , . ,
第 1 2 6 1 可 日 本 循 環 船 学 会 東 北 地 ノ j 会 山 形 平 成 1 0 年 9  刀 1 2 日
遅 発 型 気 道 反 応 に お け る パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト の 関 与
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 小 宅 逹 也 , 増 戸 康 文 , 述 藤 直 美 , _ § 1 1 1 元 彦 , 1 1 1 縣
俊 介 , 小 荒 井 晃 , 白 上 邦 男
第  7  回  A s t h m a  c l u b  i n  s e n d a i  仙 台 ' 1 ' 成 1 0 年 9  j l ] 2 Π
閉 案 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 に お け る n a s a l c p A P 療 法 前 後 の 換 気 応 答 に つ い て
Y e T u n , 飛 田 沙 , 岡 部 慎 ・ ' , 黒 浮 一 , 田 如 1 雅 央 , 北 室 知 巳 , 安 達 哲
也 , 珊 秀 釘 , 菊 池 喜 博 , 白 士 邦 労
第 6 7 師 1 日 木 呼 吸 器 学 会 東 北 地 力 会  1 1 1 形 平 成 1 0 年 9  打 1 2 Π
遅 発 型 気 道 反 応 に お け る タ キ キ ニ ン の 役 割 ( 特 別 誥 演 )
増 戸 康 文 , ・ ・ ノ 瀬 止 和 , 門 上 邦 屶
第  6 1 川 ニ ュ ー ロ ペ プ チ ド 研 究 会 大 阪 平 成 1 0 イ 「 、 9 」 1 2 5 日
ポ ジ ト ロ ン 標 識 ジ ブ シ ル グ リ セ ロ ー ル に よ る 心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 イ 町 剛 回
転 の 廸 1 像 化
加 賀 谷 豊 , 千 田 雅 信 , 浪 打 成 人 , " _ 1 根 山 邸 子 , 井 戸 辻 節 , " ト 1 お 屶
第 3 回 日 本 ポ ジ ト ロ ン 氏 学 会 浜 松 平 成 1 0 年 9 門 2 5 H
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フフフ アミオダロン長期投り・惣、老における肺拡散能検在の愆義
力川侠浩,渡辺淳,馬場恋夫,竹内雅治,船越正行,八木卓也,福田浩
三浦昌人,福地満正, e E邦男^
第3回アミオダロン研究会東京〒力幻0年9月26"
大動川耐〒・僧喉_1介羅換術後に発作件心房粗細動多游洲t心室性瑚外収縮を伴う心
不全となり,アミオダロンが茗浅力した 1例
戸田直,波辺淳,若Ⅱ1祐司,福田港ム,八木卓也,加藤沿,馬場忠
夫,竹内雅治,船越正行,三浦剖,人,福地沸j止,白十邦男
第31・1 アミオダロン研究会東京平成10年9jj26U
左室肥大症例における TwaveAⅡernanSの検討
釡野裕司,田島拓郎,小山二郎,古関義人,山山卿樹,渡辺淳,白士邦リj
第15回日木心田'eF会学術梁会鹿児島平成10年10" 1目
心拍変動による活動屯位持続時問と村効不応期の変化の相述
福田浩二,八木卓也,若山裕司,戸田直,加藤浩,崩場恵夫,竹内雅
治,慶徳満正,波辺浮, h L邦屶
第15回Π人心電学会学術染会鹿児島、r成10年10月1Π
機械的オルタナンスど心女Ⅱ杓オルタナンスのj四愛
・占1刈義人,釡野・裕河,小山二部,田島拓郎,山田Ⅱ畊耐,渡辺浮,白上邦屶
第15回口本心Ⅷ'学会学術集会鹿児島乎す矧0年10打 1日
加齢に伴うヒト心房筋の確女Ub理学的変化
'1局場恵夫,波辺淳,加藤浩,船越止行,八木中也,福Ⅱ1浩二,竹内雅
治,戸田画,白士邦男
第15回日本心施学会学術集会鹿児島平成10年10打 Ha
艇眠時無呼吸症候群悲、名の無呼吸発作後の血圧卜昇は覚酷扣1に子q則可能か
YeTun,岡部慎・,飛田渉,菊池再博,黒澤一,1U如1雅央,北*知
巳,安逹哲也, 1t1士j,"り}
第25山1Π乎1吸肌徐而研窕会東京平成10年10打16日
TSHによる気道腺電解質分泌の増強作用
玉田勉,佐々木司,'村早鹸,色川俊也,笹森寛,大城社イ,白士
邦屶
第6回肺りモデリング研究会東京平成10年10村17日
LVRSを検討した手術例と非乎休H列における手術の比峻
黒澤一ー,飛田渉,菊池喜博,白士邦リ」,黒川良望
第31司川]女U河凱モシンポジウム q品1靭福岡平成10如・10打24Π
T波オルタナンス(TWA)の概日りズム
111細弧樹,古関義人,Π_1島拓郎,金野裕,司,小1111郎,波辺淳,白士邦屶
プリトミブフォーラムjn仙台仙台〒成10年10打24"
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H I V 陽 性 検 休 喋 欝 例 の 机 告
人 野 勲 , 岡 田 イ a 司 , 内 士 邦 屶
平 成 1 0 年 度 東 北 地 ノ j 拠 点 J 丙 院 エ イ ズ 肌 り 末 カ ン フ プ ラ ン ス 仙 台 平 成 1 0 午
1 0 J 1 2 4 日
蛍 光 法 に よ る 冠 微 小 動 脈 " 創 地 ' 位 計 側 法 の 開 発 と 比 、 用
田 小 光 昭 ,  b  文 輝 , 谷 川 俊 了 , 白 上 邦 屶
ノ ' ー ,
令 塚
ノ し ,
第 9 佃  K C 0 研 究 会 仙 台 平 成 1 0 午 1 0 打 3 0 Π
拡 帳 剛 心 噺 分 症 の 病 態 心 不 令 の 治 療 神 絲 系 ; 総 論
白 土 那 労
錦 1 0 1 可 秋 田 1 ' 南 胸 部 疾 恕 阿 〒 究 会 人 山 〒 、 成 1 0 午 Ⅱ 打 1 9 Π
ド 大 肘 Ⅷ k フ ィ ル タ ー 留 擢 術 後 の 介 り " 詣 に 工 応 し た ・ ' 例
I H 町 順 , 佐 久 冏 聖 仁 , 池 1 旧 淳 , 澁 仟 1  令 , 熊 坂 祝 久 , 由 _ 上 邦 リ }
第 5 1 0 1  肺 塞 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 1 0 q ・ H 打 2 1 日
喘 息 、 モ デ ル マ ウ ス で の 気 道 炎 症 と 過 敏 竹 _ 亢 進 に お け る  m a t t i x  m e t a l ・
1 0 p r o t e i n a s e ( M M P ) の 役 告 1 1 の 検 討
熊 谷 克 紀 , 大 野 勲 , 岡 1 Π イ 詣 司 , 大 河 原 鰯 シ ー , 鈴 木 光 , 制 和 子 , 广 1 し
邦 リ 1 , 新 谷 孝
第 4 8 山 1  ア レ ル ギ ー 学 会 神 戸 平 成 1 0 午 1 2 打  1 Π
結 核 菌 に よ る 気 遊 好 酸 球 姓 炎 症 の 抑 制
佐 野 公 仁 夫 , 殉 村 弦 , 平 洋 カ ン ナ , 大 河 男 U 紅 ・ ' , 岩 崎 正 , 菊 地  l f ,
1 Ⅱ 小 章 子 , 城 田 英 和 , 白 十 . 邦 屶
第 4 8 師 1 日 人 ア レ ル ギ ー 学 会 神 戸 平 成 ] 0 イ に 1 2 牙  1 Π
H y a 1 Ⅷ o n k a d 永 H A ) に よ る 好 酸 球 活 性 化 の 機 庁 に つ い て の 検 討
大 河 原 雄 ・ , 岩 崎 ' , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 開 同 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 神 戸 平 成 1 0 年 1 2 刀  1 日
肺 奔 1 , 1 ' 減 少 f ' 術 施 行 例 に お け る 肺 機 能 の 3 年 絲 過 成 紕 と 生 命 手 後 の 検 討
黒 澤 一 ' , 飛 田 渉 , 菊 池 、 宮 : 博 , 1 岡 剖 夕 峡 ・ , 剛 畑 邪 . 央 ,  Y e  T u n , 北 室 知
巳 ,  y ξ 迷 哲 也 , 广 1 上 邦 リ J
厚 生 省 " 定 疾 悲 、 呼 吸 器 系 疾 恋 、 那 リ f 班 平 成 1 0 年 産 総 会 宋 京 平 成 1 0 郁 1 2 ナ }
1 Π
Y - 2 7 6 3 2  の ヒ ト 気 管 支 お よ び 川 河 仂 1 脈 に ヌ 寸 す る 効 果 の 検 i 司
1 Ⅲ 縣 俊 介 , ・ 1 瀬 止 和 , 増 f i 月 ' 文 , 杉 浦 久 敏 , 小 荒 井 昇 ・ , 小 池 加 保 兇 ,
"  W 心 甥
第 4 8 1 , _ , 1 日 本 ア レ ル キ ー ら 0 会 総 会 神 戸 . 1 Z 成 1 0 年 1 2 j n  H
, 曙 川 姑 吸 入 ス テ ロ イ ド 仙 用 恕 、 者 に お け る プ ラ ン ル カ ス ト の 併 J 1 1 効 果 に つ い て
佃 村 弦 , 岩 崎 正 , 柴 崎 篤 , 白 十 , お り 」 , 1 Π 沢 久 通 , 井 1 _ 博 蹴 , 長 坂 h
雄 , 東 州 右 W , 足 立 満 , 洗 島 仟
第 4 8 回  H 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 神 戸 平 成 1 0 午 1 2 打 2 H
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797慢性的に気逝狭窄を示す恕、名におけるデキサメサゾン短期人品投芋の慈義につ
いてー一画像診断での検討一
岩崎 111,Ⅱ1村弦,佐好,公イ__1大,大河原緋一・,会U也正,Ⅲ小幸子,打
士邦屶
鮮列81リ1 U本ブレルギー学会総会判1戸平成1(川辻2打 2日
798低川姑の抗j京による気道好触球竹炎j企の抑11,11
Ⅱ_1小_m子,佐野公f二犬,平浮カンナ,大河原鮒.・',岩崎正,菊地 lf,
城川英和,田村弦,广1にJ・"り}
第481・1 Π本ブレルギー'γ会御fi 汗り女10年12門 2 Π
799Internalional socjety for Heal'1 Reseal'ch, The 15th Annua] Meet】ng of t]]e
Japaneses section sateⅡitc symposiun]: potassium cl〕annclin caYdivascu]a丁
Disease and cardioproteclion
T.1くomaru, K. shiTato
RO]e olthc ATP-sensitive potassium cl〕anne11n the regulation of coro・
nary mlcroclrC111ation:1nvolvement of pertussis toxin-sensltlve G protcin,
Tokyo, Deceml〕er 9-11,1998
800T]〕yprolropin Releaseing Hormone の閉*叩川爪ⅢU時沌印乎吸懲才〒の覚酷川寺化学
感受性に刈する効采
1岡部快一, J1ξⅡ1 1歩,1R浮、・, YeTun, 11_1知1牙Ⅱ央,北*知巳,安辻暫
也,菊池'1",<村弘,栗Ⅱ_1磊之,Π_上邦り}
巧判y占特定疾恕、呼吸揣系疾悲創Hf班平成W年孃総会東京平・成10午】2打
11 Π
163
801E丘ect o{ calcium scnsi訂Zation modulalor Y-27632 0n the isolated l〕uman
bronchus and puln〕onary artery
S. Yamaσata, M.1CI〕inose, Y. Mashito, H. sugiura, A.1くoarai, K. Koi]くe,
K. S11h'ato
1998 World Asthma con又resS バルセロナ, December 12,1998
802Role o{ reactive oxygen specieS 川 airway microvascular hyperpermeabi]ity
dunng late a11a'gic response in guinea pigs
M.1d]inose, H. sugiura, T. oyakc, M. Mashito, K. shirato
1988 European Respiratoly society Annua] congrcsS ジュネーブ, sep・
tember 20,1998
803Effed of ca]ci山〕〕 sensiⅡZation modula{or Y-27632 0n the isolated h山nan
bronchus and pu}monaTy a丁tety
S. Yamagata, M.1Chinose, Y. Mashito, H. sugiura, A.1くoarai,1<,1くoiRe,
K. SI〕irato
1988 World Asthma congtesS ノ勺レセロナ平成104f12jj 5 1_1
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812Immuno-regulatory function of endogenous tl'ansforming growth factor一β
(TGF-,) in Th2 type immune response
Y. ohkawara, G. Tamura, K. Kumagai,1.01〕no, K. shirato
American Thoracic society Meeting, chicago, Apri] 28,1998
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Formation during Late Airway Response in Gulnea pigs
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"The cardiac Mechanics symposium"
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ラット心筋梗塞竹所力血後からの非選択的エンドセリン受容体括抗薬の投与が心
室りモデリングと生命子,後に与える影糾
1高橋務f,加賀谷IUI 波打成人,武田守彦,大谷乞絲己,上月1上博,白士_!1H.,
邦屶
豺牙27回日本循写1器学会東北地力会仙台平成Ⅱ仟・2月12Π
834心房筋における有捌川司心期と活四ハ捌立持統11剖瑚の不・・攸性
往釈]浩_ニ,波辺淳,八木卓也,若"1裕司,Jゴ田値,加滕粘,'1、昌場恵
夫,ニモ油昌人,祐リ也満正,由上邦リ」
第127祠日木循喋器学会柬北地力会仙台平成11午2月12Π
832成人二尖介閉鎖症のーイ刈
細佃瀞、池用淳,内 1二邦男
第'48f川東北心血管造影懇話会仙台平成Ⅱ午2村 5日
1 6 8
8 3 5
1 姉 女 U 極 L 田 璃 V o l u m e  R e d u c t i o n S Ⅷ g e r y d  術 後 3 年 ま で の 肺 機 能 経 過
黒 澤 一 , 飛 円 渉 , 魂 抗 也 喜 陣 , 岡 部 偵 ・ , Ⅱ 1 畑 牙 佳 央 ,  Y e T u n , 北 室 知
巳 , 安 達 哲 也 , 山 士 邦 男 , 煕 . 川 良 望
第 6 8 同 日 本 ル 戸 吸 器 学 会 東 北 地 力 会 耿 田 平 成 1 1 イ F 2 刀 2 7 日
心 ■ 万 微 小 循 環 障 害 「 G 蛋 白 を 介 し た 心 筋 と 微 小 血 管 の i n t a l c t i o n 」
小 丸 逹 也 , 佐 際 光 ・ , 塩 入 裕 樹 , 金 塚 完 , 白 十 j 3 男
材 Π 9 師 H 頬 戸 内 ワ ー ク シ " ヅ プ 介 敷 平 成 1 1 年 2  河 2 7 日 一 2 8 U
気 管 支 喘 息 と 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 患 岩 気 道 に お け る 誘 遵 刑 一 酸 化 窒 黙 介 成 觧 立 と
ニ ト ロ チ ロ シ ン の 牛 ■ 鄭 こ つ い て
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 ,  M 戸 康 文 , 小 荒 井 児 , 【 則 係 俊 介 , 内 上 邦 リ }
第 3 5 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 年 3 河 6 H
イ 氏 分 一 f H y a 1 山 ・ o n i c  A d d ( H A ) に よ る 好 触 球 活 性 化 と 気 道 鞭 り モ デ リ ン ク に つ
い て の 検 討
大 河 原 雄 一 , 菊 地 正 , 岩 崎  1 1 1 , 仏 唖 予 公 f 1 夫 , 田 村 弦 , 内 門 心 男
第 3 5 回 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 ・ 平 成 Ⅱ 年 3 刀  6 日
肺 揚 に よ る 肺 塞 栓 症 の ・ 一 仔 1 上  1 山 像 診 断 を 巾 心 と し て
商 橋 徹 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 池 田 淳 , 田 島 拓 郎 , 1 竜 田 イ J , 慶 徳 満 正 ,  h 上
邦 男
第 3 同 東 北 肺 循 喋 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 3 門 1 3 日
急 十 ■ 肺 血 栓 案 栓 症 の  f 後 と 1 顎 床 1 〒 条
熊 坂 祝 久 , 佐 久 W 偶 町 二 , 池 田 淳 , 1 ! 1 { 二 邦 屶
第 3  回 東 北 肺 循 環 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 仟 ・ 3 打 1 3 Π
慢 竹 呼 吸 不 釡 鰹 、 者 に お け る 2 4 時 間 酸 索 飽 利 度 モ ニ タ ー の 使 用 経 験
煕 澤 一 , づ 良 田 渉 , 菊 池 喜 博 , 岡 部 慎 ' , 川 郊 甥 佐 央 ,  Y e  T u n , 北 室 知
巳 , 安 述 哲 也 , 内 士 邦 屶
呼 吸 不 令 酔 じ 1 ヒ 地 区 対 策 協 議 会 第 1 3 匝 I  J i 演 会 仙 台 平 成 1 1 1 f 3 j 、 1 1 3 H
結 核 菌 に よ る 気 道 好 酸 球 性 炎 症 の 抑 制
佐 野 公 仁 犬 , 田 村 怯 , 白 士 邦 屶
第 3 2 1 回 東 北 ブ レ ル ギ ー 懇 活 会 八 戸 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 0 "
シ ン ポ ジ ウ ム : 呼 吸 器 疾 忠 の 発 症 機 庁 の 解 明 , 喘 恕 、 ・ 桜 性 閉 塞 料 、 肺 疾 戀 へ の ラ
ジ カ ル ク ロ ス ト ー ク の 関 り
・ ・ ・ ノ 瀬 正 和 , 杉 浦 ク 、 敏 , 白 士 邦 屶
第 7 2 1 回 日 木 薬 理 学 会 年 会 札 幌 平 成 1 1 午 3 打 2 4 Π
Y - 2 7 6 3 2 の ヒ ト 気 管 支 及 び 川 河 功 脈 に 対 す る 効 果 の 検 討
山 縣 俊 介 , ー ノ 瀬 正 和 , 増 戸 康 文 , 杉 浦 久 敏 , 小 荒 井 晃 , 小 池 加 保 児 ,
白 土 邦 男
第 3 9 1 川  H 本 呼 吸 器 学 会 槌 浜 平 成 H 年 3 月 2 5 H
8 3 6
8 3 7
8 3 8
8 3 9
8 4 0
8 4 1
8 4 2
8 4 3
8 4 4
845気管支喘忘、における matrix metaⅡOproteinase(MMP)の役割の検討
熊谷克紀,大野勲,岡田信司,大河原雄・・・,鈴木光,枳和子,新谷
孝,岩田和士,山士邦男
葬弗9同"人呼吸器学会総会横浜平成Ⅱ年3月26日
シンポジウムー肺疾忠と肺椎造のりモデリング:気管支喘息における好酸球
性炎症とりモデリング
大野勲,白士邦男
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ヒト気道粘膜下線におけるβ一defenS血遺伝子兆現と好小球エラスターゼによ
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斉藤弘樹,増田徹,志村早苗,白士邦屶
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TSHの気道電解質分泌に対する轟舳市効果
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原雄・・,田村弦,白上邦男
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テロイドの効果
増田徹,斉藤弘樹,志村早m,白士邦屶
第39回Π本呼吸器学会総会枇浜平成Ⅱ年3打26H
Cationic polypetideS の気管支〒'N"万細胞に対する作用
大城社f,佐々木司,志村早苗,奈良正之,白士邦男
第39回日本呼吸器学会総会催浜平成H年3打26Π
ヒト気道上皮山来NCI-2兜剤Ⅲ泡のクロライドチャンネルの特性
佐心1〔俊,増田徹,佐々木司,志村早・飾,白士邦屶
第39回 U本呼吸器学会総会横浜平成Ⅱ年3河26Π
気通腺房荊Ⅲ抱でみられた CIゞ屯所註辰動におけるサイクリック ADP りボースの
陛け
笹森寛,佐々木'斗,'村早造,色川俊也,玉田勉,白上邦屶,1密沢
伸,岡本宏
第39回 H本呼吸器学会横浜平成Ⅱ年3乃26Π
気道粘峡下線の電解質分泌に対する細胞内サイクリックGMPの作用
色川俊也,佐々木司,高沢伸,志村早、苗,大城社子,笹森寛,玉田
勉,岡本宏,白士邦屶
第39回日本呼吸器学会総会横浜平成Ⅱ年3打26日
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849
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851
852
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8 5 4
ー ム 施 三 生 の  L u n g  v o h l m e  R e d u c t i o n  s u r g e r y  兆 i 例 の ノ k 命 二 r ' 1 妾 の 検 i ; 寸
, 飛 田 沙 , 菊 池 宮 博 , 岡 部 慎 一 ・ , 翔 畑 雅 央 ,  Y e  T { m , 北 室 知
呉 ミ 祥 」
巳 , 安 達 哲 也 , 黒 川 良 望 , 白 ト . 邦 リ }
第 3 9 1 川 日 本 呼 吸 器 j 丙 7 会 総 会 樹 浜 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 7 Π
無 麻 酔 , 無 拘 束 ラ ヅ ト の 低 酸 黙 換 気 抑 制 に 対 す る 延 愉 H 瓜 東 核 小 の L A B A の 役 割
田 如 1 雅 火 , 煕 、 澤 一 , 菊 池 禽 : 博 , 岡 訊 夕 椣 ・ ー ,  Y e  T u n , 北 室 知 巳 , 安 逹 暫
也 , 飛 田 渉 , 白 士 邦 屶
第 3 剖 回 日 木 呼 吸 器 学 会 総 会 織 浜 平 成 Ⅱ 午 3 打 2 7 U
気 管 支 喘 惣 、 と 慢 竹 閉 塞 性 加 ] 疾 患 戀 お 気 道 で の パ ー オ キ シ ナ イ ト ラ イ ト 産 4 . に っ
い て
杉 浦 久 敏 , ・ ・ ノ 沫 川 1 { 和 , 垪 戸 康 文 , 小 抗 j l ・ 兒 ,  1 Ⅱ 1 課 俊 介 , 訂 Σ ト _ ・ 邦 リ }
第 3 9 1 田 日 本 呼 吸 排 学 会 総 会 桜 i 浜 平 成 Ⅱ 年 3 村 2 7 1 , 1
冠 動 脈 に お け る ア ゴ ニ ス ト 収 縮 の 増 強 反 1 心 、  s a r c o p l a s n 〕 i c  R e t i c u l u m  の 役 1 { 叫
鈴 木 秀 , 福 Π 1 浩 一 ' , 八 木 卓 也 , 加 1 ' 点 浩 , 船 越 正 行 , 竹 内 測 J 冶 , 苅 ・ 部 1 明
彦 , 慶 従 § 佑 正 , 山 十 邦 リ J
第 6 3 1 回 日 本 循 深 鴇 学 会 柬 京 ・ 平 成 Ⅱ Ⅱ ・ 3 刃 2 8 日
運 動 負 荷 心 電 図 で の A d i v a 6 0 n  R e c o v a ・ y l n d e x ( A R D  に よ る 店 血 診 断 の 試 み
田 島 杯 郎 , 金 對 ネ 谷 司 , 小 Ⅱ _ 1 _ ム 郎 , 1 U 田 岨 リ 肘 , 馬 場 忠 夫 , 古 1 契 1 義 人 , 桜 井 兇
彦 , 波 辺 淳 , 訂 ' 二 邦 屶
第 6 3 1 U 1  Π 本 循 環 器 学 会 東 京 中 成 Ⅱ イ 「 3 j 、 1 2 8 Π
心 耳 内 血 栓 形 成 に お け る 心 内 膜 V o n V Ⅷ e l 〕 松 n d 1 刈 f と 内 皮 知 Ⅲ 包 の 役 割
福 地 満 正 , 馬 場 忠 火 , 八 人 ' ! 也 , 福 I H 浩 一 . , 波 辺 諄 , 剛 林 晄 ・ , 由 卜 那 リ }
第 6 3 回 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム 東 京 ・ 平 成 Ⅱ 年 3 打 2 8 Π
ヒ ト 冠 動 脈 に お け る 動 脈 硬 化 と  8 - e p i p r o s t a g r a n d i n  F 2 a
福 地 満 正 , 波 辺 淳 , ' 蠣 場 忠 火 , 白 士 邦 男
第 6 3 1 可 日 本 循 瑞 瑞 ; 学 会 東 京 、 r 成 Ⅱ イ 「 ・ 3 j ] 2 8 日
虚 血 心 筋 由 来 の 血 管 拡 張 シ グ ナ ル は 微 小 動 脈 の 亡 i Π 咳 樺 永 ( P T X ) 感 受 外 G
蛋 白 ( G P R X ) を 介 し て 伝 辻 さ れ る 。 ー ・ 心 筋 と 冠 微 小 動 脈 の i n t e 皿 d i o n 仰 " 斤
に よ る 検 詞
白 十 邦 男
J 一 匡 . .
佐 際 光 一 , 小 丸 逹 也 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚
フ L : ,
第 6 3 回 Π 本 循 喋 器 学 会 総 会 東 京 ' F 成 9 仟 3  打 2 7 Π 一  3  刀 2 9 日
心 房 細 動 恕 、 者 に お け る 心 耳 内 微 小 血 栓 形 成
" 「 ' 場 恵 夫 , 福 」 也 満 1 1 1 ソ 川 j 藤 沿 , ; 岳 田 浩 二 , 波 辺 淳 , 1 ヨ _ に 邦 リ } , 1 Ⅱ 1 不 晄
第 6 3 舮 1 日 木 循 瑞 酷 P 学 会 東 京 平 成 1 1 年 3 1 j 2 8 U
8 5 5
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863多卸Ⅱ抱心室筋楞犲ヌを川いたサイコメア長,細胞内Ca2十濃度及び収締張力の
同11悦則定系の作成,及び伸展刺激に対する心筋Ca2十動態の検討
渡辺淳, h上邦男』Ⅱ{芥111裕司,三浦戸1/＼,加賀谷「、」t ,
第631可Π人ヲ師業器学会東京・平成Ⅱ年3j」29日
864拡弧型心筋症恕、者の心服W品所交感神経1*占をACE阻害薬で改善する一1231-
MIBC心φ万シンチによる検村
李灯綵,池罰淳,沌田有,Ⅱ1町}順,千釜尚朗,1却藤浮,"上邦屶
第631司日木循'環器学会総会東京平成H年3村29H
865多細胞心室筋におけるカルシウム波力フェインの影料一
三浦月人,若山裕司,白 1:邦男
第63同Π人循環器学会東京平成Ⅱ年3乃28日
866
871
'b血管系の季節変動について
二宮本繊,述喋Ⅱ_人,菅原克川」,伊際佑子, FL上邦屶
第63同Π人循環器学会東京平成Ⅱ邱3打28Π
867品精度超音波トプラ法による致動脈鼈弾性値と動脈硬化危険因子の関係
SubcHnica]な状態でも危険因子の是正は旦制単性価を改誓するー
小岩再郎,本田英行,鎌倒英・,下釜尚朗,白上邦男,佐ス木毅,大平
末化,千葉賢治,長谷川英之,金井浩
第63阿Π本循喋2語Υ会東京平成Ⅱ年3打29Π
171
868アミオタロン長則投ぢ'悲、者における肺拡散能検査の意義
加j藤沿,馬場忠大,慶徳満止, n 上邦劣_」浦n人,渡辺 ,
第96回 H人内科学会東京平成11年4河 1Π
869シンポジウム「心不全の病態と治療」梗塞後心室りモデリングにおける啼鞁
仏述系の画像化
广1上邦屶"b加賀谷 、ν.,
第25回 U木医学会総会東京平成11年4乃 3 臼
870ヒト気道ネ1邪典一Fj保からの Secretory leU1Φ皿・otease inhibⅡor つ・)1必寸こ文1する4f小
]う太二C 三ラ:ス、ター・イ三 4)ξ珍¥・半
斉藤弘樹,,占村早佰,増田徹,白士邦男
第191回気通分泌研究会三市平成Ⅱ年5村 8H
ラヅト心筋梗塞作成直後からの非選択的エンドセリン受容体佶抗薬の投与が心
室りモデリングと牛命予後にり・える影紳
波打成人,武田守彦,火谷乞絲己,_1二刀正博,白士」Ⅱt1価橋務了,加賀谷 ー、ー.,
邦屶
仙h心不全研究会仙台平成H年5jⅡ4Π
??
? ?、ー
1 7 2
8 7 2
ラ ッ ト 心 筋 梗 宴 モ デ ル の 心 室 り モ デ リ ン グ 過 程 に お け る 細 Ⅱ 抱 内 情 報 伝 達 系 の 変 化
千 醐 邪 偏 , 山 根 由 即 子 , 武 則 守 彦 , 高 橋 務 子 , 白
浪 打 成 人 , 加 賀 谷
」 1 旦
1 { 」 1 . ,
士 邦 男
第 3 6 回 東 北 虚 血 性 心 J 矣 恕 羽 〒 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 5 打 1 5 日
年 齢 に 件 う 心 房 有 効 不 応 瑚 の 空 1 剖 的 不 均 一 性 の 変 化
戸 幽 直 , 波 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 1 旧 浩 二 , 加 藤 浩 , 馬 場 恵 夫 , 船 越 正
行 , 竹 内 雅 治 , 二 浦 四 . 人 , 慶 徳 満 正 , 白 士 J 3 屶
第 1 4 回 Π 不 心 臓 ペ ー シ ン グ ・ 確 気 生 理 学 会 学 術 人 会 岡 U _ 1  平 成 Ⅱ 年 5
打  2 6 1 ヨ
心 筋 局 所 交 感 神 経 機 能 に 対 す る A C E 阻 宮 剤 の 影 糾
李 力 霖 , 池 田 淳 , 沌 田 右 , 出 町  1 順 , 下 釜 尚 朗 , 後 心 淳 , 内  1 二 邦 男
第 3 1 回 宮 城 県 心 臓 核 医 学 研 究 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 6 j 1 1 8 H
門 院 で の 植 込 み 型 除 細 動 器  q c D ) の 使 用 経 験
戸 田 直 , 渡 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 出 浩 二 , 加 U 佳 浩 一 嘱 場 恵 火 , 船 越 正
行 , 竹 内 雅 治 , 三 浦 昌 人 , 慶 徳 満 正 , 白 士 邦 男
第 1 5 8 印 1 日 木 内 科 半 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 H 年 6 月 1 9 Π
閉 塞 型 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 1 界 患 者 の 睡 眠 , ・ 1 、 の 血 圧 と そ の 変 動 に 関 与 す る 1 村 f
岡 諦 峡 一 ,  Y e T u n , 飛 田 渉 , 黒 洋 一 , 田 畑 雅 央 , 北 室 知 巳 , 安 達 哲
也 , 菊 池 喜 愽 , 白 士 邦 屶
第 1 5 8 1 川 Π 本 内 科 学 会 束 北 地 方 会 仙 台 平 成 Ⅱ 午 6 月 1 9 H
鄭 治 性 の 咳 蹴 と 高 度 の 気 通 可 逆 件 を 示 し た 炭 肺 の 一 例
岡 H 1 信 司 , 人 谷 宏 紀 , 佐 際 光 ・ , 大 野 勲 , 菊 池 喜 博 , 白 士 邦 屶
群 Π 5 8 1 引 日 木 内 科 ツ t 会 東 北 地 方 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 6 上 Ⅱ 9 H
睡 揚 に よ る 肺 塞 栓 症 の 一 例 ; 1 山 i 像 診 断 を , や 心 と し て
高 橋 徹 , 佐 久 問 聖 イ ニ , 池 円 淳 , 山 島 拓 郎 , 野 崎 哲 司 , 滝 田 有 , 慶 徳
満 正 , 内 十 邦 男
第 1 5 8 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 乎 成 Ⅱ 年 6 月 1 9 日
、 酸 化 窒 索 の 吸 入 療 法 を 施 h し た E i s e n m e n g e r 症 候 群 の 一 例
北 向 修 , 商 橋 徹 , 沌 田 有 , 佐 久 問 聖 仁 , 慶 徳 満 正 , 白 上 邦 男
第 1 5 8 回 日 本 内 科 学 会 東 北 地 力 会 仙 台 平 成 Ⅱ 年 6 打 1 9 日
動 脈 硬 化 危 険 因 子 是 正 効 果 は 壁 弾 性 測 定 に よ り 最 も 鋭 敏 に 把 握 し う る 一 条 団
検 診 に お け る , 新 し い 超 音 波 ド プ ラ 法 に よ る 頚 動 1 脈 壁 弾 性 値 の 高 粘 度 計 測 1 ・ ー
小 岩 喜 郎 , 鎌 倒 英 一 ・ , 千 釜 尚 朗 , 口 士 邦 男 , 佐 々 木 毅 , 長 谷 川 英 と , < i >
井  1 生
第 7 2 回 日 木 超 音 波 誘 § 学 会 札 1 1 児 平 成 1 1 年 6 打 2 3 - 2 5 H
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881心不全における陰虚について一支門冬湯が心不令f防に打効であった一例
片寄大,二宮水桜,1恕侠正人,伊藤裕子,菅原兇明,白上邦男
第4回Π本東洋氏学会東北支剖乎宮城県部会仙台〒・成Ⅱ年6打26目
心室頻拍を呈し九心サイコイドーシスの3例
力山炊沿,波辺泣,'1闘場恵夫,竹内牙佳冶,船越正行,怜田浩二,jヨ田
直,若山裕司,二§市品人,畷'徳満正,白1上邦男
東北心臓病研究会仙台平成Ⅱ年・7月10日
ワークショップ:呼吸都の炎症一下気道炎症解析の新しい祝点炎症細1胞
とメタロプロテアーゼ
大野勲,白上邦屶
第201可 H本炎症学会仙台平成Ⅱ年71116Π
閉塞型睡眠H寺処呼吸症候群患、者の睡眠中の血圧とその変動に関与する因・f
YeTun,岡部慎・・・, j謄田渉,黒澤一,田如1雅央,北室知巳,安辻哲
也,菊池再博,内上邦男
第23詞睡1沢呼吸師害研究会東京平成Ⅱ年7jⅡ7日
世性緑膿菌気道感染と好中球生仔延長
大野勲,多田智洋,枡和子,岡田信司,熊谷兇紀,林克敏,白士邦屶
第41叫市東北化学療法シンポジウム仙台平成Ⅱ年8打28目
肺動脈瘤を疑った・・例
北向修,池田淳, fl+,・5屶
第491回東北心lm管造影忍補9会盛岡乎成Ⅱ午9打10日
ステロイド投、ケ.小にノカルジア肺炎を発病し九心サイコイドーシスの'例
林克敏,大野勲,絢田伝司,糾和、子,熊谷党紀,加滕浩,白士邦屶
第691回 H本呼吸器'7会東北地ガ会盛岡 1999年9jⅡ1日
心房細動患者におけるイi房の雌女姓リ里学的検討不応助と心房内仏導の変化・・
1局場忠大,船越正行,加際浩,竹内靴治,福田浩二,若山裕司,戸Ⅱ1
直,三浦昌人,福地満正,波辺淳,白Σに邦男
第69回日木内科学会東北地方会畷岡平成Ⅱ午9打Ⅱ日
桜性的に気道狭窄を示す患者に対するデキサメサゾン短期大量投りの意義につ
いて
岩崎正,Ⅲ村弦,佐野公仁大,大河原雛',菊地正,田小章・f,白
士邦男
Asthma dubinS飢dai 第8 回研究会仙台平成Ⅱ年9 打24H
マウス喘怠モデルにおける CPG oligodeoxynucleotides(ODN)の経気道投り・
による好酸球性炎症と気道過敏竹の抑11.4
城田英和,佐野公イ、二犬,菊池正,人河原雛一,岩崎ル,田巾草f,川
村弦,"上邦男
Asthma dubin sendai 第 81司研究会仙台平成Ⅱ年9 打25H
882
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8 9 1
気 迫 壁 り モ デ リ ン グ を 有 す る マ ウ ス 喘 胸 、 モ デ ル の 作 成 と 粧 質 コ ル チ コ イ ド の 効
巣 に つ い て
殊 列 也 正 , 大 河 原 雄 一 ・ , 岩 崎 正 , 田 中 市 二 子 , 城 Ⅱ 1 英 和 , イ ノ ' 野 公 f ' 大 , 1 _ U
村 弦 , 白 士 邦 屶
A s t h n 〕 a  d u b  i n  S 印 d a i  第  8  山 1  研 究 会 仙 台 平 成 1 1 年 9  打 2 5 Π
8 9 2
気 道 壁 り モ デ リ ン ク を 右 す る マ ウ ス 喘 息 モ デ ル の 作 成 と 鞁 質 コ ル チ コ イ ド の 効
果 1 こ つ い て
菊 地 正 , 大 河 原 雄 ・ , 岩 崎 正 , 田 小 章 子 , 城 川 英 和 , 佐 野 公 仁 夫 , 田
村 弦 ,  n 上 邦 男
第 7 回 肺 り モ デ リ ン グ 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 1 0 打  2 Π
8 9 3
E a r l y  i n i t i a t i o n  o f  E 1  Υ e c e p t o r  b l o c k a d e  a f t e r  m y o C 雛 d i a l i n f a r c t i o n  n ね y  d e ・
t e r i o r a t e  t h e  s u r v i v a l  a n d  l e 丘  V e n t r i c U 1 雛  r e m o d e l i n g  i n  r a t s
浪 打 成 人 , 武 田 守 彦 , 大 谷 乞 絲 己 , 上 刀 正 呼 , 内 十
1 1 h
高 橋 務 子 , 加 賀 谷
1 1 - . ,
邦 屶
第 3 回 日 本 心 不 令 学 会 7 術 集 会 ネ 品 岡 平 成 H 午 1 ω j 7 H
8 9 4
閉 案 時 師 眠 " 寺 無 呼 吸 症 候 群 恕 、 者 に お け る n a s a l c p A P 治 療 前 後 の 換 気 応 衿
岡 卸 嫉 一 , 飛 田 渉 ,  Y e  T u n , 菊 池 再 博 , 黒 沢 一 , 田 畑 卯 央 , 安 辻 哲
也 , 北 室 知 巳 , 小 川 浩 正 , " 十 邦 屶
第 2 6 回 呼 吸 調 節 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 W 打 8 日
8 9 5
ア レ ル ギ ー 性 気 管 支 1 喘 息 マ ウ ス モ デ ル に お け る ・ 、 酸 化 窒 永 の 気 遊 過 敏 性 お よ び
好 酸 球 没 淌 へ の 関 ・ ケ
小 荒 井 晃 , ・ ノ 狽 正 和 , 杉 浦 ク 、 敏 , 増 戸 康 文 , 山 縣 俊 介 , " 士 邦 リ }
第 四 回 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 ル U 島 平 成 Ⅱ イ N ω Ⅱ 8 日
E l f e c t  o f  a n g i o t e n s i n  c o n v e r t i n g  e n z y m e  i n h i b i t o r s  o n  r c g i o n a l i o d i n e - 1 2 3 -
M I B G  u p t a ] く e  o f  h e a r t  i n  p a t i e n t s  w i t h  m i 】 d  t o  m o d e r a t e  1 1 e a r t  f a i l u r e
李 秀 霖 , 池 山 淳 , 沌 「 U  有 ,  H _ り 町 順 , 千 釜 尚 朗 , 後 愁 諄 , 广 1 士 邦 リ }
第 3 回 日 本 心 不 全 学 会  1 品 岡 ・ 乎 成 H 年 1 0 乃  8 M
8 9 6
ヒ ト し 耳 内 に お け る 血 栓 形 成
鴈 場 恋 火 , 福 地 満 正 , 加 藤 浩 , 福 田 粘 二 才 疫 辺 淳 , 白 士 邦 労 , 田 木 村 恍 ・ ー
第 1 6 回  H 本 心 確 学 会 学 術 集 会 甲 府 平 成 Ⅱ 年 1 0 月 8 H
8 9 7
心 室 細 動 時 の 心 内 磁 位 波 高 の a Ⅱ e m a n S の た め に U n d e r s e n s i n g  に よ る 感 知 不
全 を 来 し た I C D 柚 込 み 恋 、 者 の 一 例
戸 幽 適 , 渡 辺 淳 , 若 山 裕 司 , 福 田 浩 ' → 加 } 藤 浩 , 馬 場 恵 犬 , 竹 内 邪 1
治 , 三 浦 昌 人 , 慶 往 U 佑 1 1 ,  h  上 邦 男
第 1 6 回  U 本 心 施 ワ セ 会 学 術 集 会 甲 舸 平 成 H 午 1 0 打  8 1 ヨ
8 9 8
899気道壁りモデリングを有するマウス喘恩モデルの作成と糖質コルチコイドの効
巣について
秀ヨ地 i卜J 大和j原雄・・',岩1崎」f,田、1・.章子,城田英不Π,佐野公仁火, HI
村弦, h上邦男
第491田日本アレルギー学会総会ルU島・十・成ⅡイN01Ⅱ8日
Hya1磁'onic Add(HA)による太梢1Ⅲ好触球でのICAM-1発現にっいての検討
人河原雄・,岩崎止,田小・市:子,菊地正,城田英利,佐野公イ__1大, HI
村弦,白十""}
第49回 H木ブレルギー学会総会ルU活平成11年101Ⅱ81,1
呼気N0分析の標準化
Ⅱ1縣俊介,・、ノ瀬正和,杉浦久敏,小荒井兒,广1し邦リ}
第49回ロムブレルギー学会総会ルU島平成Ⅱ年10村18日
遅発型気道反応における内因性パーオキシナイトライトの鬨り・
キ多t市久敏,^ーノ瀬」下和,小荒井児, 1_1"緜俊介,内・上邦屶
錦49回Π本アレルギー学会総会広島平成Ⅱザ・10打20日
慢性的に気道狄窄を示す恕、者におけるデキサメサゾン短剣大_最投/jの愆袈につ
いて一画像診斯での検討
岩1崎正,田村弦,仇野公イ1夫,大河j京緋一・,蹴」地 i〔, H刊・f市子,白
1二邱男
第49回 U本ブレルギー学会総会広島平成Π年10打20Π
マウス喘飽、モデルにおけるCPG ODNの経気道投り・による好酸球忰炎症と気
道過敏忰の抑制(第一机)
城剛英和,休野公仁火,菊地正,大河1京剣1・・',岩崎正,山小1If,則
村弦,白上邱屶
第49山1 Π本アレルキー半会総会広1;1,平成ⅡイN("]20日
マウス1揣恕、モデルにおける CPG ODN の経気道投り・による好酸球性炎症と気
道過敏竹の抑制(第_、.打0
城佃英和,佐野公仁火,菊地 1ト,大河原雄・・・,岩崎',田小、「;,ンf, 1Ⅱ
村弦,广1上J心リ}
第4釧可Π本アレルギー学会総会ルU;b 、γ・成Ⅱ午10打20Π
気管、支喘心1、恕、老における末1噛血りンパ球,好触球の CCR3, CRTH2 の発現に
ついて
田小Υ弐子, 1_Ⅱ村弦,佐野公イ_1火,大河原"t-,岩崎 111,訂 1'邦yJ
封H9山1 Π本アレルギー学会ルJ島平成Ⅱ午10打20H
麦門冬湯が心小个憎悲一判坊に打効であった慢忰閉塞竹■W矣恋、介併通1症心不全の
1例
片寄大,二宮本縦,述峡'人, r十上邦リ」
ぢ牙7山1円本東力医学会東京平成Ⅱ午1け17H
900
901
902
903
904
175
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907
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1 7 6
9 0 8
心 不 令 患 者 に お け る 散 死 的 不 整 脈 発 生 り ス ク の 井 侵 製 的 評 価
小 山 二 郎 , 渡 辺 淳 , 古 開 義 人 , 金 野 裕 司 , 山 田 Ⅲ 井 肘 , 戸 田 心 , 二 浦 昌
人 , 打 副 也 満 正 , 加 賀 谷 内 士 邦 男
" Ⅱ
」 宝 ヨ . ,
第 引 引 心 不 全 と 不 整 脈 フ ォ ー ラ ム 東 京 平 成 U 年 Ⅱ 河 2 7 「 1
9 0 9
空 洞 形 成 を み 九 桜 件 肺 * 症 の 2 症 例
北 向 修 , 佐 久 冏 雫 仁 , , 島 1 命 徹 一 澁 Ⅷ 打 , 竹 1 人 1 雅 治 , 池 川 淳 , 白 二 に
邦 男
第 6 1 回 肺 楽 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 年 H 門 2 7 日
9 1 0
緊 急 、 血 栓 1 徐 去 術 に て 救 命 し 得 た 急 十 郁 市 血 栓 塞 栓 症 の 3 例
高 橋 徹 , 佐 久 剛 聖 仁 , 谷 川 俊 了 , 白 士 邱 男 , 田 林 1 恍 ・ ・ , 金 洋 正 1 噛 , 加 心
敦 , 茂 泉 苦 政 , 佐 久 問 俊 明 , 平 本 1 斤 也 , 佐 藤 成 和
第 6 回 肺 塞 栓 症 研 究 会 東 京 平 成 Ⅱ 午 Ⅱ 打 2 7 日
N i t r i c  o x l d e  c o n t r i b u t e e s  t o  a Ⅱ ' s a y  l 〕 y p e r r e s p o n s i v e n e s s  a n d  e o s i n o p h i l i l 〕 ・
f i l t r a t i o n  i n  a Ⅱ r g i c  m i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  Y .  M a s h i t o ,  S .  Y a m a g a t a ,  K .  s h i T a t o
A m e r i c a n  t h o r a c i c  s o c i e t y : 1 n t a ' n a t i o n a l  c o n f e Y e n c e ,  s a n  D i e g o ,  A p r i 1 2 6 ,
1 9 9 9
9 1 1
慢 性 気 道 閉 塞 恕 、 者 に お け る 可 逆 件 一 一 肺 機 能 検 査 と 画 像 検 査 に お け る 検 討 一
岩 崎  1 1 1 , 田 村 弦 , 佐 野 l y 、 二 夫 , 大 河 原 鄭 . ー ・ , 菊 地 正 , 田 , ・ 1 ・ Π き 子 , 城
田 英 和 ,  h 上 邦 男
第 7 回 臨 床 喘 忘 、 研 究 会 東 京 平 成 1 1 年 1 2 打  5 日
9 1 2
I m a g i n g  o f  p h o s p h o i n o s i t i d e  t u r ] ) o v e r  i n  t h e  v e n t r i c u ] a r  r e m o d e l i n g  a f t e r  m y ・
O c a r d i a l i n f a T c t i o n
Y . 1 く a g a y a ,  S .  N a m i u c h i ,  M .  c h i d a ,  M .  T a k e d a ,  Y .  Y a m a n e ,  F .  T e z u k a ,  N
I s h i d e ,  T . 1 d o ,  K .  s h i r a l o
剣 1 6 3 1 川 Π 本 ヲ π 瑞 1 器 学 t 会 総 会 , 1 n t a ' n a t i o n a l s e s s i o n ,  T o k y o ,  M a r c h  2 8 ,
1 9 9 9
9 1 3
M e c h a n i s m  o f  c o r o n a t y  n o w  m o d u l a t i o n  a t  p h a s e - c o n 訂 ' 0 Ⅱ e d  v i b r a t i o n  i 1 1 0 p e n
C h e s t  c a m n e  p r e p a r a t i o n
Y .  K o i w a ,  H .  H o n d a ,  N .  H o s h i ,  T .  T a k a g i ,  J . 1 く i l く U c h i ,  T .  N a y a ,  K
S h i r a t o ,  H .  K a n a i
笈 工 6 3 1 可 日 ン ド 循 旦 ; 1 跳 ; ¥ 上 会 1 念 会 , 1 n t a ・ n a t i o n a l  s e s s i o n ,  T o k y o ,  M 雛 ' c h  2 9 ,
1 9 9 9
9 1 4
1 乃 h i b i t i o n  o f  m a t Y i x  m e t a Ⅱ O p r o t e i n a s e s  p r e v e n t s  a Ⅱ a ' g e n - i n d u c e d  a i r w a y  i n ・
a a m m a t i o n  i n  a  m u r i n e  n w d e l  o f  a s t h m a
1 < .  K u m a g a i , 1 .  o h n o ,  S .  o k a d a ,  Y .  o h k a w a r a , 1 < .  s u z u k i ,  K .  M a s u ,  T
S 1 1 i n y a ,  H .  N a g a s e ,  K . 1 W a t a ,  K .  s h h ' a t o
A m e r i c a n  T h o r a c i c  s o c i e t y  M e e t i n g ,  s a n  D i e g o ,  A p i r 1 2 6 , 1 9 9 9
9 1 5
916Analysis of changes in FEvl and lung v01山]〕e over 3 yea玲 afta'1Ung volume
reduction surgery
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S.01くabe, M. Tabata, Ye Tun, T
Adachi, T. Kitamuro, Y. Kurokawa, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Nled.159: A924, ATS Meeting, san Diego,
Apir128,1999
917Survivalrate a丘a'1Ung volume reduction surgery
T. Kitalnuro, H. Kurosawa, W. Hida, Y. KilくUchi, S. okabe, M. Tabata,
Ye Tun, T. Adad〕i, Y.1くUrokawa, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A924, ATS Meeting, san Diego,
A皿i128,1999
918Role of GABA in the nudeus tractus solitarius during l〕ypoxic ventilatory
depression in awake rats
M. Tabata, H. Kurosawa, Y. Kikuchi, S.01くabe, Ye Tun, K. Kitam瞰'0, T
Adadli, W. Hida, K. S11irato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A45, ATS Meeting, san Diego, April
25,1999
919Ptedictive lactors contributing to dle magnitude of tl〕e noct山'nal blood 皿'es・
Sure elevation in patients witl〕 obstructive sleep apnea
Ye tun, S. okabe, W. Hida, H. Kurosa、va, M. Tabata, T. K北amuto, T
Adac]〕i, Y. Kikuchi, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A422, ATS Meeting, san Diego,
APτⅡ 26,1999
17フ
920Alterations in respiratory chanosensitiⅥty f011Wing nasal continuous positive
airway pressuTe treatn〕ent in patients with obstructive sleep apnea
W. Hida, Ye Tun, S.01くabe, H. Kurosawa, NI. Tabata, T.1くitanⅡⅡ'0, T
Adachi, Y.1くikuchi, K. shirato
Am. J. Respir. crit. care. Med.159: A785, ATS Meeting, san Diego,
Apri128,1999
921Thyroid stimulationg 110rmone
tlon
T. Tamada, T. sasald, S. shimura, T.1rokawa, K. sasamori,1<. shirato
1999 1nternational confa'ence, American Thoracic society, san Diego,
Apri123-28,1999
922Antisa〕se oligonudeotides to NF-kB in]proveS 壮)e surⅥVal m belomycin-in・
duced peumopathy of mouse
X.Y. zhang, S. shin〕UTa, T. Masuda, H. saitoh, K. SI〕irato
1999 1nternational conference, American Thoracic society, san Diego,
Apri123-28,1999
an endogenous regulator of the airway secN・
1 7 8
9 2 3
V u l n e r a l 〕 i l i t y  o f  a  p a l q u e  s e a r c h e d  b y  n o n i n v a s i v e  n o v e l ,  D o p p l e r  t e d 〕 n i q u e
Y .  K 0 武 V a , 1 1 . 1 く a n a i ,  H .  H a s e g a w a ,  H .  K a m a d a ,  H .  c h i k a m a ,  K .  s h Ⅱ ' a t o ,
N .  c h u b a c h i ,  E .  F u s h i m i ,  M .  H a y a s h i
I s t  l n t e r n a t i o n a l  c o n g r e s s  o n  H e a l ' t  D i s e a s e ,  w a s h i n g l o n ,  M a y  1 6 - 1 9 ,
1 9 9 9
9 2 4
P h a s c - c o n t r 0 Ⅱ e d  s m a Ⅱ  a m P Ⅱ t u d C  Ⅵ b r a t i o n  a t  d i s a t o l e  a u g m e n t s  h u m a n  c o ・
r o n a r y  b l o o d  f l o w
T .  N a y a ,  Y .  K o i w a ,  H .  H o n d a ,  H .  K a m a d a ,  K .  S ] ] h 、 a t o ,  S . 1 く i b i r a ,  M
八 l i u r a
I s t  l n t e r n a t i o n a ]  c o n g r e s s  o n  H e a r t  D i s e a s e ,  w a s l ] i n g t o n ,  M a y  1 6 - 1 9 ,
1 9 9 9
9 2 5
O x i d a t i v e  s t T e e s  i n  c h r o n i c  o b s t r u c t i v c  p u l m o n a T y  d e s e a s e  a i r w a y s
M . 1 d 〕 i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  K .  S I ] i r a l o
T h e  F h ' S I  T o k y o  L u n g  R e s e a r c h  c o n f e r e n c e ,  T o k y o ,  M a y  2 1 , 1 9 9 9
9 2 6
T h e  c o n t r 0 1  0 f  m u H ゆ l e  r i s k  f a c t 0 玲  f o r  c o r o n a l 、 y  a r t a ' y  d i s e a s e  c a u s c S  1 1 〕 e
C I 〕 a n g e  i n  a w  c a r o t i d  a l ・ t e r i a l  w a 1 1  e l a s t i c i t y  p r i m '  t o  t h e  d l a n g e  l n  t h i c k n e s s
Y . 1 < 0 武 V a ,  H .  K a n a i ,  H .  H a s e g a w a ,  H . 1 く a m a d a ,  H .  c h Ⅱ く a m a ,  K .  s h i r a t o
X X 1 1 h  E u r o p e a n  s o c i e t y  o f  c a l ' d i o ] o g y ,  B a r c e l a n a ,  s p a i n ,  A u g u s t  2 8 -
S e p t e m b e r  l , 1 9 9 9
9 2 7
I m p o r t a n c e  o f  r e g i o n a l  m y o c a t d i a 1 1 a y e r  f u n c t i o n  b y  " p h a s e d  T r a d d n g
M e t h o d "  i n  d o x m ' u b i c i n  c a r d i o n ] y o p a t h y
H .  K a n a i ,  Y .  K o i w a ,  Y .  s a Ⅱ 0 1 〕 ,  H .  K o m a d a ,  K .  S 】 1 i r a t o
1 9 9 9  1 E E E  l n t e r n a t i o n a ]  u l t r a s o n i c s  s y m p o s i u m  l a k e  T a h o e ,  N e v a d a ,
O c t o b e r  1 7 - 2 1 , 1 9 9 9
9 2 8
E 丘 e c t s  o n  a n g i o t e l ] s i n  c o n v a ' t i n g  e n z y m e  i n h i b i t o r s  o n  r e g i o n a l i o d i n e - 1 2 3 -
m e t a i o d o b e n z y l g u a n i d i 1 1 e  u p t a k e  a 1 1 d  h e a r t  r a t e  v a r i a b i ] i t y  i 1 1  P a t i e n t s  w i t h  d i ・
] a t e d  c a r d i o m y o p a r 1 1 y
S . L .  L i ,  J . 1 k e d a ,  T .  T a l く i t a ,  J .  D e m a C 1 1 i ,  H .  c h Ⅱ く a m a ,  A .  G o t o ,  K .  S I 〕 i r a t o
A m e r i c a n  H e a l ' t  A s s o c i a t i o n  A n n u a l  s d e n t i f i c  s e s s i o n ,  A t l a n t a ,  U S A ,
N o v e m b e r  9 , 1 9 9 9
9 2 9 I n c r e a s e d  v o n  w i Ⅱ e l 〕 r a n d  f a c t o T  i n  t h e  e n d o c a r d i u m  m a y  b e  a n  i n d p e n d e n t
P r e d i s p o s i n g  f a c t o r  f o r  t h r o m b o g e n e s i s  i n  o v e r l o a d e d  h u m a n  a t n a l  a p p c n d a g e
M .  F U ] く U d 〕 i ,  J .  w a t a n a b e ,  S .  B a b a ,  K .  F u k u d a ,  T .  Y a g e ,  K .  T a b a y a s h i ,  K
S h i r a t o
7 2 n d  m e e t i n g  o f  A m e r i c a 1 1  H e a r t  A s s o c i a t i o n ,  A u a n t a ,  N o v a れ 1 〕 e r  1 6 ,
1 9 9 9
930Signa]s from lschemic Myocardium are Transduced lo coTonary Microvessels
Via pertussis Toxin-sensitive G ptolein: A New Experima11al Modelfor
Analysis of 杜〕e lnta'action Belween Myocm'dium and Microvessels
Kouid]i sato, Talsuya Komaru, HiTold sl〕ioiri, Hiroshi Kanatsuka, Kunio
SI]h'ato
TI]e 72nd scien1Ⅱic sessi01〕s of America11 Hea此 Association, Atlanla,
NOV.フ-10,1999
931
2000年
肥淌低換気症候群における長刈CPAP療法の心血管系に及ぼす効采
階玲剛典、,飛田渉,黒汗!・・, Ye Tun,小川1告正,川畑雅央,北ネ知
巳,安辻新也,菊池詳1゛,山上邦屶
厚牛.科学研究特定疾恕、刈'策ω野t打業岼吸不全研究"総会東京・乎成12午
] j128H
川」i拓血H,血恕、者にヌ寸する・一触化*井{1吸人の急刈1効果
商橋徹,仏久ⅢN町_1,池1!1 涼,北向修,白十.那リ}
厚牛.科7研究"定炭態、刈策何究、打業呼吸不令研究班小点研究Ⅲ業
爪11、,、仞究「札・定疾辺、に件う肺品1ⅧⅡ1症の発1'酔関・デの解川1と内科nり冶療指釧
砕立をΠ指す診療科伊譜励勺研究」研究縦告会東示平成12午1打28Π
心腸"削洲妾に肺?;卦測圧を併発し〒期治療により救命した 1例
安藤敏典, 1叫IHカミ穂,イ_iナ1'誠一',淌JI・賢3乞,椎葉織・,佐々木巌,松JI・
止紀,佐久冏聖仁,白上邦リ}
錦12回'宮城県循喋不全研究会仙含・十・成12年2 打 4 Π
多刑不允村ブ心不令に対するアデールn_の仙川;制強
_」浦昌人,白1に邦リ}
第 1山1 心・血管薪剃勿フォーラム東京平成12年2115 Π
アシトーシスによる冠微小血管拡帳作川;局コレステロール血症の効宋
塩入裕樹,小メL達也, U、汀係光一・,渡辺浮,企塚完,白上邦リ}
C01'on釘y club 第14回佃'究会仙台平成]2年2 打 5 目
原発性肌商血ル劾÷冶療の現状
r宕H喬徹,佐クJ珂誓H、',熊坂祝久滝田有,北1司修,紲川淳,1Ⅱ"1」
順,池Π1 淳,並ヒ1二邦屶
錦160阿 H水内科・学会束北地力会仙台平成12年2 打12Π
幼少U寺に川」動脈狄窄症,心bjヰ・・隔欠損症と診断され川直仂脈瘤様の変化をきたし
た]例
北向修,池川貯,局1需徹,後際淳,縄扣丹,三浦祥イ',鎌田英
,佐久Ⅲ1!里仁,〔1 E邦リ}
第1601川日本内科学会束北地力会仙台平成12年・2上Ⅱ2Π
932
933
937
179
934
935
936
1 8 0
9 3 8
前 毛 矧 1 血 管 性 肺 品 血 圧 症 患 名 に 刈 す る ・ 一 酸 化 窒 索 吸 入 の 危 咽 1 反 応
品 橋 徹 , 佐 久 冏 や 仁 , 熊 坂 祝 久 , 沌 田 有 , 出 町 順 , 北 向 修 , 繩 田
淳 , 鎌 田 英 ・ , 1 麹 捺 涼 , 工 1 浦 祥 子 , 池 田 淳 , " 士 邦 屶
第 1 2 9 回 日 本 循 環 器 学 会 東 I U 也 力 会 仙 台 平 成 1 2 年 2 打 2 6 円
C D 3 8 ノ ッ ク ブ ウ ト マ ウ ス に お け る 心 肥 大 形 成 と カ ル シ ウ ム 開 速 遺 伝 子 発 現
太 田 潤 , 礒 山 1 [ 玄 , _ Y 宮 木 帳 , 中 ト " 明 浩 , 浪 打
「 1 1 1
高 橋 湘 , 加 賀 谷
」 ι , 1 . ,
成 人 , 1 拓 橋 務 子 , 加 藤 ・ ・ ' 郎 , 「 搭 洋 伸 , 岡 本 宏 , 广 1 士 邦 屶
第 1 2 9 回  U 本 循 環 器 学 会 地 力 会 仙 台 平 成 1 2 年 2 門 2 6 H
T  w a v e  a ] 1 e t n a n S  Ⅱ I  c a r d i a c  h y p e 丁 h ' o p h y
令 野 ネ 谷 司 , 波 辺 淳 , 田 島 拓 郎 , 小 1 1 1 、 二 郎 , 1 _ U 「 Π 亜 樹 , 馬 場 忠 大 , 占 開 義
人 , 桜 井 克 彦 , 内 十 邦 男
微 小 確 位 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム 柬 京 平 成 1 2 年 ・ 2 打 2 6 Π
幌 症 喘 忘 、 へ の 抗 炎 症 療 法 : 抗 ロ イ コ ト リ エ ン 薬
・ ー ノ 瀬 1 1 ・ 和 , 円 村 弦 , 箔 t 島 仟 , 服 訊 H 麦 火 , " 上 打 拶 }
第 1 0 回 国 際 喘 息 学 会 H 本 北 ア ジ ブ 部 会 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) 東 京 平 成 1 2 年
2  1 1 2 6 日
ヒ ト 気 道 粘 1 奥 " 線 に お け る S L P 1 分 泌 と 造 伝 子 発 現 に 対 す る デ キ サ メ サ ゾ ン の
上 1 づ 抑 1
畔 打 藤 弘 樹 , 増 田 徹 , 志 村 早 苗 , " 上 邦 男
第 ] 2 回 気 道 病 態 シ ン ポ ジ ウ ム 東 京 平 成 1 2 年 2 門 2 6 日
伸 展 誘 発 竹 小 , 削 派 一 ・ 乳 肋 包 内 カ ル シ ウ ム 動 態 か ら の 検 討 一 ・
菅 井 義 尚 , _ ' 浦 昌 人 , 若 1 1 _ 1 裕 司 , 加 賀 谷 豊 , 波 辺 淳 ,  n 上 邦 男
第 2 0 邑 1  瀬 戸 内 ワ ー ク シ , ヅ プ 介 敷 平 成 1 2 年 2  打 2 7 日
肺 商 血 圧 症 に 対 す る ・ ' 酸 化 窒 素 ガ ス の 吸 入 療 法 ー パ ル ス 吸 入 の 試 み ー
北 向 修 , 佐 久 闇 聖 仁 , 局 橋 徹 , 池 田 淳 , 白 士 邦 屶
第 4 回 東 北 肺 循 環 研 究 会 仙 台 平 成 1 2 年 3 打 Ⅱ 日
好 酸 球 に よ る 培 筏 ヒ ト 気 道 平 淵 紗 沸 朋 包 の 増 励 誘 導
枡 和 子 , 人 野 熟 , 六 士 邦 屶
封 犯 6 1 引 気 道 過 敏 件 佃 究 会 東 京 平 成 1 2 仟 3 打 Ⅱ H
慢 件 閉 塞 性 肺 疾 恕 、 気 道 に お け る ニ ト ロ チ ロ シ ン の 生 成 と 呼 吸 機 能 に 対 す る 吸 入
ス テ ロ イ ド の 効 果 に つ い て
杉 浦 久 敏 , ゾ 瀬 正 和 , 小 荒 井 晃 , 山 縣 俊 介 , 白 士 邦 屶
第 3 6 「 0 1  気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 1 2 午 3  羽 1 1 日
糸 制 亥 菌 は な ぜ ア レ ル ギ ー を 抑 制 で き る か ?
佐 野 公 イ t 夫 , 田 村 弦 , 城 田 英 和 , 火 河 原 雛 ' , 岩 崎 止 , 菊 地 正 , 田
, ・ 1 ・ , 章 了 ・ , 邵 晨 琢 , 白 十 j お 男
第 3 6 1 可 気 道 過 敏 性 研 究 会 東 京 平 成 1 2 年 3  例 H I 、 1
9 3 9
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948喘息マウスモデルを用いた1剛1窒系類の気道過敏性及び好触球浸湘にヌ寸する役
削の検討
小抗井晃,ー・ノ瀬正和,杉浦久敏,山縣俊介,服部俊火,白土邦男
第40刑日本呼1吸辯学会総会広島平成12年3ナ」22H
ト.皮成長因、f (EGF)の気通確解質分泌にヌ寸する促進作用
玉田勉,岩瀬イ'久,佐々木司,志村〒飾,笹森寛,奈良正と,服部
俊犬,1ιし上邦リ}
第401旦1 呼吸器学会総会広島平成12年3打22H
ヒト気通上皮胤Ⅲ抱のムチン遺仏子発現に対するエリスロマイシンの効果
増田徹,齋膝弘樹,ιξ卜1〒・市,1、_1士1陟}
第如1川呼吸器学会総会広島平成12守■河22日
プタ気道1剛英下腺における{MLPの作刑
符森寛,佐々木司,_1i田勉,奈良正之,志村Y了",服部俊夫,白十
邦屶
第40匝]11乎吸器学会総会広,ロ,『勺女12午 3 j」22H
疋化性ぺプチドが気道乎・滑筋のカルシウム依存症カリウムチャネルに及ぼす効
宋についての杉鯖寸
奈良正と,佐々木司,'ミ村早、苗,_上[U 勉,大城社子,伶森寛,服部
俊火,内士邦屶
第401田呼吸器学会総会広島平成12年3門23日
ヒト肺女訓中におけるサーファクタントプロティン, SLPI, VEGF遺伝f兆現
W打藤弘樹,増田徹,志村早苗,黒澤・・,飛山沙,凶十.邦男
群列0山1 呼吸器学会総会広島平成12年3打23Π
COPD患者の気道におけるコリン活竹亢進機序の検討
Ⅱ心制麦介,ソ瀬正和,杉浦ク、敏,小荒井晃,川n邪俊大, rj_上J心男
第401回日本呼吸器学会総会広島平成12介・3j」23H
慢性閉塞性肺疾恕、(COPD)恕、者における活竹窒素神産生ど柿機能に対する吸
入ステロイドの効果
杉浦久敏,ーノ瀬正和,小荒井晃,1則絲俊介,服部俊大, n十,弔男
第40回日木呼吸器学会総会広昭,平成12年3Jj24Π
Near-fatalasthma 悲、者の愆識消失11寺の状況
菊池1〒1導,岡剖列I×ー,黒澤一,飛田渉,田灯肝Ⅱ央,安逹哲也, Ye
Tun,北室知巳,門 t邦リ}
第40い1Π本呼吸器学会総会仏島平成12年3打22臼
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T h Ⅵ ・ o t t o p i n  r e l e a s i n g  h m ' m o n e  の 呼 ・ 1 吸 コ 司 針 」 系 に 及 ほ す 1 形 判 !
1 冽 部 快 、 ,  Y e T u n , 飛 田 渉 , 菊 池 喜 沖 , 黒 洋 一 , Π _ ぱ Ⅲ 卯 . 央 , 北 室 知
巳 , 安 逹 , 斤 也 , 广 1 1 f 邦 屶
第 4 0 ! " 1  Π 本 呼 吸 器 半 会 総 会 広 品 平 成 1 2 イ ド 3  打 2 2 Π
肺 女 U 沖 V o l u m e  R e d u d i o n  丁 ヰ 前 に お け る 肺 活 姑 の 愆 筬
黒 洋 ・ 、 , 飛 田 渉 , 菊 池 子 1 1 専 ,  1 M 1 部 快 ・ ' , Ⅱ 1 郊 1 牙 北 央 ,  Y e  T U I ] , 安 辻 哲
也 , 北 * 知 巳 , 小 川 1 告 」 1 1 , 牒 川 良 雫 , 門 上 邦 リ 」
第 4 0 回 Π 本 呼 吸 器 学 会 総 会 広 島 , 平 成 1 2 年 3 乃 2 2 Π
無 麻 酔 ラ ッ ト の 延 憶 仟 瓜 東 核 に お け る G A B A 括 抗 薬 の 低 隈 業 ト , 室 内 気  F で の
換 気 に り ・ え る 効 果
則 州 1 雅 央 , 1 県 釋 一 ・ , 4 Ⅱ 也 ・ 禽 : 博 , 小 川 浩 正 , 飛 田 渉 , Ⅲ 1 部 悼 ' ,  Y e
T u n , 後 ! 迷 暫 也 , 北 宇 知 巳 , 川 遊 祁 俊 大 , 白 士 邦 男
第 卯 1 川  H 本 呼 吸 器 ' γ 会 総 会 ル J ; } j  平 成 1 2 イ 1 二 3  打 2 2 Π
肺 商 血 ル 症 に 対 す る N 0 の 吸 気 向 期 パ ル ス 吸 入 の 試 み
北 向 修 , 佐 久 Ⅲ 1 聖 仁 , 1 拓 橋 徹 , 池 川 淳 , 凶 上 邦 屶
第 6 4 「 田 日 本 循 環 蹄 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 ナ 、 1 1 U
冠 微 小 1 肺 業 の 駛 遣 位 調 節 に お け る N O ・ P G 1 2 ・ チ ト ク ロ ー ム P 妬 0 代 謝 産 物 の
関 ケ
'  1 . ゛
田 , ・ 1 ・ , 光 昭 , 越 田 ヅ ι d l , 谷 川 俊 了 , 小 丸 逹 也 , 白 上 J 心 リ } , く b 塚
/ L
第 6 4 1 " 1  Π 木 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 〒 成 1 2 年 4  門  1 Π
品 コ レ ス テ ロ ー ル 血 痔 は ア シ ド ー シ ス に よ る 冠 微 小 動 脈 批 W 長 を 抑 制 す る
白 十 邦 男
' _ L . .
瑜 人 裕 樹 , 小 丸 述 也 ,  U " 係 光 ・ , 波 部 淳 , 金 塚
ノ し ,
鋪 6 4 1 回  1 _ 1 人 循 環 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 午 4  H  1  Π
心 エ コ ー 法 に よ る 解 析 と ぺ ー ス メ ー カ ー 舶 込 後 患 者 の i ド 常 値 の 設 定
二 宮 本 帆 , 菅 原 克 明 , 片 寄 人 , 速 藤 正 人 , 由 十 j 心 リ }
第 6 4 1 川 日 本 循 蝶 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 打  1 1 ヨ
休 表 而 心 確 図 に お け る  T r a n s m u r a l  d i s p a ' s i o n  o (  r e p o l a r i z a Ⅱ o n ( T D R ) は 致 死 哲 1
不 1 倒 脈 の 予 ι 川 村 ・ f と な る か ?  Q T  d i s p a ' s i o n ,  T  w a v e a Ⅱ a 、 n a 船 と の 比 較
f i 田  i f 「 , 波 辺 淳 , 金 野 谿 " ' 1 , 小 1 1 1  - 、 郎 ,  1 」 _ H I - 1 Ⅱ 獄 封 , , 1 イ 喫 1 義 人 , 由 ・ 上 邦 リ 」
第 6 4 1 川 日 本 循 喋 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 刀  1 日
シ ン ポ ジ ウ ム 「 循 環 器 画 像 診 断 の n e W  比 e n d 」 1 1 C 将 緬 哉 ジ ブ シ ル グ リ セ ロ ー ル
に よ る 心 筋 イ ノ シ ト ー ル リ ン 脂 質 イ 町 勵 回 転 の 画 像 化
r l _ 上 J 3 リ }
「 1 ι 」
加 賀 芥
』 1 , 1 、 ,
第 6 4 1 川 日 本 循 ' 喋 器 学 会 総 会 大 阪 平 成 1 2 午 4 J 1 2 1 , 1
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966ラット心に発現するジアシルグリセロールキナーゼアイソザイムの同定と実験
的心筋梗楽における発現の検討
h上邦男,後藤燕武山守彦,加賀谷 「1貝_、Ξ」_,
第641回 11本循床瓣学会総会人阪平成12年4 打 2 U
心サルコイドーシス連絖4症例におけるアミオダロンの肺市性
加1心浩,波辺淳,熊谷浩一→'馬場忠夫,福田浩二,戸剛直,菅井涯
尚,杉H1 正,篠崎毅,三浦月人,慶徳満正,白十.邦男
第64回日木循喋器半会総会大阪平成12午4打 2Π
CD38-cydic ADPTibose シグナル伝辻系の欠損は心肥人を引き起こす
太1羽沸1,礒山止生、,二宮本祁,中村明浩,浪打商橋淌,加1賀谷1111丘1!.,
成人,1司橋務f,加幌泰側S,商澤伸,岡木宏,白士邦男
第641川日人循環器学会総会大阪平成12午・4 打 3日
心筋柚塞発症直後からのエンドセリン系の阻皆は,急オ牛捌死亡を増加させ心室
リモデリングに惡影畢半をliえる
浪打成人,武田守彦,福地満正,大谷宏紀,ー_宮』"1商橋務子,加賀谷 _町1」.,
本撮,渡辺淳,トJJ正坤,白士邦屶
第64回日本循喋器学会学術染会大阪平成12午4打 3Π
多細1蚫心室筋におけるカルシウム(CA2+)波ーイ11ψ制川激の影"ー
悩ヲ1才矧尚,二浦昌人,若1Ⅱ裕司,加賀谷豊,波辺淳,白士邦屶
第64回Π本循環器学会大阪平成12年4打 3日
心筋イ1W長による収締蛋[!」からの逝敵Ca2十の亢進が河述制振を誘充するか?
二浦昌人,若111裕司,菅Jlg淺IM,加賀谷豊,渡辺涼,"上邦男
第64山1 Π本循環器学会大阪平成12年4 打 3 H
ル*前壁杣楽における右室収新訴形師、轡・一右室造影法による検討
高橋徹,佐久剛聖イニ,駒木孝太郎,熊坂祝久,北向修,白士邦屶,朴
沢英成,杉正文,野岫英ム,幽巻健治
第64回日木循環器学会総会大阪平成12年4" 3 Π
急利1心筋梗来発症の概Πりズムに刈する仟・齢及びりスクフブクターの影糾
EU二邦男1Ⅱ1'1蔦場悪大,渡辺涼,加賀谷」{".,
第64山1日本循環器学会人阪平成12午4月3Π
心不全における心筋壁内名解の収縮性の不均・・・件の重要忰
小岩禽:郎,鎌Ⅲ央・・・',ド1-1t邦男,令井 1告,齋藤淑子,都田育・f,宇塚善郎
鮮郵4山IH木循環器学会総会
967
968
972
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973
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183
971
974
1 8 4
9 7 5 肥 大 型 心 筋 症 に お け る 拡 張 肺 害 と 心 筋 内 名 塀 の 機 能 的 不 均 ' 性 の 定 於 的 関 係
一 新 し い 高 粘 度 ド プ ラ 法  q 立 唯 . 1 差 ト ラ ッ キ ン グ 法 ) に よ る 検 討 ・
鎌 I U 萸 一 ' , 小 岩 喜 郎 , 池 田 淳 , 下 ξ ε 尚 朗 , ゴ ノ 宮 木 報 , 内 士 那 男 , 木 H 1 英
行 , 金 井 浩 , 苅 川 育 子
第 財 回  U 本 循 環 器 学 会 総 会
動 脈 硬 化 ご と に 動 脈 壁 の 弾 性 y 古 常 に 対 す る 生 . 活 習 慣 是 正 の 重 喪 性
小 岩 喜 郎 , 鎌 田 英 一 ' , 白 に 邦 男 , 金 井 浩 , 長 谷 川 英 之 , 宗 像 姑 彦
第 6 4 回 日 本 循 環 蹄 学 会 総 会
マ ウ ス 喘 忘 、 モ デ ル に お け る C P G  O D N 経 気 道 投 / i に よ る 好 酸 球 性 炎 症 と 気 近
過 敏 忰 の 抑 制
城 田 英 千 " , 佐 野 公 イ _ : 夫 , 菊 地  1 [ 1 , 大 河 原 鮒 1 ・ ' , 岩 崎 ' ,  1 ・ 印 十 , 「 工 子 , 邵
ι 之 珠 , 田 村 弦 ,  1 1 _ 1 _ 上 邦 リ J
第 3 3 1 可 ア レ ル ギ ー 懇 , 舌 会 嘘 岡 平 成 1 2 年 4  打  I  H
慢 性 的 に 気 道 狭 窄 を 尓 す 患 名 の 気 道 町 逆 性 の 検 討
岩 崎 正 , 出 村 弦 , 凹 士 邦 男
群 殉 7 回  U 本 内 科 学 会 総 会 京 都 平 成 1 2 仟  4 打  6 訂
当 院 入 院 の 結 核 態 、 老 の 背 景 と 抗 T B G L 抗 休 の 意 義
芦 野 純 子 , 川 村 み づ ほ , 岡 Ⅷ 信 司 , 大 野 勲 , 服 部 俊 夫 , 内 _ 上 邦 男
錦 7 5 回 日 本 結 核 病 学 会 大 阪 平 成 1 2 年 4 打 1 8 0
緑 膿 菌 に よ る 好 小 球 生 . 存 延 長
火 野 勲 , 岡 田 仁 田 , 林 兇 敏 , 白 士 邦 屶
第 7 4 1 回 日 木 感 染 症 学 会 福 1 岡 平 成 1 2 年 4 月 2 1 内
慢 性 剛 来 件 所 捌 矣 恕 、 懇 、 X 気 道 に お け る ニ ト ロ チ ロ シ ン の 生 成 と 肺 機 能 に 対 す る 吸
入 ス テ ロ イ ド の 剤 以 U こ つ い て
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 小 荒 井 晃 , 仕 " 絲 俊 介 , 服 部 俊 夫 , 由 十 邦 屶
第 1 2 回 薬 物 1 吸 入 療 法 研 究 会 拜 浜 平 成 1 2 年 5 打 1 3 Π
ア シ ト ー シ ス に よ る 冠 微 小 動 脈 拡 張 : そ の メ カ ニ ズ ム と 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症
に よ る 1 蹄 害
f l ・ 上 邦 屶
塩 入 裕 樹 , 小 丸 逹 也 , 佐 1 捺 光 一 , 波 辺 淳 , 金 塚
' ー 」 三 ,
/ U ,
H 本 M E 学 会 東 京 平 成 1 2 午 5  打 1 7 - 1 9 日
ペ ー ス メ ー カ ー 併 用 に 関 わ る 剛 題 点
波 辺 淳 ノ 川 藤 浩 , 馬 場 恵 夫 , 篠 崎 毅 , 三 浦 昌 人 , 慶 従 漸 術 正 , 白 土 邦 男
電 気 牛 理 ペ ー シ ン グ 学 会 サ テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム ー 1 C D に 関 わ る 諸 問
題 東 京 平 成 1 2 年 5 ナ 1 2 9 日
9 7 6
9 7 フ
9 7 8
9 7 9
9 8 0
9 8 1
9 8 2
9 8 3
984心室ペーシング法による T wavea]ternanS の検i寸
戸田直,金里予裕司,小山二郎,山田亜紀,古関義人,波辺淳,白士邦男
第]5回Π木心臓ペーシング電気生理学会リ才村大会東京平成12年5月
30H
多細胞心室筋におけるカルシウム(ca2+)波伸展刺激の影糾一
渡辺浮,白士邦男菅井義尚,三浦品人,若山裕司,加1賀谷"fl上ヨ.,
第130同 H本循環器学会東北地方会盛岡平成12年61j3日
"1科における持影詐■心室頻拍治療についての検討
加藤浩,波辺淳,馬場恵夫,福田浩_ニ,沼口裕隆,篠崎毅,三浦昌
人,福地満正,白士邦男
第130回日本循環器学会東北地方会盛岡〒・成12年6月3日
PG12と強心剤の併胴により重症右心不全をコントロールし得たPPHの一例
局橋徹,佐久問聖仁,綴田淳,沌田有,北向修,池醐淳,广1・k
邦男
笈打同肺商血圧症治療研究会東京平成12年6月3日
高ビリルビン血症を伴う右心不令を呈した原発性肺局血圧症に対しプロスタサ
イクリン(PG12)と強心剤の併用が有用であった一例
商橋徹,佐久問聖仁,綿川淳,沌Ⅲ有,北向修,池田淳,广1十
邦男
第161回日本内科学会柬北地力会仙台平成12年6打10目
肺の空和Ⅲ勿戎に川班餅全症の関与が水唆された4例
北向修,佐久階Ⅱ誓仁,■i橋徹,縄田淳,沌田有,池田淳,广1上
邦屶
第161回日本内科学会東北地力会仙台平成12年6打10日
1姉出Ⅱ111こより低酸累血症をき九した心室,・1・.隔欠損症EiS印menger症候群患者
にヌ↓する吸気師W胖ト・一酸化窒累吸入の使用経験
杉村宏一郎,佐久間聖仁,1☆i橘徹,縄田淳,北向修,鎌m萸・ー,白
士邦男
芽Π61回日本内科学会東北地方会仙台平成12午6打10Π
Primary chyloperiCω'dium のイ列
岩渕燕,太田湘,佐藤光一,小丸逹也,加賀谷f111 广1+.邦屶,宮崎_!L丑.,
修古,欠野英史,里見進
第1田回日本内科学会東北地ノj会仙台平成12年6打10日
診断が困難であった舳アスペルギルス症のーイ刎
奈良正之,笹森寛,齋藤弘樹,増田徹,玉田勉,佐々木司,志村
早苗,貝羽義浩,黒川良望,根本忠義,白士邦男
第161同日木内科学会束北地力会仙台平成12午6月10日
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C D 3 8 - c y C Ⅱ C A D p r i b o s e  シ グ ナ ル 仏 述 系 の 欠 損 は 心 肥 大 を 引 き 起 こ す
太 田 湘 , 伯 匂 _ 1 _ 1 正 玄 , ニ ' 宮 木 報 , 小 村 明 1 告 , 浪 打
" 1 1
商 橋 訓 」 , 加 賀 谷
_ 1 、 1 L  ,
成 人 , 高 橋 務 子 , 加 訂 侠 ・ 一 郎 , 高 浮 伸 , 岡 木 宏 , " 十 J U 屶
第 1 5 回 コ ロ ナ リ ー ク ラ プ 福 島 平 成 1 2 年 6 j 、 1 1 7 Π
好 酸 球 に よ る 培 養 ヒ ト 気 道 平 滑 筋 細 胞 の 増 舶 誘 導
人 野 勲 , 枡 和 子 , 白 士 邱 屶
ア レ ル ギ ー . 好 酸 球 研 究 会 2 0 0 0  東 京 乎 成 1 2 イ に 6  河 1 7 日
慢 性 的 に 気 道 狄 * を 示 す 患 岩 の 気 道 可 逆 性 の 検 討
岩 崎 正 , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 火 , 大 河 原 雄 ・ , 菊 地 正 , Ⅲ 小 、 駈 イ , 城
H 1 英 和 , 白 二 k 邦 男
第 9 1 川 気 Ⅵ 午 如 喘 息 、 ヌ J 策 恊 議 会 仙 台 平 成 1 2 年 6  打 2 4 H
循 環 器 外 来 に お け る , ' 制 仟 , 荏 肝 , 柔 肝 集 の 適 用
片 寄 大 , 白 十 j 3 男
第 5 1 「 " 1  Π 本 東 汗 医 学 会 学 術 総 会 京 都 乎 ■ 知 2 年 6 村 2 4 H
ア レ ル ギ ー 竹 気 管 支 1 喘 危 1 、 マ ウ ス モ デ ル に お け る ・ ' 触 化 窒 楽 の 気 逝 過 敏 竹 お よ び
好 触 球 浸 淵 へ の 1 瑚 与
小 荒 井 晃 , ・ ノ 瀬 止 和 , 杉 浦 久 敏 , 増 戸 康 文 , 1 1 1 縣 俊 介 , 服 剖 H 麦 大 , "
_ L 邦 リ J
第 2 Ⅱ 川 日 木 炎 症 学 会 東 京 平 成 1 2 イ f 7 打  4  H
重 症 右 心 不 令 を コ ン ト ロ ー ル に プ ロ ス タ サ イ ク リ ン と 強 心 剤 の 俳 川 が 右 効 で あ
つ た 原 発 性 肺 高 血 圧 症 の 一 例
1 宕 j 橋 徹 , 佐 ク J 樹 聖 イ 1 , 雛 田 淳 , 1 屯 川 イ j , 北 向 修 , 池 田 淳 , 白  1
邦 屶
第 1 1 1 川 心 不 令 治 療 研 究 会 イ 1 1 1 台 平 成 1 2 イ 1 ' ・ 7  打  7  Π
循 環 器 外 来 に お け る , 怒 り を 目 標 と し た 漢 力 粲 の 適 川
片 寄 大 , 、 、 . 宮 ポ 桜 ,  h Σ ゼ 邱 リ }
第 5 1 回 日 木 東 洋 咲 学 会 東 北 支 剖 夕 宮 上 剣 ' 部 会 エ リ 成 ' r 成 1 2 年 フ ナ Π 5 日
M M P Ⅲ 1 害 に よ る  3 ブ ド レ ナ リ ン 誘 遵 竹 心 肥 人 の 抑 制
_ 1 浦 祥 子 , 大 野 勲 , 鈴 人 湘 , 鈴 木 光 , 岡 剛 估 司 , 奥 1 _ 1 1  彬 , 縄 Π 1
浮 , 池 幽 淳 , 冉 士 那 男
第 剥 田 払 丁 悲 と 治 療 に お け る プ ロ チ ア ー ゼ と イ ン ヒ ヒ タ ー 研 究 会 名 , [ 山 1
平 成 1 2 年 8  j 、 } 1 9 Π
マ ウ ス 1 喘 息 モ デ ル に お け る C P G D N A  と 抗 原 結 介 休 の 投 ケ に よ る 好 触 球 竹 炎
症 と 気 道 過 敏 性 の 抑 制
城 田 英 利 , 仇 野 公 仁 夫 , 菊 地 ル , 大 河 1 京 雛 一 ・ , 岩 崎 正 , Ⅱ 1 中 ; ; t f , 邵
晨 琢 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 1 0 [ o l  a h ・ w a y  c l u b  i n  s e n d a i  イ 1 1 1 h  ・ ' 1 ι j 曵 1 2 イ f ・  9  j 1  9  Π
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1002気逝"冉線雜化を有するマウス喘恩モデルでのMMP-2,9の発現と糖質コルチ
コイドの効果について
菊地正,人河原鮒f',田村弦,内上邦屶
第1010l airway dub in sendaj 仙台平成124r9 J] 9 Π
原兆性1柿1窃血ル症の治療経過小にみられた不峡脈
北向修,佐久冏樂仁,1肺希徹,紲田淳,白 IJ心yj
第48川Π木心1臓病学会学術染会大阪平成12年9月Ⅱ日
新科における原発件肺商{側上症患者にヌJするプロスタサイクリン持続静荘擬法
の現況
品橋徹,佐久惜偶町二,紲田淳,北向修,池田淳,白士邦屶
第481田日本心臓病学会学術条会大阪平成12午9打13U
心ψ夕川覇欠損を伴った胴j動1恢狭窄のーイ列
杉村宏・郎,池田涼,白士邦リ}
第51回東北心血管造影懇'会仙台平成12年9門22H
ラヅト心臓に窕現するジアシルグリセロールキナーゼアイソザイムの阿定と
災験的心肋梗梨における発現の検矛上アンジオテンシン変換酵索陞沓薬治療の
効巣
門 1訓WJ,後際燕"h武則守彦,加賀谷 」、】1.,
CV フォーラム仙台・平成12午 9j、}28H
心室頻拍の誘発杜にヌJするアミオダロンの検討
1拓橋孝典,ルJ頼尚徳,大友淳,熊谷浩司,杉'正,右斗k筏尚,福田沿
司,馬場忠火,加歌浩,今野裕司,小111二郎,苅剖引山彦,沼Π裕隆,篠
崎毅,二三浦戸,人,1m地満正,渡辺淳,广1_ヒ邦リJ
第馴回ブミオダロン研究会東京平成12午9打30U
伸展誘発性不黎脈釧胞内カルシウム動態からの検討
_二浦昌人,"井羨尚,波辺淳,1ι1十邦屶
群n71回 U木心屯学会東京 N、り女12年・]0月6臼
Non-invasive Evaluation of ventricular Tachycardia ln The patients xvith
Heart Failure
小山_ム郎,波辺涼,1_1_Ⅱ{M財肘,古1契上没人,金甥ネ弁司, fi山直,白士邦屶
第4101 Π本心不令学会総会判lfi 汗り女12午10刃 8 Π
循僻上器外来における,怒りを剛築とした漢力薬の逃用
片寄大,上'ゴ宮木縦,旧士邦屶
築18回日本東ノj医学会東京平成12イギ10打22H
ラウントテーブルティスカヅシ"ン・肺゛刎脈血栓家栓症人口動態紕計を川い
た肺1飢枠楽栓症の疫学的検肘
佐ク、1削聖イι_1,'硫儒徹,北向修, 1き1ニヒJ心リ}
第41阿Π本脈管学会総会「1・]府平成12年Ⅱ門 8日
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C P G D N A  と 抗 原 結 介 休 に よ る マ ウ ス 気 道 好 酸 球 性 炎 症 と T h 2 細 胞 の 抑 制
新 し い 抗 原 特 異 的 D N A ワ ク チ ン
佐 劉 ・ 公 仁 大 , 城 田 英 和 , 菊 地 正 , 田 村 弦 , 广 1 士 邦 男
第 3 0 回 日 本 免 疫 学 会 総 会 ・ 学 術 集 会 仙 台 平 成 1 2 年 Ⅱ 打 U e
女 迩 今 、 迦 喘 忘 、 に 介 併 し た 肺 ア ス ペ ル ギ ル ス 症
大 野 勲 , 佐 甥 l y 三 屶 , 山 村 弦 , 服 部 俊 大 , 内 士 邦 屶
第 3 回 東 北 呼 吸 器 真 繭 症 研 究 会 仙 台 平 成 1 2 午 1 1 牙 1 8 Π
慢 性 血 栓 塞 栓 症 1 こ 刈 す る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル の 危 d 牛 効 果
杉 村 宏 一 郎 , 佐 久 岡 聖 仁 , 商 橋 徹 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 鎌 田 英 一 , 後
際 淳 , _ ' 浦 祥 子 , 角 道 紀 イ , 池 1 羽 淳 , 白 士 邦 男
第 7 1 司 肺 塞 栓 症 価 究 会 東 京 平 成 1 2 年 1 1 打 2 5 日
コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ , ン に よ る 心 室 細 動 の C r i t i c a l m a s S 仮 説 の 検 討
戸 田 直 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 男 , 芦 原 貴 司 , 鄭 波 経 普 , 川 瀬 綾 香 , 池 田 隆
徳 , 稲 垣 正 司 , 中 沢 一 鮒
電 子 倩 縦 通 信 学 会 ,  M E  と バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス ( M B E ) 研 究 会
仙 台 平 成 1 2 年 1 1 打 3 0 日
ヒ ト 末 村 Ⅱ m 好 酸 球 に お け る  C C R 3  を 介 し た C h e m o k i n e の 作 用 に つ い て
田 小 章 子 , 大 河 原 雄 一 , 菊 地 正 , 岩 崎 正 , 城 田 英 和 , 佐 野 公 仁 夫 ,  W
村 弦 , 白 士 邦 男
第 5 0 1 可 日 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 何 Ⅱ 2 打  1 日
マ ウ ス 1 喘 息 モ デ ル に お け る C P G D N A  と 抗 原 結 合 体 の 投 与 に よ る 好 酸 球 性 炎
症 と 気 道 過 敏 性 の 抑 制
城 田 英 和 , 仇 里 予 公 仁 大 , 菊 地 正 , 大 河 原 雛 ・ , 岩 崎 正 , 山 中 章 ・ f , 邵
晨 琢 , 田 村 弦 , 白 士 邦 男
第 5 0 1 回 日 木 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 年 1 2 月  U ]
気 道 壁 線 維 化 を 有 す る マ ウ ス 喘 息 モ デ ル で の M M P - 2 , 9 の 発 現 と 糖 質 コ ル チ
コ イ ド の 効 果 に つ い て
菊 地 正 , 大 河 原 雄 一 , 田 村 弦 , 白 十 J 3 男
第 5 0 回 Π 本 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 年 1 2 "  2 Π
ブ レ ル ギ ー 性 気 道 炎 症 に イ 半 う 上 皮 基 底 映 の 陣 客 と 修 復 喘 息 モ デ ル マ ウ ス を
用 い て
大 野 勲 , 熊 谷 克 紀 , 岡 田 信 司 , 白 士 邦 男 , 今 井 党 幸 , 妹 尾 春 樹
第 5 0 回 日 人 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 横 浜 平 成 1 2 午 1 2 j 1 1 Π
カ ル シ ウ ム 波 と 不 整 脈
三 浦 昌 人 , 白 士 邦 男
心 不 全 と 不 整 脈 ワ ー ク シ ョ ッ プ 東 京 〒 成 1 2 年 1 2 月 8 訂
1 0 1 3
1 0 1 4
1 0 1 5
1 0 1 6
1 0 1 7
1 0 1 8
1 0 1 9
1 0 2 0
1021心不令の,-Nocker療法に対するアミオダロンの影糾
篠崎毅,局橋孝徳,波辺淳,池幽淳,广1士邦男
東北アミオダロン研究会盛岡平成12年12村 9日
アミオタロン内服早瑚にQT延長とTdPを呈Lた一症例
広測1尚徳,篠崎毅,'鵯場恕大,加膝浩,三湘昌人,慶徳満正,波辺
淳,白士邦リ}
第13回心臓性急,ヒ研究会東京平成12年12円16Π
蛍光色*を用いた冠微小動"飢典雀位計測法の検討一形甑ゼ位と蛍光都度の相関
及びEDHFSによる過分極の河視化の検討
金塚ヲ',田中光昭, 11 文輝,白上邦屶
第63回 H本循環器学会総会東京平,戊Ⅱ年3月29Π
蛍光色素を用いた冠微小動脈におけるEDHFSの検討
谷川俊了,塩入裕樹,モ文輝,六上邦男ゴ'ー.田中光昭,企:塚ノし,
第13回 Coronary club 平成Hイf 6 打 5日
Ca2+ transientS 2nd cardiaC 雛'rhythmias
M Miura, Y wakayama, Y sugai, K shirato
Canadian physi010gical society, Lake Louise,200O Jan 19
Gene expression olsurfactant proteins, SLpland vEGF in l〕uman emphysema
]ung
H. sait01〕, T. Masuda, S. shin〕ura, H.1くUrosawa, K. shirato
200O ATS, Toront, canada, May 5,2000
Secretion and gene expression of secretory leulくOcyte protease inhibitor by
human airway glands
H. saitoh, T. Masuda, S. shim山'a, K. shirato
200O ATS, Toront, canada, May 5,2000
fMLP, a micr01)e-derived chemotactic substance, activates acinar ceⅡS of
Porcine tranc]1eal gland
1<. sasamori, T. sasaki, M. Nara, T. Tamada, S, shimura, T. Hattori, K
SI〕irato
200O A'rs, Tの'ont, canada, May 8,2000
Stimulatory Tegulation of maxi-K d〕annels in swine tracheal smooth musde
CeⅡS by chemotactic peptide
M. Nara, T. sasaki, S. shimura, T. Tamada, T. oshiro,1<. sasamori, T
Hattori, K. shirato
200O ATS, Toront, canada, May 9,2000
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E p i d e r m a 1  即 ' o w u l f a c t o r  ( E G F )  a s  a  p o t e n t  s e c r e t a g o g u e  o f  p o r c i n e  a i r w a y
t r a C 1 1 e a l  g l a n d
T .  T a m a d a ,  N . 1 W a s e ,  T .  s a s a k i ,  S .  s h i m u r a ,  K .  s a s a m o f i ,  T .  H a 北 o r i , 1 <
S h i r a t o
2 0 0 O  A T S ,  T o r o n l ,  c a n a d a ,  M a y  l o , 2 0 0 0
1 0 3 1
G I u c o c o r t i c o i d  D e c r e a s e d  A i T w a y  F i b l ' o s i s  l n  A  M u r i n e  A s t h m a  M o d e l  w i t h
P a ' s i s t e n t  A i r w a y  l n f l a m m a t i o n  A n d  A i r w a y  H y p e r r e s p o n s i v e n s e s s
T a d a s l 〕 i ,  K i k u c h i ,  Y u i d ] i  o h k a w a l ' a ,  G e n  T a m u r a ,  K u n i o  s l ] i r a l o
9 6 t h  i n t e m a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T m ' o n t ,  c a n a d a ,  M a y  7 ,
2 0 0 0
1 0 3 2
A 1 1 e r a t i o n s  o f  b a s e m e n t  m e m b r a n e  c o m p o n e n l s  a s s o c i a t e d  w i t h  a i r w a y  i n ・
n a m m a t i o n  i n  a  m u T i n e  m o d e ]  0 {  a Ⅱ a ' g i c  a s t h m a
K .  K u m a g a i , 1 . 0 1 〕 n o ,  S .  o k a d a ,  Y . 0 1 〕 1 く a w a f a ,  K .  s u z u k i ,  K .  M a s u ,  H
N a g a s e ,  K .  s h i r a t o
9 6 t h  i n t e r n a t i o n a ]  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 3
T h e  p r o l i { a 、 a t i o n  o f  c u l t u r e d  h u m a n  a Ⅱ 、 w a y  s m o o t h  m u s d e  c e Ⅱ S  i n d u c e d  b y
e o s i n o P 1 1 i l s
K .  M a s u , 1 .  o h n o ,  S .  o k a d a ,  K .  K 山 n a g a i ,  K .  H a y a s h i ,  K .  S 1 1 h 、 a t o
9 6 t h  i n t a ' n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 4
S t e T o i d  i n h a ] a t i o n  r e d u c e s  r e a c t i v e  n i t r o g e n  s p e c i e s  f o r n 〕 a t i o n  a n d  i m p r o v e s
P u l m o n a r y  f u n c t i o n  i n  c o p D  p a t i a 〕 t s
H .  s u g i u r a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  S .  Y a m a g a t a ,  A .  K o a r a i ,  T .  H a 杜 o r i ,  K .  s h i r a t o
9 6 t h  i n t a ' n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  A L A / C L A ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  l o , 2 0 0 0
1 0 3 5
R o l e  o f  r e a c t i v e  n i t r o g e n  s p c d e s  i n  a i r w a y  h y p e r r e s p o n s i v e n e s s  a n d  e o s i n o p h i l
i n f i l t r a t i o n  i n  a 1 1 e r g i c  m i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H .  s u g i 1 1 t a ,  S .  Y a m a g a t a ,  T .  H 且 杜 o n ,  K .  s h h 、 a t o
9 6 t h  i n t e r n a t i o n a l  c o n f e T e l 〕 c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T m ' o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1 0 3 6
C h o l i n e Y g i c  e x a g g a ' a t i o n  i n  c o p D  a i r w a y s :  r o l e  o f  p o s t l ' e c e p t o r  m e c h a n i s m s
a n d  a s t h m a t i c  c o m p o n e n t
S .  Y a m a g a t a ,  M . 1 C I 〕 i n o s e ,  Y .  M a s l 〕 i t o ,  H .  s u g i u r a ,  A .  K o a r a i ,  T .  H a 杜 o r i ,
K .  s h i r a t o
9 6 t l 〕  i n t e r n a t i o n a ]  c o n f a ' e n c e  A L A / C L A  2 0 0 0 ,  T o r o n t ,  c a n a d a ,  M a y  9 ,
2 0 0 0
1037Activation and h'ans(onning growlh factor (TGF)-1〕eta production in eo・
Sinophils by low mo]ecular weigl〕t l)yaluronan
Y. ohkawara, A. Tanaka, T.1Wasa]d, T. Kikucl]i, G. Tamura, K. shirato
96th intemalional confercnce AI"A/CLA 2000, Toront, canada, May 9,
2000
1038Dyspnea sensation to added resistive loading in patients w]1h obstnlctive sleep
apnea
W. Hida, Ye Tun, S. okabe, H.1くUrosawa, Y. Kikuc]〕i, M. Tabala, T
Kitamuro, T. Adachi, K. shirato
96th international conlerence ALA/CLA 2000, Toront, canada, May 9,
2000
1039E丘ects of GABA antagonisls il〕 a〕e nudcus tradus solitarii (NIS) on the
normoxic and ]〕ypoxic venti]ation in unanestlwtlzed rats
M. Tabata, H.1くUlosawa, Y. KilくUdli, H. ogawa, S.0]ζabe, Ye Tun, T
Adachi, T. KilamuTO, W. Hida, K. shirato
96tl〕 international conferencc ALA/CLA 2000, Toront, canada, May lo,
2000
1040Significance of slow vital capacjly in ]ung volume reduclion surgery in patients
With severe emphysema
H. Kurosawa, W. Hida, Y.1くikuchi, S. okabe, M. Tabata, Y. Tun, T
Adachi, T. Kitamuro, H. ogawa, K. shirato
96th internationa] conference ALA/CLA 2000, Toront, canada, Nlay 9,
2000
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1041E丘ects of ulyrotropin releasing honn01〕e on venlilation and chemosensiuvity
in patients with severe obsu'uctive s]eep apnea
S. okabe, YC Tun, W. Hida, H. Kurosawa, M. Tabata, T. Kitamuro, T
Adacl〕i, K.1くikuchi, K. shirato
96th internationa】 confcrence ALA/CLA 2000, Tor01]t, canada, May lo,
2000
1042Rigl)t Atrial Elech'OP]]ysi010gical changes caused by Long-1asting Atrial
FibriⅡation in Human
Shigeo Baba, Jun 工入lalanabe, Hiroshi Kato, Tsuyoshi shinozaRi, Masahito
Miura, Koji FU]ζUda, sunao Toda, Kunio shirato
NASPE 21SI Annua] scientific sessions, May 18,2000
1043Hen〕odynamic effed of nitric oxide inhalation using inspiratiorl-gated pulse
deⅡVcry and continuous delivery systems in pulmonary hypeNension
0. Kitamukai, M. sakuma, T. Takahashi, J.1keda,1<. shirato
World congress on Lung Healtl〕 and loth European Respiratofy society
Annual con即・ess, Florence 'γ'成12イF 8 上上H n
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m o n a r y  d i s e a s e  ( C O P D )  a i r w a y s
M . 1 C I 〕 i n o s e ,  H .  s u g i u r a ,  S .  Y a m a g a t a ,  A . 1 く o a r a i ,  T .  H a 杜 o r i ,  K .  s h i r a t o
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Y u r i k o  Y a m a n e ,  Y u t a l く a  K a g a y a ,  H a r u o  o h ね n i ,  s e i j i  A r i h h 、 0 ,  s h i g e t o
N a m i u d ] i ,  M o r i h i k o  T a k e d a ,  c h i k a k o  T a k a h a s h i ,  J u n  w a t a n a b e ,  K u n i o
S I ] i r a t o
第 4 同 日 本 心 不 令 学 会 学 術 集 会 神 戸  2 0 0 0 年 1 0 打 1 0 Π
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H i Y o n 〕 a s a  l n o u e ,  Y U ] d o  N a g a s a k a ,  Y u j i  T o h d a ,  M i t s u r u  A d a c h i
X V 1 1 1 n t e r n a t i o n a l c o n g r e s s  o f  A Ⅱ e r g y  a n d  c l i n i c a 1 1 m m u n 0 1 0 g y ,  s y d n e y ,
A u s t t a l i a ,  o d o b e τ  1 5 - 2 0 , 2 0 0 0
1 0 4 7
A l t e r e d  F u n c t i o n  o f  c c R 3  i n  A c t i v a t e d  E o s i n o p h i l s
A .  T a n a k a ,  Y .  o h k a w a r a ,  G .  T a m u r a , 1 < .  S 1 1 i r a t o
X V 1 1 1 n t e m a t i o n a l c o n g r e s s  o f  A 1 1 e r g y  a n d  c l i n i c a 1 1 m m u n 0 1 0 g y ,  s y d n e y ,
A u s t r a l i a ,  o d o b e r  1 5 - 2 0 , 2 0 0 0
1 0 4 8
G l u c o c m ・ t i c o i d  D e a ' e a s e d  A i T w a y  F i b r o s i s  l n  A  M u r i n e  A s t h m a  M o d e l  w i t h ,
P . e r s i s t e n t  A i r w a y  l n a a m m a t i o n  A n d  A i r w a y  H y p e r r e s p o n s i v e n e s s
T a d a s h i  K i ] く U c h i ,  Y u i d 〕 i  o h k a w a r a ,  G e n  T a m u r a ,  K u n i o  s l ] i r a t o
X V Ⅱ  l n t e n 〕 a t i o n a l c o n g r e s s  o f  A Ⅱ e r g y  a n d  c l i n i c a ] 1 m m u n 0 1 0 g y ,  s y d n e y ,
A u s t r a ] i a ,  o d  1 8 , 2 0 0 0
1 0 4 9
R e g u l a t i o n  o f  m u r i n e  a i r w a y  e o s i n o P 1 Ⅷ i a  a n d  T h 2  C e Ⅱ S  b y  a n t i g e n ?  c o n j u g a t e d
C P G  o l i g o d e o x y n u d e o t i d e s  a s  a  n o v e l  a n t i g e n - s p e c i f i c  i m m u n o m o d u l a t o r
K .  s a n o ,  H .  s h i r o t a ,  T . 1 く i 1 ζ U c h i ,  G .  T a m u r a ,  K .  s h h ' a t o
X V Ⅱ  l n t e r n a t i o n a l c o n g r e s s  o f  A H a ' g y  a n d  c l i n i c a 1 1 m m u n 0 1 0 g y ,  s y d n e y ,
A u s l r a l i a ,  o c t o b e r  1 5 - 2 0 , 2 0 0 0
1 0 5 0
D e f i c i e n c y  o f  c D 3 8 - c y d i c  A D P - r i b o s e  s i g n a l i n g  s y s t e m  e l i c i t s  C ω ' d l a c
h y p e r h 、 o p h y  a n d  a 〕 e  u p r e g u l a t i o n  o f  g e n e s  r e l a t e d  t o  c a 2 +  c y c H n g
J u n  T a k a h a S 1 1 i ,  Y u t a k a  K a g a y a ,  J u n  o h t a ,  s h o g e n  l s o y a m a ,  M a s a h i t o
M i u T a ,  c h i k a k o  T a ] く a h a s h i ,  Y o s h i n a o  s u g a i , 1 C h i r o  K a t o ,  S I 〕 i n  T a k a s a w a ,
H i r o s h i  o k a m o t o ,  K u n i o  s h i r a t o
A H A  7 3 Υ d  A n n u a l  s c i e n t H i c  s e s s i o n ,  N e w  o r l e a n s ,  N O V  1 2 , 2 0 0 0
]051AcdeTation of ca2+ waves by ca2+ dissociated 丘om myofilaments in intact
rat trabeculae
Y sugai, M Miura, Y wakayama, Y Kagaya, J watanabe, K shirato
AHA 73rd Annual scientiflc session, New orleans, NOV 14th,2000
Overexpression of von NviⅡebrand factor in the atrial endocal'dial endothelium
may be induced by med〕anical over]oad rather lhan atrialfibnⅡa{ion
Koji Kumagai, Mitsumasa Fukucl〕i, Jun ohta, shigeo Baba,]un
Watanabe, Koichi Tal〕ayas]〕i, Kunio sl】irato
AHA 73rd Annual sdentiflc session, New orleans, NOV 15th,2000
Gel〕e expression and il〕 situ ]ocalization of l'at diacylglycer011dnase isozymes in
normal and in{arctes hearts
MorⅡ]iko Takeda, Yutalくa Kagaya, Kunio shirato, Kaoru Goto
AHA 73rd Annual sdentific session, New orleans, NOV 15,2000
2001年
ブレルギー性気道炎症における骨徹の役割
fif搭雅文,・・ノ瀬正和, JanLotvaⅡ,服部俊夫,白十ナ心男
第131田気道病態シンポジウム東京平成13午1月20日
慢性血栓塞栓性肺高血圧症(CTEPH)に対するエポプロステノール(PG12)
の急性効果厚生科学研究特定疾患対策研究市業呼吸不全研究班埀点研究
,Ⅱ業
杉村宏一郎,佐久冏聖仁,1拓橋徹,池1旧淳," 1,3劣
重,点研究「"定疾恕、に伴う肺商血圧症の発症機庁の解明と内科nり冶療指針
確立を月指す診療科卿刑折的研究」東京平成13年1打26Π
動脈管開存の・例
杉村宏・一部,池田淳,白十ナ心屶
群巧2回東北心血管造影懇話会仙台平成13午2門 9Π
宮城県における肌血栓楽栓症の発牛状況
商橋徹,佐久冊1聖七,小1籬日出犬,興野¥M耐,金沢lf晞,佐峡成和,ハ
巻埀雄,石出偏正,飛田渉,仁田新・,田林晄一,广1上邦屶
第1631川Π本内科学会東北地力会仙台平成13年2打10Π
心停止をきたした急十制姉血栓塞栓症の3例
杉村宏一・郎,佐久1州聖仁, f研喬徹,縄IH 淳,角道紀子,鎌田英・,池
田淳, E凶_:邦男
第131祠日木循環器学会束北地力会仙台平成13郁・2jΠ7日
慢性心不令恕、者におけるC雛Vedil0の左室機能改ぎH乍用の用量依存性の検市1
商橋孝典,篠崎毅,渡辺淳,白上邦男
第13Ⅱ川循瑞瑞別也力会仙台平成13午2打17日
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1 0 6 0ア ン ジ オ テ ン シ ン 変 換 酵 索 1 川 筈 薬 轍 独 と ブ ン ギ オ テ ン シ ン 受 容 体 括 抗 築 併 用 の
い す れ が ラ ヅ ト 梗 舛 噺 髪 心 室 り モ デ リ ン グ 仙 川 川 こ 優 れ て い る か ?
武 田 守 彦 , 商 橋 務 、 f , " 井 裟 尚 , 1 拓 橋 湘 , 一 迫
杉 江 」 モ , 加 賀 谷
" Ⅱ
J l e ' ,
玲 , 手 塚 文 明 , 白 ナ 邦 リ 」
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心 耳 内 血 栓 形 成 に 刈 す る 村 識 渕 国 療 法 と 抗 血 小 板 療 法
福 」 也 淌 l f , 門 士 邦 屶 , 田 林 光 ・
第 4 1 回 東 北 4 ゛ ! 制 脈 研 究 会 仙 台 平 成 1 3 イ 下 3  打 1 0 H
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Y o s h i t o  K o i w a ,  H i d e i c h i  K a m a d a ,  Y O S ] 1 i l く 0  s a i t o h ,  A t s u s h i  G o t o h ,  K u n i o
S I 〕 i T a t o ,  H i r o s h i  K a n a i ,  H i d e y u ] d  H a s e g a w a ,  H i d e y u ] d  H o n d a
第 6 5 1 川 Π 本 循 環 器 学 会 総 会 ,  K y o t 0  乎 成 1 3 年 3  打 2 6 - 2 7 日
1 0 6 4
T h e  i m p o r t a 】 ] c e  o f  t h e  t T a n s m y o c a T d i a l f u n c t i o n a 1 1 〕 e t e r o g e n e i t y  { o r  t h c  d i ・
a s t o l i c  a b n o n n a l i t y  i n  H C M
H i d e i c ] 1 i  K a n 〕 a d a ,  Y O S I 〕 i r o  K o i w a ,  J u n  l k e d a ,  A t s u s h i  G o t 0 1 1 ,  K u n i o
S h i r a t o ,  H i d e y u l d  H o n d a ,  H i r o s h i  K a n a i ,  H i d e y u l d  H a s e g a w a
第 6 5 1 四 口 木 循 環 器 ツ 会 総 会 ,  K y o t o  ' 1 ι 成 1 3 郁 3  打 2 6 - 2 7 H
E v a l u a t i o n  o f  o x i d a t i v e  s t r e s s  i n  p a l i e n t s  w i t h  h e a r t  d i s e a s e s  b y  m e a s u r i n g
U r i n a r y  8 - i s o , 1 〕 . G F 2 a
及 川 ご C 奈 「 , 小 丸 逹 也 , ¥ 詩 刈 燕 , 谷 川 俊 了 , 」 語 人 裕 樹 , 則 中 光 昭 , 越 Ⅱ 1
売 司 , , 所 橋 淌 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 男
第 6 5 阿 Π 人 循 環 器 ' γ 会 総 会 京 都 乎 成 1 3 年 3 打 2 5 - 2 7 Π
1 0 6 5
T h e  d H f e r e n t  e 丘 e c t s  o f ] n u ' a v a s c u ] a r  p r e s s u T e  o n  m e m b r a n e  h y p e r p o l a t i z a l i o n
a n d  v a s o d i l a t i o n  m e d i a t e d  b y  e n d o t h e H u m - d e r i v e d  h y p a ' p o l a r i z i n g  f a d o r
越 H ・ 1 亮 司 , 谷 川 俊 f , 小 丸 辻 也 , " 士 邦 リ }
ノ ' . ,
田 小 光 1 唱 , く 絵 塚
フ C ,
第 備 同 臼 本 循 鴫 W i r ジ 会 総 会 京 都 平 成 1 3 年 3 刀 2 5 - 2 7 Π
1 0 6 6
E v i d e n c e  o f  i m p a i r e d  v a s o d i l a t o r y  s i g n a l t r a n s d u c l i o n  i n  h y p e r c h o l e s t e r o l e ・
m i a :  a n a l y s i s  o f  a ' o s s  t a l k  b e t w c e n  i s c h e n ] i c  m y o c a r d i u m  a n d  c o r o n a r y  v a s ・
C u l a t u t e
内 十 邦 屶
' ー ' ^
佐 心 光 一 , 小 丸 辻 也 , 塩 入 裕 樹 , 金 塚
y し ,
第 6 5 山 I  U 本 循 環 器 学 会 総 会 京 都 平 成 1 3 年 3  打 2 5 - 2 7 1 , 1
1068Transient stretch pulse can be atrl]ythmogalic through the acce]a'ation of
Ca2+ waves in intad trabeculae
YOSI〕inao sugai, Masahilo Mi山"a, Yuji wakayama, Nlasanori Hitose, YU・
taka Kagaya, Jun X入7ala】1abe, Kunio s]]irato
第651・1 Π人循環器学会京都十・成13η・3 打26日
E丘ed of defidency of cD38-cydic ADP-Tibose signaling syslan on ca2十
1〕andl]ng Ⅱ〕 cardiac muscle :1ts temperature dependency
Masanori Hirose, Masahito Miura, Yutaka Kagaya, Yoshinao sUσai, Yuji
、入lakayan〕a, Jun Takahashi, Kunio shirato,1Chiro Katoh, shin TalくaSをΠVa,
Hiroshi okam010
第65回門本循環器学会京都平成13年3刀27Π
口人病即劇1祁による舳亦栓症症例頻股の雛移
仏クⅢⅢ聖「',1俗橋徹,北"」修," E邦リ},小村真1朝,欠洋、屯宏,1_1_11U
典・・、,太H_げ忙弛,'十哩予赳
第41回 1_1木呼吸器ツ会東京平成B年4j・141_1
散死性肺楽栓症における診断制度の推定
佐久1川聖イ、',商橋徹,北向修,内1に邦リ},小村典1物,矢ル卓宏,1_Ⅱ醐
典・,人仟1雅弘,小野赳
第4110I H木呼・吸器学会東京平成13イf4J14 1_1
川]空柞症と痛の関係
佐久岡IW仁, 1拓橋徹,北向修, 1ヨ十j心リ},小村真刑1,欠沖,;i宏,山HI
典・,太ΠW伊払,小野赳
第4H川日本1呼吸雛学会東京'r成13年4 Ⅱ 41ヨ
気管支喘息恕、者における気迫過敏忰の経年変化について
田幻小!i美,ー'ノ瀬正和,111縣俊介,杉浦久敏,小荒井泥,'村Y1打,人
1"Ⅱ東雄・,佐野公t火, U_1村弦,川鮮那俊火,血士那屶
第4Ⅱ而11_1木呼吸り舮γ会総会東京十・成1311・・41」 4日
L-HISTIDINE DECARBOXYLASE(HDC)欠扱マウスを用いたアレルギー
件喘息、モデルにおける気逝過敏竹_及び好触球皮淵の検肘
小抗井児,・・'ノ諫fUモ和,大郡沿,石加五lj,Ⅱ_1縣俊介,杉油久敏,桜
井映子,倉垪牧朗,波辺建彦,服部俊犬,力上邦男
第411川日本呼1吸器学会総会東京平成】3イ「二4 打 4 Π
閉塞性肺疾患(COPD)の気道過敏性における肺容U:減少術(LVRS)の効果
11"際俊介,・ーハ和正和,小荒井晃,服部俊火,内['邦リJ
第411旦1 口本呼吸器学会総会東京平成13イ1'4ナ」4日
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1072
195
1073
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1 0 7 6プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 持 続 卸 注 療 法 を 施 わ し た 原 発 性 肺 商 血 斥 症 8 例 の 検 討
1 布 橋 徹 , 佐 久 剛 聖 仁 , 緑 田 朽 i , 北 向 修 , 池 Ⅲ 丹 , 白 ・ し 邦 男
第 9 8 回  1 、 1 水 内 科 学 会 i M 演 会 横 浜 平 " 艾 1 3 年 4  門 1 4 H
E v a l u a t i o n  o f  o x i d a t i v e  S れ ' e s s  i n  p a t i e n t s  w l t h  h e a r t  d i s e a s e  b y  m e a s u r i n g
U r i n a r y  8 - i s o ,  P . G F 2 a
及 川 美 奈 子 , 小 メ L 達 也 , 岩 渕 燕 , 谷 川 俊 了 , 塩 人 裕 樹 , 田 小 光 昭 , 越 田
売 河 , 局 橋 淌 , 波 辺 淳 ,  1 ι 1 1 , ' り }
心 不 令 研 匡 t 会 仙 台 平 成 1 3 年 4 ナ ] 2 1 日
生 命 新 麦 予 測 囚 子 と し て の T - w a v e A Ⅱ e m a n s
1 _ U 田 亜 樹 , 波 辺 淳 , 古 関 義 人 , 金 野 裕 司 , 小 1 1 1 、 二 郎 ,  f i 田 直 , 伽 崎
毅 , 三 浦 菖 , 人 , 内 士 邦 屶
心 臓 確 女 姓 J 里 ペ ー シ ン グ 学 会 筑 波 平 成 1 3 年 5 刀 2 0 日
交 流 逃 流 の 催 不 柴 川 雨 乍 用 に お け る  V i r t u a l e l e c h ・ o d e  p a t t e m  の 市 要 牲
コ ン
ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 乘 ・ 要 性
戸 田 仙 二 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 白 上 邦 男
第 1 6 1 回 日 木 ペ ー シ ン グ ・ 逃 女 U 上 醐 学 会 筑 波 平 成 1 3 午 5 月 2 0 - 2 2 日
心 室 細 1 動 に お け る  C r 北 i c a l  m a s S 仮 説 の コ ン ビ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ , ン ー 細
動 の 雛 持 1 ひ 必 要 な 媒 質 形 状 の 条 什 の 検 討
戸 田 直 , 篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶
第 1 6 1 引 Π 本 ペ ー シ ン ク . 地 気 牛 理 学 会 筑 波 平 成 1 3 年 5  打 2 0 - 2 2 日
心 筋 伸 展 と カ ル シ ウ ム 波
三 浦 昌 人 , 菅 井 鞍 尚 , 仏 瀬 尚 徳 , 波 辺 浮 ,  h ・ セ 邦 屶
群 牙 6 1 可 門 木 心 1 幟 ペ ー シ ン ク . 暗 気 ノ 卞 四 半 会 つ く ば 平 成 1 3 年 5  打 2 1 日
i N O S 欠 損 マ ウ ス に よ る ア レ ル ギ ー 反 応 後 の 気 遊 過 敏 性 及 び 好 酸 球 浸 潤 に ヌ 、 1 す
る 活 性 窒 京 類 の 役 割 の 検 肘
小 荒 井 児 , ・ ノ 瀬 1 下 和 , 杉 浦 久 敏 , 卞 許 j 1 リ 隶 文 , 1 」 _ 1 縣 俊 介 , 服 部 俊 夫 , 白
上 邦 躬
第  U 司 日 本 N 0 学 会 学 術 集 会 福 岡 平 成 1 3 午 5 刀 2 6 日
・ ' 触 化 * 素 1 汲 入 療 法 を 施 l j し た 心 室 中 隔 欠 損 症 の 一 例
闘 橋 徹 , 佐 久 間 卯 仁 , 出 1 町  1 順 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 内 上 邦 男
第 2 1 川 肺 高 血 圧 症 治 療 研 究 会 東 京 平 成 1 3 年 6 円  2 日
確 f ビ ー ム C T を 用 い た 原 発 一 " 姉 高 血 氏 症 の 右 心 機 能 而 平 価
出 町 順 , 佐 久 間 聖 仁 , 高 橋 徹 , 縄 田 淳 , 鎌 田 英 ^ ー , 北 向 修 , 一 三 浦
祥 子 , 杉 村 宏 ・ ・ 郎 , 角 道 紀 子 , 池 田 淳 , 白 十 邦 屶 , 石 出 偏 正
第 1 3 2 1 0 1 日 本 循 弓 γ 器 学 会 地 ノ j 会 盛 岡 平 成 1 3 年 6 月 9  Π
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1085原窕性肺1拓血圧症にヌ寸するプロスタサイクリンの世性効果
高橋徹,佐久1瑚聖イ1,出1町順,雛田 i字,鎌川英一,北向修,池田
淳,白十邦男
第132回Π木循喋器学会地力会 J嘉1岡平成13年6 村 9 Π
房室ブロックを仟う払帳刑心筋症家系における遺伝・f解析第一繊
大友浮,苅部明彦,波辺淳,白士邦屶,呉繁火,松原洋・・,八人暫
大,伊藤明一,二ι訓ΠE悦
第132回Π本循喋器学会火北地力会嘘岡平成13年6打 9n
心不令に対するアミオタロンとβーブロッカー併朋療法の有用杵
1拓橋孝典,篠崎毅,、之宮木帳,池山淳,渡辺淳,"十ナ心男,小Ⅱ1介
弘典,菊池諄一
第1321引Π小;循瑞酷押学会東北」也ノj会盛岡平成13年6 " 91_1
慢列ξlm栓塞栓性川]「拓血圧症(CIEPH)に文1するエポプロステロール(PG12)
長甥使用のイ刎
杉村宏・部,佐久冏聖仁,局橋徹,出町順,鎌n1英一',縄田淳,北
向修,角通記f,池H_1 淳,内十邦労
第164回 H本内科学会央北地力会仙台平成B午6河16臼
beね一blodζer は川呈依存的に心不全恕、名の収痢搦生を改誇する
多1_Ⅱ博了・,篠崎毅,波辺淳,广11:邦リ}
内科地力会仙六・1勺女13年・61]16日
1島度房室ブロヅクを件う、゛症心小令恕、名に対する真武湯の使jlN制験
片寄大,由十邦男
第52回 H本東IH長学会札幌平成13年6河17日
Churg-S廿ausS 症候1拝のーイ列
岩崎正,田村弦,山士邦屶
気管支喘息ヌj策恊議会錦9 回研究会仙台平成13年6打30H
アンジオテンシン変換解*胤〒11薬小、独とアンギオテンシン受容体括抗薬併削の
いずれがラヅト梗塞後心室りモデリング抑制に優れているか?
武田守彦,商橋務子,菅井裳尚,高橋淵,白士111]杉ル正,加賀谷 」王色、,
J心リ},・・・迫玲, f塚文明
錦17回コロナリークラブ 11リ杉平成]3イf フナj7 1_1
成人 Valsalva 洞破裂の 1 例
杉村宏・一郎,池田淳,广1に邦男
群巧3回東北心血管造影冠苓舌会青森平成13年9打 7Π
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原 発 1 、 村 姉 高 血 圧 疲 ( P P H ) 治 療 の 現 況 オ 加 こ エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル ( P G 1 2 ) 治
北 f に つ い て
ν ' : 久 剛 聖 仁 , 高 橘 徹 , 1 Ⅱ 町 順 , お Ⅲ _ f 1  淳 , 鎌 H 1 英 一 , 北 恂 修 , 池 田
浮 , 訂 上 邦 屶
芽 Π 備 1 川 Π 本 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 占 森 平 成 1 3 イ に 9 打  8  Π
原 充 忰 肺 i 布 Ⅲ [ 圧 症 患 、 名 ' の 右 室 機 能 評 何 i ; 1 ・ 匠 負 石 Π こ よ る 右 室 形 態 変 化 の 検 肘
出 岡 } 順 , 佐 久 岡 聖 仁 , 高 橋 徹 , 縄 Ⅷ 淳 , 鎌 円 英 ・ ・ , 北 向 修 , 杉 村
宏 一 ' 郎 , 角 道 紀 ・ f , 池 川 浮 , 广 1 上 邦 屶 , 朽 出 仁 正
第 1 6 5 1 可 Π 木 内 科 学 会 東 北 地 ノ j 会 ・ 1 丁 森 平 成 1 3 イ 「 9  打  8 日
B e n e f i c i a l  E 丘 e c t  o f  A m i o d a t o n e  c o m l 〕 i n e d  w i t h  b - b l o c k e r  o n  v e n t r i c u l a r
F u n c t i o n  i n  p a t i a l t s  w i l h  c o n g e s t i v e  H e a r t  F a i l u l ' e
i 高 橋 子 典 , 篠 峪 毅 , 二 宮 本 帆 , 池 Ⅱ 1  浮 , 波 辺 淳 , 内 十 邦 屶
第 4 9 回  U 水 心 臓 病 学 会 学 術 条 会 ル U 島 平 成 1 3 年 9 打 2 4 日
B e n e f i c i a l  E a e d  o f  A m i o d a r o n e  c o m b i n e d  w i t h  b e t a - b l o c k e r  o n  v e n t r i c u l a r
F u n c t i o n  i n  p a t i e n t s  w i t h  c o n g e s t i v e  H e a r t  F a i l u r e
, 拓 橋 ■ 典 , む 判 崎 毅 , 、 ' 宮 人 縦 , 池 田 諄 , 渡 辺 淳 , 打 上 邦 屶
第 4 9 1 四 心 臓 病 学 会 広 島 、 F 成 1 3 午 9 月 2 4 - 2 6 H
ベ ー タ ー ブ ロ ヅ カ ー と ア ミ オ ダ ロ ン 併 刑 療 沽 の 心 、 1 謝 走 改 遮 効 果 に つ い て
多 田 博 ・ f 丁 劇 断 毅 , 1 拓 橋 孝 典 , 7 γ 宮 木 十 長 , 池 田 諄 , 渡 辺 諄 , 白 士 . 邦 リ }
第 6  川 ブ ミ オ タ ロ ン 研 究 会 東 」 H  平 成 1 3 仟 ・ 9  " 2 9 Π
肥 大 刑 心 筋 症 の 拡 張 j 朝 の 質 堅 性 小 均 ・ 性 に 対 す る 薬 剤 及 び ぺ ー ス メ ー カ ー の 効 果
鎌 田 央 ・ ・ , 小 岩 f f 郎 , 池 田 淳 , 後 j 係 淳 , 猪 i 村 1 幹 鮒 . ,  1 1 1 1 二 邦 男 , 木 1 _ [ ! 英
I j , 所 鵬 蔀 叔 子 , 大 平 美 化 , 千 柴 賢 治 , 長 谷 川 英 之 , 釡 j l ・ 斧 ,
芽 弗 8 1 川  H 木 眺 , 床 牛 . 旦 1 ! 学 会 総 会  1 火 1 _ 1 1  平 成 1 3 年 9  打 2 8 - 2 9 Π
心 判 [ ・ 片 に よ る ' 心 筋 収 新 酎 卯 制 の 臨 床 的 訓 1 明
小 岩 冉 部 , 鎌 川 英 ・ , 後 藤 淳 , 池 田 淳 , 猪 痢 川 ? 姉 , 白 士 邦 リ j , 長 谷 川
英 之 , 企 : j l ・ 浩 , 本 田 英 〒 j
第 3 8 叫 Π 本 1 加 . 床 生 瑠 y 1 会 総 会 秋 U _ 1  平 成 1 3 勺 三 9 1 } 2 8 - 2 9 Π
器 質 的 ' D 疾 恕 、 患 者 の  f 後 予 i 則 閤 f と し て の T - w a v e  A l t e m a n S  の 意 裟
1 」 _ 1 田 弛 樹 , 渡 辺 淳 ,  i 引 刈 筬 人 , 金 野 裕 司 , 小 山 二 郎 , j ゴ 田 直 , 二 宮 水
帳 , 篠 崎 毅 , 三 浦 月 人 , 广 1 ・ 上 J " り }
m 3 8 回 日 人 幣 床 生 理 学 会 総 会 秋 田 平 成 B 年 9 村 2 8 - 2 9 日
デ ジ タ ル ホ ル タ ー 心 雄 侠 W 剣 杉 の 次 元 解 析 一 ・ 非 線 形 解 析 に よ る 心 室 竹 不 ! 劃 脈
の 予 知 は 可 能 か ?
戸 川 心 , 岩 永 浩 明 , 古 1 刈 義 人 , 釡 野 ネ 谷 司 , 小 Ⅱ 」 ご ' 郎 , 波 辺 涼 , 白 士 邦
屶 , 小 沢 一 飢
1 上 休 カ オ ス 研 究 会 秋 Ⅱ _ 1  平 成 1 3 ζ r 9 j ・ ] 2 9 日
1 0 9 5
1 0 9 6
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1 0 9 8
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1103βブロッカーとアミオダロン併朋療法の心市對彪改誓効果について
多田博、f,篠崎毅,渡辺浮,山士邦屶
鋪6 回アミオダロン研窕会東京平町幻3年9打29日
ICD村iえ込み後にシンタンポナーデを充生した一例
多山博子,篠崎毅,深堀耕平,高橋孝典,広瀬尚徳,大友淳,熊谷浩
司,杉1[ if,、三浦昌人,福地満正,濃辺淳, h 1二邦男
第18回心電学会東京平成13年10村 4 -5日
慢性心房細動における確気的除細動後のシベンゾリンによる洞訟并絲忙持効米の
検討
深則材平,篠崎毅,多田博子,島橋孝典,広瀬尚徳、,大友淳,熊谷浩
司,杉社1 正,三浦昌人,福地満」モ,波辺淳,白士邦屶
第181川心笵学会東京平成13年10H 4 -5 H
ブレルギー性気道炎症に伴う上皮基底膜の障害と修復一喘息モデルマウスを
川いて
人野勲,熊谷克紀,今井克゛診,1叫田信"1,妹尾¥腎討,服部俊夫,白士邦男
第9 回肺りモテリング研究会東京平成13午10刀 6日
ステロイド点眼の肺サルコイドーシスの腺床絲過に及ぼす影粋
奈良正と,笹森寛,小川浩111,石血五月,志村早苗,白士J心屶,服部俊大
Π本サルコイドーシス・1勾芽1刺4疾膨、学会総会東京・平・成13午10打19Π
1104
1105
1106
1107
199
H08E丘ect of combination tha'apy with amiodarone and beta-bloC1ζer on ven・
tricular syst011C dysfunction ln patients lvith congestive heart fai1山'e
T. Takahashi, T. shinozaki, M. Ninomiya, J.11ζeda, J.訊latana】〕e, K
ShⅡ'ato
日木心不全学会仙台平成13年10村25-26Π
Elevation of oxidative stress in left va}h'icular failure and cardioprotective
e丘ect of nilric oxide release
Minalく0 oi]稔Wa, Tatsuya Komaru, Kaom lwabuchi, Kouichi sato, Hirold
Shioiri, Mitsuald Tanalく且, Ryoji Koshida, Jun Takahashi, Jun 工入latanabe,
Kunio shirato
日人心不全ツt会仙台平成]3年10打25-26H
1109
1110E{fect o{ MS-551 0n cardiac function: pharmac010gical characterization in
intact rat trabccu]ae
広瀬尚徳,、三浦昌人,菅非義尚,加賀谷豊,波辺淳,白上邦屶
第'51・1 Π本心不全学会学術集会仙台平成13年10河26H
2 0 0
1 1 1 1
C a 2 +  w a v e s  d e t e t m i n e  d e l a y e d  a f t c r d e p o l a r i z a t i o n s  a n d  c a n  b e  a r r h y t h m o ・
g e n i c  i n  i n t a c t  r a t  れ ' a b e c u l a e
菅 井 筬 尚 , 三 浦 昌 人 , 若 山 裕 司 , ル J 頼 尚 徳 , 加 賀 谷 ' 纏 , 白 士 邦 男
第 5 師 1  Π 本 心 不 全 学 会 学 術 条 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 1 1 2 6 日
1 1 1 2
C h u r g - s t r a u s S  症 候 群 の ー 一 例
岩 崎  l f , 田 村 弦 , 佐 野 公 仁 夫 , 大 河 原 鮒 ・ ' , 城 田 英 和 , 邵 裟 深 ,  f l
士 邦 男
第 9  師 1  侍 副 ボ 1 揣 息 羽 f 究 会 往 Ⅱ 司 平 成 1 3 作 ・ 1 0 打 2 7 1 ヨ
1 1 1 3
I n c r e a s e d  e x p r e s s i o n  o f  v o n  w i Ⅱ e b r a n d  f a c t o r  i n  t h e  e n d o c a r d i a l  e n d o t h e l i u m
O c c u r s  a s  a  皿 ・ o t h r o m b o t i c  a l t e r a t i o n  i n  a t r i a l  f i b n l ] a l i o n  m v o l v i n g  s h ' u c t u r a l
r e m o d e Ⅱ n g
K o j i  K 山 〕 〕 a g a i ,  M i t s u m a s a  F u k u c l ] i ,  J u n  o h t a ,  s h i g e o  B a b a ,  K o i c h i
T a b a y a s h i ,  K u n i o  s h i r a t o
心 不 全 学 会 仙 台 平 成 B 年 1 0 打 2 6 - 2 8 Π
1 1 1 4
E F F E C T S  O F  C O M B I N A T I O N  T H E R A P Y  W I T H  A N G I O T E N S I N  C O N ・
V E R T I N G  E N Z Y M E  I N H I B I T O R  A N D  A T I  R E C E P T O R  B L O C K E R  O N
V E N T R I C U L A R  R E M O D E L I N G  A N D  S U R V I V A L  A F T E R  M Y O C A R D I ・
A L  I N F A R C T I O N  I N  R A T S
武 田 守 彦 , 泊 H 需 務 子 , 商 橋 沸 1 , ' 迫 玲 , 予 塚
Ⅱ Ⅱ
杉 江 正 , 加 賀 谷
」 エ 」 L  ,
文 明 , 白 ・ 上 邦 男
第 5 回 心 不 全 学 会 学 術 条 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 ω 1 2 5 H
1 1 1 5
M y o c a r d i a l  p h o s p l ) o i n o s i t i d e  t u t n o v e r  c a n  b e  a s s e s s e d  b y  p o s i t r o n  e n 〕 ] s s l o n
t o m 0 即 ・ a P 1 1 y  w i t h  c - ]  1  1 a b e l e d  d i a c y l g l y c a ' o l i n  p a t i e n t s  w i l h  m y o c a r d i a l i n ・
f a r c t i 0 Π
安 田 聡 , 千 Ⅱ 1 邪 : イ 「 i , 社 吋 1 成 人 , 武 川 守 彦 , 1 ☆ 」 1 防 務
大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
1 吐 1
_ 「 五 , . ,
今 堀 良 火 , 由 士 邦 男
f , 及 川 美 奈 子 , 山 根 山 理 子 , 野 乃 人 宏 , 1 係 井
ウ ι 二 ,
錦 5 1 回 日 本 心 不 全 学 会 学 術 集 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 j 」 2 5 Π
G e o m e 廿 i c  c h a n g e  o f  t h e  n g h t  v a ] t r i c l e  i n  p a t i e n t s  w l t h  p r i m a r y  p u l m o n a r y
h y p e r t e n s i o n
D e m a d 〕 i  J ,  s a k u m a  M ,  T a k a h a s h i  T ,  N a w a t a  J ,  K i t a n 〕 u k a i  o , 1 1 祀 d a  J ,
I s h i d e  N ,  s h i t a t o  K
第 5 回 心 不 余 学 会 仙 台 平 成 1 3 年 1 0 打 2 6 日
1 1 1 6
O b s a ・ v a t i o n a }  s t u d y  o f  s u d d e n  c a l ' d i a c  d e a t ] 1  i n  p a t i e n t s  w ] t l 〕  c h r o n i c  l 〕 e a r t
f a i l u r e  i n  J a p a n
K o s e l d  Y , 工 入 l a t a n a b e  J ,  K o n - n o  Y , 1 k e d a  J ,  s a k u m a  M ,  K a g a y a  Y ,  s h h 、 a t o  K
第 5 回 心 不 令 学 会 仙 台 乎 成 1 3 仟 1 0 j ・ 1 2 6 Π
1 1 1 7
1118Apoptosis ln lschemia-reperfusion model of hypertrophic rat heart
Kakudou N, Nawata J,1Soyan徐 S, wang H, sugim山'a K,1keda, J, shiTato K
封巧回心不令学会仙台平成13年10打26日
プレナリーセッシ,ン 2 「心■巴大・心不全とカルシウムサイクリング」,
Deficiency of cD38-cydic ADP-ribose signaling system causes cardiac
hypertrophy and the upTegulation of genes related 加 Ca2+ cycling
高橋淵,力山侠・一郎,三浦昌人,高沢伸,岡人宏,白士「」11加賀谷 」宜L,
夘屶
第5回 H本心不全学会学術架会仙台平成13年10月26日
Expression of 皿'otein kinase c isoforms in viable and 血farcted myocardium in
rats
山根由理・f,浪打成人,波辺淳,白士邦屶」11「商橋務子,加賀谷 5ι,
鮮巧回口人心不全学会学術架会仙台平成]3年10打26日
A NOVEL FAMILIAL DILATED CARDIOMYOPATHY WITH ATRIAL-
ATRIOVENTRICULAR CONDUCTION DEFECT IN A LARGE
JAPANESE FAMILY
大友淳,苅部明彦,波辺淳,白上邦男,呉繁犬,松原洋一,八木暫
大,二三浦正悦,伊1佳明・ー
H木心不全学会仙台平成13年10J・j26日
!E症肺塞栓症の4例
杉村宏一郎,佐久問聖仁,高橋徹,出町順,縄田淳,鎌出英・、,北
向修,角道紀子,鈴木潤,池田淳,白士邦屶
第8回肺塞栓症研究会東京平成13午1リ」3Π
抗りン脂質抗体症候群,下肢深部静脈血栓症に合併し,無症状に経過した両側
キ肺動脈塞栓症の・・イ列
出町 1順,佐久階1聖仁,局橋徹,縄田涼,鎌田英一,北向修,杉村
宏・・浪1ξ,角通紀子,池山淳,白士邦男
第8同川没到全症研究会東京平成13午H月3Π
肋塞栓症頻度の推定;Π本病理剖検輯報を用い九検討
佐久惜1聖イ、:,局橋徹,北向修,白士邦男,中村↓X潮,矢津卓宏, U_1田
典一,太旺璃北弘,小野赳
第8回肺案栓症研究会東京平成13年Ⅱ月3日
冠動}振内膜病変とプロテオク'りカン
福地満正,波辺淳,熊谷浩司,白上邦男
鮮嬰21川日本脈管学会総会人阪平成13年Ⅱ打22U
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1120
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1121
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1125
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循 我 γ 器 総 介 医 潦 的 心 エ コ ー 検 査 桃 告 、 牛 作 製 の 試 み 一 楠 易 東 洋 医 ツ 巾 勺 1 川 診 併
用 の イ ・ 」 川 竹 : ・
片 寄 人 ,  1 ι 1 卜 J 3 リ }
第 1 9 1 回  U 人 東 汀 斗 魯 乎 会 東 京 Ψ 成 B 年 Ⅱ 門 2 5 Π
原 発 性 肺 品 肌 圧 症 患 者 の 血 行 動 態 と イ i 室 り モ デ リ ン グ
Ⅱ _ 1 町 順 , 佐 久 階 凹 1 仁 , 商 橋 徹 , 縄 田 涼 , 鎌 Ⅱ 1 英 ・ , 北 向 修 , 杉 村
宏 ・ 一 郎 , 角 道 紀 ・ f , 池 田 淳 , 广 1 上 邦 屶 , イ 1 出 イ . 門 f
平 成 B 仟 J 卿 早 生 省 特 定 疾 悲 阿 存 Υ 1 「 業 呼 吸 不 令 研 究 班 総 会 、 東 京 平 成 1 3
年 1 2 j ] 1 4 日
Ⅲ 群 抗 不 整 脈 薬 M S - 5 5 1 の カ ル シ ウ ム 波 に 刈 す る 影 糾
渡 辺 淳 , " ・ 上 邦 屶
1 1 1 ,
広 瀬 尚 徳 , 、 、 1 浦 昌 人 , 菅 井 綻 尚 , 加 賀 谷
「 工 呈 . ,
第 1 4 1 0 1 心 臓 性 急 死 研 究 会 東 京 平 成 1 3 郁 1 2 打 2 2 Π
T h e  m a g n i t u d e  o l t r a n s m u r a l  h e t e r o g e n e i t y  a s  a  d e t e r m i 1 1 a n t  f a d o r  f o r
L V E D p  e l e v a 壮 o n  i n  H C M  p a t i e n t s
K o i w a Y ,  K a n l a d a  H , 1 k e d a J ,  s h i r a t o  K ,  H o n d a  H ,  K a n a i H ,  n a s e g a w a  H ,
S a i t o h  Y
2 0 0 1  1 E E E  l n t e r n a t i o n a l  u l h ' a s 0 1 〕 i c s  s y m p o s i 山 n ,  A u a n t a ,  G a . 2 0 0 1
T h e  r e l a t i o n s h i p  b e れ V e e n  m i 仇 ' o v o l t - 1 e v e l  T  w a v e  a l t e r n a n s  a n d  m y o c a r d i a l
i n h o m o g e n e i t y  i n  c a r d i a c  l ) y p a ' t r o p h y
Y u j i  K o n n o ,  J u n  w a t a n a b e ,  K u n i o  s h i r a t o
N A S P E  2 2 n d  ボ ス ト ン 平 成 1 3 介 二 5  打  2  - 5  0
A 1 1 e r g i c  a i r w a y  h y p e r N s p o n s i v e n c s s  a n d  e o S Ⅱ 〕 o p h Ⅱ  i n { i l t r a t i o n  l n  l , ー ] 〕 i s t l d 1 Π e
d e c a r b o x y l a s e  g e n e  k n o c k o u t l n i c e
A . 1 く o a r a i ,  M . 1 C h i n o s e ,  H . 0 ] 1 t s u ,  S . 1 S h i g a l d ,  S .  Y a m a g a t a ,  H .  s u g i u r a ,  E
S a k u r a i ,  A .  K I U ' a n ] a s u ,  T .  w a t a n a b e ,  T .  H a l t o n ,  K .  s h i r a t o
I n t e r n a t i o n a l  c o n ι e r e n c e  A L A / C L A  2 0 0 1 ,  s a n  F r a n c i s c o  ' 舮 成 ] 3 ・ , 1 二  5  刀
2 1  Π
C O P D
E a e c t  o f  l u n g  v o l u m e  r e d u c t i o n  s u r g e r y  o n  a Ⅱ ' w a y  r e s p o n s l v e n e s s  m
S u b j e d s :  r o l e  o f  e l a s l i c  r e c o i l  p t e s s u r e  a l ] d  a i r w a y  c a l i b e l '
S .  Y a m a σ a t a ,  M . 1 d 〕 i n o s e ,  H .  s u g i 1 1 1 ' a ,  A .  K o a r a i ,  N .  T a j i m a ,  T .  H a t t o n ,
1 < .  S 1 1 Ⅱ ' a t o
I n t e m a t i o n a l  c o n f e T e n c e  A L A / C L A  2 0 0 1 ,  s a n  F r a n c i s c o  ' 1 り 女 B 仟 ・  5  j j
2 3 日
C O P D
E f f e c t  o f  l u n g  v o l u m e  r e d u c t i o n  s u r g e t y  o n  a l r w a y  r e s p o n s l v e n e s s  l n
S u b j e c t s :  r o l e  o f  e l a s l i c  r e c o i l  p r e s s u r c  a n d  a i r w a y  c a l i ] 〕 e t
M . 1 d 〕 i n o s e ,  S .  Y a m a g a t a ,  H .  s u g i u r a ,  A .  K o a r a l ,  K .  s h i r a t o ,  T .  H a t t o r i
E u r o p e a n  R e s p i r a t o r y  s o c i e t y  A n n u a l  c o n g r e s s ,  B e r Ⅱ n  、 ' γ ゛ ' と 1 3 ' F  9  j 三 1
2 3 日
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1134Chcmotactic peptide stimulati011 0f large conductance, ca]cium-activated
Potassi山n (maxi-K) channels in pm'cine Ⅱ'adleal smoou〕 muscle ceⅡS
M. N丑ra,1<. sasamori, T. sasaki, H. ogawa, K. S]1h'ato, T. Ha杜ori
200I ERS, Berlin, Germany, september 25,2001
N-formyl Mel一上eu-phc (fMLP), a microbe-derived cl〕emoattractant for
Icucocytes, aCれVates porcine airway submucosal g]and acinar ceⅡS
K. sasamori, T. sasald, M. Nara, T. Tamada, K. shirato, T. Ha杜ori
200I ERS, Berlin, Germany, scptelnber 25,2001
Ca2+ waves can be Arrythmogenic Thorough the lncrease in Delayed Af・
terdepo]arizationS Ⅱ] 1ntact Rat Trabeculae
Sugai Y, Milu'a M, wakayama Y, Hirose M, Kagaya Y, shirato K
74t】1Annua] sdentific Meeting of American Heart Assodation, Anaheiln,
U.S.A., NOV.12,2001
Evidence ol impah、ed vasodilatory signa1 廿ansduction in hypercholesta'ole・
mia: analysis of cross ta]k between ischen]ic myocardium and coronary vas・
CU]at1Ⅱ、e
Kouichi sato,1'atsuya Komaru, Hirold shioiri, Masaharu Nakayama,
Hitos]〕i Kanatsuka, Kunio shira加
The 74Ul sdel〕tific sessions of American Heart Association in Anaheim,
CA, USA, NOV.11-14,2001
2002年
娠血心筋と冠微小動1抓のクロストーク:百日咳商,累(PTX)感受竹G蛋白
(GPTX)の関りと高脂1Ⅲ症におけるその1鄭占
仏J係光・ー,小丸辻也,塩入昇斗封,武田判,品橋克明,釡塚
"ー';,
白上邦屶フC,
Coronary club 2(川2イ「 2 打 2日
Xanlhineoxidase(×0) 1川轡剤の似十U捌塞性11「柳突恕、(COPD)タ(L迫への会カリι
杉油ク■^,・'ノ激i卜和, fii侍雅文,駒人裕一,小荒井晃,山縣俊介,白
上J心男,服部俊大
気道病態シソポジウム 2002年2打 9日
肺移杣の1例
'汁命徹,佐久Ⅲ1聖イニ, H_W]j 加↓,雛m i乎,鈴木湘,北向修,角道
紀子,杉村宏・一郎,池田淳,内上邦男,岡田党典,近藤丘
第3引可仙台心臓カテーテルカンフブランス 2002年3門 4 0
肺移舶の1例
■橋徹,佐久ⅢN町、1,出町順,都田淳,鈴人淌,北1司修,角道
紀子,杉村宏一鄭,池田浮,广!上邦屶,岡田兜典,近藤斤
第28回、山fⅡ管放牙路尿カンフプランス 2002年3 門 14Π
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喘 息 、 恕 、 者 に お け る 長 剛 吸 入 ス テ ロ イ ド に よ る 気 道 過 敏 性 改 善 の 規 定 因 イ の 検 討
駒 木 裕 ・ 、 , 田 島 心 美 , ・ 、 ノ 瀬 j f 和 , 杉 浦 久 敏 , 戸 1 搭 雅 文 , 仕 " 縣 俊 介 , 小 荒
井 児 , 大 河 原 鮒 一 ・ , 佐 野 公 仁 夫 , 田 村 弦 , 白 上 邦 男 , 服 部 俊 夫
又 ( 道 過 敏 性 研 究 会  2 0 0 2 年 3 ナ 」 1 6 制
X a n t h i n e  o x i d a s e ( × 0 ) 川 [ 害 剤 の 慢 性 閉 来 性 所 W 矣 患 ( C O P D ) 気 道 へ の 効 果 に
つ い て
杉 浦 久 敏 , ー ノ 瀬 正 和 , 戸 f 搭 雅 文 , 1 駒 人 裕 一 , 小 荒 井 晃 , ロ _ 1 縣 俊 介 , 内
・ 上 邦 屶 , 服 部 俊 夫
気 道 過 敏 性 研 究 会  2 0 0 2 年 3 月 1 6 日
気 道 平 滑 筋 イ オ ン チ ャ ネ ル の り ン 酷 化 に よ る 活 性 制 御 機 枇
奈 良 正 之 , 笹 森 寛 , 白 十 邦 屶 , 服 部 俊 夫
L C S  研 究 会  2 0 0 2 年 4  阿  5 日
野 科 に お け る 原 発 性 肺 商 血 氏 症 恕 、 老 の プ ロ ス タ サ イ ク リ ン 在 宅 治 療 に つ い て
商 橘 徹 , 佐 久 惜 偶 町 二 , 出 町 順 , 縄 田 淳 , 鈴 木 潤 , 北 向 修 , 伯 道
紀 子 , 杉 村 宏 ・ 一 郎 , 池 田 淳 , 白 士 邦 男
錦 ' 6  回 束 北 肺 循 環 研 究 会  2 0 0 2 イ F 4 1 } 2 0 日
「 " 則 祠 肺 商 血 圧 症 の 血 行 動 態 的 特 徴 」 泉 発 性 高 血 圧 症 と の 比 較
北 向 修 , 佐 久 制 聖 仁 , 高 橋 徹 , 出 町 順 , 縄 田 浮 , 杉 村 宏 ・ 一 郎 , 角
道 紀 子 , 鈴 木 潤 , 池 田 淳 , 白 十 邦 男
第 6  回 東 北 1 姉 循 環 研 究 会  2 0 舵 年 4  打 2 0 日
原 発 性 商 血 圧 症 に 刈 す る 脳 死 両 g 弸 姉 移 柚 の 一 例
岡 田 克 典 , 松 村 柿 二 , 島 田 和 圭 , 佐 波 暫 , 佐 心 雅 美 , 鈴 木 聡 , 遠 藤 千
顕 , 星 川 康 , 近 藤 丘 , 高 橋 徹 , 佐 久 冏 聖 仁 , 池 円 淳 , 白 士 邦 男
第 6  回 東 北 肺 循 環 研 究 会  2 0 0 2 年 4 月 2 0 日
虚 Ⅱ 叶 ■ 心 疾 患 患 者 に お け る 心 基 部 か ら 心 尖 部 へ の 段 階 的 な 心 筋 血 所 部 章 誓 の 検 出
- 1 3 N ー ア ン モ ニ ア P E T を 用 い た 検 討 一
大 谷 宏 紀 , 田 巻 健 治 , 野 崎 英 二 , 遠 藤 秀 規 , 仇 々 木 敏 秋 , 寺 1 1 奇 ・ 一 典 , 商 橋
白 士 邦 屶
, 1 [ 1
恒 男 , 加 賀 谷
、 , 4 ,
第 9 回 仁 , 岳 己 念 サ イ ク ロ ト ロ ン ・ セ ン タ ー 共 同 利 用 充 表 会 盛 岡  2 0 促
年 5 月 Ⅱ Π
メ ' 室 収 縮 不 全 を 有 す る 慢 性 心 不 全 患 者 に 対 す る ア ミ オ タ ロ ン と β 遮 断 薬 併 用
療 法 の 有 効 性 に つ い て
高 橋 孝 映 , 篠 崎 毅 , _ 二 宮 木 級 , 池 田 淳 , 波 辺 淳 , 白 十 邦 男
仙 台 心 不 全 研 究 会  2 0 0 2 年 5  門  1 1 日
心 筋 の 不 均 一 収 縮 と 不 1 劃 脈
若 山 裕 司 , 三 浦 昌 人 , 述 藤 秀 晃 , 広 神 貞 尚 徳 , 菅 井 裳 尚 , 加 賀 谷
i 皮 辺
! Ⅱ [
」 1 ゛ . ,
淳 , 白 卜 づ 弔 男 ,  B D M  s t u y v e r s ,  H E D J t e r  K e 川 ' S
R T D  研 究 会  2 0 0 2 年 6 月 3  Π
1 1 4 3
1 1 4 4
1 1 4 5
1 1 4 6
1 1 4 7
1 1 4 8
1 1 4 9
1 1 5 0
1151通常J世房室結節りエントリー竹頻拍(S]OW/fast AVNRT)の S]ow pathway
アブレーシ,ンでbj室接合部調律(Jundiona1 血yu]m)の出現がないまま頻
拍誘発不能となった・一例
高橋孝典.,大友淳,広瀬尚徳,多山傅子,深加1耕平,熊谷浩司,杉征
正,若Ⅱ_11弁"1,八木卓也,苅部明彦,汝1-1裕隆,篠崎毅,二浦昌人,福
地満正,波辺淳,白士邦屶
第12101 仙台甑床確気生理研究会 2002年6月12日
突然死をおこした門川朗而布血ル症のH列
「拓橋徹,佐ク、1剖聖イ1,出町順,縄m 涼,鈴人潤,北向修,角道
記子,杉村宏・郎,池田淳,白士邦男
第 21"1 肺1窃血圧症治療研究会 2002年6 打15H
川河刎脈瘤による閉塞性肺炎で死亡した肺商血圧症の1例
出町順,佐久冏聖イ1,尚橋徹,縄田淳,池田淳,白士邦屶
第3回肺「拓血圧症治汝研究会東京 2002年6門15Π
1Ⅱ11脈川1局血1_王症の血行四燒助り特徴一・原発性肺商lm圧症との上ヒ較
北1司修,佐ク、1剖聖仁, H_Ⅱ町舶,商橋徹,綿田淳,池田淳,拘上
J・"り}
芽121川 lntegrated, pulmonary ch'culation Research 200241ミ 6 j] 29日
心筋梗家悲、岩における心筋イノシトールリン脂質代謝匝1帳の1向像化ⅡC ジ
ブシルグリセロール・ポジトロンCTを用いて
山根山肌子,千田雅信,浪打成人,武田守彦,品"1【大谷宏紀,加賀谷 」王゛ー,
橋務子,及川美奈子,内士邦男,◇堀良火,安田聡,野々木宏,藤井
亮,井戸逹難
Coronaty club 福島 2(川2イf・7上1 6日
ニフェカラント使用後にTdPを来たした症例の特微
才勺」1裕司,篠崎毅,"橋孝典,多則博予,深堀耕平,広瀬尚徳,熊谷浩
司,大友瀞、菅井裟尚,杉江止,二浦昌人,福地満正,波辺淳,"
U篤'ミ,田林1恍一,白十邦男
ニフェカランH肝究会 2002年7月6 Π
Xanthineoxidase剛害剤による COPD気道での活性*永種産生抑制効果
杉浦久敏,ソ瀬正和,戸蒔牙佐文,駒木裕',小荒井晃,山縣俊介,内
士邦男,服部俊夫
閉塞性肺疾患研究会 2002年7月200
敗川ル桝生シ"ツクに持続血液演過透析が奏効した心サルコイドーシスの一例
武1■御,岩渕燕,大谷乞絲己,武円守彦,商橋克明,欠fN告・, n 上邦男
BHR カンフブランス 2002年9月7 Π
1152
1153
1154
1155
205
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2 0 6
1 1 5 9
X 即 t h 血 e o x i d a s e 1 川 害 剤 に よ る  C O P D 気 道 で の 活 性 * 系 征 1 辛 牛 抑 缶 畉 力 果
杉 浦 ク 、 敏 , ・ ・ ノ 瀬 正 和 , ノ 〒 ゛ i 邪 1 文 , 駒 木 裕 一 , 小 荒 井 晃 , 1 _ 1 _ 1 縣 俊 介 , Π
士 邦 男 , 服 部 俊 犬
A i r W 符  C l u b  i n  S 印 d a i  仙 台  2 0 0 2 イ r  9  刀 2 1 日
当 院 に お け る ブ ミ オ ダ ロ ン 朔 始 Ⅲ と 肺 合 併 症 に つ い て の 検 制
遠 際 秀 児 , 篠 崎 毅 , 佐 喋 公 雛 , 多 Π 1 陣 f , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 品 橋 孝
典 , 大 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 1 [ 正 , 若 山 補 " 1 , 八 人 申 也 , 苅 部 明 彦 , 汝 1 1
裕 隆 , _ 二 浦 昌 人 , 福 地 沸 川 ' , 渡 辺 淳 , 白 十 邦 リ 」 , 功 → 1 イ 建 汰 郎 , 菊 池 淳
ブ ミ オ タ ロ ン 研 究 会  2 0 0 2 年 9  打 2 5 訂
野 施 設 に お け る エ ポ プ ロ ス テ ノ ー ル の 導 入
商 橋 徹 , 佐 久 卿 聖 イ 、 : , 出 町  1 順 , 紲 川 淳 , 鈴 木 湘 , 北 向 修 , 角 道
紀 子 , 杉 村 宏 ・ ・ 郎 , 池 田 淳 , 白 士 邦 屶
第  1 回 フ ロ ー ラ ン 治 療 研 究 会  2 0 0 2 イ 下 1 0 河 1 2 日
冠 微 小 4 刎 脈 ト ー ヌ ス に 文 1 す る 心 筋 1 1 - 1 来 の 血 管 拡 W 長 1 人 卜 f の 影 糾
白 士 邱 男
゛ - 1 ; ,
武 田 符 , 小 丸 達 也 , 商 橋 克 明 , 佐 ル 4 光 ・ ・ ・ , 金 塚
フ L ,
第  9  回  C V  フ ォ ー ラ ム  2 0 0 2 年 1 0 月 1 8 Π
卸 リ 抱 外 低 カ リ ウ ム に よ り 1 _ Π 現 す る  H E R G チ ャ ネ ル の ユ ニ ー ク な 噛 性
沼 U 裕 降 , 深 堀 耕 平 , 渡 辺 淳 , 白 士 邦 リ 」
第 9  回 心 血 管 セ ミ ナ ー  2 0 0 2 午 1 0 打 2 4 日
急 竹 型 か ら 慢 性 肺 血 栓 楽 栓 症 件 肺 商 血 圧 症 に 移 行 し た 1 例
局 橋 徹 , 佐 久 問 聖 心 , Ⅱ _ 1 町  1 順 , 縄 円 淳 , 鈴 木 湘 , 北 向 修 , 角 道
紀 子 , 杉 村 宏 一 郎 , 池 田 淳 , 白 上 邦 男
第 9  邑 1  肺 塞 栓 症 研 究 会  2 0 0 2 年 Ⅱ 上 1 2  H
似 牲 肺 血 栓 塞 枠 ■ 村 姉 高 血 圧 症 に つ い て 一 急 性 例 と の 比 岐
イ ノ ' 1 久 階 1 聖 イ ・ : , 商 橋 徹 , 出 町  1 順 , 鈴 木  1 剛 , 縄 田 淳 , 北 向 修 , 池 Π 1
浮 , 白 十 邱 屶
第 9  回 肺 塞 栓 症 研 究 会  2 0 促 年 ・ H 打  2 日
ペ ー ス メ ー カ ー リ ー ド 心 房 単 極 リ ー ド を I C D  に 転 用 し た イ 列
遠 藤 秀 晃 , 佐 藤 公 挑 , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , 広 瀬 尚 徳 , 高 橋 孝 典 , 大 友
瀞 . , 杉 江 止 , 字 Π 」 _ 1 裕 司 , 苅 部 明 彦 , 沼 Π 裕 1 峯 , 篠 崎 毅 , _ _ 」 浦 P ' 人 , 渡
辺 淳 , 白 士 邦 男
第 1 3 回 仙 台 施 気 生 理 ! 仙 究 会  2 0 呪 年 Ⅱ 河 2 7 日
ア ミ オ ダ ロ ン に よ っ て 収 締 機 能 が 改 善 す る 慢 性 心 不 全 症 例 が 存 在 す る
遠 藤 秀 兒 , 篠 崎 毅 , 佐 際 公 雄 , 多 田 博 子 , 深 堀 耕 平 , ル § 頼 尚 徳 , 高 橋 孝
典 , 人 友 淳 , 熊 谷 浩 司 , 杉 Υ 上 正 , 若 1 1 _ 1 裕 河 , _ 三 浦 凸 人 , 八 木 申 也 , 刈
部 明 彦 , 沼 U 裕 1 難 , 二 宮 本 祁 , 福 地 満 正 , 波 辺 淳 , 白 士 邦 屶 , 冰 井 健 次
郎 , 菊 池 淳 ・ ー
第 2 回 東 北 ア ミ オ ダ ロ ン 研 究 会  2 0 0 2 年 1 リ 氷 扣 日
1 1 6 0
1 1 6 7
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1168家族によるCPRにて救命し,1CD柚え込み後も頻回の心室釧動を認める特発
性心室細動の1例
深蠏耕、r,篠崎毅,苅部明彦一沼口樹売,_§市昌人,礼弘也尉趾.,波辺
淳,白士邱屶
鮮乳51田心臓突然死研究会東京 2002イ目2jj20日
1169PCPS にて救命した劇症型心筋炎の3例
岩渕燕,白士邦屶
第131旦I PCPS 研窕会 2003年2 門 6 Π
1170Visualization ofincreased myocaTdial phosphoinositide turnover uslng posltron
emission tomograpl〕y with 11C-1abeled diacylglycerolin patients with my・
Ocardialinfarction
Hirold otani, Yutaka Kagaya, YOSI〕io lmahon, satoshiYasuda, Masanobu
Chida, shigeto Namiuchi, Morihiko Takeda, Minako oi1仏Wa, Ryo FujⅡ,
Hiroshi Nonogi, K山〕io shirato
Scientific Meeting of the America11 Heart Association, chicag0 2002ヰι
11j119Π
1171Evaluation of heart-rate turbulence as a new prognostic marlくer ln patients
With chronic heart faⅡ山'e
Koyama Jiro,工入7atanabe Jun, Yamada Ald, Koseki Yoshilo, Konno Yuji,
Toda sunao, shinozaki Tsuyoshi, Miura Masahito, FURuchi Mit飢ln〕asa,
Ninomiya Nototugu, Kagaya YUねka, shirato Kun]0
NASPE 20舵イr・5j] 8日
207
1172Assessment of Exa'cise-1nduced T一工入lave AⅡernans as a prognostic Marker
for The Deterim'ation of Heart Failure
Yamada Aki, watanabe Jun, Toda sunao,1くon-no Yuji, Koyama Jiro,
Koseki Yoshito, Ninomiya Nlototsugu, shinozala Tsuyoshi, shlrato KUI]io
NASPE 20024F 5 乃 100
1173The progression and prognosis of pulmonary vascular 01〕stl'uctive diseases and
rig11し Ventricularhypa、trophy
Jun Delnachi, Masahito sakun〕a,10htu TaRal〕ashi, Jun Nawata, osan〕U
Kitamukai, Jun l]紀da, Nob脚nasa lshide, Kunio shira加
America11 T]〕oracic society, Atlanta 2002イ1三 5 j、121 し1
1174、Π〕e prevention of stl'eptococcus pneumoniae lnvasion by malrix-degtading
enzyme mhibit0玲
Hayashi K, ohn0 1, okada s, Nishima]d K, Hattori T, shiYato K
ATS 2002年5 ナ122H
2 0 8
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R e l a t i o n  b e t w e e n  h e m o d y n a m i c s  a n d  r i g h t  v e n れ 、 i c u ] a r  h y p e r t r o p h y  m a y  a H e c t
S u r v j v a l  a n d  s e v e r i t y  o f  t h e  d i s e a s e  i n  p a t i e n t s  w i t h  p r i m a r y  p u l m o n m " y
h y p e r t e n s l o n
J u n  D e m a d l i ,  M a s a h i l o  s a k u m a ,  T o h r u  T a k a h a s h i ,  J u n  N a w a t a ,  o s a m u
K i t a n 〕 u k a i ,  J u n  l k e d a ,  N 0 1 〕 u l n a s a  l s h i d e ,  K u n i o  s h i r a t o
E u r o p e a n  R e s p i T a t o r y  s o c i e t y ,  s t o c k h o l m  2 0 0 2 1 F  9 1 j 1 5  Π
1 1 7 6
I n 1 1 i b i t i o n  o f  n i t n c  o x i d e  即 ' o d u c t i o n  u n m a s I く S  u l e  v a s o c o n s l r i c t o t  s i g n a l  d e r ・
i v e d  h 、 o m  i s c h e m i c  m y o c a r d i u m
K a t s u a l d  T a 】 く a h a s ] 1 i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  s a t の ' u  l a l く e d a ,  K o u i c h i  s a t o ,
H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
C o n 即 ' e s s  c m ' d i o v a s c u ] a r  s y s t e m  D y n a m i c s  s o c i e t y  2 0 0 2 イ 手 1 0 j 1 1 4  Π
1 1 7 フ
M y o c a r d i u m - d e r i v e d  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  c o u n t e r a c t  m y o g e n i c  t o n e  o f  c o r o n a ・
r y  a r t e r i a l  m i c r o v e s s e l s  a t  r e s t
S a t o r u  T a k e d a ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  K a t s u a l d  T a 1 ζ a h a s h i ,  K o u i c h i  s a t o ,
H i r o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
C o n 即 ' e s s  c a r d i o v a s c u l a Y  s y s t e n 〕  D y n a m i c s  s o c i e t y  2 0 0 2 左 1 三 ] o j } 1 4  Π
1 1 7 8
A  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  T  w a v e  a l t e r n a n s  a n d  l e f t  v e n t r i c u l a t  m e c h a n i c a l  a l ・
t e m a n s  i n  d i l a t e d  c a r d i o l n y o p a t h y
Y u j i  K o n n o ,  J u n  N 入 l a t a n a b e ,  Y o s h i t o  K o s e l d ,  J i r o  K o y a n l a ,  s u n a o  T o d a ,
Y o s h i h i t o  s a k u m a ,  J u n  l k e d a ,  K u n i o  s h i τ 且 t o
C a r d i o v a s c u l a r  s y s t e m  D y n a m i c  s o d e t y  2 0 0 2 年 1 0 打  1 4  H
1 1 7 9 E F F E C T S  O F I N C R E A S I N G T H E D O S E  O F A C E  I N H I B I T O R A N D  A D D ・
I N G  A T I R E C E P T O R  B L O C K E R  A F T E R  T H E  E A R L Y  I N I T I A T I O N  O F
A C E  I N H I B I T O R  I N  A C U T E  M Y O C A R D I A L  I N F A R C T I O N
杉 江 ル , 加 賀 谷 艘 , 武 Ⅱ 1 守 彦 , 矢 作 浩 ・ ・ ・ , 高 橘 務 ・ f , ● H 而 淵 , - 1 宮
木 桜 , 波 辺 淳 , 一 迫 玲 , 手 塚 文 明 , 由 十 邦 男
第 1 5 回  C S D S  2 0 0 2 年 1 0 月 1 4 Π
1 1 8 0
M y o c a r d i u m - d e r i v e d  v a s o d i l a t o r  s i g n a l s  c o u n t e r a c t  m y o g e n i c  t o n e  o {  c o r o n a ・
r y  a r t e r i a ]  m i r o v e s s e l s  a t  r e s t
K a t s u a l く i  T a k a l ] a s h i ,  T a t s u y a  K o m a r u ,  s a t o r u  T a k e d a ,  K o u i d 〕 i  s a t o ,
H h ・ o s h i  K a n a t s u k a ,  K u n i o  s h i r a t o
A m e r i c a n  H e a r t  A s s o c i a t i o n ,  c h i c a g 0  2 0 0 2 年 1 1 月 5  Π
1 1 8 1
A d U 1 1  b o n e  m 釦 ' r o w  c e Ⅱ S  w i t h  e a l ' 1 y  v a s c u l a T  p t o g e n i t o r  p r o p e r t i e s  c a 1 1
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1182Adu]t bone marrow ceⅡS with early vascular progenitot properties can
differentiate into caTdiomyocytes
i座辺苅部明彦,大クJ呆直,八木卓也,伊藤健太,上文娜,加賀谷,Ⅱ1町'1.,
淳,出刀益犬,内士邦男
Heart Fai11Ⅱ'a Therapeutic Horizon 2002年12ナ」 6 0
1183The magnitude of h'ansmura111eterogeneity as a determinant factor for
LVEDp elevation in HCM patients
K0武Va Y, Kan〕ada H,11祀daJ, shirato K, Honda H, KanaiH, HasegawaH,
Saitoh Y
20021EEE lnta'natjonal ultrasonics symposium
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喘息患名における長期吸入ステロイドによる気道過敏性改善の規定因子の検討
駒木裕一,幽島而美,ーノ瀬正和, f会而久敏,戸蒔雅文,1[1縣俊介,小荒
井晃,大河原雄一',佐野公仁大,田村弦,白上邦到,服部俊夫
日本内科学会東北地力会平成N年2月9Π
1185心確伐1同捌ポジトロンCTを井ハけd姉高m止劇主恋、者の病態評価と治療効果の予訓
」1h及川美奈子,大谷宏紀,加賀谷 山根11]埋子,佐久揣1聖仁,1_"m」順,ιor.,
「拓橋徹,紲田淳,"1jB男,四j1朔H聖一,'宅Π1泰
CYRIC 錦'23匝1研究報告会斗Z成15年1月27Π
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1186川京副m圧症恋、者の重症度評価,治療効果判定におけるポジトロンCTの有則性
佐久1瑚聖fl,出1町順,,高橋徹,1Ⅱ1及川美奈了・,大谷乞絲己,加賀谷 、'゛,
井戸逹雄,打士邦屶
厚牛.告呼吸不全研究班研究桜告冉平成15年2打 1日
原発忰肺高血圧症における'W築アドレノメジュリンの分泌,クリアランス剖野立
についての検肘
北1司修,佐久問聖仁,「介M儒徹,出町 1順,紲幽淳,鈴木淌,杉村
宏・・郎,角道紀子,白士邦屶
第B51田Π本循環器学会東北地力会(仙台)平西艾15午2月22Π
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1187虚血杓1忙流ラヅトにおけるエリスロポエチンの梗塞範則愉三小効果について
多田博子,太田潤,加賀谷」1ヒ 山十邦屶、ーー.,
日本内科学会柬北地方会平成15年2打 8日
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低カリウム」m症により"_1現する HERGチャネルのユニークな屯所許桝生
深飢'耕平,沼「1裕隆,渡辺淳,打、1,3男
第135同Π小;U邸業瀞学会東北地力会平成巧午2刀22日
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Π 本 呼 吸 器 学 会 平 成 1 5 午  3  刀  1 5 1 _ 1
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1198APPⅡCation of FDG-PET. for Assessma]t o{ Disease severiw and the Ef・
ficacy of Trcatmenlin patients with pulmonary Hypa'tension
Nlinako oilくawa, Hh"old otani, Yuta]くa Kagaya, Masahito sak山na, Jun
Da〕〕achi, Toru Takahasl〕i, Jun Nawata, Kunio shirato
1_1本循喋器学会平成15イ「・3 」・128 U
1199Inhibilion of Nitric oxide pl'oduction unn〕askes t】]c vasoconstrictor signa](S)
Denved from lscl〕emic Nlyocardium
Kalsuald lakahas]〕i, Tatsuya Komanl, satoru Takeda, Kouichi salo,
Hh'OS]1i Kanatsuka, K11nio sl〕irato
第67回H本循喋器学会総会●引mD 、r成15イ1二3 打281_1
1200Bela adl"energic signal】ng pathway is not in〕pan'cd in d〕ronica11y unloaded
hearts
1くCnla lto, Masaharu Nakayama, Bever]y H LoreⅡ, Kunio shⅡ'ato
第67山IH本循鷄洲シγ会総会qmⅢD 平成15年3 打28Π
1201Transfa'able vasom0加r signals hom Myocardiun〕 Attenuate the Myogenic
Response of coronary Microvessels
Satoru Takeda, Tatsuya Komal'U, Katsuaki Talくahashi, Kouid〕i sato,
Hiroshi KanalsuIくa, Kunio shirato
第671田Π人循環器学会総会(福岡)平成15年3 打28H
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New Experimental Model of NonunHorm Excitation-contracuon couP11ng Ⅱ〕
Rat cardiac Musde: Triggering of ca2+ waves and An'hytl]mlas
Yuji wa]くayama, Masahito Miura, Hidea]d Endo, Masanori Hh'ose,
YOSI]inao sugai, Yuta】くa Kagaya, Jun watal〕abe, Kunio sl)iralo, Henk
EDJ te11くe磁'S
第671川臼水循環器学会総会(福1岡)平成15イr・3J・129H
1203Inotropic e丘ed of Nifelくa】an11n monocrotaljne-induced right ventriculal
hyperし1'ophy and heart faⅡUre
Masanori Hirosc, Masahito Mi山'a, Hideald Endoh, Yuji工入lakayan)a, Mit・
Sumasa Fuk11d〕i, Yutaka Kagaya, Jun watanabe, Kunio shh'ato
第67山1日本循環器学会総会(福1岡)平成15イに3 上129日
1204Ris]く factω・S O{ acute pu】monary tl〕romboelnbolism in patients hospita]ized for
medicali111〕ess : results of a n〕ulticenter regiSれ'y in JASPER
NorⅡくazu Yamada, Mashio Nakam山'a, YOS]]iyu]d Miyahara, Masah]to
Sakuma, Notifumi Nakanishi, Nobuhiro Yanabe, Takayuld Kuriyama,
Ta]祀yoshi Kunieda, Kunio shirato, Tsuneald sugim0加, Takesl〕i Nakano
第671・1Π木循喋器学会総会(袮1岡)中・成15年・3 打30日
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り } , ヘ ン ク ・ タ カ ー ス
Π 人 心 臓 ペ ー シ ン グ ー 屯 気 生 郡 学 会 平 成 1 5 年 5 月 2 7 訂
モ ノ ク ロ タ リ ン 投 与 イ i 室 肥 大 ラ ヅ ト に お け る C a 2 十 波 伝 播 速 度 の 検 討
広 瀬 尚 徳 , 三 浦 昌 人 , 遠 藤 秀 晃 , 菅 井 義 尚 , 若 1 _ U 裕 司 , 渡 辺 淳 ,  h 上 邦 男
Π 本 心 臓 ペ ー シ ン グ ・ 逃 気 牛 1 暗 孚 会 平 成 1 5 年 ・ 5 打 2 7 Π
肺 局 血 圧 症 恕 、 者 の 重 症 度 評 価 , 治 療 効 果 判 定 に お け る ポ ジ ト ロ ン C T の 有 用 性
仏 久 惜 1 聖 「 l , 1 _ H 1 1 1 」 順 , 商 橋 徹 ,
及 川 芙 奈 ・ f , 人 谷 乞 絲 己 , 加 賀 谷
d Ⅱ
1 工 ー _ ,
鈴 木 潤 , 繩 田 淳 , 白 十 邦 男
B x v e ] o d W ス テ ン ト と  T R I S T A R  ス テ ン ト の 初 期 お よ び 速 隔 瑚 成 織
佐 治 賢 哉 , 加 喋 效 , 杉 村 彰 彦 , 谷 川 俊 f , 富 岡 智 f ,  r ' 橋 務 子 , 佐 膝 洋
, 金 洋 正 1 崎 , 白 上 邦 男
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1213致命的な壊死性筋1嘆炎を合併し九中状腺クリーゼの1例H循
商橋湘,¥詩剣魚,武田守彦,大谷宏紀,若山裕司,杉江止,内十邦男
東北地力会平成15年6打 7"
胸部一下肢造膨CTにより血栓を検川した急池U仙血栓家栓症,深部静脈血栓
症のー'例
高橋徹,佐久Ⅲ1中仁,出町順,繩Ⅱ1 浮,鈴人泗],角道紀子,杉村
宏・・・郎, r」十ナ3リ}
第136回日本循喋器学会東北地ノj会〒成15午6刀 7M
柬北慢性心不令登録を川いた挨態ガ1f村麦予測区十子の検村
柴信行,波辺淳,篠崎毅,广Ⅱ二邦屶
第170回日本内科・学会東北地力会(仙台)平成15年6j・128H
肺1拓血ル症患岩での血柴小ウロテンシン
佐久旧偶リ仁, fq亘利人,品橋チΠ広,1拓橋徹,1Ⅱ町 1順,紲閉淳,鈴木
洲, n上邦リJ
第 3 1回 ipuc 、F成15年6 j128H
Right ventricu]ar [18F] f]um'odeoxyglucose upta]くe determined by clec・
trocardiography-gated posiu'on emission tomography with con'ection of par・
tial volume eHect predicts the degree of rigl〕t ventricu]at pressure overload in
Patients with pulmonary l〕ypa'tension
Minako oi1ζawa, Hiroki otani, Yutaka Kagaya, Masal〕ito sak山na, Jun
Demachi, Tm'U Takahasl〕i, Jun Nawata, Kunio shirato
Coronary dub lr成15イドフ 11 5 H
心確1文Ⅲi"訓FDG-PET をⅡ・ハヅご姉i島lmHξ症恕、老の右室代謝・峡迎動の同時解
析の有井1竹
佐久惜1聖仁,出1町順,1高橋徹,及川美奈子,大谷紐絲己,加1賀谷flb」エ.!.,
鈴木 i問,剤磁11_1 淳,白・上邦リ}
'宮城県心臘核医学研究会平成15q7 門18日
心房釧動における血栓形成の病態と列坊
福地満if,熊谷浩司,渡辺浮,白士那男
第51回日本心臓叩r1会(東京)乎成15年9 打 8 U
左室の拡人と収縮不令を呈する心■万症患名における造影MR1のイ」川性:心筋
造影所見と生命f後との1捌連
及川美奈子,何呪慕健太,繩"Ⅱ大谷宏和,齋際春夫, g知崎毅,加1賀谷
田淳,波辺涼,白士邦リ}
第51山ln本心1臓病学会叫0女)平成15午9月8日
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2 1 4
1 2 2 1パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 2  循 瑞 齢 剖 丙 の 遺 仏 了 診 晰 心 刺 激 伝 導 系 疾 悲 、 の 造 伝
了 診 断 現 況 と 課 題
苅 部 明 彦 , 火 友 淳 , 波 辺 涼 , 内 ・ 上 J I " }
第 5 Ⅱ 川 H 本 心 臓 病 学 会 ( 東 ' 0  平 成 1 5 年 9 J 」 8  訂
急 件 心 肋 梗 楽 悲 、 名 に お け る 内 掬 件 エ リ ス ロ ポ エ チ ン の 心 保 護 作 用
江 U 丁 1 女 人 , 杉  l f 文 , 及 川 雅 啓 , 匹 リ H 告 行 , 小 松 宜 火 , 油 井 満 , 多 田 愽
・ f , 太 Π 1  沸 1 , 加 賀 谷 出 , 白 上 邦 屶
第 5 Ⅱ 可 日 人 心 臓 病 学 会 ( 来 ' 0  〒 成 1 5 年 9  "  9  Π
人 邦 に お け る 拡 張 不 全 の 疫 学
, 知 崎 毅 , 波 辺 淳 , 柴 伝 行 ,  h 三 に 邦 リ }
第 1 7 1 回 Π 本 内 科 ・ 学 会 東 北 地 力 会 平 成 1 5 年 9 j Ⅱ 3 Π
経 皮 的 冠 動 脈 イ ン タ ー ベ ン シ , ン ( P C D  駒 後 に お け る 心 筋 局 所 収 縮 性 の 評 価
位 相 羊 ト ラ ヅ キ ン グ 心 エ コ ー 法 を 川 い た 検 , 村
波 辺 淳 , 長 谷 川 英 之 , 金
1 1 1 L
王 文 凱 i , 須 喋 戈 ・ 女 , 将 渕 燕 , 加 賀 谷
」 1 / ' ,
" 粘 , 小 岩 1 ど 郎 , 广 1 上 邦 屶
Π 本 超 斉 波 1 矢 学 会 東 北 」 也 ノ j 会 ( 伊 f 吟 平 ' 成 1 5 イ r 9 j ] 2 1 Π
P t e d i c t o r s  f o r  M o r t a l i t y  o f  p a t i e n t s  W 北 h  c h r o n i c  H e a r t  F a i 1 山 ' e  i n  ] a p a n
柴 伝 打 , 波 辺 淳 , 篠 崎 毅 , 古 関 峩 人 ,  h 」 二 邦 リ }
第 7 回 日 木 心 不 令 学 会 総 会 平 成 1 5 年 1 0 打 2 4 日
D i f f e t e n t i a l u p r e g u l a t i o n  o f  c a 2 +  c y C Ⅱ n g - R e l a t e d  p r o t e i n s  M a y  E x p l a i n  t h e
G e n d e r  D i f f e r e n c e  i n  H y p e r t r o p h i c  R e s p o n s e  i n  c D 3 8  K n o c k o u t  M i c e
J u n  T a k a h a s h i ,  Y u t a k a  K a g a y a , 1 C h Ⅱ ' O  K a t o ,  J u n  o h 捻 ,  M a s a h i t o  M i 山 ' a ,
M a s a 1 1 0 t i  H h ' o s e ,  Y u j i  w a k a y a m a ,  s h i n  T a k a s a w a ,  H i r o s h i  o k a m 0 1 0 ,
K u n i o  s h i r a t o
日 本 心 不 全 学 会 平 成 1 5 年 1 0 打 2 4 1 , 1
心 遊 Ⅸ 1 同 則 F D G - P E T  を 川 い た 慢 忰 イ i 室 斤 t ! 荷 戀 者 の イ _ i 室 機 能 解 析 の 右 川 竹
佐 久 弼 1 聖 仁 , 出 川 」  1 1 娘 , 1 力 汁 而 徹 ,
1 1 ' 1
及 川 芙 奈 了 , 火 谷 宏 紀 , 加 1 賀 谷
」 { ノ ' ,
鈴 ( 潤 , 紲 細 淳 , 1 1 1 門 心 リ }
Π 人 核 医 学 会 平 成 1 5 イ F I 0 河 2 7 日
第 3 回 川 」 血 栓 塞 栓 症 調 査 側 人 県 器 録 の 成 織 : 肺 空 栓 症 研 窕 会 共 祠 作 業 部 会 縦 告
佐 久 開 聖 仁 , 小 村 j 、 潮 , 小 1 1 川 ' 〔 文 , ' 宮 原 余 i と , 田 邊 侶 松 , 山 田 典 ・ ー , 架 " 」
需 之 , 同 枝 武 義 , 杉 人 価 明 , 小 野 赳 , 广 1 士 邦 屶
第 1 0 回 肺 リ 餅 全 l i 乍 価 究 会 平 成 1 5 年 1 1 打  I  U
心 ぐ 心 1 叉 1 同 期 F D G - P E T  を 川 い た 慢 枇 イ , 室 1 + 1 負 荷 患 打 の イ i 室 機 f j 謝 竹 析 の 右 川 竹
佐 久 川 凹 H 二 , 出 町 順 , 闘 橋 徹 ,
及 川 美 奈 ・ f , 大 谷 宏 紀 , 加 賀 谷
1 ↓ 1 1
』 I H - ,
鈴 人 淵 , 繩 円 淳 , 内 上 邦 リ 」 , 四 j 1 朔 日 聖 ・ ' , 、 一 ι 宅 1 1 、 泰
C Y R I C 第 2 4 回 研 究 縦 告 会 平 ■ 父 1 5 年 1 1 打 2 5 H
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1230心筋梗索急性期から比慢的低容最のACE阻害薬投芋'した後, ACE阻害薬の
増1北とアンジオテンシン受容体佶抗薬併用のいずれが優れているか?
武田守彦,欠作沿一,高橋務子,高橋淌,dⅡ杉紅正,加賀谷 」工呈',
本報,渡辺浮,一迫玲,丁・塚文例,白士邦男
第81可アンジオテンシンカンファレンス十二成15年2 打 1日
1231Should lncreasing the Dose or Adding ATI Receptor Blocker F0110w the Early
Initiation of ACE lnl〕ibitor A丘er Myocal'dia1 1nfarction?
武田守彦,矢作浩一,高橋務子,高橋潤,ム宮Ⅱk杉江止,加賀谷 ^丑、,
人縦,波辺淳,ー・迫玲,手塚文明,白十j心男
H本循環器学会平成15年3月28日
1232
1236
1〕redicl0玲 foY Mortality of patients with cl〕ronic Heart Fai1山'e in Japan
Shiba Nobuyuld, watanabe Jun, shinozalくi Tsuyoshi, Koseld Yoshito,
S11h'ato Kunio
The 7th Annual scienti丘C Metting of the Japanese Heart Failure socie・
W 平成15仟・10ナ123-25Π
1233
BNp and Atrial FibriⅡation n'edict the prognosis of palie]〕ts witl〕 Diastolic
Heart Failure in Japan
T. shinozaki, J. watanabe, T. Talくanori, Y.1くagaya, K. SI〕irato
第67回循喋器総会平成巧年3月28-29H
Ptop]1ilactic implantation of a pacemaker before beta-b]ocker therapy Ⅱ〕
Patients with chl'onic heart fai1山'e and bradycardia
RO Kenta, S]]inozald Tsuyoshi, ohtani Hiroki, Nawata Jun, Kagaya YU・
taka,入入latanabe Jun, shirato Kunio
The 7th Annual scientific Meeting of the Japanese Heart Fai]ure socie・
ty 平成15年]0月23-25日
215
1234Impact of central sleep apnea w]th chronic heaTt failrue to nocturnal sym・
Pathetic nerve act]V]ty
Sugimura Koichiro, shinozald Tsuyoshi, Takahasl〕i Takanori, watanabe
Jun, Kagaya Yulaka, ogawa Hiromasa, shirato Kunio
The 7th Annual scientific Metting of the Japanese Heart Failure socie・
ty 乎・成15年10打23-25日
'1、1;1'
1235綸架可能なテンプレートにより入力できる他施設共同症例集枯研究支援サイト
のプロトタイプ開発
古関義人,波辺淳,柴侶行,篠崎毅,丕文鄭,岩淵燕,大消祥
・f,志澤・聡・郎, U0藤大,國井重屶,根東淡明,"上邦男
第23師1医療恬十R学会平成15年Ⅱガ22-24日
2 1 6
1 2 3 7
H y p a ' s e n s i t i V 北 y  o f  c e n t r a l  c h e m o r e c e p t o r s  c o n t r i b u t e  t o  c e n t r a l  s l e e p  A P ・
n e a  i n  p a t i e n t s  W 北 h  c o n g e s t i v e  H e a 此  F a i l u r e
K .  s u g i m u r a ,  T .  s h i n o z a 1 ζ i ,  T .  T a k a h a s l 〕 i ,  H .  o g a w a ,  M .  o i l く a w a  M
S a k u m a ,  J .  w a t a n a b e ,  K .  S I 〕 i r a t o ,  S .  o k a b e
第 6 7 回 循 環 器 総 会 〒 成 1 5 年 3 月 2 8 - 2 9 日
V i s u a l i z a t i o n  o f  m y o c a r d i a 1  丘 b r o s i s  u s l n g  c o n t r a s t - e n h a n c e d  m a g n e t i c
r e s o n a n c e  Ⅱ n a g i n g  i n  p a t i e n t s  w i t h  d H a t e d  C 印 、 d i o m y o p a t h y
H .  o t a n i ,  H .  s a i t o ,  K .  Y u t a l く a ,  T .  s h i n o z a l d ,  J .  N a w a t a ,  K . 1 t o h ,  K .  s h i し a t o
第 6 7 回 循 環 器 総 会 平 成 1 5 年 3  打 2 8 - 2 9 日
電 気 生 理 学 的 検 査 に よ っ て 誘 発 さ れ た 心 室 細 動 は そ の 冉 発 を 予 知 で き な い
遠 藤 秀 晃 , 大 友 淳 , 篠 崎 毅 , イ ノ 訂 摂 公 鄭 , 多 田 博 子 , 深 加 砕 井 平 、 広 瀬 尚
徳 , 高 橋 孝 典 , 若 山 裕 司 , 杉 江  1 [ { , 苅 部 明 彦 , 沼 1 、 1 裕 1 難 , 二 浦 " , 人 , 福
地 満 正 , 波 辺 淳 , 訂 上 邦 男 , 赤 井 健 次 郎 , 平 木 哲 也 , 八 木 哲 也 , 小 山 介
弘 典
第 1 別 司 ペ ー シ ン グ 電 気 生 埋 学 会 平 成 1 5 年 5 打 2 5 - 2 7 日
H 木 に お け る 拡 張 不 全 の 疫 半
篠 崎 毅 , 波 辺 淳 , 柴 伝 h , 加 賀 谷 豊 , 内 ヒ 邦 男
錦 5 1 回 日 木 心 臓 病 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 平 成 1 5 年 9 打  8  - 1 0 日
川 j 来 栓 症 ( エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 ) に つ い て
白 十 邦 男
S e n d a i  c l 〕 e s t  c o n f a ' e n c C  2 0 0 3 午  7  j J 2 4 Π
最 新 の 心 不 全 治 療
白 十 邦 男
第  3  回  C O P D  フ ォ ー ラ ム 学 術 誥 演 会 q Ⅲ 台 )  2 0 0 3 年 8  打 2 2 日
心 と 肺 の ク ロ ス ト ー ク
内 十 邦 男
第 1 7 山 削 Ⅲ 抱 病 態 研 究 会  2 0 0 3 年 1 0 打  7  Π
肺 高 血 圧 症 の 臨 床
白 十 邦 男
第 1 0 舮 I C V  フ ォ ー ラ ム  2 ( 川 3 年 1 0 打 3 ( 川
拡 張 小 全
白 士 邦 屶
鮮 Π 6 回 秋 圧 1 県 南 胸 部 疾 患 研 究 会  2 0 0 3 年 H 打 2 7 日
虚 血 心 筋 と 冠 微 小 動 1 脈 の ク ロ ス ト ー ク : 山 Π 咳 肯 業 ( P T X ) 見 野 受 竹 G 蛋 白
( G P T X ) の 関 亨 ・ と 商 脂 l m 症 に お け る そ の 障 害
白 十 邦 屶
J I
佐 心 光 一 , 小 丸 逹 也 , 塩 入 裕 樹 , 武 m  智 , 高 橋 克 明 , 釡 塚
/ C ,
C o r o n 討 y  c l u b  2 0 0 2 年 2  ナ 」  2  U
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1247喘息患者における長期吸入ステロイドによる気道過敏性改善の規定因子の検討
駒木裕一,田島直美,ー・ノ瀬iF和,゛多i甫久敏,戸蒔雅文,111!係俊介,小荒
井児,大河原雛・',佐野公仁夫,田村弦,白士邦男,服部俊夫
会(道過敏忰研究会 2002年3月16日
局j品波カテーテルアブレーション中,房室接介割捌併聿が出現しなかったにも関
わらずSlowpathwayが焼灼された通常型房室結節りエントリー性頻拍のイ列
高橋孝典,大友淳,広瀬尚徳,多田博f,深堀耕平,熊谷浩司,杉江
If,若山裕司,八木拓也,苅部明彦,沼ロネ剤聳,篠崎毅,三浦昌人,福
地満正,波辺淳,白士邦屶
第12阿仙台臨床電気生理研究会 2002年6月12日
細胞外低カリウムにより出現するHERGチャネルのユニークな特性
沼Π裕隆,深堀耕平,波辺淳,白士邦男
第 9 回心Ⅷn管セミナー 2002年10月24日
ペースメーカー心房半.極リードをICD に転用した・・例
速藤秀児,佐藤公雄,多田博子,深堀耕平,大友浄,広瀬尚徳,局橋孝
典,杉1[正,若川裕司,沼Π裕隆,苅部明彦,篠崎毅,三浦昌人,渡
辺淳,白士邦男
第13回仙台施気生理研究会 2002年Ⅱ月2フロ
アミオタロンによって収縮機能が改善する慢性心不全症例力q子在する
述藤秀晃,篠崎毅,佐際公雛,多田博子,深蜘リ井平,広瀬尚徳,局橋孝
典,大友淳,熊谷浩司,杉江正,若山裕司,八木卓也,ヌ1n祁明彦一沼口
1捌難,二浦昌人,福地満正,波辺淳,白士邦男,赤井健汰郎,菊池淳
第21旦叫Uヒアミオダロン研究会q山台) 2002年Ⅱ月29日
家族によるCPR にて救命し,1CD柚え込み後も頻回の心室細動を認める噛・発
性心室細動の1例
深堀ljt平,篠崎毅,劫部明彦,沼1コ裕隆,三浦昌人,福地満止,波辺
淳, elj3男
第15回心臓突然死研究会叫i京) 2002年12月20日
東北地区におけるICD柏込みの条訓糸吉果
沼1_1裕隆,遠藤秀晃,佐艇公難,多田博子,深堀耕平,広瀬尚徳,商橋孝
叫,大友淳,若ル1裕司,苅部明彦,篠崎毅,ニモ浦昌人,福地満正,波]J 、,
辺淳,白士邦男
第43回柬北不整脈研究会 20鰐年3月 Ha
エポプロステノールによる治療を行ったSLE による川j局血圧症の・一例
鈴木湘,佐久闇聖仁,高橋徹,繩田淳,北向修,出町順,白上
邦男
東北肺循環研究会 2003年3 刀15日
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慢 性 閉 楽 性 1 姉 疾 患 ( C O P D ) 気 道 に お け る 活 性 酸 素 産 牛 能 の 検 村
駒 木 裕 一 , ー ノ 瀬 1 1 1 利 , 小 荒 井 晃 , 杉 浦 ク 、 敏 ,  j 、 川 寺 雅 文 , 小 川 誥 1 下 , 訂
士 邦 屶 , 服 部 俊 夫
気 道 過 敏 性 研 究 会  2 0 0 3 年 3  河 2 9 Π
虚 血 件 心 疾 恕 恕 、 者 に お け る 心 ■ L 部 か ら 心 尖 部 へ の f 捌 洗 的 な 心 筋 血 流 1 叩 上 の 検 川
- 1 3 N ー ア ン モ ニ ブ P E T  を 川 い た 検 討
大 谷 広 絲 己 , 田 巻 健 治 , 野 崎 英 _ ' 、 , 遠 心 秀 児 , 佐 々 木 敏 秋 , ・ ¥ 1 崎 一 ・ 典 ・ , 田 H 而
白 に 邦 屶
1 1 h
価 男 , 加 賀 谷
ー 、 ー . ,
第 9  同 仁 科 記 念 サ イ ク ロ ト ロ ン ・ セ ン タ ー 共 祠 利 川 発 太 会  2 0 0 3 午 5 ナ 1 9  H
血 栓 内 映 摘 除 術 に よ り 肌 1 高 Ⅷ 圧 症 が 嵯 快 し た 慢 竹 舳 血 栓 塞 栓 症
高 橋 徹 , 佐 久 間 樂 仁 , 出 町 順 , 繩 Ⅱ 1  涼 , 鈴 木 淵 , 角 道 紀 ・ f , 杉 村
宏 ・ 一 郎 ,  1 ヨ Σ E 邦 男
第  3  回 肺 商 伯 I H { 症 治 療 研 究 会  2 0 0 3 イ f 5  門 3 1 Π
埀 症 心 不 全 に ヌ ι す る む 室 補 助 人 工 心 臓 の 使 用 経 験
浅 海 泰 栄 , 柴 信 〒 j , 篠 1 崎 毅 , 1 「 ! 列 U 取 希 子 , 岩 渕 燕 , 井 U 篤 志 , 川 林
晄 ・ , 波 辺 淳 , 内 _ 上 邦 リ 」
R D T 研 究 会  2 0 0 3 年 6  打 2 6 Π
T e m p o r a r y l v C 丘 Ⅱ e r 抜 去 に 1 ヰ 1 愈 し た 肺 血 栓 塞 栓 症 の 一 例
鈴 木  1 州 , 佐 久 批 j 聖 仁 , 商 橋 徹 , 繩 田 淳 , 出 岡 '  1 順 , 白  1 1 邦 屶
心 l m 管 放 身 1 線 カ ン フ ァ ラ ン ス  2 0 0 3 q 二 6  j 1 2 6 日
急 性 心 筋 梗 塞 態 、 者 に お け る 内 囚 竹 エ リ ス ロ ポ エ チ ン の 心 保 護 作 削
浪 打 成 人 , 杉 正 文 , 1 ' 1 鳥 ' 止 孝 , 及 川 雅 艸 , 匹 リ N 告 1 1 , 山 足 秀 1 、 t , 小 松 立
多 Ⅱ 1 博 、 f , 太 剛 湘 , 門 上 那 屶
1 1 1 1
大 , 油 井 満 , 市 原 利 勝 , 加 賀 谷
- 1  ,
第 1 4 回 心 不 全 治 療 研 究 会 仙 台 , 勝 1 Ⅱ 館  2 { 川 3 年 7  打  4  Π
肺 , 布 血 症 と 血 管 内 皮 細 1 抱 一 肺 商 血 症 に お け る 内 皮 前 駆 細 胞 の 役 割 一
佐 1 妖 公 雄 , ヌ 畍 那 明 彦 , 人 友 丹 , 清 水 唖 希 子 , 仏 久 1 1 司 川 1 イ t , 波 辺 汁 , 1 ' 1
上 邦 屶
心 血 管 カ ン フ ブ ラ ン ス  2 0 船 年 9  打 1 7 Π
ア ミ オ ダ ロ ン の 低 容 川 : 法 は 励 介 併 町 1 を 低 下 さ せ る
篠 崎 毅 , 清 水 N 希 子 , 佐 喉 公 雄 , 深 加 掬 「 平 , 多 田 1 導 ・ f , 広 瀬 尚 徳 , i 拓 橋
孝 典 , 大 友 淳 , 若 1 _ Ⅱ 裕 司 , 沼 口 沿 隆 , ヌ 耽 仰 山 彦 , 三 浦 と 1 , 人 , み , リ 也 満 1 [ . ,
渡 辺 淳 , 由 上 邦 屶
第  8 1 川 ブ ミ オ ダ ロ ン 研 究 会  2 0 0 3 イ F 9  門 2 7 H
フ ロ ー ラ ン 存 宅 治 療 小 ,  H i c k m a n c a t h C 比 r  の 断 裂 を き た し 九 イ 列
佐 治 賢 哉 , 佐 ク 、 1 削 聖 仁 , 1 ☆ j 橋 徹 , 川 1 1 1 」  1 順 , 紲 田 ぢ i , 鈴 人 沸 1 , 角 道
紀 f , 杉 村 ' 宏 心 1 1 , 白 1 上 邦 男
第  2 1 0 1 フ ロ ー ラ ン 治 療 研 究 会  2 0 0 3 イ n 0 打 2 5 Π
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1263エポブロステノールによる治療を行った燧原病性肺1司血圧症例
鈴木 1州,佐久制聖.仁,局橋徹,雛田淳,北向修,1Ⅱ町 1順,杉村
宏・・鄭,角道紀了,佐治賢哉,白士邦リ}
フローラン研究会 2003午10j」25U
エポプロステノール長則1寺靴卸注擬法の樹題点:カテーテル感染症について
1拓橋徹,佐久帰1聖仁,1_"1町順,紲1・U 淳,鈴木沸1, h士邦屶
第 2 印1フローラン治療研究会 20031rl0門25Π
20肥年の宮城県における肺血栓雍栓症の発化状況
Mi橋徹,佐クJ剖聖イt,小貯創・1出犬,興野1ドト肘,小Ⅱ1介弘典,金沢正暗,
佐藤成利,八巻市緋,11i出イ'!f.,飛m 渉,仁旧新',田1木1晄一',門上邦屶
第4 回宮城県肺血管疾恕、刈策恊議会γ術集会 20船年10打31日
"宮城県における肺血栓塞栓症の充生状況
高橋徹,り、ξ久Ⅲ1聖イニ,小1艇Π出夫,興野イ件封,小田倉弘典,金沢jfJ啼,
佐1佳成和,八巻重雄,イi川佶正,飛山沙,仁田新一・,田林1恍',門士邦男
第101川肺空栓症研究会 2003年Ⅱ月 IH
当院でのhANP仙川絖験
波辺浮,白士邱屶浅澎泰栄,料渕燕,加賀谷 証Ⅱ』1J'」,
hANP フォーラム in 仙台 2003年]υ129日
市症心不个に対する心膽冉同期療法
若山裕司,沽水如希子,途藤秀児,佐膝公鄭,多幽博子,深加刷平,広i頼
尚徳,1拓橋斈典,大友村i,福田浩二,沼口裕隆,ヌⅡ部明彦,篠崎毅,
三浦昌人,福地満正,波辺淳, e k邦リ」,井1、】篤志,田林晄・ー
hANP フォーラム in 仙台 2003年1け」29H
重拍ぞ心不全にヌ、1する'心臘再1司捌旅法の経験
お111裕司,清水心希・f,遠献秀占ι,佐j侠公凱,多旺11,リ丁',深加HJ1平,広瀬
尚徳,■H而斈典,大友淳,福旧浩ム,拙Π裕隆,苅部明彦,篠崎毅,
二油昌人,福j也満正,渡辺浮,亡1士邦屶
第15回イ111台齢床心}幟確気牛"!研究会 2003年12河 4日
・一次予防的に村iえ込んだ ICD が初発の心室竹頻脈性不1渕脈(VT/VF)にヌιし
て的硫に作動した閉楽四切巴大刑.心筋症慨OCM)の若年屶性の・・イ列
油水弛'子,大谷宏祀,薊部明彦,二ξ浦月人,篠崎毅,凶十邦男
第161川心臓性危ψヒ研究会 20備年12f120目
EFFECTS OFINCREASINGTHEDOSE OFACE INHIBITORAND ADD・
ING ATIRECEPTOR BLOCKER AFTER THE EARLY INI、nATION OF
ACE INHIBITOR IN ACUTE MYOCARDIAL INFARCTION
武田守彦,欠作浩・ー,1島橋務子,局橋汎1,'宮本"わ杉江ル,加賀谷 』、」コ.,
Ⅷ,波辺淳,・迫玲,乎塚文明,白十邦男
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1264
1265
1266
1267
1268
219
1269
1271
1270
2 2 0
1 2 7 2
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D y s f u n c t i o n  i n  a  F a m Ⅱ i a ]  D i l a t e d  c a r d i o m y o p a t h y  c a u s e d  b y  a  L a m i n  A / C
G e n e  M u t a t i o n
J u n  o t o m o ,  s h i g e o  K 1 Ⅱ ' e ,  A k i h i k o  K a T i b e ,  T e t s u o  Y a g i ,  M a s a e t s u  M i u r a ,
H i r o s h i  N a g a n U 1 τ l a ,  F u m i a l d  T e z U 1 ζ a ,  M e i i c h i  l t o ,  J u n  叉 入 l a t a n a b e ,  Y o i c h i
M a t s u b a t a ,  K u n i o  s h i r a t o
N o r t h  A n 〕 e r i c a n  s o c i e t y  o f  p a c i n g  a n d  E l e C 廿 O p h y s i 0 1 0 g y  ( w a s h i n g t o n ,
D C ,  U S A )  2 0 0 3 圷 、 5 月 1 4 日
1 2 7 3
U n i q u e  p r o p e r t i e s  o f  H E R G  c h a n n e l s  R e v e a l e d  b y  L o w e r i n g  E x t r a c e ] 1 U l a r
P o t a s s i u m
K o h e i  F u k a h o r i ,  H i r o t a k a  N u m a g u c h i ,  J u n  w a t a n a l ) e ,  K u n i o  s h i r a t o
N o r t h  A m e r i c a n  s o c i e t y  o f  p a c i n g  a n d  E l e c t r o p h y s i 0 1 0 g y  ( 工 入 7 a s l 〕 i n g t o n ,
D C ,  U S A )  2 0 船 年 5  打  1 5 日
1 2 7 4
B o n e  m a r r o w - d e r i v e d  p r o g e n i t o r  c e Ⅱ S  c o n t r i b u t e  t o  t h e  p u l m o n a l ' y  a r t e r i a l
r e m o d e l i n g  i n  l 〕 y p o x i a - i n d u c e d  p u l m o n a r y  h y p e r t e n s i o n
K i m i o  s a t o h ,  A k i h i ] Φ  K a r i b e ,  M a s a h i t o  s a k u m a ,  M 北 S u m a s a  F u k u c h i ,
Y u t a k a  K a g a y a ,  J u n  工 入 l a t a n a b e ,  K u n i o  s h i r a t o
A H A  2 0 船 年 Ⅱ 月 9  Π
1 2 7 5
D e t e c t i o n  o {  c o r o n a r y  v a s o d Ⅱ a t o r  s i g n a l s  p r o d u c e d  b y  M y o c a r d i a l M e t a b o l i c
S t i m u l a t i o n
S a t m ' U  T a k e d a ,  T a t s u y a  K o m a t u ,  K a t s u a l く i  T a k a h a s h i ,  K o u i c h i  s a t o ,
H i r o s h i  K a n a t s u I く a ,  K u n i o  s h i r a t o
A H A  2 ( 川 3 イ f 1 1 打  1 0 日
1 2 7 6
H i g h  s e r u m  E r y t h T o p o i e t i n  上 e v e l  p r e d i c t s  s m a Ⅱ e r  l n f a T d  s i z e  i n  p a t i e n t s
W i t h  A c u t e  M y o c a r d i a 1  1 n f a r c t i o n  s u l 〕 j e d e d  t o  s u c c e s s f u l  p e r c u t a n e o u s  c o ・
r o n a r y  l n t e 丁 V e n t i o n
Y .  K a g a y a ,  S .  N a m i u c h i ,  J .  o h 始 ,  N .  s h i b a ,  H .  T a d a ,  M .  s u g i ,  M .  o i k a w a ,
H . 1 く U n i i ,  H .  Y a m a o ,  N .  K o m a { S U ,  M .  Y u i ,  K . 1 C h i h a r a ,  K .  s h i r a t o
A H A  2 0 0 3 年 Ⅱ 月 Ⅱ 訂
1 2 7 フ
R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  p a t i a 〕 t  w e i g h t , f l u o r o s c o p i c  t i m e ,  d o s e - a r e a  郡 ' o d u c t ,
a n d  l n a x i m u m  l a d i a t i o n  s k i n  d o s e  i n  c a r d i a c  i n t e r v e n t i o n a l  p r o c e d Ⅲ ' e s
K o i c h i  c h i d a ,  H a r u o  s a i t o ,  H i r o l d  o t a n i ,  M a s a y u k i  z u g u c h i ,  M i t s u h a r u
N a k a t a ,  K u n i o  s h h " a t o
8 9 t h  a n n u a l  m e e t i n g  o f  r a d i 0 1 0 g i c a l  s o c i e t y  o f  n o r t h  a m e r i c a  ( c h i c a g o )
2 0 船 年 1 2 j ]  1  Π
1278脳梗塞について
冉十邦男
みやぎ県南中核病院脳梗塞に関する講演会 1打22日
慢性心不全の診断と泥油誕
白士邦男
仙台市医師会太白ブロック;苛演会 41122日
慢性心不令の病態と治療
白士邦屶
第Ⅱ匝ICV フォーラム 9 打 9 H
2005年
肺塞栓症の現状・ーエコノミークラスー症候群を含めて
白上邦男
肺血栓塞栓症の現状と予防対策
白士邦男
肺血栓塞栓症セミナー]j128Π
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